
 
 

艇
盤
 に
し
た
こ
の
婦
人
運
動
が
、
な
ぜ
こ
れ
樺
太
 き
 な
 発
展
を
な
し
得
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
ど
の
よ
う
な
 婦
人
屑
に
広
ま
り
、
ど
ん
な
 

 
 

的
 

活
動
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
・
・
・
・
・
・
本
稿
は
 

、
こ
 れ
る
の
諸
問
題
の
解
決
を
模
索
し
な
が
ら
、
姉
妹
金
運
動
 の
 創
始
、
そ
の
背
景
と
地
（
 
 
 

昭
 

盤
 、
な
ら
び
に
日
本
姉
妹
会
へ
の
飛
躍
の
経
過
な
ど
を
 叙
述
し
、
最
後
に
そ
の
性
格
と
意
義
に
つ
い
て
考
察
す
る
 も
の
で
あ
る
。
 

  おける カ 

カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
ゲ
オ
ル
グ
・
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
（
一
九
 0
 0
9
 八
五
）
が
昭
和
五
年
に
秋
田
で
創
立
し
た
女
性
の
 た
め
の
修
養
団
「
 聖
 

母
 姉
妹
 会
 」
は
、
七
年
秋
以
降
急
速
に
全
国
各
地
に
普
 及
 し
て
、
十
年
春
に
は
会
員
数
五
千
人
を
数
え
る
に
至
っ
 た
 。
カ
ト
リ
ッ
ク
を
 基
 

圭 
目 

山 

玄 

      ，クの 姉妹金運動 

" ト Ⅰ "" 

  
ト て カ 義つ動数 ッ 

りかト ッ るり 的は的えク 愛 、 改 8 日     
慈 で り 激 し同 各 l 
善 ぎの 動わ 染地 が 
活ょ歩 す寄のに 昭 

局等   
秋田で 女性の女学校 潮流や カナ 、つこ 国心、 @ のま、   
職 長中田 と よ し 
業 所で裏 白 5 た 
婦 を苦 と 主な 聖   
個 度る 初夢 に妹 

性、 に 店 一期重 般 のする（ ょ 全 
自 用 日 資 る の 昭 
生 し本本分か 和     
心 よ 少の草 た本 

姉妹食 、カト 努 うと 離れ し 害毒、 の眼精 後、こ   が 教 五 特徴 会通 妹 帯で教 性にす っ を敵 づ 、 
動 え る り け年 
のを 危 出た後 

昭
和
初
期
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
 姉
妹
金
運
動
 



ら
 直
接
に
聞
い
た
回
顧
 談
や
 、
当
時
の
各
種
月
刊
誌
、
 「
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
 L
 
 （
週
刊
）
な
ど
を
参
照
し
た
 
。
な
お
、
こ
れ
ら
の
 史
 

料
 、
特
に
姉
妹
 会
 誌
と
そ
の
付
録
日
 ェ
 メ
レ
ン
シ
ア
ナ
 ヒ
 に
 非
常
に
多
く
登
場
す
る
女
性
の
実
名
は
、
紙
幅
の
制
 約
 や
そ
の
他
の
都
合
 

で
、
少
数
の
例
外
を
除
ぎ
す
べ
て
削
除
し
た
。
 

一
 
聖
母
姉
妹
会
の
創
立
と
発
展
 

南
独
 シ
ュ
 ヴ
 ア
ー
ベ
ン
地
方
の
フ
ィ
シ
 ュ
ハ
ッ
ハ
 で
 生
 ま
れ
た
ゲ
オ
ル
グ
・
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
、
一
九
二
九
（
 昭
 和
 四
）
 年
 五
月
に
神
 

言
 修
道
会
の
司
祭
と
な
っ
て
同
年
十
月
に
来
日
し
 、
新
 潟
で
 日
本
語
を
学
ん
だ
後
、
翌
年
九
月
に
秋
田
教
会
 助
任
 に
 着
任
し
た
。
同
時
 

に
 、
聖
霊
奉
侍
布
教
修
道
女
 会
 
（
以
下
略
し
て
聖
霊
会
 
と
 書
く
）
の
経
営
す
る
、
秋
田
の
聖
 壷
 
一
正
一
 

@
 
日
 争
友
学
院
（
 以
 千
聖
霊
学
院
と
書
く
）
 

で
も
宗
教
の
授
業
を
担
当
し
た
が
、
定
員
五
 0
0
 人
の
同
 校
 に
は
、
当
時
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
一
二
人
を
含
む
約
四
 五
 0
 人
が
学
ん
で
お
 

り
 、
内
七
 0
 人
 余
り
は
学
校
の
寄
宿
舎
に
入
居
し
て
い
て
 、
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
は
こ
の
内
わ
ず
か
六
人
、
カ
ト
リ
 ッ
ク
 の
教
理
研
究
者
は
 

五
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
（
 

l
-
 好
評
を
博
し
て
い
る
 カ
ト
り
 
ッ
ク
 校
に
娘
を
入
学
さ
せ
て
も
、
そ
の
娘
が
キ
リ
ス
ト
教
 に
 入
信
す
る
こ
と
に
 

は
、
 強
く
反
対
す
る
父
兄
が
多
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
 そ
 ん
な
中
で
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
、
聖
霊
学
院
の
女
学
生
た
 ち
に
呼
び
か
け
て
 一
 0 

数
人
を
集
め
、
互
い
に
助
け
合
い
、
心
の
清
さ
と
喜
び
 に
 生
き
る
目
的
で
、
昭
和
五
年
十
一
月
一
日
（
土
）
に
 聖
 母
 姉
妹
会
を
創
立
し
た
 

ガ
会
員
数
は
同
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
午
後
の
会
合
に
は
 
五
 0
 人
に
達
し
た
。
 

@
 ，
 
-
 

 
 史

料
と
し
て
は
、
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
数
多
く
の
ド
イ
ツ
 

圧
 叩
 書
簡
、
月
刊
の
姉
妹
会
話
「
冠
さ
れ
し
百
合
口
（
八
年
 一
月
発
刊
、
九
年
一
 

 
 

月
 に
日
白
百
合
 L
 、
十
年
一
月
に
「
姉
妹
 ロ
と
 改
称
）
 、
 な
ら
び
に
そ
の
付
録
「
天
主
の
子
し
と
「
 ヱ
ノ
ン
 ソ
シ
ア
 ナ
六
 
お
よ
び
昭
和
八
 
)
 
 
 

年
 十
二
月
発
行
の
聖
母
姉
妹
 全
 会
則
と
そ
の
精
神
の
解
 読
書
「
尾
上
の
百
ム
こ
を
利
用
し
た
が
、
そ
の
外
に
も
、
 筆
者
が
当
事
者
た
ち
か
 



貼
 

に
も
送
付
し
、
札
幌
の
光
明
社
三
月
八
日
発
行
の
 週
刊
紙
円
光
明
し
に
も
、
三
月
八
日
と
三
月
十
五
日
発
 
行
の
日
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
 新
 

 
 
 
 

胸
間
口
に
も
掲
載
し
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
 

参
加
希
望
者
は
三
月
二
十
五
日
午
後
五
時
ま
で
に
、
 洗
 両
用
具
と
参
加
費
二
円
五
十
（
 
 
 

 
 

の
朝
ま
で
寄
宿
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
 ｜
に
よ
 る
講
話
の
表
題
は
 、
 

Z
@
 

げ
を
得
て
そ
れ
を
学
生
た
ち
に
配
布
さ
せ
た
が
、
 
許
 可
 を
受
げ
な
い
時
に
は
街
路
で
配
布
さ
せ
た
。
ま
た
近
県
 諸
地
力
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
 

お
 ヵ
て
 

れ
 月
二
十
六
、
七
、
 

、
秋
田
市
内
の
県
立
高
等
女
学
校
、
女
子
技
芸
 

ハ
の
 
三
日
間
、
聖
霊
学
院
に
寄
 

 
 

 
 

 
 

ム
ム
 

㍾
催
さ
れ
た
西
独
ラ
イ
ン
地
方
の
マ
リ
ア
 

会
 大
会
に
 @
 
 

十
人
ト
 

三
万
人
も
参
集
し
た
と
い
う
。
（
 

3
 ）
 

 
 

ッ
ク
 
信
徒
と
 
救
 霊
を
望
む
非
力
ト
リ
ッ
ク
の
一
般
 

女
子
両
方
の
た
め
、
同
年
三
 

鋤
校
 で
独
自
の
活
動
に
従
事
し
て
い
る
 

各
 グ
ル
 与
 は
、
 時
に
ほ
合
同
で
大
集
会
を
開
く
こ
と
も
あ
っ
て
 

、
昭
 和
 八
年
の
夏
に
ケ
ル
ン
で
 

開
 

彼
が
意
図
し
た
 

る
過
激
な
共
産
主
 

で
あ
っ
た
。
こ
の
 

改
革
精
神
の
強
い
 

一
七
七
三
年
ま
で
 

セ
 三
年
以
降
は
 イ
 

始
め
、
そ
の
後
一
 

五
 0
 の
マ
リ
ア
 会
 

そ
の
一
部
の
 
グ
ル
 こ

の
 ょ
う
 な
会
の
モ
デ
ル
は
 、
 彼
が
第
一
次
世
界
大
戦
の
 直
後
七
年
間
余
り
滞
在
し
た
ウ
ィ
ー
ン
大
司
教
区
で
、
 一
 
南
ま
 

義
 的
革
命
運
動
に
抗
し
て
急
速
に
広
ま
っ
た
 カ
ト
り
ッ
 ク
 婦
人
た
ち
の
マ
リ
ア
 会
 （
目
代
了
三
の
 

n
F
m
 

本
 O
 コ
 m
q
 
の
 m
p
 
ま
 。
 臣
 ）
 

マ
リ
ア
会
は
、
元
来
一
五
六
三
年
に
イ
エ
ズ
ス
会
員
が
 ロ
 １
％
学
院
で
、
男
子
信
徒
の
た
め
に
創
立
し
た
多
少
 戦
 闘
的
 

信
心
金
で
、
一
五
 セ
 三
年
に
ウ
ィ
ー
ン
に
も
最
初
の
支
 部
 が
結
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
西
欧
各
地
に
普
及
 し
、
 

に
 約
二
五
 0
0
 の
支
部
が
結
成
さ
れ
た
と
い
う
。
 一
セ
 五
一
年
か
ら
は
女
子
信
徒
の
た
め
の
支
部
も
設
置
さ
れ
、
 一
セ
 

ヱ
 ズ
ス
会
員
以
外
の
司
祭
や
学
者
や
一
般
市
民
も
指
導
者
 に
な
り
得
た
の
で
、
各
支
部
は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
て
 発
 属
 し
 

九
四
八
年
ま
で
に
結
成
さ
れ
た
個
別
組
織
は
、
七
万
五
 干
 に
も
達
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
で
も
、
昭
和
初
年
ご
ろ
に
は
 約
二
 

グ
ル
ー
プ
が
活
発
な
社
会
運
動
を
展
開
し
て
お
り
、
 そ
 の
会
員
数
は
数
千
人
に
達
し
て
い
た
が
、
 ゲ
 マ
イ
ソ
 ダ
｜
 ま
、
 

セ
 

｜
プ
と
 密
接
な
関
係
を
保
っ
て
い
た
。
 一
 0 人
 乃
至
 二
 0
 人
前
後
の
会
員
か
ら
成
り
、
通
常
そ
れ
ぞ
れ
の
心
教
区
 や
学
 



努
め
な
が
ら
、
乙
女
の
心
を
む
し
ば
む
当
時
の
日
本
社
 会
の
軽
薄
な
風
潮
に
侵
さ
れ
な
い
よ
う
、
田
舎
娘
で
あ
っ
 て
 

の
女
性
と
仰
が
れ
る
に
至
っ
た
聖
母
マ
リ
ア
の
生
き
方
を
 模
範
に
し
っ
 つ
、
 強
い
清
い
宗
教
的
精
神
の
育
成
に
努
 め
 

妹
 会
員
の
数
は
九
 0
 人
に
も
達
し
た
が
、
そ
の
大
多
数
 は
 洗
礼
を
受
け
た
 ヵ
 ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
は
な
か
っ
た
。
 

そ
  
 

は
 、
六
年
九
月
下
旬
、
会
員
二
 0
 人
 と
会
員
外
の
人
一
人
 の
た
め
荘
厳
な
洗
礼
志
願
式
を
挙
行
し
、
ど
ん
な
困
難
 を
 無

数
の
人
か
ら
理
想
 

て
い
る
 う
 ち
に
、
 姉
 

で
ゲ
 マ
イ
ソ
 
ダ
｜
 

も
 祈
り
と
信
仰
の
熱
 

初
日
に
「
人
生
の
根
本
問
題
に
つ
い
て
」
（
四
回
）
、
第
一
 

一
日
に
「
幸
福
に
つ
い
て
」
（
四
回
）
、
第
三
日
に
「
最
上
 

の
 幸
福
に
つ
い
て
」
（
 四
 

回
 ）
と
な
っ
て
い
る
。
 

し
か
し
、
姉
妹
会
員
た
ち
が
外
泊
の
許
可
を
願
 5
 と
 、
彼
 女
 ら
の
両
親
や
親
族
で
強
い
反
対
を
表
明
す
る
人
も
多
 か
っ
た
の
で
、
多
く
 

の
 姉
妹
会
員
は
こ
の
黙
想
 会
 に
参
加
で
ぎ
な
か
っ
た
。
で
 も
 、
聖
霊
学
院
勤
務
の
女
教
師
た
ち
は
殆
ど
全
部
参
加
 し
、
 外
に
新
潟
・
 
山
 

形
 
・
鶴
岡
・
佐
渡
・
東
京
・
札
幌
か
ら
の
信
徒
参
加
者
 も
あ
っ
て
、
結
局
全
コ
ー
ス
参
加
者
は
七
 0
 人
に
も
な
り
 、
う
ち
非
力
ト
リ
ッ
ク
 

者
は
二
 0
 人
で
あ
っ
た
。
な
お
、
市
内
在
住
者
で
日
中
 だ
 け
 参
加
し
た
者
も
別
に
一
 
0
 大
 い
た
。
多
く
の
実
例
を
 紹
介
し
な
が
ら
通
俗
的
 

具
体
的
に
語
る
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
講
話
は
、
 
五
 0
 分
話
 し
て
 
一
 0 分
 黙
想
と
い
う
形
式
で
一
日
四
回
な
さ
れ
た
が
 、
わ
か
り
易
く
て
説
得
 

力
 に
富
み
、
来
聴
者
の
心
を
大
き
く
燃
え
上
ら
せ
た
。
 

そ
 れ
で
、
「
ま
た
来
年
も
し
と
の
声
が
高
か
っ
た
よ
う
で
 あ
る
。
山
形
か
ら
参
加
 

し
た
 某
 信
徒
は
、
こ
の
黙
想
 会
 に
参
加
し
て
修
道
女
に
な
 る
 決
心
が
っ
 
ぃ
 た
と
い
う
。
 

@
4
 
）
 

同
年
四
月
初
め
、
聖
霊
学
院
を
卒
業
し
た
ば
か
り
の
者
 た
ち
が
、
ま
だ
秋
田
の
 ヵ
 ト
リ
，
 ク
 教
会
に
つ
い
て
は
 殆
 ど
 何
も
知
ら
ず
に
 い
 

た
の
に
驚
い
た
 ゲ
 マ
イ
ソ
 ダ
 l
 は
、
四
月
下
旬
に
同
教
会
 の
 正
面
玄
関
改
築
工
事
の
完
成
し
た
の
を
記
念
し
 、
多
 く
の
修
道
女
と
姉
妹
 会
 

員
 ら
の
協
力
を
得
て
、
教
会
内
に
バ
ザ
ー
と
絵
画
展
と
 を
 開
催
し
た
。
ち
ょ
う
ど
四
月
末
、
五
月
初
め
の
花
見
の
 時
期
と
重
な
っ
た
こ
と
 

も
 幸
い
し
た
の
か
、
一
週
間
で
数
千
人
の
市
民
が
教
会
 を
 訪
れ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
に
つ
い
て
の
秋
田
市
民
の
印
 象
を
明
る
い
好
意
的
な
 

（
 
ヒ
 
Ⅰ
）
 

も
の
に
変
え
る
効
果
を
あ
げ
た
。
こ
う
し
て
、
教
会
活
 動
の
手
伝
い
、
バ
ザ
ー
の
手
伝
い
、
市
内
寺
町
界
隈
の
貧
 田
家
庭
の
訪
問
な
ど
に
 

(4)  4 



い
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
 い
 。
た
だ
こ
れ
 ら
の
実
例
の
中
で
の
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
舌
口
葉
か
ら
察
す
る
 

と
、
 彼
が
当
時
、
受
洗
を
妨
 

 
 

妨
げ
る
悪
霊
の
働
ぎ
の
共
存
す
る
こ
と
を
説
く
か
な
り
 

戦
闘
的
な
宣
教
観
を
も
っ
て
 

げ
 
い
て
、
不
屈
の
信
仰
心
と
熱
心
な
祈
り
と
苦
業
に
 

よ
 り
受
洗
を
切
望
し
続
け
る
な
ら
、
い
つ
か
 

ほ
 反
対
者
が
 折
れ
て
そ
の
意
志
を
翻
す
と
 

 
 

の
 成
功
例
に
よ
っ
て
次
第
に
不
動
の
も
の
と
な
っ
て
行
っ
 

た
こ
と
だ
け
を
、
付
記
し
て
 

胸
 
お
き
た
い
。
 

昭
 

昭
和
七
年
春
ご
ろ
か
ら
、
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
時
々
が
り
 

版
 刷
の
姉
妹
会
話
「
小
百
合
 
ヒ
を
 不
定
期
に
発
行
し
て
い
 
た
が
、
同
年
八
月
か
 5  (5) 

ぬ
 来
の
縁
組
や
結
婚
を
む
ず
か
し
く
す
る
恐
れ
の
あ
 

る
 
若
い
娘
の
受
洗
は
、
困
難
を
極
め
て
い
た
 

0
 
ゲ
ル
マ
イ
 

ソ
ダ
 
ー
は
 
、
 
親
や
親
族
の
反
 

 
 

 
 

 
 

  

心
で
 克
服
し
て
、
洗
礼
の
恵
み
を
受
け
よ
う
と
の
決
意
 を
 固
め
さ
せ
た
。
そ
し
て
十
一
月
に
会
員
七
人
に
洗
礼
を
 授
 け
 、
そ
の
後
も
ゆ
っ
 

く
り
と
受
洗
者
数
を
増
や
し
続
け
た
。
し
か
し
そ
の
中
 に
は
、
反
対
す
る
 親
 ・
親
族
を
不
屈
の
音
 
睾
ゅ
で
 
説
得
し
た
 り
 、
あ
き
ら
め
さ
せ
た
 

り
 、
事
後
承
認
さ
せ
た
り
し
た
受
洗
者
も
少
な
く
な
か
 つ
こ
 
。
十
八
 

当
時
の
親
族
法
に
よ
る
と
、
親
は
未
成
年
の
子
ば
か
り
 で
な
く
、
独
立
の
生
計
を
立
て
な
い
成
年
の
子
に
対
し
て
 も
 、
そ
の
子
を
一
人
 

0
 社
会
人
と
し
て
養
育
す
る
義
務
権
利
を
有
し
て
 い
 て
 、
 こ
の
職
分
は
、
そ
の
目
的
の
た
め
に
必
要
な
事
項
の
す
 べ
て
に
及
ん
で
い
た
。
 

こ
の
親
権
に
は
、
子
の
精
神
的
教
育
を
も
包
括
す
る
身
上
 監
護
 権
 が
含
ま
れ
て
い
た
が
、
子
が
た
と
え
自
分
で
生
 活
 費
を
支
弁
す
る
よ
 う
 

に
な
っ
て
親
権
か
ら
独
立
し
た
と
し
て
も
、
一
定
の
年
 令
 
（
勇
三
十
歳
、
女
二
十
五
歳
）
に
達
す
る
ま
で
は
、
 
父
 母
の
同
意
な
し
に
縁
組
 

 
 

帝
国
憲
法
第
二
十
八
条
で
は
「
安
寧
秩
序
 ヲ
妨
 ケ
ス
 及
臣
 民
タ
 ル
ノ
義
務
 ニ
 青
カ
 

サ
ル
隈
手
 於
テ
 信
教
 ノ
 自
由
」
が
認
め
ら
れ
て
い
て
も
、
 家
を
中
心
と
す
る
こ
れ
ら
の
民
法
と
親
の
強
い
権
利
生
 張
に
 妨
げ
ら
れ
て
、
 将
 



ら
 
一
年
間
、
秋
田
教
会
主
任
フ
ラ
ン
ツ
・
フ
リ
ー
ゼ
（
 一
八
八
一
 ｜
 
一
九
六
二
）
の
代
理
を
務
め
る
こ
と
に
な
る
 と
 、
教
会
敷
地
内
に
新
 

薬
 す
る
小
さ
な
図
書
館
 兼
 ホ
ー
ル
「
講
読
 館
 」
の
工
事
 に
 力
を
入
れ
、
同
年
十
月
三
十
日
の
開
館
に
先
立
ち
、
 美
 し
く
飾
り
立
て
た
静
生
 -
m
 

館
 で
一
週
間
の
美
術
展
を
開
催
し
た
。
同
年
十
一
月
の
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
書
簡
に
よ
る
と
、
初
日
の
十
月
二
十
二
 一日
（
日
）
に
は
、
ち
ょ
 

5
 ど
 三
百
年
前
の
大
名
佐
竹
叢
宣
を
記
念
す
る
行
事
が
近
 く
の
城
跡
公
園
で
催
さ
れ
た
そ
う
で
、
そ
こ
に
参
集
し
 た
 数
千
人
の
市
民
の
う
 

ち
 二
千
人
ほ
ど
が
叢
誌
 館
 に
も
来
訪
 
し
 、
そ
の
後
す
ぐ
に
 、
講
読
館
は
秋
田
県
の
図
書
館
協
会
に
受
け
入
れ
ら
れ
 た
と
い
う
。
秋
田
 魁
新
 

報
 と
報
知
新
聞
秋
田
坂
と
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
大
変
 好
 意
 的
に
大
き
く
報
道
し
て
く
れ
た
か
ら
で
も
あ
ろ
 5
 。
 十
 月
三
十
日
の
開
館
祝
賀
 

会
 に
は
、
秋
田
市
長
代
理
と
県
の
教
育
課
長
を
初
め
と
 し
て
各
学
校
長
ら
も
来
館
し
た
が
、
こ
の
機
会
に
県
の
教
 育
 課
長
や
県
立
秋
田
高
 

等
 女
学
校
長
と
親
交
を
結
ん
だ
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
 、
十
 
一
月
に
県
立
秋
田
高
等
女
学
校
で
の
講
演
に
招
 聴
 さ
れ
た
 。
そ
こ
で
「
新
し
い
 時
 

代
の
女
性
」
と
題
し
、
約
八
 0
0
 

人
の
女
学
生
の
前
で
、
 

女
性
に
対
す
る
 雛
 寄
せ
の
激
増
し
て
い
る
当
時
の
日
本
 社
会
の
流
れ
の
中
で
、
 

強
く
清
く
幸
せ
に
生
き
る
に
は
何
を
な
す
べ
き
か
を
 カ
 強
く
論
じ
る
と
、
こ
の
時
に
言
及
し
た
聖
母
姉
妹
会
へ
の
 入
会
希
望
者
が
、
秋
田
 

県
 各
地
に
 、
 更
に
秋
田
県
を
越
え
て
全
国
諸
地
方
に
 、
急
 速
 に
増
え
始
め
た
と
い
ら
。
 

こ
の
事
態
に
対
応
し
て
同
年
十
一
月
、
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
 

秋
田
 市
 檜
山
の
聖
霊
修
道
 

院
内
に
姉
妹
会
本
部
を
設
置
し
た
り
、
会
全
体
の
指
導
 ヨ
祭
で
あ
る
自
分
の
外
に
顧
問
と
し
て
聖
霊
会
修
道
女
 一
 名
 を
お
く
こ
と
に
し
た
 

り
 、
各
地
の
小
グ
ル
ー
プ
毎
に
そ
れ
を
指
導
す
る
幹
事
を
 定
め
た
り
、
ま
だ
グ
ル
ー
プ
形
成
に
至
っ
て
い
な
い
 遠
 隔
地
在
住
者
の
個
人
的
 

入
会
を
も
認
め
た
り
し
た
。
そ
し
て
十
二
月
十
八
日
（
 日
 ）
に
は
、
約
二
 0
0
 

人
の
会
員
を
秋
田
教
会
に
集
め
、
 
ウ
ィ
ー
ン
の
マ
リ
ア
ム
 
ム
 

か
ら
贈
ら
れ
た
豪
華
な
聖
母
姉
妹
金
腹
の
初
刷
式
、
お
 ょ
 び
 旗
手
に
任
命
さ
れ
た
 三
 姉
妹
の
宣
誓
 式
 、
新
た
に
 
入
 会
す
る
者
五
 0
 人
に
会
 

員
 メ
ダ
イ
（
青
い
リ
ボ
ン
に
「
不
思
議
な
メ
ダ
イ
」
の
 ま
 母
像
を
縫
い
っ
げ
た
 胸
章
 ）
を
授
け
る
入
会
式
、
更
に
 秋
田
市
内
の
三
幹
事
に
 

横
手
・
 毛
馬
 内
の
幹
事
を
合
わ
せ
た
 五
 幹
事
、
な
ら
び
 に
本
部
の
顧
問
修
道
女
ア
デ
リ
ン
デ
ィ
ス
の
、
 

会
旗
 に
触
 れ
て
の
宣
誓
式
を
荘
厳
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っ
た
 高
田
グ
ル
ー
プ
一
九
人
の
詳
報
、
鳥
取
・
洋
和
 野
 ・
 松
江
・
 毛
 馬
肉
・
横
手
の
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
の
便
り
、
 そ
の
他
個
人
会
員
大
勢
 

0
 氏
名
や
便
り
が
載
っ
て
い
て
、
こ
の
中
に
は
鹿
児
島
 四
 人
 、
奄
美
大
島
一
人
、
五
島
列
島
二
人
、
京
城
一
人
な
 ど
 、
遠
隔
地
在
住
者
の
 

数
も
増
え
始
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
数
え
上
げ
 る
と
、
切
り
が
な
い
の
で
こ
の
辺
で
打
ち
切
る
が
、
外
地
 の
会
員
に
つ
い
て
だ
 け
 

も
 う
 少
し
続
け
る
と
、
す
で
に
七
年
十
二
月
に
入
会
し
、
 朝
鮮
忠
清
南
道
の
安
眠
島
で
病
臥
静
養
中
の
某
女
が
手
 紙
で
 友
人
に
呼
び
か
 

げ
 、
そ
の
友
人
が
尽
力
し
た
結
果
、
八
年
三
月
に
ま
ず
 山
 
見
城
で
日
本
人
会
員
一
 0
 人
の
グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
 。
同
年
四
月
か
ら
二
管
 

月
間
、
神
言
会
員
で
鶴
岡
教
会
主
任
の
 フ
 ー
ベ
ル
ト
・
 -
 
ブ
 イ
 ニ
 ル
ケ
ン
ス
（
一
八
九
三
 5
 
一
九
七
六
）
が
、
中
華
 民
国
青
島
市
の
日
本
人
 

信
徒
を
訪
問
す
る
と
、
五
月
に
青
島
で
も
日
本
人
姉
妹
 会
 ク
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
、
同
じ
こ
ろ
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
 六
、
七
人
の
グ
ル
ー
プ
 

が
 結
成
さ
れ
た
。
ジ
ャ
ネ
ッ
ト
、
ビ
ア
ト
リ
ス
な
ど
の
 名
を
使
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
最
後
の
も
の
は
現
地
人
 グ
 ル
ー
プ
で
あ
る
と
思
わ
 

（
Ⅱ
 

@
 
）
 

れ
る
。
海
外
諸
地
方
の
グ
ル
ー
プ
数
や
会
員
数
は
そ
の
後
 も
 増
大
し
続
け
、
十
二
年
夏
ま
で
に
、
な
お
大
邱
・
 乎
 壌
 ，
大
連
・
撫
順
・
 奉
 

天
 ・
チ
チ
ハ
ル
 、
 更
に
サ
イ
パ
 ソ
 ，
シ
ャ
ワ
・
ブ
ラ
ジ
ル
 な
ど
に
も
姉
妹
 会
 グ
ル
ー
プ
が
結
成
さ
れ
た
。
文
通
 や
 何
気
な
い
情
報
な
ど
を
 

介
し
て
、
姉
妹
金
運
動
が
急
速
に
海
外
諸
地
方
に
広
ま
 っ
 た
こ
と
は
、
多
少
な
り
と
も
教
養
に
心
が
げ
て
い
た
 多
 く
の
若
 い
 女
性
が
 、
激
 

勒
 す
る
近
代
化
の
流
れ
の
中
で
深
刻
な
不
安
と
孤
独
感
 に
 悩
み
、
自
分
の
生
ぎ
が
 い
 を
模
索
し
て
い
た
か
ら
で
は
 な
か
ろ
う
か
。
 

会
員
が
増
大
す
る
と
、
組
織
に
も
種
々
の
発
展
・
変
遷
 が
 見
ら
れ
る
が
、
七
年
十
一
月
か
ら
一
年
間
は
 、
 近
く
に
 他
の
会
員
が
い
が
い
 

間
の
個
人
入
会
者
を
除
 き
 、
通
常
は
数
人
乃
至
十
数
人
 の
会
員
中
の
一
人
が
幹
事
と
な
っ
て
支
部
を
設
立
し
、
 一
 都
市
で
の
支
部
数
が
あ
 

る
 程
度
以
上
に
増
え
る
毎
に
、
幹
事
の
一
人
が
理
事
に
な
 る
と
い
う
構
成
に
な
っ
て
い
た
。
例
え
ば
八
年
五
月
十
 四
日
（
日
）
に
岐
阜
 教
 

会
で
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
ほ
か
数
人
の
司
祭
を
迎
え
、
改
め
 て
 盛
大
な
発
会
式
を
挙
行
し
た
会
員
数
二
九
人
の
岐
阜
 姉
 妹
会
 に
は
、
幹
事
四
人
 

の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
五
人
乃
至
七
人
の
会
員
が
お
り
、
同
年
 十
月
八
日
（
日
）
に
大
阪
玉
造
教
会
で
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
 を
 迎
え
第
一
回
幹
事
会
 

@
 
は
 -
 

を
 開
催
し
た
大
阪
姉
妹
 会
 で
は
、
理
事
四
人
の
下
に
五
 0
 人
の
幹
事
が
い
た
。
し
か
し
、
八
年
十
二
月
に
出
版
さ
 れ
た
二
五
頁
の
増
補
 改
 

(8) 8 



の
 割
合
に
多
く
、
そ
の
他
の
部
は
 

一
 
0
 人
に
満
た
な
 

か
っ
た
。
し
か
し
、
秋
田
女
子
師
範
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
 

た
 同
年
四
月
か
ら
ほ
、
姉
妹
 

 
 

に
一
回
ま
た
は
月
に
一
回
）
を
盛
り
上
げ
て
団
結
を
強
化
 

す
る
た
め
に
は
、
各
地
の
会
 

金
事
業
部
の
活
動
が
一
段
と
盛
ん
に
な
り
、
新
た
に
園
女
 

万
部
、
看
護
部
、
舞
踊
部
、
楽
器
部
が
創
立
さ
れ
、
更
に
 

池
ノ
 
坊
の
先
生
の
協
力
 

 
 
力
 を
得
て
、
華
道
部
創
立
の
動
ぎ
ま
で
始
ま
 

づ
 
7
-
 

）
Ⅰ
 
。
（
 

5
 
，
ハ
 
l
 

し
 」
の
伝
統
は
 

、
 大
な
り
小
な
り
全
国
各
地
の
姉
妹
 

会
 グ
ル
 
｜
プ
 
に
も
受
け
継
が
れ
、
 

洋
 

 
 
断
裁
・
料
理
・
茶
道
・
華
道
・
詩
歌
そ
の
他
の
先
生
 

た
ち
の
協
力
も
得
て
 

、
 多
く
の
女
性
が
団
結
し
て
自
主
的
 

に
 技
芸
と
教
養
を
高
め
、
 

社
 

卯
 会
の
美
化
向
上
に
努
め
る
運
動
を
展
開
し
た
。
 

会
 誌
は
 
会
員
に
各
人
の
体
験
や
見
解
や
文
芸
作
品
を
気
軽
に
 

発
表
す
る
便
宜
を
提
供
し
て
 

 
 
昭
 員
か
ら
の
提
案
を
積
極
的
に
採
用
し
、
ペ
ナ
ン
ト
 

旗
 ・
 
ゐ
旦
 

毎
月
パ
ン
フ
レ
修
養
日
誌
「
あ
ゆ
み
 
し
 会
歌
 ・
輪
唱
歌
そ
の
他
を
作
 

9@ (9) 

  姉妹金運動 

す
で
に
昭
和
八
年
一
月
、
会
員
相
互
の
親
睦
、
情
操
の
 睡
養
 、
バ
ザ
ー
や
病
人
慰
問
な
ど
の
慈
善
活
動
の
た
め
、
 秋
田
の
姉
妹
舎
内
に
 

-
@
 

円
 ）
 

手
芸
部
、
音
楽
部
、
劇
 部
 が
創
立
さ
れ
、
会
員
は
で
き
 れ
ば
そ
の
中
の
一
 つ
 に
人
 る
よ
う
 勧
め
ら
れ
て
い
る
。
 手
 芸
 部
で
は
、
ド
イ
ッ
の
 

技
芸
専
門
学
校
を
卒
業
後
四
年
間
ボ
イ
ロ
ン
 風
 手
芸
 美
 術
を
専
門
に
研
究
し
た
修
道
女
が
指
導
を
担
当
し
た
の
で
 、
入
部
者
が
一
八
人
と
 

訂
版
 会
則
日
星
上
の
百
 ム
 旦
に
は
、
「
五
、
六
名
の
姉
 
妹
 に
よ
っ
て
 一
 グ
ル
ー
プ
は
組
織
さ
れ
、
之
を
超
え
た
る
 場
合
は
分
裂
し
て
新
し
 

い
 グ
ル
ー
プ
を
形
成
」
 し
 、
「
各
グ
ル
ー
フ
に
は
一
名
の
 リ
ー
ダ
ー
を
」
お
く
と
い
う
小
規
模
の
細
胞
組
織
が
新
 た
に
導
入
さ
れ
、
従
来
 

の
 幹
事
は
「
リ
ー
ダ
ー
」
、
理
事
は
「
主
任
リ
ー
ダ
ー
」
 と
 改
称
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
ま
で
の
本
部
・
支
部
の
区
 別
 が
廃
止
さ
れ
、
各
市
 

町
村
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
地
方
の
指
導
司
祭
を
推
載
す
る
、
 独
立
の
聖
母
姉
妹
会
を
形
成
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
 。
従
っ
て
、
各
地
方
 姉
 

妹
 会
は
姉
妹
 全
 会
則
の
上
に
そ
の
地
に
適
応
し
た
事
項
 を
 加
え
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
全
国
的
連
合
の
中
心
は
 、
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
指
導
 

（
㏄
 

り
 
）
 

の
下
に
会
誌
や
そ
の
他
の
刊
行
物
を
発
行
し
、
全
体
の
運
 動
 ・
事
業
の
指
導
と
統
一
に
努
め
て
い
る
姉
妹
余
事
務
 所
に
お
か
れ
て
い
る
。
 

こ
の
時
点
で
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
連
合
組
織
に
改
変
さ
れ
た
 の
か
、
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
後
で
考
察
す
る
こ
と
 に
し
て
、
ま
ず
は
 ゲ
 

マ
イ
ン
ダ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
 的
 倫
理
思
想
の
下
で
、
姉
妹
 会
員
ら
が
自
主
的
に
展
開
し
た
多
彩
な
活
動
の
概
要
を
 一
瞥
し
て
お
こ
う
。
 



当
時
の
わ
が
国
の
資
本
主
義
に
は
、
多
く
の
農
民
の
生
 

活
を
犠
牲
に
し
て
発
展
を
続
け
た
と
い
う
側
面
が
否
定
で
 

き
ず
、
好
景
気
の
時
 

は
 農
村
部
か
ら
大
量
の
労
働
者
を
採
用
し
て
も
、
不
況
に
 

な
る
と
大
量
解
雇
を
断
行
す
る
と
い
う
経
過
が
繰
り
返
 

さ
れ
て
い
た
 
0
 物
価
の
 

上
昇
に
伴
い
、
特
に
大
正
中
期
か
ら
毎
年
ス
ト
ラ
イ
キ
 

や
 小
作
争
議
が
数
多
く
発
生
し
続
け
た
が
、
商
工
業
に
 

ょ
 る
 富
国
政
策
を
優
先
す
 

る
 政
府
は
、
原
則
的
に
は
資
本
主
義
を
保
護
す
る
立
場
を
 

取
っ
て
い
た
の
で
、
農
村
部
の
貧
困
は
年
々
深
刻
化
し
 

、
大
正
十
年
ご
ろ
か
ら
 

  
一 

急
速
な
発
展
の
背
景
と
地
盤
 

っ
 た
り
、
黒
地
（
リ
ー
ダ
ー
用
）
ま
た
は
素
地
（
普
通
会
 員
用
 ）
に
白
と
金
色
で
 星
 と
百
合
の
シ
ン
ボ
ル
・
 

マ
｜
 ク
を
 表
現
し
た
ブ
ロ
ー
 

チ
を
 製
作
し
た
り
、
昭
和
九
年
か
ら
は
五
月
の
第
二
日
曜
 口
 を
「
母
の
日
」
と
し
て
祝
っ
た
り
、
希
望
者
の
た
め
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
指
導
 

す
る
三
日
間
の
黙
想
会
を
開
催
し
た
り
し
て
い
た
。
こ
れ
 ら
の
活
動
と
並
ん
で
、
も
う
一
つ
姉
妹
会
員
ら
が
創
立
 当
初
か
ら
精
力
的
に
展
 

聞
 し
て
い
た
の
は
、
困
窮
者
・
病
人
・
貧
困
家
庭
の
援
 助
 救
済
な
ど
の
慈
善
事
業
で
、
バ
ザ
ー
の
収
益
に
 よ
 る
 貧
 田
家
庭
の
援
助
や
病
人
 

訪
問
だ
け
で
は
な
く
、
八
年
一
月
か
ら
は
会
誌
に
求
職
 求
人
の
職
業
紹
介
 欄
 を
設
け
て
、
多
く
の
若
い
女
性
に
就
 職
や
下
宿
を
斡
旋
し
て
 

 
 

お
り
、
同
年
六
月
に
は
、
一
部
の
地
方
で
貧
困
家
庭
の
 女
の
子
た
ち
の
世
話
を
す
る
「
小
さ
い
妹
の
会
」
も
創
立
 さ
れ
て
い
る
。
 

当
時
神
戸
の
下
山
手
教
会
に
あ
っ
て
、
毎
月
二
千
数
百
 人
も
出
国
す
る
南
米
移
民
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
解
説
 し
た
り
、
新
川
の
 ス
 

ラ
ム
 街
 伝
道
に
尽
力
し
た
り
し
て
い
た
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
 山
中
敷
 彦
 
（
一
八
九
八
 @
 
一
九
七
九
）
は
、
姉
妹
会
員
 た
ち
の
こ
の
 
ょ
う
 な
 働
 

W
@
 

が
 、
わ
ず
か
 一
 0
 数
人
で
発
足
し
た
姉
妹
 会
が
 、
二
年
 

ざ
 ぶ
り
を
知
っ
て
、
「
此
の
数
年
間
に
日
本
全
国
に
数
 後

に
こ
れ
程
の
勢
い
で
全
国
的
に
普
及
し
始
め
た
の
は
、
 

万
人
の
会
員
が
出
来
、
堅
 い
 組
織
が
出
来
る
事
は
疑
ひ
な
 い
 」
と
書
い
て
い
る
 

一
体
ど
ん
な
社
会
事
情
 

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

  



 
 
朋
 

時
の
地
方
都
市
の
女
学
生
の
大
多
数
は
、
多
少
な
 り
と
も
資
産
の
あ
る
良
家
の
娘
と
考
え
て
よ
く
、
明
治
三
 十
二
年
と
大
正
九
年
の
高
等
 

恥
 

女
学
校
令
の
精
神
に
沿
っ
て
、
一
般
に
良
妻
賢
母
 主
義
の
教
育
を
受
け
て
し
た
と
思
わ
れ
る
 

、
、
 
O
@
3
@
2
 

 
 
 
 

初
期
の
聖
母
姉
妹
 会
 に
人
会
し
た
女
性
の
大
 参
 数
は
、
こ
の
 ょ
う
 な
教
育
を
受
け
た
婦
人
た
ち
で
あ
っ
た
 。
彼
女
た
ち
は
、
一
般
に
生
ひ
 

 
  
 

昭
 

清
 に
は
窮
し
て
お
ら
ず
、
少
数
の
例
外
を
除
い
て
、
 

大
 学
や
専
門
学
校
に
進
学
す
る
こ
と
も
就
職
す
る
，
」
と
も
せ
 

ず
に
、
結
婚
前
の
自
由
 

ソ
 会
議
で
決
ま
っ
た
軍
縮
に
よ
る
、
軍
人
お
よ
び
軍
需
 

工
 場
 労
働
者
の
大
量
解
雇
で
、
生
活
に
窮
し
た
農
民
の
娘
 

売
り
も
増
え
、
東
京
の
 

娼
妓
は
同
十
五
年
に
一
百
五
千
人
に
も
達
し
た
と
し
 

、
 う
 
O
-
8
 

1
 ）
 東
北
地
方
で
冷
害
に
 
よ
 る
大
凶
作
を
記
録
し
た
昭
和
九
 

年
の
 、
六
月
二
十
二
日
 

 
 

付
 「
東
京
日
々
新
聞
口
米
沢
 

版
に
よ
 る
と
、
当
時
山
形
 
県
 で
は
年
々
二
千
人
も
の
娘
が
売
ら
れ
て
い
た
と
も
い
 

う
 。
日
本
の
軍
部
が
満
州
 

事
変
を
起
こ
し
た
り
、
政
府
が
昭
和
八
年
に
国
際
連
盟
 

を
 脱
退
し
て
軍
拡
に
踏
み
切
っ
た
り
し
た
背
景
に
は
、
 

こ
 の
よ
う
な
国
内
事
情
も
 

関
係
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
労
賃
の
安
い
婦
人
労
働
 

者
の
雇
傭
は
大
正
十
二
年
の
関
東
大
震
災
後
に
急
増
し
、
 

東
京
府
の
統
計
で
は
、
 

 
 

震
災
前
に
は
年
間
五
百
人
前
後
だ
っ
た
婦
人
求
職
者
数
 

が
 、
昭
和
五
年
に
は
年
間
五
万
人
以
上
を
記
録
し
て
い
る
 

。
こ
う
し
て
、
例
え
ば
 

低
賃
金
を
武
器
と
す
る
日
本
の
綿
布
輸
出
量
は
、
昭
和
 

八
年
に
英
国
を
抜
い
て
世
界
第
一
位
と
な
っ
て
い
る
が
、
 

し
か
し
婦
人
の
労
働
条
 

件
と
 労
働
環
境
は
ま
だ
至
っ
て
悪
く
、
数
年
間
都
市
部
 

で
 働
く
と
、
精
神
的
に
荒
ん
で
行
く
者
や
病
臥
す
る
者
が
 

続
出
し
て
い
た
。
 

 
 

学
す
る
女
子
の
数
も
、
大
正
九
年
七
月
の
「
高
等
女
学
校
 

令
 」
改
正
公
布
後
に
大
き
く
 

ク
 
会
蛛
 

姉
 
0
 
2
 人
を
記
録
し
て
お
り
、
前
年
度
に
全
国
で
尋
常
 
増
え
始
め
、
昭
和
二
年
に
は
、
男
子
の
中
学
校
・
 

-
l
@
 

小
 

 
 

  

 
 

聖
母
姉
妹
会
の
創
立
さ
れ
た
昭
和
五
年
ご
ろ
の
秋
田
県
 

で
は
、
尋
常
小
学
校
卒
業
 
女
 

 
 

 
 
力
子
の
八
乃
至
九
 %
 し
か
、
公
立
私
立
の
高
等
女
学
校
 

ま
た
は
実
科
高
等
女
学
校
に
進
学
し
て
い
な
か
っ
た
 

と
 推
定
さ
れ
る
。
従
っ
て
 
、
当
 

怯
 
一
家
が
生
ぎ
の
び
る
た
め
に
娘
を
売
る
農
民
も
増
 ，
 
ぇ
 始
め
た
。
こ
れ
に
追
い
討
ち
を
か
け
た
の
が
、
大
正
十
 一
年
二
月
に
 ワ
 シ
 ソ
ト
 



よ
 う
 に
酷
使
さ
れ
た
り
、
病
臥
し
た
り
し
て
い
る
現
実
に
 は
 大
き
な
不
安
と
不
満
を
抱
い
て
お
り
、
中
に
は
こ
の
 言
わ
ば
「
汚
れ
た
近
代
 

社
会
」
に
生
き
が
 い
 が
感
じ
ら
れ
ず
に
深
刻
に
悩
む
者
 や
、
 親
た
ち
の
古
い
価
値
規
準
と
女
の
生
き
方
を
家
庭
内
 に
 限
定
づ
け
る
道
徳
 と
 

に
盾
 つ
く
者
も
 、
 少
な
く
な
か
っ
た
よ
 う
 で
あ
る
。
そ
の
 不
安
や
悩
み
は
、
姉
妹
 会
 誌
と
そ
の
付
録
に
彼
女
ら
の
 書
い
た
文
章
の
諸
所
に
 

反
映
し
て
い
る
が
、
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
す
る
。
 

当
時
わ
が
国
に
存
在
し
た
婦
人
団
体
と
し
て
は
、
例
え
 ぱ
 明
治
二
十
六
年
に
矢
島
指
子
・
 佐
 々
 城
豊
弄
 ら
が
創
立
 し
 、
明
治
大
正
期
に
 

輝
か
し
い
社
会
活
動
を
演
じ
た
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
 会
 が
あ
る
が
、
ど
ち
ら
か
と
言
 う
と
、
 若
 い
 田
舎
娘
に
は
 近
付
き
難
い
イ
ン
テ
リ
 

婦
人
た
ち
の
集
ま
り
で
、
昭
和
初
期
に
は
会
員
の
平
均
年
 令
も
進
み
、
大
震
災
後
の
新
し
い
大
規
模
な
近
代
工
業
 化
の
下
で
の
婦
人
問
題
 

に
 取
り
組
む
 、
 若
さ
も
力
も
失
っ
て
来
た
よ
 う
 に
思
わ
れ
 る
 。
他
方
、
明
治
三
十
四
年
創
立
の
愛
国
婦
人
会
、
昭
 和
 二
年
創
立
の
大
日
本
 

連
合
女
子
青
年
団
、
同
六
年
創
立
の
大
日
本
連
合
婦
人
 会
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
国
策
に
追
従
す
る
良
妻
賢
母
主
義
 0
 色
 ム
ロ
 
い
の
濃
い
マ
ン
 

モ
ス
団
体
で
あ
っ
た
た
め
、
激
し
い
利
潤
追
求
競
争
を
展
 聞
 し
て
い
る
資
本
主
義
と
家
の
た
め
の
国
の
た
め
の
 旧
 道
徳
の
下
で
、
無
数
の
 

女
性
が
売
ら
れ
た
り
収
支
償
わ
な
い
状
態
で
働
か
さ
れ
 た
り
し
て
い
る
現
実
を
積
極
的
に
改
革
す
る
動
き
に
は
 乏
 し
く
、
高
等
女
学
校
を
 

卒
業
し
た
ば
か
り
の
新
し
い
セ
ン
ス
の
女
性
た
ち
を
 引
 き
つ
け
る
魅
力
に
も
欠
け
て
い
た
 ょ
 5
 で
あ
る
。
こ
れ
に
 対
し
て
、
昭
和
七
年
十
 

肩
 に
農
村
部
出
身
の
軍
人
た
ち
の
指
導
の
下
に
結
成
さ
 ね
 、
会
員
数
を
全
国
的
に
増
や
し
つ
つ
あ
っ
た
大
日
本
国
 防
 婦
人
会
 は
、
 多
く
の
 

女
性
の
力
を
結
集
し
て
資
本
主
義
社
会
の
軽
薄
な
風
潮
 を
 一
掃
 し
、
 新
し
い
国
造
り
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
 た
 点
で
、
社
会
変
革
を
 

希
望
し
て
い
た
高
女
卒
の
女
性
た
ち
の
心
に
も
、
共
鳴
 す
る
頼
も
し
さ
を
感
じ
さ
せ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
 し
 か
し
、
少
な
く
と
も
 日
 

十
戦
争
が
勃
発
し
て
社
会
の
流
れ
が
大
、
ぎ
く
変
わ
り
 
始
 め
る
こ
ろ
ま
で
ほ
、
彼
女
た
ち
の
多
く
は
、
そ
の
学
歴
の
 誇
り
と
モ
ダ
ン
な
教
養
 

に
 阻
ま
れ
て
、
多
数
の
実
業
補
習
学
校
（
昭
和
十
年
に
 圭
 
日
午
学
校
と
な
る
）
の
卒
業
者
た
ち
を
会
員
と
し
て
い
た
 こ
の
婦
人
会
に
、
多
少
 

  

な
 数
年
間
を
 、
 静
か
に
趣
味
や
読
書
や
交
遊
な
ど
で
適
ダ
 
し
し
て
い
た
 0
 し
か
し
、
同
年
輩
の
無
数
の
女
性
が
年
々
 売
ら
れ
た
り
、
奴
隷
の
 
1
2
 



入
会
し
難
い
も
の
を
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
 

こ
う
し
て
、
教
養
あ
る
先
輩
者
た
ち
の
婦
人
会
に
も
、
 

新
 し
い
国
防
婦
人
会
に
も
入
れ
ず
に
、
ど
っ
ち
つ
か
ず
の
 

多
少
孤
独
な
心
境
で
 

暮
 す
こ
と
の
多
か
っ
た
若
い
モ
ダ
ン
な
高
等
女
学
校
卒
 

業
者
た
ち
に
は
、
種
々
の
危
険
な
誘
惑
が
忍
び
寄
っ
て
 

い
 た
 よ
 う
 で
、
昭
和
八
年
 

四
月
号
の
姉
妹
 
会
 誌
が
同
年
三
月
の
読
売
新
聞
か
ら
 

転
 載
 し
た
 楓
刺
直
 に
は
、
享
楽
・
自
殺
・
左
傾
へ
と
導
く
三
 

本
道
の
岐
れ
目
で
、
 
目
 

隠
し
を
し
た
セ
ー
ラ
ー
服
の
少
女
が
手
探
り
し
て
い
る
 

姿
 が
描
か
れ
て
お
り
、
「
ち
か
ご
ろ
娘
気
質
。
現
代
の
若
 

き
 女
性
を
支
配
す
る
の
 

は
 、
こ
の
三
つ
の
道
だ
。
い
ま
や
学
校
も
家
庭
も
、
こ
の
 

道
の
前
に
は
殆
ど
無
力
に
等
し
く
な
っ
た
」
と
書
 

き
込
 ま
れ
て
い
る
。
 
ゲ
 マ
イ
 

ン
ダ
ー
は
、
こ
の
絵
に
つ
い
て
の
解
説
文
「
人
生
の
岐
路
 

に
 立
っ
て
」
の
中
で
、
「
・
・
・
・
・
・
 

目
 か
く
し
を
取
り
除
き
 
、
 明
る
く
広
き
視
野
を
 

開
き
、
も
っ
て
将
来
に
望
ま
 
ふ
 。
現
代
の
卒
業
生
は
 
、
 

目
的
と
方
向
を
明
瞭
に
認
識
し
、
勇
敢
明
確
な
る
 

視
 線
 、
把
握
す
る
手
、
潤
 

歩
す
る
足
を
以
て
、
人
生
の
道
を
選
ば
な
け
れ
ば
な
ら
 

な
い
。
時
代
は
今
や
戦
ひ
の
時
で
あ
る
。
…
…
此
の
目
 

覚
 し
い
新
時
代
の
一
人
で
 

到
 
あ
る
現
代
の
女
子
は
、
そ
れ
を
誇
り
と
喜
び
と
な
 

し
 、
こ
の
危
険
の
真
っ
唯
中
に
立
っ
て
高
く
尊
き
生
涯
の
 

範
を
示
し
、
他
人
の
為
に
も
 

 
 

正
に
泥
土
の
如
く
で
あ
る
が
、
然
し
泥
の
中
に
も
百
合
が
 

咲
く
。
現
代
は
暗
黒
で
あ
る
 

@
 
四
）
 

の
が
、
暗
黒
の
中
の
光
は
更
に
輝
か
し
い
。
云
々
」
と
 
、
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
女
性
た
ち
に
奮
起
を
 
カ
 強
く
呼
び
か
け
て
い
る
。
 
彼
 

 
 

欧
の
新
鮮
な
感
覚
を
取
り
入
れ
な
が
ら
展
開
し
た
姉
妹
 

金
運
動
、
す
な
わ
ち
過
渡
期
 

 
 

っ
て
生
き
た
聖
母
マ
リ
ア
の
内
的
姿
を
理
想
と
仰
ぐ
修
養
 

に
 励
み
つ
つ
、
女
性
の
個
性
 

け
と
自
主
性
と
を
最
大
限
に
尊
重
す
る
草
の
根
的
 
精
 神
 運
動
 は
 、
そ
の
鋭
い
精
神
主
義
的
社
会
批
判
と
新
し
い
 

建
設
的
な
小
グ
ル
ー
プ
活
動
 

お
 
恥
 
と
共
に
、
彼
女
た
ち
に
と
り
一
種
独
特
の
大
き
な
 

魅
力
を
も
っ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

胸
前
述
し
た
よ
う
に
、
初
期
の
姉
妹
会
員
で
就
職
 し
て
い
た
者
は
少
な
か
っ
た
が
、
し
か
し
、
所
に
よ
っ
て
 

は
 職
業
婦
人
が
初
め
か
ら
 
多
 

 
 

に
 発
足
し
た
高
田
グ
ル
ー
プ
の
会
員
一
九
人
は
 

、
 殆
ど
 皆
 女
工
・
女
中
・
看
護
婦
な
ど
   



八
年
五
月
九
日
よ
り
約
二
週
間
、
秋
田
か
ら
金
沢
，
 岐
 阜
 ・
名
古
屋
・
東
京
と
、
諸
地
方
の
 

ル
ー
プ
を
訪
問
す
る
第
一
回
巡
回
旅
行
を
な
し
た
 ゲ
 マ
 イ
 ン
ダ
ー
は
、
同
年
九
月
中
旬
か
ら
 一
 

岐
阜
・
大
阪
の
姉
妹
 会
 グ
ル
ー
プ
を
訪
問
し
た
。
彼
が
 ，
 
」
の
よ
う
に
し
て
講
演
・
講
習
旅
行
を
 

よ
う
 に
な
っ
た
一
つ
の
契
機
は
、
「
大
衆
を
と
ら
え
る
の
 は
 、
偉
大
な
文
筆
家
で
は
な
く
偉
大
 

の
 言
葉
に
動
か
さ
れ
、
姉
妹
会
の
理
念
や
カ
ト
リ
ッ
ク
 精
 神
を
広
め
る
に
は
、
文
通
や
雑
誌
に
 

姉
妹
会
員
を
訪
問
し
て
話
す
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
た
   

彼
は
こ
の
二
つ
の
旅
行
か
ら
得
た
見
聞
を
基
に
し
て
、
 一
 
刊
述
 し
た
 よ
う
 に
同
年
十
二
月
に
会
 

組
織
を
導
入
し
た
こ
の
新
し
い
会
則
で
は
、
会
員
は
誰
 で
も
数
人
を
入
会
さ
せ
て
 一
 グ
ル
ー
プ
 

が
で
き
、
場
合
に
よ
っ
て
は
会
員
た
ち
の
互
選
に
よ
り
、
 あ
る
い
は
指
導
司
祭
 か
 主
任
リ
ー
ダ
 

 
 

え
ば
彼
が
同
年
九
月
に
山
形
市
近
郊
 

ポ
 カ
ト
リ
ッ
ク
四
人
の
婦
人
た
ち
を
、
仏
教
勢
力
の
強
 い
 多
少
閉
ざ
さ
れ
た
農
村
社
会
内
で
、
 カ

ト
リ
，
 ク
 教
会
と
そ
の
地
の
姉
妹
 会
グ
 

ケ
 月
間
、
再
び
山
形
，
東
京
・
名
古
屋
・
 

こ
の
後
も
全
国
的
規
模
で
度
々
繰
り
返
す
 

な
雄
弁
家
で
あ
る
」
と
い
う
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
 

よ
る
指
導
と
並
行
し
て
、
実
際
に
各
地
の
 

則
を
増
補
改
訂
し
た
が
、
小
規
模
の
細
胞
 

を
組
織
す
る
時
に
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
こ
と
 

ー
か
ら
の
任
命
に
よ
っ
て
、
リ
ー
ダ
ー
に
 

の
 小
村
で
会
っ
た
、
カ
ト
リ
ッ
三
一
人
 

一
 グ
ル
ー
プ
と
し
て
独
立
さ
せ
る
必
要
を
 

一   一 

日
本
姉
妹
会
へ
の
飛
躍
 

 
 

で
 次
第
に
増
加
し
、
職
場
ご
と
に
結
成
さ
れ
た
姉
妹
 会
 グ
ル
ー
プ
も
少
な
く
な
 

か
っ
た
。
実
業
補
習
学
校
に
通
っ
た
り
、
全
国
的
規
模
の
 婦
人
会
の
集
会
に
出
席
し
た
り
す
る
余
裕
仁
恵
ま
れ
て
 い
な
か
っ
た
彼
女
た
ち
 

も
 、
会
合
時
間
を
自
分
た
ち
の
都
合
で
ど
の
よ
う
に
で
も
 決
め
る
こ
と
の
で
き
る
、
個
性
と
自
主
性
尊
重
の
小
 ク
 ル
ー
プ
婦
人
団
体
に
 憧
 

れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
な
い
。
 

  



昭和初期における ヵ 

 
 

「
聖
母
の
愛
子
二
と
改
称
）
を
九
年
一
月
ょ
り
発
刊
し
た
 り
、
 同
じ
九
年
一
月
に
は
、
 

 
 

東
京
の
雙
葉
高
等
女
学
校
内
の
聖
十
字
 会
 
（
会
員
数
 
約
 八
 0
 人
 ）
を
も
運
動
に
加
盟
さ
せ
た
り
し
て
お
り
、
 二
 0
 校
程
 あ
っ
た
他
の
 カ
ト
 

ッ
 ク
女
子
校
内
の
小
さ
な
カ
ト
リ
ッ
ク
団
体
を
も
、
 次
 々
と
姉
妹
金
運
動
に
加
盟
さ
せ
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
 幸
い
こ
の
九
年
よ
り
、
 

教
養
高
い
カ
ト
リ
 "
 ク
婦
人
た
ち
の
暁
の
星
会
や
男
子
 の
 カ
ト
リ
ッ
ク
教
養
人
た
ち
か
ら
の
積
極
的
援
助
協
力
を
 受
け
て
、
姉
妹
会
議
 も
 

多
少
読
み
応
え
の
あ
る
雑
誌
に
発
展
し
始
め
て
い
る
の
 で
、
加
盟
団
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
独
自
性
を
失
わ
ず
に
 得
 る
 所
も
少
な
く
な
か
っ
 

た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
様
々
な
既
成
集
団
の
加
盟
で
、
 姉
 扶
余
運
動
が
一
時
的
に
複
雑
化
し
た
こ
と
も
否
定
で
ぎ
 な
い
で
あ
ろ
う
。
 

15         

ぬ
 
姉
妹
会
員
の
数
を
大
ぎ
く
増
や
し
て
い
る
。
同
様
 

に
し
て
、
八
年
十
二
月
に
は
、
東
京
公
教
大
神
学
校
の
教
 

合
法
教
授
で
パ
 

リ
 外
国
宣
教
 

 
 

指
導
し
て
い
た
 

ェ
 メ
レ
ン
シ
ア
ナ
 

会
 （
親
か
ら
受
洗
の
 

許
可
を
受
げ
ら
れ
ず
に
い
る
 

の
女
子
の
洗
礼
志
願
者
た
ち
の
会
、
当
時
会
員
数
約
四
 

0
 人
 ）
を
姉
妹
金
運
動
の
一
環
に
組
み
入
れ
て
、
姉
妹
 

会
 誌
の
付
録
日
エ
 

メ
 ソ
シ
ア
 

痛
感
し
た
こ
と
な
ど
に
 
よ
 る
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
 
同
 様
に
外
部
の
人
と
の
頻
繁
な
交
際
の
難
し
い
当
時
の
女
工
 

た
ち
の
、
職
場
内
で
の
 

グ
ル
ー
プ
形
成
を
容
易
に
す
る
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
う
 

し
て
、
都
会
の
多
少
閉
鎖
的
な
職
場
内
に
も
、
人
目
に
 

つ
か
な
い
小
さ
な
草
の
 

根
 の
よ
う
に
、
あ
る
い
は
女
工
た
ち
の
働
く
意
欲
の
増
 

進
を
喜
ぶ
企
業
者
側
か
ら
黙
認
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
 

、
私
的
な
姉
妹
 
会
グ
 

｜
プ
 結
成
の
道
を
開
い
た
こ
と
は
、
一
つ
の
画
期
的
試
み
 

で
あ
っ
た
よ
 
う
 に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
初
期
の
頃
の
 

幾
分
規
模
の
大
き
な
 
グ
 

ル
ー
プ
形
成
も
排
除
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、
例
え
ば
十
三
年
 

三
月
ご
ろ
の
多
治
見
グ
ル
ー
プ
の
よ
う
に
、
会
員
八
五
 

八
に
リ
ー
ダ
ー
一
人
と
 

（
 
奏
 @
 

い
う
よ
う
な
例
は
 
、
 他
に
も
幾
つ
か
散
見
さ
れ
る
。
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
、
前
述
し
た
八
年
春
と
秋
の
旅
行
中
も
 

、
九
年
三
月
十
二
日
に
秋
田
を
出
て
、
鶴
岡
・
新
潟
 
・
金
沢
・
敦
賀
・
 
大
 

津
 ・
京
都
・
大
阪
・
岡
山
・
多
治
見
・
名
古
屋
，
静
岡
 

東
京
・
仙
台
・
札
幌
を
巡
回
し
た
六
週
間
の
旅
行
中
も
 

、
ま
た
同
年
十
月
八
日
 

よ
り
東
京
・
横
浜
・
ロ
ム
ロ
・
北
海
道
諸
地
方
を
巡
回
し
た
 

六
週
間
の
旅
行
中
も
、
各
地
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
た
ち
 

に
 協
力
を
依
頼
し
て
、
 



会
の
方
は
、
直
前
に
日
本
姉
妹
 会
 第
一
回
総
会
に
変
更
 さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
不
明
だ
が
、
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
が
 翌
 年
 一
月
の
書
簡
に
こ
の
 

総
会
に
つ
い
て
詳
述
す
る
前
に
 、
 

い
ず
れ
に
せ
 
よ
 、
十
年
四
月
に
は
姉
妹
金
運
動
に
参
如
し
 て
い
る
会
員
数
が
五
千
人
を
越
え
、
同
年
四
月
号
の
会
 誌
 裏
表
紙
に
は
、
 

「
是
非
 一
 高
人
の
姉
妹
会
員
を
Ⅰ
、
各
人
が
「
一
人
の
新
 姉
妹
を
つ
く
る
事
は
、
来
年
ま
で
か
か
ら
な
く
た
っ
て
 今
月
中
に
出
来
ま
す
」
 

な
ど
の
、
希
望
に
あ
ふ
れ
た
勇
ま
し
い
呼
び
か
け
が
な
 さ
れ
て
お
り
、
会
員
を
増
や
す
動
機
と
し
て
は
、
 

今
日
本
全
国
の
女
子
青
年
を
姉
妹
と
し
て
愛
す
る
か
ら
。
 

金
貝
一
人
の
処
女
を
も
堕
落
の
淵
に
捨
て
置
く
に
忍
び
 な
い
か
ら
。
 

今
日
本
全
国
の
処
女
達
と
姉
妹
的
に
助
け
合
ひ
、
精
神
 的
 高
嶺
に
ま
で
導
き
た
 い
 か
ら
。
 

今
日
木
女
性
を
し
て
良
き
 妻
 献
身
的
母
と
な
し
、
我
国
 の
 誇
り
と
な
ら
し
む
る
様
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
か
ら
  
 

金
 我
国
に
於
け
る
善
の
勝
利
の
た
め
に
、
全
力
を
尽
し
 て
 働
き
た
い
か
ら
。
 

さ
ゆ
り
 

の
五
 箇
条
を
掲
げ
て
い
る
。
会
員
の
増
大
に
伴
い
、
満
干
 六
歳
未
満
の
会
員
は
、
す
で
に
九
年
七
月
以
来
「
小
首
 令
姉
妹
会
員
」
と
呼
ば
 

れ
て
い
た
が
、
十
年
四
月
か
ら
姉
妹
 会
 誌
の
妹
で
負
数
 も
 約
半
分
の
日
小
百
合
 b
 誌
が
発
行
さ
れ
、
若
い
会
員
の
 獲
得
に
努
め
て
い
る
こ
 

と
も
注
目
を
引
く
。
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
、
姉
妹
会
員
が
こ
の
よ
う
に
し
て
 全
 目
的
に
大
ぎ
く
増
大
す
る
こ
と
を
予
想
し
、
す
で
に
九
年
 秋
か
ら
中
央
事
務
所
 

を
 秋
田
か
ら
東
京
に
移
す
準
備
を
進
め
て
お
り
、
十
年
一
 月
 七
日
に
移
転
し
た
。
資
料
で
は
、
九
年
十
二
月
を
最
 後
に
「
聖
母
姉
妹
 ム
ム
 
」
 

と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
な
く
な
り
、
十
年
春
か
ら
「
日
本
 姉
妹
 会
 」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
察
す
る
に
こ
の
改
称
 は
 、
中
央
事
務
所
の
東
 

京
 移
転
時
に
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 

ゲ
 マ
イ
ン
 ダ
 ー
は
、
十
年
八
月
四
日
か
ら
十
一
日
（
日
）
、
仙
台
 局
 等
 女
学
校
の
校
舎
を
借
 

り
て
、
三
日
間
の
黙
想
 会
 と
五
日
間
の
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
 を
 開
催
す
る
計
画
を
五
月
に
発
表
し
参
加
者
を
募
集
し
 た
が
、
リ
ー
ダ
ー
講
習
   



昭和初期に 

 
 

・
ア
ク
シ
ョ
 ソ
 に
漸
く
着
手
し
ょ
う
と
し
た
こ
ろ
に
、
 

時
間
的
余
裕
に
恵
ま
れ
て
 ぃ
 

る
 若
い
婦
人
た
ち
の
間
に
、
各
人
の
個
性
と
自
主
性
 

力
 
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
 昭
和
初
期
に
は
、
「
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
」
と
 

を
 尊
ぶ
姉
妹
金
運
動
が
普
及
し
始
め
、
教
会
主
任
の
企
 画
す
る
活
動
に
協
力
す
る
人
 

い
 う
 言
葉
は
、
そ
れ
を
力
説
 

 
 

る
 
剛
 

し
た
教
皇
 ピ
 ウ
ス
十
一
世
に
よ
っ
て
幾
分
特
殊
な
立
 
志
味
 で
使
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
意
を
受
け
て
昭
和
六
年
三
 月
 二
十
一
日
付
け
で
公
布
さ
 

れ
た
東
京
大
司
教
の
教
書
に
よ
る
と
、
個
人
の
霊
的
 生
 活
の
向
上
を
目
的
と
し
た
信
心
会
な
ど
と
は
異
な
り
、
 聖
 職
者
の
使
徒
的
布
教
 活
 

 
 

動
 に
信
徒
が
参
加
し
、
そ
れ
を
助
け
る
こ
と
を
意
味
し
 て
い
る
。
し
か
し
こ
の
場
合
、
聖
職
者
の
中
で
も
各
教
会
 の
 主
任
司
祭
 と
 同
散
か
れ
 
1
7
 

ら
 任
命
さ
れ
た
そ
の
教
区
の
カ
ト
リ
ッ
ク
諸
団
体
の
総
 指
導
司
祭
と
の
活
動
が
優
先
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
他
の
団
 体
は
 
つ
い
て
は
、
単
に
 

翻
し
か
し
、
西
欧
の
恩
人
た
ち
に
宛
て
た
こ
の
 書
 簡
 に
は
何
も
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
東
京
教
区
の
多
く
 

の
 主
任
司
祭
た
ち
が
姉
妹
 
会
 

ム
五
 

時
に
強
く
反
対
し
た
の
に
は
、
別
に
そ
れ
な
り
の
し
っ
 
か
り
し
た
理
由
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
 

う
の
は
、
彼
ら
が
 
p
 １
％
 教
 

「
こ
こ
日
東
京
 
ロ
 で
は
す
べ
て
の
困
っ
た
問
題
が
増
幅
さ
 ね
 、
布
教
問
題
も
巨
大
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
・
 
，
，
 

・
・
・
 

友
 人
の
中
に
は
す
で
に
 

時
々
 、
ョ
 し
か
し
、
困
難
に
つ
い
て
も
少
し
話
し
な
さ
 い
ヒ
と
 私
に
言
っ
て
く
れ
る
人
も
い
ま
す
が
、
実
際
、
 こ
 れ
も
ま
た
十
分
に
あ
 

り
ま
す
。
最
大
の
困
難
は
、
善
良
な
信
徒
と
宣
教
師
た
ち
 の
 側
か
ら
も
来
る
一
種
の
消
極
的
な
反
抗
で
す
。
時
間
 を
か
け
て
や
っ
と
 少
 

し
だ
け
理
解
し
て
も
ら
っ
た
り
、
い
つ
ま
で
も
際
限
な
く
 待
た
さ
れ
た
り
し
ま
す
と
、
飛
躍
の
力
は
大
ぎ
く
阻
害
 さ
れ
て
し
ま
 
い
ま
 

す
 。
…
…
」
 

と
 述
懐
し
 、
 多
く
の
人
の
誤
解
、
浅
薄
な
批
判
、
冷
た
い
 無
関
心
、
姉
妹
同
志
の
不
和
、
自
分
の
秘
書
た
ち
の
間
 の
 意
見
の
相
違
な
ど
の
 

-
 
㏄
）
 

た
め
、
し
ば
し
ば
嘆
息
し
涙
を
流
し
て
い
る
、
と
洩
ら
し
 て
い
る
こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
東
京
地
方
の
一
部
の
力
 ト
リ
ッ
ク
者
た
ち
か
ら
 

の
 暗
黙
の
冷
た
い
批
判
や
反
抗
で
、
「
重
い
荷
車
の
 よ
う
 に
 」
な
っ
て
し
ま
っ
た
姉
妹
金
運
動
に
つ
い
て
 皆
と
相
 諜
 し
、
困
難
打
開
の
道
 

を
 模
索
す
る
気
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
 



 
 

c
 
 
姉
妹
会
員
自
身
が
同
志
を
集
め
て
結
成
し
た
修
養
団
 と
し
て
の
姉
妹
 会
 

 
 

b
 
 

ク
系
 高
等
女
学
校
内
に
結
成
さ
れ
、
 

校
 長
や
教
師
の
指
導
 下
 に
あ
る
学
校
の
姉
妹
 会
 

の
 指
導
方
針
と
共
に
 、
 

皇
が
強
く
推
進
す
る
こ
 

｜
 と
し
て
い
る
姉
妹
 会
 

｜
を
 一
番
悩
ま
し
た
の
 

幸
い
全
国
諸
地
方
か
 

れ
な
か
っ
た
 程
 
「
明
快
 

て
 、
そ
の
た
め
に
会
心
 

一
、
日
本
の
カ
ト
リ
 

ニ
、
で
き
る
だ
け
身
 

の
二
つ
と
定
め
ら
れ
た
 

ら
奉
仕
す
る
こ
と
を
 姉
 

て
 総
会
は
、
姉
妹
金
運
 

a
 
 直
接
主
任
司
祭
 

グ
ル
ー
フ
 

司
教
中
心
、
主
任
司
祭
中
心
の
カ
ト
リ
 "
 ク
 ・
ア
ク
シ
 ョ
ン
と
 真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
こ
と
に
な
り
、
ロ
ー
マ
 教
 

の
 言
わ
ば
新
し
い
官
製
の
活
動
が
全
国
的
に
広
ま
り
始
め
 て
い
る
以
上
、
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
者
を
有
力
メ
ン
・
 

ハ
 

と
し
て
は
、
そ
の
対
立
の
緩
和
・
解
消
を
急
ぐ
必
要
が
 あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
十
年
六
、
七
月
ご
ろ
の
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
 

は
 、
こ
の
問
題
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

ら
 仙
台
に
参
集
し
た
姉
妹
会
員
三
二
人
は
 、
ゲ
 
マ
イ
ン
ダ
 １
 の
三
口
薬
 
に
よ
 る
と
、
そ
れ
ま
で
の
自
分
に
は
信
じ
 ら
 

に
ま
た
決
然
と
こ
れ
ら
の
諸
問
題
に
つ
い
て
討
議
し
、
 次
 第
 に
姉
妹
金
運
動
を
彼
女
た
ち
自
身
の
仕
事
と
な
し
 

全
霊
を
投
入
し
て
」
く
れ
た
。
そ
の
結
果
、
姉
妹
 会
の
 目
的
は
 、
 

ッ
ク
 信
徒
と
求
道
者
の
間
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
ン
 の
 精
神
を
目
ざ
め
さ
せ
る
こ
と
。
 

く
の
異
教
徒
を
運
動
に
参
加
さ
せ
て
、
次
第
に
カ
ト
リ
 ソ
ク
 の
思
想
と
精
神
に
な
じ
ま
せ
る
こ
と
。
 

。
す
な
 ね
 ち
、
司
教
中
心
、
主
任
司
祭
中
心
の
カ
ト
リ
 ッ
ク
 ・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
 、
 言
わ
ば
下
か
ら
あ
る
い
は
 外
 か
 

妹
 会
の
新
し
い
使
命
と
な
し
、
こ
こ
に
会
員
の
自
主
性
 自
発
性
を
温
存
さ
せ
よ
う
と
し
た
と
考
え
て
よ
い
。
続
い
 

動
 全
体
を
 、
 

 
 

の
 指
導
の
下
し
置
か
れ
て
い
る
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
。
 ン
 と
し
て
の
教
会
の
姉
妹
 会
 

こ
の
時
点
で
約
四
 
 
 

り
 、
一
教
区
に
と
ど
ま
ら
な
い
全
国
的
組
織
で
あ
る
姉
妹
 会
は
、
各
人
が
自
主
的
自
発
的
に
活
動
す
る
 よ
う
 に
 
と
 勧
め
る
 ゲ
 
マ
イ
ン
ダ
ー
 

め
 
 
 
 
 

「
司
教
は
そ
の
存
在
を
認
め
る
」
と
な
っ
て
い
る
に
す
ぎ
 

 
 

と
の
両
方
に
ま
た
が
 
Ⅰ
 
8
 



 
 

稿
の
意
図
し
た
範
囲
外
で
あ
る
が
、
簡
単
に
触
れ
て
お
く
 

と
 、
そ
の
後
も
八
月
初
旬
の
 

 
 

東
京
と
会
場
を
変
え
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
リ
ー
ダ
ー
 

三
 0
 乃
 至
四
 
0
 人
の
参
加
を
得
て
第
 

の
 四
回
ま
で
開
催
し
、
時
勢
の
変
動
に
対
応
し
た
活
動
 

方
針
の
手
直
し
と
確
認
に
努
め
て
お
り
、
十
四
年
八
月
 

十
七
日
の
戸
塚
会
長
逝
去
後
 

は
 、
 牧
 孝
子
が
そ
の
後
を
継
い
で
、
九
月
十
五
日
に
 

会
長
 
旺
肱
伍
 
し
て
い
る
。
 

ゲ
 マ
イ
ソ
 
ダ
 ー
も
、
十
一
年
 

二
月
二
十
九
日
よ
り
 

ニ
 ケ
 月
 

間
 、
名
古
屋
以
西
の
西
日
本
二
八
都
市
を
巡
回
し
て
 

、
幻
灯
 
会
 ・
黙
想
 
会
 ・
リ
ー
ダ
ー
講
習
会
な
ど
を
開
い
 

た
の
を
初
め
と
し
て
、
十
三
 

期
潮
年
 

月
間
に
も
、
主
と
に
一
二
月
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
 

一
二
月
一
十
一
日
以
降
の
一
一
 

ケ
 

併
 ム
ロ
 

 
 

 
 

沖
 
マ
イ
ソ
 
ダ
 ー
は
一
般
社
会
か
ら
も
度
々
講
演
に
招
 

へ
い
さ
れ
、
十
三
年
四
月
二
十
八
日
 

よ
 り
十
五
年
五
月
二
 

十
一
日
ま
で
の
二
年
間
余
 

昭
 
に
 、
全
国
各
地
の
公
立
学
校
・
婦
人
団
体
・
青
年
団
体
 

な
 民
館
，
工
場
な
ど
で
、
合
計
二
百
余
回
も
第
一
次
世
 

界
 大
戦
後
の
ド
イ
ツ
の
 

  

の
 三
部
門
に
大
別
し
 、
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
主
と
し
て
 c
 の
 姉
妹
会
を
指
導
し
、
 a
 、
 b
 の
姉
妹
 会
 に
対
し
て
は
、
 姉
妹
 会
 誌
そ
の
他
で
そ
 

の
 活
動
を
援
助
す
る
だ
げ
に
し
た
。
な
お
中
央
事
務
所
に
 は
 、
出
版
部
・
会
員
部
・
精
神
修
養
部
・
教
育
部
，
 事
 業
部
 ・
集
会
部
の
六
部
 

門
 が
設
置
さ
れ
て
、
各
々
に
責
任
者
が
任
命
さ
れ
る
こ
 と
に
な
っ
た
が
、
最
後
に
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
提
案
に
 よ
 り
 
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
 兼
 

医
師
で
優
れ
た
教
養
 大
 で
も
あ
る
戸
塚
 文
卿
 
（
一
八
九
一
 
一
 
5
 
一
九
三
九
）
を
会
長
に
推
戴
 し
、
ゲ
 マ
イ
ソ
 ダ
 ー
は
 常
務
理
事
 兼
 指
導
司
祭
 

と
な
っ
て
、
従
来
通
り
の
巡
回
指
導
を
続
け
る
こ
と
に
し
 た
 。
「
日
本
人
が
会
長
と
な
っ
て
代
表
し
責
任
を
と
る
 こ
と
は
、
殆
ど
絶
対
的
 

に
 必
要
と
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
舌
口
業
 

か
ら
察
す
る
と
、
こ
れ
は
何
よ
り
も
諸
方
面
か
ら
の
 強
 ぃ
風
 当
た
り
を
か
わ
す
 

た
め
に
導
入
し
た
制
度
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
・
 

O
@
,
@
3
 
 

ゲ
 マ
イ
 ソ
ダ
 ー
は
こ
の
総
会
後
、
駐
日
教
皇
使
節
マ
レ
ラ
大
同
 数
に
ラ
テ
ン
語
の
報
告
 

書
を
提
出
し
、
一
九
三
五
年
十
一
月
十
四
日
付
で
、
 日
 大
姉
妹
会
を
正
式
に
カ
ト
リ
ッ
ク
・
ア
ク
シ
ョ
 ソ
 の
一
環
 と
し
て
公
認
し
て
も
ら
 

@
 
㌍
）
 

っ
て
い
る
。
 



最
後
に
、
こ
の
姉
妹
金
運
動
を
特
徴
 づ
 げ
て
い
た
も
の
 の
中
か
ら
三
点
だ
 け
 選
ん
で
考
察
し
、
本
稿
の
締
め
括
り
 と
し
た
い
。
 

A
 
 反
動
的
改
革
精
神
 

す
で
に
述
べ
た
 よ
う
 に
 、
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
が
モ
デ
ル
 と
し
 た
 ウ
ィ
ー
ン
の
マ
リ
ア
会
に
も
、
共
産
主
義
的
革
命
運
 動
 に
対
す
る
深
刻
な
 

四
 
性
格
と
意
義
 

婦
人
た
ち
の
活
動
や
、
非
常
時
の
ド
イ
ツ
の
青
年
教
育
 等
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
十
四
年
ご
ろ
 か
ら
 特
 一
局
 
警
 -
 
察
に
 よ
 る
 

2
0
 

 
 
 
 

尾
行
に
悩
さ
れ
続
け
、
十
五
年
秋
に
ブ
ラ
ジ
ル
の
神
 =
@
 
金
管
区
長
に
連
絡
を
取
っ
て
、
翌
年
一
月
ブ
ラ
ジ
ル
に
 転
 佳
 さ
れ
渡
航
し
た
。
 

 
 
 
 

前
述
し
た
姉
妹
 会
 誌
の
付
録
日
 ェ
 メ
レ
ン
シ
ア
ナ
 
ヒ
 は
 、
 十
年
十
月
に
「
聖
母
の
愛
子
し
と
改
称
さ
れ
、
十
一
年
 八
月
号
で
廃
刊
、
 
そ
 

の
後
を
継
い
だ
「
リ
ー
ダ
ー
ロ
誌
も
、
十
四
年
十
月
号
 ま
 で
で
廃
刊
と
な
っ
た
。
「
姉
妹
 口
 誌
は
十
六
年
九
月
ま
 で
 継
続
さ
れ
た
が
、
 
十
 

一
年
一
月
号
か
ら
次
第
に
カ
ト
リ
ッ
ク
知
識
人
の
寄
稿
 す
 る
 文
芸
誌
と
し
て
の
色
彩
を
強
め
て
お
り
、
十
五
年
三
 月
 号
か
ら
は
、
特
高
 警
 

察
 に
よ
る
追
及
を
避
け
る
た
め
か
「
姉
妹
だ
よ
り
し
の
 欄
 ま
で
も
削
除
し
て
、
会
誌
と
し
て
の
性
格
を
完
全
に
失
 っ
て
い
る
。
姉
妹
会
員
 

数
は
、
退
会
者
も
入
会
者
も
増
え
た
十
年
の
夏
か
ら
 二
 年
間
ほ
、
一
応
五
千
人
を
少
し
越
し
た
程
度
で
、
入
り
替
 り
の
多
い
横
這
い
状
態
 

を
続
け
て
い
た
 よ
う
 で
あ
る
。
し
か
し
、
十
二
年
七
月
に
 日
中
戦
争
が
勃
発
し
て
日
本
社
会
が
大
ぎ
く
変
化
し
始
 め
る
と
、
退
会
者
が
 漸
 

増
し
て
入
会
者
が
減
り
、
や
が
て
思
想
統
制
や
挙
国
一
致
 体
制
の
強
化
に
よ
っ
て
 、
会
は
 次
第
に
窒
息
状
態
に
追
 い
 込
ま
れ
て
行
っ
た
。
 

し
か
し
十
六
年
一
月
一
日
、
会
の
本
部
と
中
央
事
務
所
が
 雑
誌
部
を
除
い
て
東
京
か
ら
名
古
屋
に
移
さ
れ
、
神
言
 会
員
で
カ
ト
リ
ッ
ク
 司
 

祭
の
 ア
ロ
イ
ジ
オ
，
 
パ
，
へ
 

二
九
 0 三
り
 六
九
）
が
 指
導
司
祭
に
就
任
す
る
と
、
会
が
厳
し
い
戦
時
体
制
下
の
 十
九
年
秋
ま
で
、
連
絡
 

員
を
九
州
南
部
や
北
海
道
に
ま
で
も
派
遣
し
て
、
根
強
 く
 人
目
に
立
た
な
い
活
動
を
続
け
て
い
た
こ
と
は
注
目
に
 値
す
る
。
 



危
機
感
と
反
動
的
戦
闘
精
神
が
満
ち
て
い
た
が
、
秋
田
 で
 始
ま
っ
た
姉
妹
金
運
動
に
も
、
古
い
因
襲
と
金
も
う
 げ
 第
一
の
汚
れ
た
貸
本
主
 

義
 社
会
と
に
強
い
反
感
を
抱
い
て
い
た
多
く
の
女
性
が
 、
 力
 を
合
わ
せ
て
立
ち
上
り
、
キ
リ
ス
ト
教
 的
 倫
理
思
想
 と
 精
神
修
養
に
よ
っ
て
 

身
近
な
所
か
ら
社
会
を
改
革
し
て
行
こ
 う
 と
す
る
精
神
 が
、
 初
め
か
ら
溢
れ
て
い
た
。
 

例
え
ば
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
、
前
述
し
た
「
人
生
の
岐
路
 に
 立
っ
て
」
の
一
文
の
中
で
、
小
説
、
活
動
写
真
（
映
画
 ）
、
流
行
の
衣
装
、
 

酒
な
ど
の
毒
気
を
含
ん
だ
濃
霧
で
若
 い
 女
性
を
被
 い
包
 み
、
遂
に
は
困
難
と
罪
悪
の
中
に
沈
め
、
汚
れ
た
肉
体
、
 醜
い
霊
魂
と
化
し
て
、
 

い
さ
さ
か
の
障
害
・
困
難
に
出
あ
っ
て
も
す
ぐ
失
望
し
た
 り
 自
殺
に
走
っ
た
り
す
る
 程
 弱
く
し
て
行
く
、
当
時
の
 資
本
主
義
社
会
の
危
険
 

性
を
描
い
た
後
、
そ
れ
ら
の
社
会
悪
に
対
し
て
多
く
の
女
 性
 が
手
を
と
り
合
っ
て
反
抗
し
、
天
地
万
物
の
創
造
者
 で
あ
る
 父
 な
る
神
と
結
 

ば
れ
て
戦
 う
よ
う
、
 奮
起
を
促
し
て
い
る
。
（
 

3
 
3
 
 

）
 ま
た
看
護
 婦
 、
店
員
、
バ
ス
の
車
掌
等
々
の
漸
漸
な
女
性
の
職
業
が
 急
増
し
、
女
性
の
社
会
 

進
出
が
時
代
を
変
え
る
偉
大
な
過
渡
期
に
入
っ
て
来
て
 い
る
の
に
、
時
代
に
即
し
た
新
し
い
理
想
や
能
力
や
生
き
 方
を
女
性
に
許
さ
ず
、
 

運
 
い
つ
ま
で
も
時
代
遅
れ
の
因
襲
を
押
し
つ
げ
る
 非
 現
実
主
義
を
も
 婁
 
与
 難
し
て
お
り
、
 

（
 
4
@
3
 
 

こ
の
よ
う
な
戦
闘
的
 改
 革
 精
神
は
 、
 彼
の
書
く
手
紙
 

動
 

㍾
や
文
章
の
到
る
所
に
顔
を
の
ぞ
か
せ
て
い
て
、
 
特
 に
 八
年
十
一
月
の
彼
の
長
文
書
簡
に
は
、
「
戦
 い
 」
「
 征
 服
 」
「
の
（
 

u
r
 

ヨ
 
（
あ
ら
し
、
 
突
 

の
撃
 ）
」
な
ど
の
勇
ま
し
い
言
葉
が
幾
度
も
登
場
し
て
 

そ
の
指
導
を
受
け
た
姉
妹
会
員
た
ち
も
、
身
近
の
 い
る
。
 

悪
 に
雄
々
し
く
反
対
す
る
改
革
精
神
に
生
き
て
い
た
こ
 と
が
、
会
誌
や
そ
の
付
録
 所
 

 
 

 
 

て
い
る
。
し
か
し
、
九
年
以
降
 は
 他
の
姉
妹
を
導
く
必
 要
 性
が
増
し
て
、
力
点
が
単
 

何
 
な
る
因
襲
批
判
・
社
会
批
判
の
次
元
か
ら
、
次
第
 に
 キ
リ
ス
ト
教
思
想
に
根
ざ
し
た
リ
ー
ダ
ー
精
神
体
得
の
 方
 へ
と
移
行
し
、
や
が
て
 多
 

お
 
肛
 
く
の
女
性
が
カ
ト
リ
ッ
ク
の
洗
礼
を
受
け
る
と
い
 う
 、
一
種
の
ブ
ー
ム
を
生
み
出
し
て
い
る
。
 

W
 
B
 
 

共
存
 

同
 栄
の
国
際
的
愛
国
心
 

 
 

万
口
 

 
 

創
立
の
当
初
か
ら
、
女
性
の
お
か
れ
て
い
た
日
本
家
庭
 や
 日
本
社
会
の
現
実
を
直
視
し
、
日
本
女
性
の
精
神
修
養
 と
 幸
福
を
基
本
課
題
 
2 Ⅰ く 2l) 



と
し
て
来
た
姉
妹
 会
 で
は
、
「
我
等
は
大
和
の
女
性
で
す
 。
誇
り
と
歓
喜
を
も
っ
て
・
・
・
…
我
が
懐
し
い
帝
国
を
愛
 
し
ま
す
。
…
…
我
が
心
 

を
も
っ
て
国
家
に
奉
仕
い
た
し
ま
し
ょ
う
女
桂
 と
 し
て
、
母
性
と
し
て
。
…
…
帝
国
に
善
の
勝
利
を
求
め
ま
 し
ょ
う
 /
.
 
」
「
皇
室
を
 

中
心
と
す
る
血
族
的
団
体
、
こ
れ
が
我
が
日
本
国
体
」
 な
 ど
と
説
か
れ
て
お
り
、
日
本
人
の
旺
盛
な
愛
国
心
や
大
 和
魂
も
、
素
直
に
肯
定
 

さ
れ
て
し
た
 

、
 0
@
5
@
3
 
 

従
っ
て
、
姉
妹
 会
旗
 と
並
べ
て
日
本
の
国
 旗
も
掲
揚
す
る
の
が
常
で
、
姉
妹
 会
 誌
に
は
数
回
、
明
 治
天
皇
御
製
や
紀
元
節
 

の
歌
詞
な
ど
が
転
載
さ
れ
た
。
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
は
八
年
七
 
月
 号
の
会
誌
に
、
各
地
の
姉
妹
 会
 グ
ル
ー
プ
の
集
会
の
 た
め
、
「
春
の
聖
母
の
 

タ
 」
と
共
に
、
「
愛
国
の
 タ
 」
と
い
 5
 一
時
間
程
の
 催
 し
 を
な
す
 よ
う
 提
案
し
て
お
り
、
そ
の
仕
方
を
次
の
よ
う
 に
説
明
し
て
い
る
。
 

「
日
本
国
に
望
む
暁
の
星
な
る
 
聖
 マ
リ
ア
の
御
給
、
両
陛
 
下
 の
 御
 写
真
に
小
さ
な
国
旗
等
 添
 へ
て
装
飾
し
、
胸
算
 
に
も
愛
国
 章
 を
付
 

す
 。
開
会
第
一
に
君
が
代
合
唱
、
愛
国
の
歌
（
合
唱
）
 
、
 正
し
き
国
家
観
、
愛
国
 親
 等
の
読
書
（
指
導
 霊
父
 、
事
 務
 所
等
ょ
り
適
当
な
 

選
択
を
仰
ぐ
）
、
詩
、
歌
、
朗
唱
（
明
治
天
皇
御
製
菓
 等
 ）
。
談
話
は
 、
 我
が
日
本
国
家
の
現
状
と
そ
れ
に
対
す
 る
 我
等
の
責
任
と
義
 

務
 。
・
・
・
・
・
・
最
後
に
国
家
皇
室
の
為
の
祈
り
を
以
て
終
る
。
 

」
 

 
 

彼
は
続
い
て
、
 
母
 
・
 父
 
・
祖
先
・
病
人
・
結
婚
準
備
な
 
ど
の
 タ
 に
つ
い
て
も
勧
め
て
い
る
。
 

彼
が
、
こ
の
よ
う
に
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
と
日
本
人
 の
 愛
国
心
と
を
結
合
し
ょ
う
と
努
め
た
背
景
に
は
、
昭
和
 日
午
十
月
二
日
の
伊
 

勢
 神
宮
式
年
遷
宮
祭
に
、
文
部
省
告
示
第
三
百
二
十
三
 号
 に
従
 う
 遥
拝
式
を
挙
行
せ
ず
に
そ
の
日
を
休
日
に
し
た
 カ
ト
リ
ッ
ク
 
諸
校
が
、
 

そ
の
後
昭
和
九
年
に
至
る
ま
で
次
々
と
軍
人
や
新
聞
記
 者
た
ち
に
 よ
 る
非
難
迫
害
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
と
い
 5
 音
 い
 現
実
が
あ
り
、
七
年
 

五
月
に
発
生
し
た
上
智
大
学
予
科
生
の
靖
国
神
社
不
参
 拝
 問
題
と
そ
の
後
の
悶
着
を
機
に
、
同
年
九
月
二
十
二
日
 、
東
京
の
シ
ャ
ン
ボ
ン
 

大
司
教
が
文
部
大
臣
に
提
出
し
た
「
神
社
は
宗
教
 か
否
 か
 」
の
質
問
に
対
し
て
、
文
部
省
が
九
月
三
十
日
付
で
、
 

「
学
生
、
生
徒
、
児
童
を
神
社
に
参
拝
せ
し
む
る
は
 
、
教
 育
 上
の
理
由
に
基
く
も
の
で
、
此
の
場
合
に
学
生
、
生
 徒
 、
児
童
の
団
体
が
 

 
 

要
求
せ
ら
れ
る
敬
礼
は
、
愛
国
心
と
忠
誠
と
を
現
は
す
 も
の
に
体
な
ら
な
い
」
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居 、 の た 

わ 根 か 
れ 清 ら 
る 神 で 
聖 ほ 
母 な 
姉 か 
妹 ろ 
ふ本 

ガ ) 
ハ ナ ツ 

か 

    
の 

種 
の 

革 
新 
運 
動 
ひ @ ヒ 
見 
ら 

れ 
勝 
ち 
な 
強 
  
中 
央 
集 
権 
的 

23  (23) 
 
 

回
心
を
普
及
さ
せ
、
新
聞
の
与
論
に
も
影
響
を
与
え
て
、
 一
部
の
男
た
ち
の
偏
狭
な
 愛
 

 
 

カト 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
が
、
九
年
秋
ご
ろ
か
ら
十
年
夏
に
か
け
、
 姉
妹
会
員
の
数
を
全
国
的
に
大
ぎ
く
増
や
す
こ
と
に
 情
 熱
を
注
い
だ
の
は
、
 

ぬ
 

「
婦
人
は
ど
こ
ま
で
も
、
平
和
主
義
、
理
想
主
 

義
 、
国
際
主
義
の
最
高
峰
た
る
共
存
 

同
栄
 主
義
を
維
持
し
 
て
 、
か
り
そ
め
に
も
 
鍔
 せ
り
 

総
合
っ
て
い
る
二
人
を
刺
戟
す
る
そ
う
な
事
が
あ
 っ
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
際
、
我
が
国
が
旧
式
の
狭
い
 愛
国
心
に
支
配
せ
ら
れ
ず
、
 

 
 

 
 

事
が
、
 何
よ
り
も
必
要
だ
ろ
う
。
平
和
維
持
の
責
任
者
 

た
る
婦
人
に
 
、
 特
に
自
重
を
 

（
㏄
）
 

希
望
す
る
。
」
 

と
 書
い
て
お
り
、
こ
の
一
文
と
並
べ
て
、
福
島
四
郎
の
 

一
 文
 「
昭
和
の
新
愛
国
心
」
を
載
録
さ
せ
て
い
る
。
福
島
 

は
 、
明
治
時
代
の
帝
国
 

主
義
的
愛
国
心
と
今
日
の
共
存
 
同
栄
 主
義
的
愛
国
心
と
 
を
 対
比
し
て
解
説
し
た
後
、
次
の
よ
う
に
結
ん
で
い
る
。
 

「
我
等
は
凡
て
の
人
類
を
愛
す
る
。
ど
の
国
に
も
慕
は
し
 
く
 尊
む
べ
き
人
々
が
い
る
。
優
れ
た
人
格
や
偉
大
な
業
 を
 以
て
全
世
界
か
ら
 

（
㏄
 
-
 

仰
が
れ
る
人
々
の
あ
る
こ
と
も
知
る
。
我
等
は
決
し
て
 偏
狭
な
右
傾
主
義
者
て
は
な
い
。
 

と
 回
答
し
、
同
年
十
一
月
五
日
に
は
、
軍
部
に
 よ
 る
 迫
圭
 
口
を
避
け
る
た
め
東
京
の
 ヵ
 ト
リ
。
 ク
 諸
陵
が
明
治
神
宮
 遥
拝
 式
 に
参
加
し
 

と
い
う
カ
ト
リ
ッ
ク
 界
 2
 新
し
い
動
ぎ
も
あ
る
。
 

し
か
し
 ゲ
 マ
イ
ソ
 ダ
 ー
は
、
右
傾
化
し
た
軍
部
の
田
刀
 に
 押
し
ま
く
ら
れ
る
そ
の
よ
う
な
受
動
的
状
態
に
満
足
せ
 ず
 、
そ
こ
か
ら
 

皮
 を
目
ざ
し
て
、
九
年
十
一
月
号
の
会
議
所
収
の
一
文
 「
国
家
へ
の
奉
仕
」
に
は
、
皇
室
中
心
の
日
本
民
族
の
大
 家
族
的
国
体
と
そ
 

回
心
を
称
揚
 し
 、
そ
の
 ょ
う
 な
美
点
を
生
み
出
し
支
え
 て
い
る
日
本
女
性
の
使
命
に
つ
い
て
述
べ
る
前
に
 、
 

た
 

の
脱
 

の
愛
 



 
 

傾
向
を
殆
ど
示
さ
ず
に
大
き
く
発
展
し
た
こ
と
や
、
 

全
 国
 各
地
の
無
数
の
小
さ
な
修
養
団
と
し
て
の
日
本
姉
妹
 

会
 グ
ル
ー
プ
が
、
日
中
戦
 

争
 に
よ
っ
て
社
会
が
大
ぎ
く
変
化
し
始
め
る
ま
で
、
 

分
 製
 せ
ず
に
一
人
の
指
導
者
の
下
に
留
ま
り
得
た
こ
と
は
、
 

そ
の
創
立
者
 

ゲ
 マ
イ
ン
 

ダ
 ー
の
人
格
の
至
す
と
こ
ろ
で
も
あ
ろ
う
が
、
同
時
に
 

ウ
ィ
ー
ン
の
マ
リ
ア
会
の
急
速
な
発
展
の
場
合
と
同
様
に
 

、
当
時
の
多
く
の
女
性
 

 
 

 
 

散
見
さ
れ
、
十
六
、
七
 

（
 
如
 
-
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
 

は
 そ
の
中
に
あ
っ
て
、
あ
る
時
は
「
病
室
 

に
 
光
を
」
と
訴
え
、
あ
る
時
は
「
姉
妹
か
ら
姉
妹
へ
の
 

橋
 を
か
け
ま
し
ょ
 

ぅ
 」
「
愛
の
微
笑
を
た
た
え
ま
し
ょ
う
」
「
愛
の
言
葉
を
 

か
 げ
ま
し
ょ
う
」
「
愛
の
沈
黙
を
果
た
し
ま
し
ょ
う
」
 

な
 ど
と
、
（
㊥
 

4
 
 
愛
の
歌
を
歌
い
 

続
け
た
だ
け
、
あ
る
い
は
時
折
新
し
い
春
風
を
吹
き
抜
 

げ
さ
せ
た
だ
け
、
と
言
っ
て
よ
い
の
か
も
知
れ
な
い
。
 

し
 か
し
、
そ
の
声
を
聞
 

い
 

た
 無
数
の
苦
し
ん
で
い
た
草
の
根
は
、
希
望
に
あ
ふ
れ
て
 

働
き
出
し
、
そ
れ
が
周
辺
の
草
の
根
を
も
刺
激
し
て
、
 

一
緒
に
芽
を
出
し
緑
を
 

広
げ
、
各
種
各
様
の
草
花
を
咲
か
せ
始
め
た
。
・
・
・
・
・
・
 

姉
 妹
 会
の
発
展
経
過
を
回
顧
す
る
時
、
な
ぜ
か
こ
ん
な
詩
的
 

な
 情
景
が
心
に
浮
か
 

ぶ
 。
芽
を
出
し
花
を
咲
か
せ
た
の
ほ
 

、
 
草
の
根
で
あ
っ
て
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
で
は
な
い
 

0
 そ
れ
だ
げ
に
、
花
を
咲
か
 

せ
 
実
を
結
ん
だ
時
の
草
 

の
根
の
喜
び
も
大
き
い
。
自
分
た
ち
で
も
や
れ
ば
で
き
る
 

の
だ
と
い
う
自
信
が
育
ち
、
新
た
な
意
欲
が
湧
き
始
め
 

た
こ
ろ
、
ま
た
 

ゲ
 マ
イ
 

ン
ダ
ー
が
、
「
男
性
化
し
な
い
よ
う
に
」
「
調
和
を
計
る
 

家
庭
精
神
を
大
切
に
」
「
老
人
の
古
い
の
は
当
然
」
 

へ
 
2
 
レ
叫
 
等
々
 
の
 
適
切
な
指
導
と
励
ま
 

し
を
与
え
て
く
れ
る
。
…
…
姉
妹
金
運
動
は
、
巡
回
指
導
 

者
 と
そ
の
地
の
会
員
と
の
こ
の
 

ょ
う
 
な
人
格
的
受
 

け
答
 
え
の
中
で
発
展
し
た
、
 

草
の
根
運
動
と
言
っ
て
よ
い
。
 

世
紀
や
明
治
前
期
の
わ
が
国
で
も
、
多
く
の
カ
ト
リ
ッ
ク
 

宣
教
師
が
こ
の
よ
う
な
巡
回
伝
道
に
従
事
し
て
い
た
。
 

一
例
を
あ
げ
る
と
、
 

ヴ
 

イ
グ
ル
ー
ス
（
一
八
四
二
 

｜
 一
九
 
0
 九
）
 
と
 カ
デ
ィ
ヤ
 

ッ
 
ク
 （
一
八
五
九
 

｜
 一
九
三
 

0
 ）
の
 
雨
 宣
教
師
が
東
部
 

北
部
の
関
東
地
方
で
 

巡
 

目
 伝
道
に
活
躍
し
て
い
た
明
治
十
年
代
に
は
、
千
葉
県
農
 

村
 部
の
信
徒
で
、
日
曜
日
毎
に
自
宅
を
信
徒
・
球
道
者
 

0
 
集
会
と
祈
り
の
場
 

と
 (24) 24 



昭和初期における  
 
 
 

王
 

 
 

l
 

（
 
4
 ）
一
九
三
一
年
一
月
三
十
日
付
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
書
簡
。
 

 
 

（
ー
）
の
 日
 
0
 せ
 Ⅰ
 
e
 Ⅰ
冨
田
の
の
 

@
0
 
二
の
 
す
 0
 仔
の
・
 
研
 ㏄
（
Ⅰ
の
の
 

0
 Ⅰ
の
Ⅰ
）
 
せ
 ・
ト
ム
り
所
収
の
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
通
信
。
 

 
 

（
 2 ）
一
九
三
一
年
一
月
三
十
日
付
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
書
簡
。
 
-
 
畠
山
房
昭
和
二
十
九
年
発
行
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
辞
典
第
四
巻
 七
 六
頁
と
、
秋
田
カ
ト
リ
 

，
ク
 教
会
昭
和
五
十
九
年
発
行
の
百
周
年
記
念
 誌
 四
七
頁
に
は
 

「
十
一
月
二
十
三
日
」
あ
る
い
は
「
十
二
月
」
に
創
立
と
な
 っ
て
い
る
が
、
 

創
立
者
が
筆
者
に
話
さ
れ
た
強
い
言
葉
に
従
っ
て
、
姉
妹
 会
の
 創
立
日
は
「
十
一
月
一
日
」
と
訂
正
し
て
お
ぎ
た
 い
 。
 

（
 0
0
 

）
Ⅰ
の
 

ポ
 @
 
左
 o
 コ
 Ⅱ
 む
 八
ロ
つ
下
 

0
0
-
0
 

ぬ
 @
0
 口
 コ
 山
本
 @
 
「
 り
オ
 
の
・
Ⅱ
Ⅱ
③
 

@
 
サ
仁
 お
 
Ⅰ
の
の
 

2
 、
 ㏄
 臼
 
メ
ロ
 ロ
 ・
の
 
0
@
 目
一
円
冠
さ
れ
し
 百
ム
己
昭
 和
 八
年
二
月
号
 セ
頁
、
 

㍉
天
主
の
子
」
昭
和
九
年
一
月
号
四
頁
。
 

 
  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

し
て
提
供
し
、
自
主
的
に
伝
道
に
努
め
た
熱
心
者
が
少
な
 く
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
、
宣
教
師
が
年
に
一
、
二
回
 わ
 ず
か
 
一
 

@
 
㏄
）
 

す
る
だ
け
で
あ
っ
て
も
、
次
々
と
近
隣
者
や
村
人
を
改
 ゐ
 
ホ
 さ
せ
、
多
く
の
僻
地
で
生
々
と
し
た
信
徒
集
団
を
形
成
 し
た
。
 

の
 姉
妹
金
運
動
は
、
あ
る
意
味
で
こ
の
よ
う
な
活
動
形
式
 を
 現
代
風
に
継
承
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
よ
う
  
 

昭
和
の
初
め
ご
ろ
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に
限
ら
ず
多
く
 の
 既
成
宗
教
が
、
固
定
化
し
て
い
た
信
仰
集
団
の
枠
組
の
 中
へ
 

の
 信
仰
者
を
引
き
入
れ
て
、
し
っ
か
り
と
保
持
し
よ
う
と
 努
め
て
い
た
が
、
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
姉
妹
金
運
動
は
 、
 完
固
 中
 

心
の
中
央
集
権
的
活
動
形
式
で
は
な
く
、
い
わ
ば
そ
の
 他
 の
 住
民
中
心
・
入
信
者
中
心
の
柔
軟
な
分
権
主
義
的
 活
 動
 形
式
 

り
 、
宣
教
師
は
旅
す
る
奉
仕
者
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
 言
っ
て
よ
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
使
徒
パ
ウ
ロ
の
伝
道
 に
 似
て
 

本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
方
法
や
土
着
化
問
題
 を
 考
え
る
者
に
、
示
唆
す
る
所
も
少
な
く
な
い
よ
う
に
 思
 う
 。
 し
 

社
会
事
情
の
下
で
は
、
実
際
上
こ
の
よ
う
な
活
動
を
す
 る
 女
性
に
対
す
る
社
会
の
風
当
た
り
が
強
く
て
、
所
に
 ょ
 っ
て
は
 日

 か
二
日
来
訪
 

ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
 

一
人
で
も
多
く
 

も
・
宣
教
師
 中
 

を
と
っ
て
お
 

い
て
、
現
代
日
 

か
し
、
当
時
の
 

か
な
り
の
し
わ
 



（
 6
 ）
穂
積
重
遠
 著
 
ヨ
親
族
法
 ヒ
 、
岩
波
書
店
昭
和
八
年
発
行
、
 

五
四
九
、
五
六
 0
@
 五
六
一
頁
。
我
妻
栄
 著
 
日
親
族
法
 ヒ
、
有
 斐
閣
 昭
和
三
十
六
年
発
㎝
 

行
 、
三
一
八
 @
 三
一
九
、
三
二
八
 @
 三
三
 0
 頁
 。
 

（
 7
 ）
こ
の
会
則
は
未
見
だ
が
、
会
誌
へ
の
引
用
の
頁
数
な
ど
 
か
ら
察
す
る
と
、
 
二
 0
 頁
 ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
よ
 う
 で
あ
る
。
 

（
 8
 ）
 

ョ
 冠
さ
れ
し
百
合
」
昭
和
八
年
一
月
号
一
六
 り
 
一
八
頁
  
 

（
 9
 ）
前
掲
 誌
 。
八
年
一
月
号
一
五
 @
 
一
山
ハ
頁
。
 

（
円
）
一
九
一
一
三
一
年
六
月
一
日
付
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
長
文
書
簡
  
 

（
Ⅱ
）
前
掲
 誌
 、
八
年
六
月
号
二
七
 @
 二
八
頁
。
 

（
 ジ
 ）
前
掲
 誌
 、
八
年
七
月
号
二
七
頁
。
十
一
月
号
二
八
 @
 二
 九
頁
。
 

（
 0
 ）
 

同
 皇
上
の
百
合
 ヒ
 、
 
一
 @
 五
頁
。
戸
冠
さ
れ
し
百
合
」
 

八
 年
 十
二
月
号
 三
 一
 @
 一
 三
頁
。
 

（
Ⅱ
）
前
掲
 誌
 、
八
年
二
月
号
二
三
 @
 二
五
頁
。
音
楽
部
は
声
 楽
 担
当
。
 

（
 巧
 ）
前
掲
 誌
 、
八
年
五
月
号
二
九
 @
 三
 0
 頁
 。
楽
器
部
は
器
 楽
 担
当
。
 

（
 騰
 ）
前
掲
 誌
 、
八
年
六
月
号
三
一
頁
。
月
白
百
合
」
九
年
四
 月
 与
一
 0
 九
 @
 
一
一
 0
 頁
 。
 

（
Ⅳ
）
前
掲
 誌
 、
八
年
八
月
号
 三
 上
ハ
頁
。
 

（
 0
0
 
）
 

円
 近
代
日
本
総
ム
ロ
年
表
 L
 、
岩
波
書
店
一
九
六
八
年
、
一
 

ヱ
八
八
頁
 ハ
 
し
。
 

（
 杓
 ）
 
軍
 s
s
@
o
 

コ
 a
r
@
 

二
の
甘
口
 

0
 コ
汗
拐
 
（
神
言
修
道
会
日
本
管
区
 
機
関
誌
）
一
九
三
四
年
七
月
 ロ
ニ
ハ
 
@
 七
頁
。
 

（
 幻
 ）
「
姉
妹
」
昭
和
十
二
年
三
月
号
一
五
頁
。
 

（
左
）
「
教
育
年
鑑
」
昭
和
十
年
版
、
一
二
八
頁
。
な
お
、
 当
 時
の
実
業
学
校
の
中
に
は
、
中
学
校
と
同
等
に
見
な
さ
れ
な
い
 2
 種
の
学
校
も
少
し
含
 

ま
れ
て
い
る
こ
と
を
、
 

断
 わ
っ
て
お
く
。
 

（
 花
 ）
一
部
の
学
校
の
入
学
者
数
が
不
明
な
の
で
確
定
数
は
算
 出
で
き
な
か
っ
た
が
、
「
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
 卜
日
 秋
田
県
吏
 L
 第
三
巻
、
学
校
の
記
 

念
誌
 、
そ
の
他
か
ら
推
定
。
 

（
 乃
 ）
新
堀
適
地
隔
日
日
本
の
教
育
」
、
有
情
宣
一
九
八
一
年
、
 一
八
二
 @
 
一
八
六
頁
参
照
。
 

（
 別
 ）
 

円
 冠
さ
れ
し
百
合
」
昭
和
八
年
四
月
号
 一
 @
 セ
頁
 。
 

（
 
5
 ）
一
九
三
一
年
六
月
と
十
一
月
の
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
書
簡
 。
春
の
花
見
時
の
バ
ザ
ー
は
、
こ
の
徒
し
 ぱ
 ら
く
は
秋
田
教
会
 恒
例
の
行
事
と
な
っ
 
2
6
 

た
 



 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

期
 

 
 

三
り
二
セ
 五
頁
。
 

 
 

 
 
和
 

 
 
 
 

昭
 

（
 
お
 ）
前
掲
 誌
 、
八
年
三
月
号
三
一
 
り
 三
二
頁
。
 

（
 
托
 ）
一
九
三
三
年
十
一
月
の
 
ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
長
文
書
簡
。
 

（
 
打
 ）
日
星
上
の
百
合
ヒ
二
頁
。
 

（
 
お
 ）
一
九
三
八
年
六
月
の
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
長
文
書
簡
。
 

（
 
豹
 ）
一
九
三
六
年
一
月
の
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
書
簡
。
 

（
 
釦
 ）
白
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
 
L
 
、
昭
和
六
年
三
月
二
十
九
日
 
発
行
、
第
三
面
。
 

（
 
頷
 ）
一
九
三
六
年
一
月
の
 ゲ
 マ
イ
ン
ダ
ー
の
書
簡
。
ピ
ト
（
 

@
0
 
ヲ
ミ
 
@
@
W
 

囲
 O
 
コ
り
 
「
 
@
p
 
秦
 *
p
o
-
@
@
.
 

）
の
・
 

り
の
 
-
@
@
.
 

）
 
ゆ
 
の
印
 

一
 ・
㌧
 
づ
 ・
 p
 
め
，
 
@
N
 
ゆ
 

（
㌍
）
 ヨ
ご
 ・
口
ロ
・
 

ひ
 
0
@
 
ど
 ・
姉
妹
会
読
付
録
 日
 
聖
母
の
愛
子
 
し
 昭
和
十
一
年
一
月
号
 
一
 @ 二
頁
。
 

（
 
g
J
 
）
 
日
 
冠
さ
れ
し
百
合
」
昭
和
八
年
四
月
号
 
一
 @ セ
頁
 。
 

（
 
綴
 ）
前
掲
 誌
 、
八
年
十
一
月
号
 一
｜
 
三
頁
。
 

（
。
 

D
 ）
日
星
上
の
百
合
 ヒ
三
 一
 ｜
一
 
三
頁
。
「
白
百
合
」
九
年
 
十
一
月
時
二
九
九
 
@
 三
 0
 一
頁
。
 

 
 

月
 二
十
六
日
発
行
、
第
一
面
。
新
聞
に
 

よ
 る
公
示
が
三
年
半
 
以
 上
も
遅
れ
た
の
は
、
こ
の
よ
 
う
 

会
 

な
 神
社
参
拝
を
認
可
す
る
ロ
ー
マ
教
皇
庁
か
ら
の
返
書
が
遅
れ
 
一
九
三
六
年
五
月
二
十
五
日
付
で
公
布
さ
れ
た
た
め
。
 

妹
 

 
 
 
 

（
㌍
）
 ョ
 
白
百
合
ヒ
九
年
十
一
月
号
二
九
九
頁
。
 

の
 
 
 

（
 
釣
 ）
前
掲
 誌
 、
九
年
十
一
月
号
 
三
 0
 二
頁
。
 

 
 

頁
 。
 

 
 
ト
 

（
 
班
 ）
前
掲
 誌
 、
八
年
十
二
月
号
 一
 @ 五
頁
。
 

 
 



大内冑轡の教化思想 と 教会結社をめぐる 問題 

試 

練 明 
を 治 
経 初 
て 朝 
  の 

教 仏 
化 教 
偲、 は 
木目 @ 巴 ,   
へ 維 
の 新 
開 期 
」心 の 

や 押 
信 仏 
仲 介 
結 離 
社 会 
  結 と 
成 そ 
の の 

船 形 
動 響 
を サこ 
背 よ 
景 つ 
に 、 て ヰ 

仏 会 
救 国 
の 的 
近 な 
代 規 
的 模 
変 で 

車 行 
へ わ 
の れ 
方 た 
遼 磨 
を 仏 
見 殻 
い 釈 
た な 
す ど 
に 幾 
は 多 

  
の 酷 
機 な 
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口
論
文
要
旨
 

口
 明
治
十
年
代
に
最
盛
期
を
迎
え
る
教
会
、
結
社
 

の
 研
究
は
、
明
治
仏
教
の
研
究
史
上
に
お
い
て
維
新
潮
の
神
仏
 

分
離
、
廃
仏
 
股
釈
 な
ら
 

び
に
明
治
三
十
年
代
の
近
代
仏
教
の
形
成
な
ど
の
華
々
し
い
 

研
 究
 課
題
の
影
に
隠
れ
て
、
ほ
と
ん
ど
着
目
さ
れ
て
い
な
い
。
 

し
 か
し
な
が
ら
実
際
 

は
 、
廃
仏
殿
秋
後
の
仏
教
の
復
興
、
そ
し
て
近
代
仏
教
の
形
成
 

と
 新
仏
教
運
動
の
展
開
に
至
る
明
治
仏
教
典
全
体
の
流
れ
に
 

沿
 っ
て
、
あ
ら
た
め
て
 

教
会
、
結
社
の
問
題
を
捉
え
な
お
す
 

と
き
 
、
結
社
運
動
の
占
め
 

る
 位
置
と
そ
の
歴
史
的
意
義
は
極
め
て
大
き
い
。
本
稿
で
は
 

以
 止
 め
よ
う
な
視
点
に
 

ょ
通
り
仏
教
主
義
の
立
場
か
ら
展
開
さ
れ
た
信
仰
の
結
社
和
敬
 

会
と
 、
結
社
運
動
に
指
導
的
役
割
を
演
じ
た
大
内
冑
轡
の
教
化
 

思
想
に
つ
い
て
考
察
 

を
 試
み
た
。
 
青
 轡
の
教
化
思
想
の
特
質
は
、
ま
ず
政
教
問
題
と
 

信
教
自
由
と
の
関
係
か
ら
仏
教
者
に
覚
醒
を
促
し
た
こ
と
、
お
 

よ
び
文
明
開
化
と
共
 

 
 

 
 

中
心
と
す
る
教
化
対
 

Ⅰ
キ
ー
ワ
ー
ド
ロ
大
内
冑
 

轡
 、
教
会
・
結
社
、
和
敬
 

会
 、
教
導
 
職
 
信
教
自
由
 

大
内
 青
 轡
の
教
化
思
想
と
教
会
結
社
 を
め
ぐ
る
問
題
 

池
田
英
俊
 



い
て
究
明
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
 

司
法
省
に
て
編
纂
せ
ら
れ
し
憲
法
類
篇
の
国
法
部
第
十
 巻
を
 拝
 閲
せ
よ
、
明
ら
か
に
大
教
と
 諸
教
 と
の
部
分
を
立
 て
 宣
教
使
及
び
教
導
 

る
 。
ま
ず
「
政
教
一
致
 と
ぃ
 ふ
こ
と
は
我
々
の
平
生
直
 は
 だ
嫌
 ふ
と
こ
ろ
に
し
て
、
そ
の
決
し
て
一
致
な
ら
ざ
る
 所
以
は
常
に
論
弁
説
話
 

 
 

す
る
と
こ
ろ
な
れ
ば
、
今
こ
の
大
数
要
旨
に
政
教
一
致
 の
御
 趣
意
に
 候
 事
と
沙
汰
せ
ら
れ
し
と
こ
ろ
の
大
数
」
 の
 成
立
と
そ
の
意
義
に
っ
 

そ
も
そ
も
 青
 轡
の
思
想
活
動
は
、
維
新
以
来
仏
教
の
教
 学
 と
教
化
活
動
の
展
開
を
、
そ
の
根
底
か
ら
妨
げ
て
き
た
 
「
教
則
三
条
」
 

法
や
神
仏
合
併
大
教
院
、
教
導
職
の
制
度
に
み
る
よ
 う
 な
 政
教
混
交
思
想
に
対
し
て
、
信
教
自
由
思
想
の
方
向
に
 転
回
せ
し
め
よ
う
 

る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
あ
わ
せ
て
開
明
思
潮
へ
の
仏
教
者
の
 覚
醒
を
目
指
す
 ，
 
」
と
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た
。
さ
て
、
 そ
こ
で
青
 鸞
は
、
 

た
い
維
新
潮
以
来
法
令
、
諸
通
達
に
よ
っ
て
強
行
し
て
き
 た
政
府
の
政
教
混
交
思
想
に
対
し
て
、
信
教
自
由
思
想
 の
も
と
に
如
何
に
 

し
て
い
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
 

青
 轡
は
政
教
問
題
に
つ
い
て
、
明
治
八
年
か
ら
九
年
に
 か
け
て
コ
朗
 教
 新
誌
二
の
諸
論
説
に
お
い
て
、
次
の
よ
 う
 な
 見
解
を
示
し
 の

教
 

と
す
 

、
 
し
 つ
 

対
処
 

て
い
 

点
か
ら
展
開
さ
れ
た
宗
教
論
な
ど
の
広
い
範
囲
に
及
ん
 で
い
る
。
そ
れ
だ
げ
に
、
仏
教
の
内
外
に
与
え
た
影
響
も
 ま
た
大
き
い
。
し
か
も
 

 
 

「
胡
散
新
誌
 ヒ
は
 、
現
在
も
な
お
明
治
仏
教
の
諸
問
題
を
 探
る
上
で
、
重
要
な
史
料
の
一
つ
と
し
て
注
目
を
集
め
 て
い
る
。
 

会
 に
遭
遇
し
た
と
い
い
え
よ
 う
 。
 

3
0
 

仏
教
を
代
表
す
る
開
明
思
想
家
と
し
て
知
ら
れ
る
還
俗
 仏
教
者
大
内
冑
 轡
は
 、
明
治
十
年
前
後
の
仏
教
復
興
の
兆
 し
の
な
か
で
、
遊
軍
）
 
 
 

く
 開
明
仏
教
の
あ
ゆ
む
べ
き
方
向
に
つ
い
て
、
当
時
、
仏
 教
界
 唯
一
の
新
聞
「
現
数
新
誌
 b
 を
通
し
て
、
あ
る
い
 は
 消
和
会
や
全
国
各
地
 

に
 支
部
の
結
成
を
み
た
和
敬
会
な
ど
の
 通
 仏
教
主
義
を
標
 傍
 す
る
信
仰
結
社
の
組
織
を
通
し
て
、
独
自
な
開
明
的
 思
想
活
動
を
行
っ
て
 い
 

 
 

勤
 は
、
仏
教
を
中
心
に
宗
教
全
般
に
わ
た
る
時
事
的
情
報
 の
 蒐
集
と
そ
の
広
報
活
 

動
 、
教
部
省
を
中
心
と
す
る
官
報
の
掲
載
、
各
宗
派
の
 録
事
、
仏
教
時
事
問
題
に
つ
い
て
の
評
論
、
教
理
、
教
学
 へ
の
近
代
的
把
握
の
視
 



青
鸞
の
か
か
る
主
張
は
、
絶
対
主
義
政
府
と
仏
教
 

各
宗
 
派
の
僧
侶
に
対
し
て
、
信
教
自
由
思
想
の
立
場
か
ら
覚
醒
 

を
 促
そ
う
と
す
る
 

極
 

め
て
意
図
的
な
主
張
に
 

よ
 る
啓
蒙
活
動
の
一
端
を
示
す
も
 

の
で
あ
る
 

0
 同
様
の
発
想
の
も
と
に
青
鸞
 

は
 、
「
三
条
 

教
則
」
第
一
条
敬
神
変
 

国
 に
つ
い
て
も
、
そ
の
遵
守
に
あ
た
っ
て
は
「
各
々
 

そ
 の
 職
 と
す
る
と
こ
ろ
に
 

胆
勉
 

び
 
ん
べ
ん
べ
ざ
な
り
 

従
事
し
て
愛
国
す
 」
と
の
観
点
か
ら
、
 

天
 

皇
 に
と
っ
て
敬
神
愛
国
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
の
は
、
 

国
 君
 と
し
て
「
天
下
の
政
権
を
統
さ
せ
ら
る
 

ム
 こ
と
な
れ
 

ば
 ・
そ
の
職
掌
 

だ
 げ
に
、
 

題
汝
ち
往
て
 

治
め
よ
の
神
勅
を
敬
 

崇
 し
て
愛
国
せ
ら
 

 
 

則
 」
と
教
導
職
と
の
関
係
に
 

罰
研
 
つ
い
て
は
、
敬
神
よ
り
も
む
し
ろ
愛
国
の
視
点
か
 

9
 次
の
よ
う
に
い
 

う
 。
「
 
乃
ち
 
第
二
条
に
い
 

う
 所
の
大
道
 

正
理
を
明
ら
か
 

に
 し
て
民
を
 

教
 あ
ま
ね
か
ら
し
む
と
す
る
祭
政
一
致
の
主
旨
に
 

端
を
発
し
、
次
い
で
同
四
年
（
一
八
七
一
）
三
月
二
六
日
 

付
の
大
政
官
達
三
二
六
号
 

め
 教
導
す
る
を
以
て
愛
国
す
べ
し
（
中
略
）
然
れ
ば
 

神
道
者
は
神
道
を
明
ら
か
に
し
て
愛
国
す
べ
く
、
僧
侶
 

た
 る
も
の
は
勉
め
て
釈
迦
牟
尼
 

縄
の
教
法
を
興
隆
 

し
 、
そ
の
道
理
を
明
ら
か
に
し
て
、
 

之
 れ
を
人
民
に
教
へ
諭
す
を
以
て
僧
侶
愛
国
の
本
分
と
 

す
べ
ざ
な
り
。
然
る
を
何
ぞ
 

始
 や
巳
れ
の
宗
と
す
る
と
こ
ろ
を
 

柱
て
 
佗
に
卑
屈
し
、
 

己
 れ
の
 
有
 す
べ
き
権
利
を
棄
て
回
れ
の
 

-
G
 

）
 

養
 す
べ
ぎ
と
こ
 

ろ
の
義
務
を
誤
ま
る
こ
と
を
 

無
為
す
べ
 
け
 ん
や
。
こ
れ
我
々
の
 

柳
か
 
思
考
 
し
 得
る
 
る
と
こ
ろ
の
概
略
な
り
」
と
。
 

 
 

の
 根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
神
道
国
教
主
義
を
 

指
標
と
す
る
祭
政
一
致
か
ら
 

楯
 
簗
 政
教
一
致
へ
と
転
ず
る
教
導
政
策
と
は
如
何
な
る
 

（
一
二
八
九
）
の
御
下
聞
書
 

甲
 八
九
号
の
「
天
祖
 

 
 

 
 

 
 

大
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職
 に
関
す
る
事
柄
は
一
切
み
な
之
夫
教
の
部
に
編
入
し
、
 而
し
て
 各
宗
 僧
侶
の
事
柄
は
 

（
中
略
）
果
し
て
然
ら
ば
、
凡
そ
僧
侶
に
し
て
教
導
職
に
 
任
せ
ら
れ
た
る
諸
君
は
 、
先
 

教
へ
と
い
ふ
も
の
は
、
決
し
て
三
千
年
来
 佛
 々
 祖
 々
 の
 嫡
々
相
承
し
た
り
し
 抜
苦
 呉
楽
 

と
諸
教
 と
混
 清
 せ
ら
れ
ざ
る
朝
廷
の
御
趣
意
に
そ
む
く
 ，
 
」
と
た
か
ら
ん
を
要
す
べ
 き
 も
 こ

と
 ノ
 
Ⅰ
 く
 之
を
諸
教
の
部
に
載
せ
ら
れ
た
り
 

つ
此
に
深
く
注
目
し
て
教
導
職
の
主
と
る
べ
ぎ
 

の
 教
に
非
さ
る
こ
と
を
弁
知
せ
ら
れ
て
、
大
教
 

の
 欺
 
@
4
 
）
 



（
 
椅
 
@
@
 

二
 貫
徹
 シ
 、
 各
其
職
ヲ
尽
ス
 シ
メ
 悪
ヲ
 未
 明
二
防
ク
二
ア
 リ
 」
と
す
る
役
割
を
、
神
道
、
仏
教
 

あ
り
あ
り
と
窺
わ
れ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
政
教
混
交
政
策
へ
の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
 た
 因
由
は
、
明
治
五
年
十
一
月
十
 

説
教
克
二
ツ
キ
 ヲ
二
 

ヨ
 
け
 
@
 ：
」
 
江
別
（
 

3
 
i
 
 

）
 及
び
同
省
通
達
第
二
九
号
、
神
 仕
合
併
の
「
大
教
院
建
設
」
な
ど
一
連
 の

 教
導
職
に
損
な
わ
そ
う
と
す
る
意
図
が
 

一
日
付
の
教
部
省
番
外
連
「
教
導
職
へ
、
 

の
 法
令
や
通
達
に
 窺
 れ
る
。
ま
ず
「
教
導
 

る
 。
政
教
混
交
思
想
上
に
現
れ
た
「
教
則
三
条
」
と
は
、
 「
教
則
第
一
条
 
一
 敬神
愛
国
 ノ
旨
ヲ
体
ス
ヘ
キ
事
、
 第
二
条
一
天
理
人
道
 

ヲ
 明
二
 ス
ヘ
 キ
車
第
三
条
 
一
 
皇
上
を
奉
戴
 シ
 朝
旨
 ヲ
 遵
守
セ
シ
ム
 ヘ
 キ
車
。
 右
ノ
 三
条
 兼
テ
之
ヲ
 奉
体
 シ
説
 数
 等
 ノ
節
 ハ
周
龍
佳
士
 
思
 

致
シ
 御
睡
 普
ご
不
惇
様
厚
 

」
、
、
 

心
得
町
中
條
 事
 
-
l
 

エ
 ）
 と
い
う
 内
 容
 で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
ね
ら
い
に
は
「
教
法
 ノ
要
 八
三
条
 ノ
御
 趣
意
民
心
 

と
い
う
点
に
政
教
一
致
の
理
論
的
根
拠
を
求
め
よ
う
と
し
 て
い
る
。
か
く
し
て
、
そ
の
こ
と
は
政
教
関
係
の
目
 指
 す
 方
向
に
民
心
教
化
を
 

統
一
し
、
思
想
信
条
と
行
動
様
式
ま
で
も
変
革
し
て
い
 く
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
が
明
治
五
年
（
一
八
七
一
 コ
 に
は
、
こ
れ
ま
で
の
 宣
教
使
中
心
の
大
教
宣
布
に
み
る
政
教
一
致
の
教
化
政
 策
 に
著
し
い
変
更
が
 

み
ら
れ
、
明
治
五
年
三
月
突
如
と
し
て
神
祇
省
を
廃
し
て
 、
 新
た
に
神
道
・
仏
教
を
含
む
「
教
義
二
関
ス
ル
一
切
 ノ
 事
務
 ヲ
 統
理
ス
ル
」
 

教
部
省
の
新
設
を
み
て
い
る
。
 

ハ
 
9
 ）
ま
た
同
年
四
月
に
は
 急
 遮
 太
政
官
布
告
第
一
三
二
号
で
教
部
省
管
轄
 干
 に
神
官
、
 僧
侶
の
「
教
導
職
等
級
 

表
 」
十
四
級
を
位
置
つ
け
 

-
0
 

l
 
 

）
 

。
、
そ
れ
ら
教
導
職
へ
「
教
則
 二
条
（
三
条
の
教
 憲
 ）
」
を
交
付
し
、
民
心
へ
の
教
化
活
 動
の
方
針
を
示
し
て
い
 

（
 
8
 ）
 

是
教
ト
政
ト
相
須
テ
行
 ハ
ル
二
所
以
ナ
リ
 

「
宣
教
使
、
大
教
の
宣
布
」
で
は
、
祭
政
一
致
か
ら
政
教
 一
致
の
教
導
政
策
 
今
と
 転
じ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
 て
 政
教
混
交
思
想
を
基
 
2
 
 
 
 
 

調
 と
す
る
衆
庶
に
対
す
る
教
導
政
策
が
開
始
さ
れ
た
の
で
 あ
っ
た
。
「
大
教
宣
布
」
の
別
紙
通
達
に
よ
る
と
。
 

 
 
 
 

大
数
 ノ
旨
 要
ハ
神
明
 ヲ
敬
シ
 人
倫
 ヲ
 明
二
 
シ
 億
兆
ヲ
シ
 
-
 
ア
兵
 心
ヲ
正
 ク
シ
 其
職
ヲ
効
シ
以
テ
 朝
廷
 二
 奉
事
セ
シ
ム
 
ル
ニ
ア
リ
 、
教
ノ
以
 

テ
之
ヲ
導
ク
コ
ト
ナ
ケ
レ
バ
其
心
ヲ
正
 シ
ク
 
ス
ル
 
コ
ト
 能
 ハ
ス
、
 
政
ノ
以
テ
之
ヲ
治
 ム
ル
 
コ
ト
ナ
ケ
 レ
ハ
 其
職
ヲ
 効
 ス
コ
ト
 能
 ハ
ス
、
 



 
 

、
観
音
念
仏
、
題
目
な
ど
の
諸
講
社
の
管
理
に
大
歴
史
的
音
義
は
、
予
想
以
上
に
大
き
い
。
 

蜻
動
 

簗
条
 
）
を
制
定
し
、
庶
民
の
心
の
拠
 

所
 
と
な
っ
て
い
 

 
 

、
神
仏
合
併
大
教
院
の
も
つ
は
 

普
 
如
実
、
富
士
、
御
嶽
、
 

不
  
 

想
 
問
題
が
山
積
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
っ
さ
え
 政
教
一
致
の
教
化
体
制
の
実
現
へ
向
け
て
教
部
省
 は
、
神
 官
 、
僧
侶
の
教
学
を
管
理
す
 

居
、
 

鮒
る
 大
教
院
を
建
設
し
、
そ
の
 教
 院
の
支
配
体
制
 拡
 張
を
目
指
し
て
、
「
大
教
院
の
「
教
会
大
意
」
認
可
」
の
 権
限
と
認
可
基
準
（
誓
約
十
 

雛
 

教
部
省
の
掌
る
「
教
則
二
案
」
の
教
法
、
教
導
 職
 十
四
級
の
制
定
、
合
併
大
教
院
の
設
置
な
ど
教
導
機
関
 0
 組
織
は
、
の
ち
ほ
ど
ま
と
 

始
め
て
論
述
す
る
 青
 轡
の
信
教
自
由
思
想
に
 よ
 る
 言
 論
 活
動
の
中
心
課
題
と
し
て
取
上
げ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
ほ
ど
、
そ
こ
に
は
多
く
 

 
 

  

汚
シ
以
 

テ
ノ
外
事
二
儀
、
向
後
目
 

悔
シ
 
教
導
右
左
 

度
事
 

（
 
5
 
1
 

）
 

職
 へ
、
説
教
克
二
 
ッ
キ
 訓
諭
」
で
ほ
、
神
官
教
導
職
の
教
 化
 能
力
の
限
界
を
察
知
し
た
絶
対
主
義
政
府
は
、
「
 神
 宣
之
説
教
戒
 ハ
 未
熟
 二
 

テ
 捷
二
説
教
 ノ
 不
実
 ヲ
読
、
 、
、
 

或
ハ
 請
ム
 能
ハ
 サ
ル
大
モ
 有
 ヱ
哉
ノ
趣
キ
 
不
体
裁
 ノ
至
 二
 俣
 、
向
後
屹
度
右
筆
 ノ
者
 ハ
 説
教
差
止
 メ
 、
船
数
 

院
篤
ト
 教
義
講
究
右
左
塵
事
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
遠
ざ
 げ
て
 ぎ
た
僧
侶
の
布
教
活
動
を
利
用
し
て
、
政
教
混
交
政
 策
の
弱
点
を
補
お
う
と
 

し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
よ
り
な
こ
と
も
あ
っ
て
教
部
 省
は
神
官
教
導
職
に
対
し
て
「
説
教
 Z
 内
排
仏
ノ
 
意
味
 往
 々
 有
 Z
 由
 、
向
後
 
ハ
 

（
マ
マ
）
 

@
 
Ⅱ
 @
 

教
職
心
得
 書
 三
有
 Z
 通
り
他
宗
を
排
斥
小
数
標
注
意
 可
 右
左
 事
 」
と
の
厳
し
い
態
度
で
臨
ん
で
い
る
。
以
上
は
神
 官
 に
対
す
る
訓
諭
の
主
 

胃
 で
あ
る
が
、
他
方
僧
侶
教
導
職
に
対
し
て
は
各
宗
派
 管
長
 宛
 、
次
の
如
 き
 訓
諭
を
通
達
し
て
い
る
。
 

一
 僧
侶
 ノ
 両
説
教
二
八
公
 席
二
テ
 
三
条
 ヲ
略
シ
解
キ
、
私
 席
捲
 於
テ
 ・
・
・
・
・
・
 

尊
 う
 宗
意
 ノ
ミ
 ヲ
弁
シ
 、
三
条
三
 
%
 戻
 ス
ル
下
心
 哉
ノ
趣
キ
 

以
 テ
ノ
 外
ノ
事
 三
條
、
方
ム
「
三
条
 二
惇
戻
 ス
ル
ノ
 宗
意
 ハ
絶
テ
 不
可
用
 儀
 二
件
、
如
此
表
裏
布
 
之
テ
ハ
 庶
民
疑
惑
 ヲ
生
シ
候
 、
向
後
表
 

額
裏
無
文
様
 可 右
左
 事
 

硯
ぴ
一
 
僧
侶
従
来
 神
ハ
仏
ノ
 
化
身
 仏
 ハ
神
 ノ
 本
体
 ト
 固
執
 シ
、
或
 
ハ
神
ハ
敬
 ス
ヘ
キ
 モ
ノ
ト
 立
テ
ふ
却
三
 疎
遠
 二
諦
 キ
 去
り
、
敬
神
 ノ
諭
シ
 



さ
て
、
そ
こ
で
仏
教
者
に
と
っ
て
比
較
的
抵
抗
な
く
 受
 容
 さ
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
「
大
教
院
事
務
章
程
」
が
あ
 げ
ら
れ
よ
 
う
 。
 と
ぃ
 

5
 の
は
、
そ
の
主
旨
が
維
新
当
初
仏
教
界
の
先
覚
者
に
 よ
っ
て
結
成
を
み
た
諸
宗
司
 徳
 会
盟
の
研
究
審
議
す
べ
 き
 課
題
八
ヵ
条
に
含
ま
れ
 

る
 王
法
仏
法
不
離
・
邪
教
の
研
究
と
防
禦
・
人
材
養
成
 ・
民
衆
教
化
な
ど
の
諸
項
目
と
、
ど
こ
か
一
脈
相
通
ず
る
 と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
 

に
 は
力
 
，
 な
ら
な
Ⅱ
 
-
-
,
 

¥
 ）
同
章
程
は
大
教
院
設
立
の
理
由
に
つ
 

。
 

い
て
、
次
の
如
く
記
さ
れ
て
い
る
。
「
 中
 ・
心
教
 院
ョ
 リ
挙
 ル
所
 ノ
 教
徒
俊
秀
 

 
 

ナ
ル
 者
ヲ
集
メ
 
、
 各
 共
学
術
 ノ
 研
究
 ハ
 勿
論
、
通
ク
布
教
 ノ
 方
法
 ヲ
 商
議
 シ
 、
二
別
 ノ
 要
旨
 ヲ
 講
明
ス
ル
 
力
恭
 二
 設
ク
 」
と
。
 

し
か
し
、
実
際
に
は
大
教
院
、
申
 救
院
 設
置
の
ね
ら
い
は
 、
 全
く
別
の
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
「
大
教
院
 規
則
」
・
「
申
救
 院
規
 

則
 」
に
み
る
 よ
う
 に
、
そ
の
目
的
が
衆
庶
の
思
想
善
導
 0
 名
目
の
も
と
に
、
思
想
信
条
の
統
一
的
な
管
理
体
制
の
 確
立
に
あ
っ
た
の
で
あ
 

る
 。
「
大
教
院
規
則
」
第
一
条
が
そ
の
こ
と
を
如
実
に
物
 語
っ
て
い
る
。
「
本
院
ハ
教
部
省
 ノ
令
ヲ
奉
シ
 
、
三
条
 ノ
 旨
趣
 ヲ
 体
認
 シ
、
諸
 

 
 

教
導
職
 ノ
 村
議
 ヲ
長
育
 ス
ル
 所
 ナ
リ
、
政
二
 
輩
 不
二
一
大
 院
ヲ
置
キ
 、
中
小
数
 院
ヲ
総
較
 ス
ル
 事
 」
で
あ
る
と
い
 ぅ
 。
さ
ら
に
同
規
則
 第
 

二
条
、
「
申
救
 院
 規
則
」
第
三
条
で
は
、
そ
の
冒
頭
に
 
「
教
則
三
条
」
の
第
一
条
敬
神
愛
国
に
つ
い
て
、
「
敬
神
 ノ
実
ヲ
表
ス
 標
準
」
 す
 

な
わ
ち
 大
 
・
申
救
院
の
本
尊
と
し
て
「
 天
 立
御
中
主
人
 神
 
・
高
畠
産
霊
大
神
・
神
聖
産
霊
大
神
・
皇
祖
天
照
大
神
 ヲ
 奉
祀
 シ
以
テ
 畏
敬
 ノ
 

（
Ⅳ
 
@
 

礼
ヲ
壷
ス
事
 」
（
「
申
救
 院
 規
則
」
で
は
四
神
 ヲ
 
「
鎮
祭
 シ
テ
 以
テ
 敬
神
 ノ
誠
ヲ
義
ス
事
ヒ
 

を
義
務
づ
げ
て
い
る
  
 
（
マ
マ
）
 

は
 上
の
よ
う
に
仏
教
各
宗
派
に
対
す
る
天
文
御
中
主
人
 神
な
ど
四
神
の
奉
祀
の
強
制
は
、
青
鸞
 が
 
「
固
よ
り
因
縁
 所
 成
を
宗
と
し
て
 造
 

化
の
説
を
取
ら
ざ
る
仏
教
を
奉
ず
る
も
の
を
し
て
之
を
 

 
 

と
 謂
は
さ
る
を
 得
 ざ
れ
 

（
後
略
）
」
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
教
の
内
外
に
大
き
 

な
 波
紋
を
投
し
た
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
国
家
権
力
に
 ょ
 っ
て
強
行
さ
れ
た
大
教
 

院
の
教
化
活
動
に
は
、
そ
れ
を
支
え
る
教
理
、
教
学
の
 内
容
の
乏
し
さ
が
著
し
く
目
立
ち
、
 

げ
つ
 き
ょ
く
は
「
 教
 則
 三
条
」
と
か
「
敬
神
 

愛
国
」
な
ど
の
教
条
主
義
に
陥
り
、
ひ
と
り
、
 

い
 た
ず
 ら
に
教
導
職
制
度
 i
J
 
み
る
よ
う
な
行
動
様
式
の
性
急
な
変
 革
を
強
要
す
る
あ
ま
 

り
、
 人
々
の
心
の
世
界
や
信
仰
内
容
に
迫
る
よ
う
な
、
 

い
 わ
ば
生
活
の
内
側
か
ら
変
革
を
方
向
づ
 け
よ
う
 と
す
る
 
一
面
が
ほ
と
ん
ど
見
失
 

(34) 34 



舵
 成
な
ど
の
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
と
す
る
 

 
 

さ
て
、
そ
こ
で
青
鸞
に
よ
っ
て
最
初
に
取
り
あ
大
檀
家
制
度
の
衰
退
と
、
神
葬
祭
へ
の
改
宗
を
め
ぐ
 

哺
 

  

 
 

35  (35) 

四
 
%
 
旭
 
紺
載
 の
諸
論
説
に
 
窺
 れ
る
。
今
は
多
数
の
論
説
の
な
 
か
か
ら
教
学
の
展
開
、
仏
教
各
宗
派
の
宗
規
・
制
度
の
改
 

革
、
さ
 t
@
-
 

に
 信
仰
結
社
の
結
 

想
 

信
教
自
由
に
関
す
る
 
青
 轡
の
思
想
は
、
明
治
 
七
 年
 二
月
一
日
創
刊
の
「
 
准
官
 教
会
新
聞
し
、
同
八
年
八
月
 

セ
 ロ
 改
題
「
 明
教
 新
誌
」
 掲
 

  教会 

て 
  
る 

紐
の
政
教
混
交
の
立
場
か
ら
の
布
告
・
通
達
に
煩
わ
 

さ
れ
る
 -
 
」
と
な
く
「
各
自
内
心
の
信
教
」
の
権
利
に
目
 

醒
 め
る
こ
と
に
あ
る
と
主
張
し
 

をめ 

覚
醒
を
目
指
し
て
言
論
活
動
に
全
勢
力
を
傾
け
て
い
る
 "
 と
り
わ
け
仏
教
者
の
開
明
的
覚
醒
の
出
発
点
に
つ
い
て
 青
轡
は
 、
政
府
教
部
省
 

 
 

動
 に
お
い
て
政
治
と
宗
教
と
の
厳
し
い
緊
張
関
係
の
な
か
 

で
、
混
迷
す
る
仏
教
者
へ
の
 

ま ろ た 導 れ 
り 教 こ の 機 て 

つ   
一 あ 払 う る そ と 
一 " っ 教 に 。 の み 

た 各 し 組 て 
の 宗 て 織 よ 
で 派 明 と か 
あ の 治 は で 

る 宗 十 あ 
。 規年 一 真 る 

  古 不 う 

度 の 諸 派そ 。   
革 は 
が   

数 げ 
院 に 

詰 責 
み 轡 

離 背 
脱 簡 

ら の   運 の 
れ 倍 動 
よ 裁 
5 目   
と 由 心 動 
し の と に 

  居、 す ょ 
-@  @ @ 目 ロ ' る る 

方 活 政 与 
で ・ 動 教 諭 

もよ ンこ 分 の 
教 導 離 喚 

運 起 
会か 、 れ 動 も 
結 な な あ 
社 が 契 っ 

  機 て 
ケ @ @   

へ 開 

朗朗 関 の 
絶対 、破 
綻 主 

心 の の 義 
が 9  時 一 政 

井 伏 途 府 
常 は、 

る に 政教 な 潮 を辿り の 
勢 対 つ 一 
い 応 つ 致 
で ・ し あ の 
--  に可 由 う つ 教 



の
 公
権
力
に
よ
っ
て
崩
壊
へ
 

め
て
冷
静
に
受
げ
と
め
て
次
 

ふ
死
骸
を
取
扱
 ふ
 新
法
頻
り
 

手
を
拍
っ
て
 Z
 を
祝
着
し
、
 

て
 宗
教
の
再
た
び
 振
ふ
 期
も
 の

 危
機
に
瀕
し
て
い
た
の
で
あ
る
 0
 葬
祭
問
題
を
め
ぐ
る
 こ
の
 ょ
う
 な
新
た
な
事
態
に
対
し
て
青
鸞
 は
、
極
 

の
よ
う
に
い
 う
 0
 
 「
 
這
 国
政
府
の
変
革
あ
り
し
よ
り
人
別
 宗
 判
を
廃
せ
ら
れ
し
に
就
い
て
は
、
神
葬
祭
と
い
 

に
 流
行
し
て
、
僧
侶
世
襲
の
職
業
を
一
時
に
神
官
に
奪
は
 る
ふ
蟄
ほ
ひ
に
至
れ
り
、
こ
の
時
に
営
 り
 我
々
は
 

こ
の
死
骸
取
扱
か
 ひ
 の
一
事
を
、
一
旦
神
葬
祭
に
な
り
、
 儒
葬
祭
に
な
り
自
由
に
任
せ
て
置
し
な
ら
ば
、
 却
 

あ
ら
ん
か
と
大
い
に
喜
び
た
り
し
、
蓋
し
葬
式
の
一
事
 は
も
と
 ノ
 
Ⅰ
宗
教
の
信
仰
に
出
し
こ
と
な
れ
と
も
、
 

と
こ
ろ
で
政
府
は
宗
門
改
に
 伐
 っ
て
明
治
四
年
（
一
八
 セ
 一
）
四
月
公
布
の
戸
籍
 滝
で
 

@
l
@
 
戸
ロ
改
の
機
能
を
新
設
し
 、
一
方
で
は
 各
瀋
か
 

ら
の
神
葬
祭
に
関
す
る
伺
い
に
つ
い
て
も
、
自
由
に
檀
那
 

 
 

の
よ
う
に
し
て
仏
教
 壇
 

信
徒
の
神
葬
祭
へ
の
改
宗
が
盛
に
行
わ
れ
る
な
か
で
 政
 府
は
 、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
一
月
九
日
の
太
政
官
稲
 告
一
 三
号
で
「
葬
祭
 ハ
 

 
 

神
官
僧
侶
 ノ
内
へ
 同
相
 頼
旨
 壬
申
六
月
第
百
九
十
二
号
 布
告
 候
処
 、
自
今
教
導
職
 ノ
輩
ヘ
ハ
 信
仰
二
審
葬
儀
相
 頼
 小
舌
 候
条
 比
目
布
告
 侯
 

事
 」
と
通
達
し
て
い
る
。
こ
の
布
告
は
、
そ
の
ね
ら
い
 が
 、
よ
し
ん
ば
檀
家
制
度
に
根
ざ
す
寺
院
の
公
的
機
能
の
 剥
奪
を
意
図
す
る
も
の
 

で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
観
点
を
変
え
て
み
る
な
ら
ば
、
 個
 人
の
音
生
心
の
赴
く
ま
ま
に
、
自
ら
の
帰
属
す
る
宗
教
を
 
定
め
て
葬
送
を
行
う
こ
 

と
を
容
認
し
ょ
う
と
す
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
 今
 そ
の
一
例
を
明
治
九
年
（
一
八
七
一
八
）
八
月
の
教
部
省
に
 
対
す
る
名
菓
 県
何
 に
み
 

る
と
、
「
戸
主
神
葬
 二
 政
武
 侯
 所
家
族
 ノ
 内
仏
葬
信
仰
 ノ
 考
古
文
、
右
八
一
家
神
仏
両
 祭
二
 渉
り
、
不
都
ム
ロ
 
二
付
 、
戸
主
帰
仰
 ノ
 葬
祭
 二
 

可
為
 定
義
故
。
 又
 ハ
家
族
 ノ
望
二
任
セ
 一
家
市
祭
下
若
 候
哉
 。
」
と
の
間
 ぃ
 合
わ
せ
に
対
す
る
教
部
省
指
令
で
は
、
 「
各
自
 ノ
 信
仰
 二
任
セ
 

 
 

は
 来
の
離
檀
禁
止
、
一
家
一
寺
を
原
則
と
す
る
檀
家
 制
 度
は
 、
絶
対
主
義
政
府
 

に
は
 唯
 檀
家
門
徒
中
の
老
衰
し
て
死
期
に
近
ぎ
も
の
あ
る
 を
の
み
記
憶
し
て
、
元
亨
釈
書
に
所
謂
他
の
死
期
を
数
 え
て
我
が
活
業
を
寄
す
の
 
 
 
 
 

 
 

と
い
ふ
有
様
に
至
れ
り
」
と
指
摘
す
る
。
 

害
 に
つ
い
て
「
僧
侶
と
檀
家
門
徒
と
の
交
際
の
上
に
お
 ゐ
て
 教
化
と
か
信
心
と
か
は
、
そ
の
名
目
だ
も
忘
れ
た
る
 も
の
多
く
、
そ
の
心
中
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常
 時
の
有
様
に
て
は
宗
教
の
信
、
不
信
に
ほ
豪
も
関
係
 た
 き
も
の
多
け
れ
ば
、
こ
れ
を
自
由
に
任
す
る
に
従
ひ
て
 宗
教
の
信
、
不
信
も
自
 

 
 

仏
教
者
の
間
に
は
、
 檀
 信
徒
の
神
葬
祭
へ
改
宗
と
い
う
 時
の
流
れ
に
抗
し
き
れ
 

ず
 、
狼
狽
の
あ
ま
り
神
葬
祭
兼
行
伺
を
府
県
に
願
い
出
 る
著
 す
ら
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
伺
に
つ
い
て
教
部
省
の
 府
県
に
対
す
る
通
達
 

ほ
 、
「
僧
侶
神
葬
祭
兼
行
 ノ
儀
願
出
聞
 層
畳
 候
向
 モ
有
 之
候
処
 詮
議
 2
 次
第
右
左
今
後
不
 相
成
 懐
柔
 此
旨
 寺
院
へ
 可
 布
達
 事
 」
と
い
 5
 も
 

の
で
あ
っ
た
。
ま
た
地
方
の
庶
民
の
葬
祭
問
題
に
対
す
る
 関
心
は
意
外
に
強
く
「
 明
教
新
 ま
ぬ
三
の
読
者
の
寄
書
が
 
相
次
い
で
い
る
。
な
か
 

と
む
 
ろ
ひ
 

で
も
最
も
目
立
つ
寄
稿
は
、
た
と
え
ば
 曽
て
 廃
仏
殿
 釈
の
 激
し
か
っ
た
県
で
は
「
葬
式
は
民
の
帰
依
次
第
に
任
す
 べ
き
 旨
 仰
せ
出
さ
れ
し
 

を
 高
知
県
 臆
 に
て
は
神
葬
祭
を
お
好
み
の
 訳
か
 
（
中
略
）
 管
下
へ
布
達
せ
ら
れ
ざ
る
 故
 」
、
そ
の
理
由
を
幾
度
 び
 と
も
な
く
県
庁
に
問
い
 

-
 
㌘
）
 

た
ビ
す
 も
、
目
下
教
部
省
に
伺
い
中
と
の
返
事
の
繰
り
 返
し
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
疑
惑
の
例
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

題
 

葬
祭
問
題
に
次
い
で
青
 鸞
が
 取
り
あ
げ
た
課
題
 は
 、
明
治
八
年
（
一
八
 セ
 五
）
五
月
合
併
大
教
院
廃
止
後
 に
お
い
て
も
、
な
お
も
継
続
 
 
 

訓
導
な
ど
の
十
四
級
）
を
、
僧
侶
が
兼
補
を
余
儀
な
く
さ
 れ
て
い
る
問
題
に
つ
い
て
で
 

 
 
 
 
が
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
当
時
仏
教
の
お
か
れ
て
い
た
 
情
況
を
み
る
と
、
真
宗
因
派
を
除
く
各
宗
派
に
あ
っ
て
は
 、
神
仏
合
併
大
教
院
廃
止
の
 

尉
 
際
に
あ
れ
せ
て
通
達
で
示
さ
れ
た
、
 い
 わ
か
る
一
 %
 蛮
 派
の
大
教
院
、
中
，
心
教
院
を
設
置
し
 、
 新
た
な
 教
 団
 組
織
づ
く
り
へ
の
関
心
が
 

%
 
 高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
と
い
う
の
が
、
仏
教
界
の
 偽
 ら
ざ
る
実
態
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
残
さ
れ
た
問
題
 ほ
 、
教
部
省
管
轄
の
教
導
職
 

想
と
 

僧
侶
教
導
職
兼
補
の
関
係
に
つ
い
て
で
あ
た
と
っ
 
@
 。
か
ね
て
よ
り
 青
轡
は
 、
信
教
自
由
の
見
地
よ
り
み
る
 な
 ら
ば
、
僧
侶
の
教
導
職
兼
補
 

 
 

い
る
。
し
た
が
っ
て
青
鸞
の
諸
論
説
で
は
、
政
教
分
離
の
 論
点
か
ら
専
ら
教
導
職
 と
僧
 

 
 

想
 上
の
相
違
に
つ
い
て
教
部
省
と
世
の
人
々
に
問
 う
、
 と
い
う
形
式
で
言
論
活
動
が
 
 
 
 
 
 
 
 
 

輔
 
展
開
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

大
 

こ
の
 ょ
う
 な
情
勢
の
な
か
で
僧
侶
教
導
職
兼
補
に
対
し
て
 身
を
も
っ
て
、
そ
の
解
決
に
先
鞭
を
つ
げ
た
の
は
、
 青
 轡
と
 政
教
分
離
運
動
 
3
 



と
こ
ろ
で
仏
教
本
来
の
信
を
獲
得
し
、
持
戒
持
律
の
精
 神
 的
態
度
を
保
持
し
ょ
 5
 と
す
る
姿
勢
は
、
維
新
仏
教
 以
 釆
 絶
え
て
、
尚
久
し
 

い
も
の
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
こ
で
 青
轡
は
 、
ま
ず
信
に
 つ
い
て
「
 夫
れ
佛
 教
は
信
を
以
て
龍
人
と
な
す
と
も
い
 ひ
、
又
た
 信
は
道
の
元
 

 
 

に
し
て
功
徳
の
母
な
り
と
も
い
 ひ
、
 …
…
も
し
こ
の
 信
と
 い
 ふ
こ
と
に
 就
柳
 か
な
り
と
も
間
違
あ
り
て
は
教
法
は
 も
た
ぬ
も
の
な
り
」
と
 

し
、
 真
の
僧
侶
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
意
味
で
、
 身
 
ロ
 ・
意
の
三
業
の
正
し
さ
を
、
自
ら
の
実
践
に
お
い
て
 実
 現
す
る
 よ
う
 力
説
し
 

て
、
 次
の
よ
う
に
い
 う
 。
「
 己
れ
 未
だ
 柳
 か
も
信
ず
る
 心
 も
あ
ら
ざ
る
こ
と
を
も
真
実
ら
し
く
演
説
し
て
而
し
て
 大
 な
し
て
こ
れ
を
信
ぜ
 

@
@
@
 

）
 

し
め
ん
と
な
し
、
口
舌
に
妄
語
す
る
の
み
か
、
身
に
も
 心
 に
も
妄
語
し
て
、
 括
 と
し
て
耽
る
景
色
も
あ
ら
ざ
る
も
 の
 多
し
と
」
と
。
青
鸞
 

の
 啓
蒙
活
動
の
特
質
は
 、
 他
の
啓
蒙
思
想
家
達
の
多
く
は
 国
益
上
の
観
点
か
ら
宗
教
を
論
じ
た
の
に
対
し
て
、
 た
 と
え
政
教
問
題
を
扱
 う
 

に
あ
た
っ
て
も
、
そ
こ
に
は
常
に
「
各
自
内
心
の
信
教
」
 の
 権
利
を
基
調
と
す
る
自
戒
内
省
や
信
仰
問
題
と
の
か
 か
わ
り
に
お
い
て
把
握
 

さ
れ
て
い
る
点
に
 窺
 れ
る
。
 

ひ
る
が
え
っ
て
明
治
十
年
前
後
に
お
け
る
仏
教
を
取
り
巻
 く
 歴
史
的
情
況
を
み
る
と
、
仏
教
者
が
戒
律
を
持
し
 僧
 形
を
保
ち
、
信
解
を
 

深
め
る
に
は
、
極
め
て
困
難
な
時
代
で
あ
っ
た
と
い
い
，
 
え
 よ
 う
 。
 今
 そ
の
一
例
を
教
部
省
か
ら
出
さ
れ
た
「
信
教
 自
由
保
証
の
口
達
」
に
 

み
る
と
、
そ
の
内
容
は
一
応
「
教
導
職
 ハ
 各
自
 ノ
 教
義
 ヲ
 以
テ
 教
導
 ス
 」
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
か
に
も
自
由
 信
教
、
自
由
布
教
を
容
 

誌
 し
て
い
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
が
、
他
方
で
は
僧
侶
 に
 対
す
る
教
部
省
管
理
の
「
教
導
職
試
験
課
程
」
を
設
 け
 、
そ
の
な
か
で
「
教
則
 

三
条
」
お
よ
び
「
十
七
兼
題
」
（
 

2
 
@
 
 

）
 の
講
義
と
説
教
と
を
 義
 務
 づ
け
 よ
う
 と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
教
導
職
等
級
 表
 十
四
 級
の
補
任
に
あ
た
っ
て
 

@
9
@
 

し
て
い
る
。
 

属は す、 な 共 
る 権 に 

真 中 し 
宗 教 た 
で 正 嶋 
は な 地   
  軟 
日 一一 月ロ ' ヨ 

宗 は で   
一 坪 あ 
派 合 っ 
の す た 
教 る   
院 も こ 

    
を 日 と 
と こ に 

ら れ っ 
な な い 
い 辞 て 
で す 『 
" る 明 

宗こ 門と新 教 
独 恰 誌 
白 も 白   
教 履   
務 を 教 
所 脱 糞 
を す 職 
段 る 四   
て 如 権 
  し父中 

新 」 @ 教 
た と 正 
な 報 補 
教 じ 4 玉 
団 て の 
彩 り 話 
成 る が 
へ 。 あ 

の ま っ 
一 た た 
歩 嶋 際 
を 地 に 
踏 黙 嶋 
み 電 池 
だ の 黙 
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大内青鸞の教化思想と 教会結社をめぐる 問題 

新 と 況 た 聖 こ し 侯 に 
、 を 明 典 の な 儀   

害 虫 く こ に ね く と は 侶 実 て 年 る に 
「 し 
  
参 る 信 辮 も の の 一   

て こ に 別 人 ょ 事 府   
ず、 論説 る 、 や 説は その 猶は ま権 よの   異 我 も 絆 関 憎 も 面 府 保 
ら む " ニ 0 着 自 救 々 な     ち 多 数 教 権 省 の 

助 く 導 自 力 が 精 口に妄 人人のいる。 気象を あらは 服しか （ り 、 倍 する くとか 僧侶が 

さ 深 維 、 た 中 と   神によ 仏 り、 の著作 職 兼補 由保証 介入の 宗学の 

教 の の の 会 洩 る する に ら 、お しノ 、 持せ 何そ しと 略 ） ころ 宗規 著 語 たの 本 刑 刮 目 地 探 る 
、 鳴 ざ 祖 か 仮 の を 述 の 来 付 度 達 を 、 の 

の を と し 土 筆 て   
姿 み と の 分 級 あ みなら を呼びまた 同るや 。 4- 3 （ 師 開山 令政府 ものを 改正す せらる 

き 仝   ひ り り、 きても例にの といにに頭甲 
り る 執、 も そ 乙 あ 
も 。 掛 み ぅ を ま 
ど こ に る と 鑑 つ 

そ の 坐 ょ す 定 さ   しょう うとしような え、 きつづ うに、 る意図 「 

もよ   く る こ し し 見 妄 て 憂 げ 絶 が と 官 
、 教 、 慮 て 対 あ す 吏 
合 金   持 す い 主 り る ノ 

併 新 せ い 物 、 て 戒 べ た 義 あ も 誌 
大 間 持 き の の り の 験 

教 改 
院 題 

明 廃止 「 
径 数   
39 ( 籠 ) 



わ
ず
か
 三
 箇
月
に
し
て
、
早
く
も
各
宗
派
の
大
教
院
 規
 則
 、
中
 教
院
 規
則
を
は
じ
め
宗
規
、
制
度
な
ど
改
革
の
 一
 喘
 が
掲
載
さ
れ
て
 ぃ
 

る
 。
各
宗
派
の
革
新
は
、
廃
仏
 股
釈
 以
来
の
僧
準
一
 
沈
め
 見
地
か
ら
宗
規
、
制
度
の
改
革
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
 が
、
 新
た
な
教
団
組
織
 

の
面
で
は
府
県
別
に
投
げ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
宗
派
の
中
 教
 院
の
果
す
役
割
も
ま
た
大
き
い
。
「
 准
官
 教
会
新
聞
 に
 掲
載
の
「
曹
洞
宗
 録
 

事
 」
に
 よ
 る
と
、
明
治
八
年
 セ
 月
に
早
く
も
設
置
を
み
 た
 愛
知
県
下
曹
洞
宗
 中
教
院
 で
は
、
管
内
末
派
寺
院
に
対
 す
る
生
口
諭
の
七
は
か
で
、
 

そ
の
冒
頭
に
信
教
の
自
由
と
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
触
れ
 、
 次
い
で
布
教
活
動
を
活
発
に
す
る
に
は
「
僧
侶
一
般
 奮
っ
て
専
門
学
を
修
 

め
 」
 る
 必
要
が
あ
り
、
「
 核
 寒
中
 教
院
に
 於
て
有
志
の
義
 財
を
募
り
、
専
門
学
舎
を
創
立
し
、
人
材
育
成
の
方
法
 を
 確
立
せ
ん
」
と
の
計
 

ハ
 
5
 
3
 ）
 

画
を
発
表
し
て
い
る
。
 

と
こ
ろ
が
以
上
の
よ
う
に
信
教
自
由
へ
の
関
心
が
深
ま
り
 、
 多
く
の
 手
論
 と
と
も
に
、
よ
う
や
く
各
宗
派
の
教
団
 組
織
の
整
備
が
進
め
 

ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
き
に
、
教
部
省
は
明
治
八
年
（
一
八
 セ
上
ハ
 
）
八
月
二
十
九
日
教
部
省
達
三
号
で
「
 各
 家
従
来
 遵
守
之
宗
規
精
密
 取
調
 

速
二
可
 届
出
 止
旨
 

ヒ
 

相
違
 候
事
 
（
 
6
 
3
 
 

」
 
）
 と
し
て
、
仏
教
各
宗
派
 管
長
 宛
 通
達
し
て
い
る
。
こ
の
 ょ
う
 な
 事
 能
を
重
視
し
た
 青
鸞
 は
 、
「
教
法
の
政
 

治
 と
全
た
く
 其
 致
を
異
に
す
る
や
各
自
内
心
信
教
の
上
に
 就
 て
は
、
人
間
社
会
の
政
府
役
人
よ
り
彼
此
と
制
御
せ
 ら
れ
る
べ
 
き
筋
 な
ぎ
 所
 

は
 」
に
つ
い
て
述
べ
、
教
部
省
と
仏
教
者
の
双
方
に
対
 し
て
 ぬ
ョ
 

-
 
生
口
し
て
い
る
。
ま
ず
教
部
省
に
対
し
て
は
、
一
宗
 

一
派
の
宗
規
を
「
政
務
 

に
 差
支
え
た
き
や
否
や
を
検
す
る
に
由
な
く
、
 

只
 頻
に
 種
 々

の
新
政
を
政
府
に
お
 ゐ
て
区
 定
せ
ら
れ
、
僧
侶
を
し
 て
皆
 こ
と
ご
と
く
こ
の
 

新
制
中
に
駆
 ぎ
 入
れ
ん
と
の
み
せ
ら
れ
」
る
と
い
う
 点
 の
 否
を
指
摘
し
、
次
い
で
こ
れ
ま
で
の
教
部
省
の
対
仏
教
 政
策
に
つ
い
て
は
、
 
青
 

 
 

轡
が
 
「
し
ば
 ノ
 
Ⅰ
疑
念
を
政
府
 仁
 容
れ
、
今
日
に
至
り
 て
も
 猶
は
 そ
の
疑
念
を
解
き
、
そ
の
望
を
足
ら
し
む
る
 こ
 と
 能
は
ず
」
と
し
て
い
 

る
 。
 

教
部
省
の
宗
規
 取
 調
に
つ
い
て
青
鸞
 が
 問
題
と
し
た
点
 は
 、
宗
規
に
は
教
務
上
の
規
則
と
教
相
上
の
規
則
と
が
あ
 っ
て
、
教
部
省
の
行
 

故
上
の
立
場
か
ら
取
調
が
許
さ
れ
る
も
の
は
、
あ
く
ま
 て
 む
教
務
上
の
規
則
の
み
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
。
教
相
上
 の
 規
則
に
至
っ
て
は
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大内冑轡の教化思想と 教会結社をめぐる 問題 

す
で
に
触
れ
た
 よ
う
 に
「
信
教
自
由
保
証
の
口
達
」
に
 は
、
 な
を
政
教
混
交
思
想
の
拭
い
が
た
い
繋
り
を
、
そ
の
 条
文
の
一
端
に
と
ど
 

め
て
い
る
と
は
い
え
、
仏
教
各
宗
派
で
は
こ
の
口
達
を
一
 つ
め
 大
き
な
転
換
へ
の
契
機
と
し
て
捉
え
、
そ
れ
ぞ
れ
 の
 宗
派
内
部
に
お
い
 

て
 、
あ
る
い
は
各
宗
派
協
同
の
形
に
お
い
て
、
ま
た
は
 在
 浴
仏
教
者
中
心
の
通
仏
教
主
義
を
標
 傍
 す
る
形
に
お
い
 て
会
 ・
教
会
・
結
社
 成
 

立
へ
の
胎
動
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
 

さ
て
、
そ
こ
で
明
治
十
年
前
後
に
お
け
る
仏
教
 各
宗
 に
お
 げ
る
一
宗
一
派
内
の
教
会
結
社
成
立
の
動
向
を
探
っ
て
 み
る
と
、
明
治
九
年
 

十
月
二
十
六
日
、
「
曹
洞
宗
教
会
条
例
」
（
㏄
）
の
末
派
寺
院
 

へ
の
布
達
に
始
ま
り
、
次
い
で
同
年
本
願
寺
 達
 善
二
五
号
 に
よ
る
真
言
 
口
宗
四
 
派
の
 

「
真
宗
教
会
結
社
規
約
」
の
発
布
を
み
、
さ
ら
に
同
十
一
 
年
 二
月
に
は
真
宗
か
ら
一
派
を
独
立
し
た
真
宗
本
願
寺
 派
に
よ
 る
「
真
宗
本
願
 

 
 

寺
 派
教
会
結
社
条
例
」
の
発
布
を
み
、
同
十
二
年
に
は
 「
 
天
 ム
ロ
 
宗
 真
盛
派
教
会
条
例
」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
 こ
 の
よ
う
に
し
て
結
社
 活
 

動
 に
先
駆
的
な
役
割
を
果
し
た
仏
教
各
宗
派
の
「
教
会
 結
社
条
例
」
は
、
ひ
と
た
び
全
国
各
地
の
末
派
寺
院
に
 布
 達
さ
れ
る
や
、
あ
た
か
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「
各
自
内
心
よ
り
来
す
所
の
規
則
な
れ
ば
、
固
よ
り
政
府
 の
 豪
も
関
係
す
べ
き
と
，
」
ろ
に
非
ず
」
 

と
し
て
は
、
「
宗
乗
の
規
程
な
る
も
の
は
戊
辰
の
際
に
営
（
マ
マ
）
 

9
 幕
政
の
奉
還
と
共
に
 頽
敗
 紛
乱
」
 し
 

-
 
㌍
）
 

あ
げ
て
宗
規
・
 宗
綱
 の
一
大
改
革
を
試
み
る
べ
き
で
あ
 る
と
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。
 

以
上
の
よ
う
な
政
教
関
係
の
経
過
を
辿
り
な
が
ら
仏
教
 各
宗
派
に
あ
っ
て
は
、
 青
 轡
を
中
心
と
 

由
 思
想
や
政
教
分
離
運
動
に
導
か
れ
て
、
新
た
な
教
団
 形
成
へ
の
活
発
な
動
き
を
み
せ
て
い
る
。
 

後
を
境
と
し
て
、
全
国
各
地
到
る
所
に
信
仰
の
結
社
の
 結
成
を
み
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
 

と
 主
張
す
る
。
し
か
し
他
面
で
は
青
 鸞
 

た
の
で
、
こ
の
機
会
に
乗
じ
て
各
宗
派
 

す
る
仏
教
の
啓
蒙
思
想
家
達
の
信
教
旨
 

こ
れ
に
呼
応
す
る
 よ
う
 に
明
治
十
年
前
 



教
の
結
社
運
動
は
 

い
で
結
成
さ
れ
て
 

消
却
会
は
 、
そ
 

十
二
年
（
一
八
七
 、

和
敬
会
の
影
響
も
あ
っ
て
真
宗
大
谷
派
の
同
 薫
会
 、
浄
 土
 宗
の
時
習
会
、
京
 教
 仏
教
会
の
仏
教
講
演
会
な
ど
が
 相
次
 

い
っ
た
の
で
あ
る
。
 

の
後
難
ば
く
も
な
く
 浬
 滅
す
る
が
、
そ
の
間
の
消
息
は
不
 明
 で
あ
る
。
し
か
し
、
や
が
て
、
そ
の
あ
と
を
承
け
て
 明
治
 

九
）
一
月
に
は
青
 鸞
が
 発
起
人
の
代
表
と
な
っ
て
東
京
 に
 本
部
を
置
く
和
敬
会
の
結
成
を
み
て
い
る
。
同
年
一
月
 二
十
 

開
く
に
あ
た
っ
て
も
「
未
だ
純
一
に
 

佛
 教
を
演
説
す
る
 -
 
」
と
能
は
ず
、
常
に
世
間
軍
術
上
の
論
談
を
先
と
し
て
、
 

往
々
 佛
教
 を
交
 諒
 し
、
 

漸
く
時
機
の
熟
す
る
を
待
ち
て
始
め
て
専
ら
 

佛
教
 を
演
 ふ
る
こ
至
れ
り
」
 

ケ
 

（
 
2
 
4
 
 

）
 と
い
う
有
様
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
 

し
な
が
ら
、
そ
の
後
仏
 

も
そ
れ
に
連
動
す
る
か
の
よ
う
に
、
信
仰
の
結
社
結
成
 の
 活
発
な
動
き
を
通
し
て
、
短
期
日
の
う
ち
に
道
俗
の
間
 に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
受
 
2
 

寄
 さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
そ
の
結
果
僧
侶
 と
 庶
民
と
の
関
係
に
お
い
て
、
 檀
 信
徒
同
志
の
関
係
に
お
 い
て
、
ま
た
は
一
宗
一
 
ゎ
 
 
 

派
を
越
え
て
 各
宗
 協
同
の
関
係
に
お
い
て
、
新
た
な
 仏
 教
 者
の
結
合
へ
と
発
展
す
る
機
会
を
得
た
の
で
あ
る
。
 

仏
教
の
結
社
運
動
は
、
各
宗
派
の
府
県
に
設
げ
ら
れ
た
 そ
れ
ぞ
れ
の
申
救
院
や
真
宗
の
教
務
所
を
中
心
に
、
そ
の
 気
運
が
盛
り
あ
が
 

り
 、
明
治
十
年
前
後
か
ら
二
十
年
代
に
か
け
て
最
盛
期
 を
 迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
先
立
っ
 て
 広
く
一
宗
一
派
を
越
 

え
て
 通
 仏
教
主
義
の
立
場
か
ら
、
結
社
の
結
成
に
指
導
 的
 役
割
を
果
し
た
の
が
青
鸞
で
あ
っ
た
。
最
も
早
い
仏
教
 の
 結
社
は
、
明
治
八
年
 

二
八
七
五
）
五
月
二
十
六
日
に
青
鸞
 
が
 主
唱
者
と
な
り
 鴨
池
熱
電
、
渥
美
美
縁
の
協
力
を
得
て
結
成
さ
れ
た
 尚
 和
 会
の
結
社
活
動
に
始
 

ま
る
。
「
肖
柏
 会
 条
例
」
に
 よ
 る
と
「
本
金
 は
 護
法
 有
士
 
心
の
人
を
同
盟
会
合
し
て
各
々
意
見
を
交
易
し
情
交
を
厚
 ふ
 せ
ん
が
為
に
之
を
創
 

む
 」
と
し
、
毎
月
五
日
、
二
十
一
日
の
二
回
に
及
ぶ
会
 同
 を
も
ち
、
二
十
五
銭
の
会
費
を
毎
月
納
め
る
こ
と
が
 決
 め
ら
れ
て
い
る
。
ひ
 ろ
 

が
え
っ
て
当
時
の
会
、
結
社
の
風
潮
に
つ
い
て
コ
明
 教
 新
誌
 b
 は
、
「
 
学
 藝
を
論
じ
る
ふ
こ
と
頗
る
盛
に
し
て
 既
 に
明
 六
社
、
共
存
同
衆
、
 

三
田
演
説
 曾
集
 、
愛
国
社
な
ど
の
諸
先
生
の
曾
 同
 あ
れ
 

 
 

以
来
、
そ
の
後
は
絶
え
 

て
 久
し
い
と
報
じ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
仏
 教
を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
 は
 、
 尚
和
 会
の
主
唱
者
で
あ
る
 青
鸞
 が
 定
例
の
常
会
を
 



六
日
の
青
轡
の
手
に
な
る
「
和
敬
会
日
誌
」
に
よ
る
と
 

「
大
内
冑
密
書
 

を
其
 
平
生
敬
愛
す
る
所
の
道
天
数
人
に
贈
 

り
 、
 
曾
 同
を
芝
公
園
 

妙
 

定
院
 
に
開
か
ん
事
を
促
す
。
木
日
午
後
三
時
 

妙
 左
院
 
に
 
集
る
者
都
て
八
名
奏
議
広
、
吉
堀
 

慈
恭
 
、
 
瀧
 容
顔
 
宗
 、
村
 
円
寂
 
順
 、
 
青
 陰
雲
 
鴻
 、
 

鴨
池
熱
電
、
菅
貫
 

阿
 、
大
内
青
鸞
な
り
、
（
中
略
）
 

木
 曾
を
信
認
し
て
次
回
に
は
必
ず
 

来
曾
 
せ
ん
こ
と
を
約
せ
し
 

も
の
二
名
新
居
 

日
薩
 
、
 

准
哉
 
紹
舜
 
、
 
座
 完
て
（
中
略
）
木
曾
起
立
の
趣
旨
を
演
 

べ
 、
 
某
 可
否
を
衆
議
に
問
 

ふ
 。
 
議
 可
決
。
次
に
倉
卒
 

を
按
 
立
 せ
ん
事
を
建
議
す
 

、
 

鴨
池
熱
雷
 

口
く
 
和
敬
 
曾
 と
毛
げ
て
は
如
何
と
、
衆
説
 

可
 。
 
次
に
幹
事
を
投
票
し
 

、
 
当
選
者
大
内
冑
 

」
、
 
轡
 
（
 
，
 
3
 
4
 
 

）
 
と
 決
め
て
 
い
る
。
こ
の
日
誌
に
み
 

る
よ
う
 

に
発
起
人
は
す
べ
て
、
明
治
の
仏
教
を
代
表
す
る
 

各
宗
派
の
龍
 

象
達
 
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
「
和
敬
 

禽
 設
立
 
遮
音
望
日
」
で
は
、
こ
の
 

発
起
人
八
名
の
外
に
さ
ら
に
汗
顔
 

高
 、
福
田
行
 

誠
 、
桜
 
井
能
 
監
な
ど
の
学
僧
及
び
小
野
梓
、
神
原
精
二
の
居
士
 

の
 
名
 が
迫
加
さ
れ
て
お
 

り
 、
明
治
十
六
年
二
八
八
三
）
刊
行
の
「
 

佛
教
 
演
説
 
筆
 記
し
に
は
寺
田
福
寿
、
 

養
飼
徹
定
 

、
赤
松
連
城
、
岸
上
 

峡
嶺
、
孤
雲
照
、
加
藤
 

題
恵
証
 
、
畔
上
 

棟
仙
 
、
上
宣
 

法
龍
 
、
石
上
北
天
、
 

原
 
坦
 山
な
ど
の
学
僧
、
高
徳
が
参
加
し
て
い
る
。
 

 
 

 
 

 
 

ぬ
 衝
 き
 、
政
教
関
係
へ
の
追
従
か
ら
離
れ
て
一
宗
一
 

派
の
自
治
と
自
立
を
主
張
し
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
の
二
に
 

つ
い
て
は
、
 

青
轡
 
に
お
け
る
 

鮭
 宗
教
的
実
践
と
そ
れ
に
伴
 

う
 言
論
活
動
に
は
、
 

常
 に
道
仏
教
的
な
広
い
視
野
と
仏
教
全
体
の
あ
る
べ
き
姿
と
 

、
そ
の
見
通
し
の
上
に
立
っ
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 
 
 



を
み
た
明
道
協
会
支
部
だ
け
で
も
三
十
三
を
数
え
て
い
る
  
 

結
社
運
動
の
主
旨
に
つ
い
て
各
和
敬
文
会
の
規
則
は
 、
護
 法
 愛
国
の
精
神
よ
り
成
り
た
つ
会
同
に
し
て
、
広
く
 演
 説
を
以
て
道
の
正
邪
 

全
国
各
地
の
和
敬
文
会
の
な
か
で
最
も
盛
ん
な
文
会
は
 、
 九
州
地
方
全
域
に
わ
た
る
九
州
聯
合
香
案
協
同
和
敬
 支
 余
 で
あ
り
、
他
の
支
 

会
 に
お
い
て
も
大
な
り
小
な
り
仏
教
諸
宗
派
協
同
の
和
 敏
文
会
と
し
て
結
成
を
み
て
い
る
。
諸
宗
協
同
の
結
社
は
 、
ひ
と
り
和
敬
 会
 の
み
 

に
 限
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
明
治
十
五
年
か
ら
二
十
年
に
 か
け
て
二
二
一
の
結
社
の
結
成
を
み
て
い
る
。
と
り
わ
 げ
 明
治
十
七
年
に
結
成
 

@
 仰
 ）
 

あ
る
。
 

教
会
結
社
運
動
の
最
盛
期
を
迎
え
る
明
治
十
年
か
ら
 同
 十
七
年
前
後
の
時
期
は
 、
 

み
、
同
十
七
年
 

-
 
何
 ）
 

は
 、
神
仏
教
導
職
を
全
廃
し
、
住
職
任
免
、
教
師
の
等
級
 進
退
の
す
べ
て
が
各
宗
派
の
管
長
に
委
任
す
る
こ
と
と
 な
り
、
政
教
関
係
の
 

で
も
極
め
て
大
き
な
転
換
期
に
遭
遇
す
る
こ
と
に
な
る
の
 で
あ
る
。
す
で
に
触
れ
た
よ
さ
に
政
教
混
交
政
策
、
 

と
 り
 わ
 け
 教
導
職
に
つ
 

て
は
、
か
つ
て
青
鸞
 が
 信
教
自
由
に
関
す
る
言
論
活
動
に
 お
い
て
、
そ
の
非
を
鳴
ら
し
て
厳
し
く
追
及
し
た
と
こ
 ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
 

ま
た
こ
の
時
期
は
和
敬
 会
 に
と
っ
て
も
干
葉
・
九
州
連
合
 各
宗
 協
同
・
越
後
高
田
・
武
州
八
王
子
・
山
口
・
播
州
 
上
野
下
富
岡
 

登
 
・
南
越
・
北
海
道
札
幌
・
小
樽
な
ど
全
国
各
地
に
和
 敏
文
会
の
設
立
を
み
て
、
結
社
運
動
の
最
盛
期
を
迎
え
た
 時
期
で
も
あ
っ
た
の
 で 能 " い 面 に 

@
 
化
 -
 

得
シ
ャ
 。
 

で
、
次
の
よ
う
に
表
明
さ
れ
て
い
る
。
 

ム
ロ
 
併
教
院
 一
夕
 ビ
 解
散
セ
シ
ョ
 り
 
（
中
略
）
 
我
教
家
ノ
 情
態
 ヲ
顧
 ミ
 ン
バ
、
 各
々
 再
ビ
 門
戸
 ノ
見
ヲ
 張
り
、
 和
ス
 ベ
キ
 三
和
セ
 ズ
、
敬
 

ス
ベ
キ
ヲ
敬
セ
ズ
 、
人
我
相
学
 ヒ
 、
昆
弟
相
聞
 ク
 、
鳴
呼
 今
日
天
下
 僅
ニ
 無
事
、
 而
 シ
テ
 排
佛
段
澤
ノ
説
 、
 漸
ク
 将
 二
具
 聲
ヲ
絶
ン
ト
 

ス
、
況
シ
ャ
 諸
宗
諸
派
各
各
 英
 宗
規
 ヲ
正
シ
 、
共
振
 ヲ
麓
 メ
当
 二
分
別
ス
ベ
 キ
 研
二
百
 ハ
皆
己
 二
分
別
セ
シ
 テ
 ル
 ヘ
シ
 、
走
時
 二
 昔
日
Ⅱ
 

ノ
 

テ
 英
和
ス
ベ
 キ
ヲ
和
シ
 、
英
敏
ス
ベ
 キ
ヲ
敬
シ
、
以
テ
同
 道
夫
 奉
ノ
眞
情
ヲ
義
サ
ズ
 ン
バ
、
 某
レ
何
ノ
時
カ
ョ
ク
 和
敬
 ノ
道
ヲ
蓋
 ス
 フ
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紐
う
 に
講
義
と
説
教
と
を
分
け
て
考
え
る
な
ら
ば
、
 

ュ
 
仙
 
者
は
講
義
を
聞
き
専
ら
行
業
を
励
ま
す
の
は
「
自
力
 

聖
 
道
門
」
で
あ
り
、
開
明
 

朗
知
 

ぬ
調
人
の
一
部
の
「
士
大
夫
、
学
者
中
参
禅
観
心
」
 

に
 
励
む
居
士
と
称
す
る
在
俗
仏
教
者
の
あ
る
こ
と
を
挙
げ
 

て
い
る
。
そ
し
て
後
者
の
説
 

想
教
 に
つ
い
て
ほ
他
力
浄
土
門
に
相
当
し
、
よ
し
ん
 

ば
 「
知
者
賢
者
と
雄
も
其
宗
教
の
一
点
に
於
て
は
一
文
木
 

通
の
尼
入
道
に
異
ら
ざ
る
 

心
 

  

庸
一
座
の
聞
法
を
重
ね
て
信
心
決
定
す
る
と
い
う
の
で
あ
 

る
 
。
こ
れ
ら
は
 

皆
 仏
教
の
伝
 

轡
は
大
義
を
聞
く
に
損
な
く
、
 

哺
 噸
し
簗
統
 

い
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
 

の
な
か
で
定
立
さ
れ
て
ぎ
た
教
化
法
で
あ
る
が
 

退
て
 
説
教
を
聞
く
に
 

青
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題
と
 摂
取
を
行
 う
 の
道
多
端
な
れ
と
も
、
要
す
る
に
 講
義
と
説
教
と
の
二
を
出
て
す
。
 光
っ
 講
義
と
は
 廣
く
経
 律
 論
の
三
蔵
に
渉
り
て
 文
 々
 

趣
を
探
り
て
・
 

昆
 
司
る
 

句
 句
を
具
さ
に
 澤
し
 玄
々
妙
々
の
 義
 

ヱ
を
 実
地
の
修
行
に
試
験
す
る
を
 謂
ふ
 。
 又
 説
教
と
は
 慨
 ね
 一
話
一
句
を
費
 題
 と
し
て
 

 
 

ハ
 
山
り
 

-
 

め
 
僅
に
一
法
一
門
の
義
趣
を
説
き
、
英
法
門
に
相
当
 せ
る
機
根
の
衆
生
の
為
に
信
心
を
決
し
て
行
業
を
起
さ
し
 も
 る
を
 謂
ふ
 」
と
。
こ
の
 ょ
 

を
 判
別
し
、
人
心
の
安
全
を
は
か
る
こ
と
を
目
指
し
、
 知
 識
と
 道
徳
と
が
並
び
行
わ
れ
る
開
明
の
世
界
を
指
向
し
 、
こ
の
主
旨
に
沿
っ
 

教
化
の
対
象
を
開
明
 朗
 知
識
人
に
求
め
、
そ
の
目
標
を
 達
成
す
る
に
は
折
伏
的
演
説
に
よ
っ
て
教
化
活
動
を
展
開
 す
る
必
要
が
あ
る
と
 

ぅ
 の
で
あ
る
。
以
上
の
よ
う
な
各
和
敬
文
会
の
規
則
の
主
 旨
を
裏
づ
け
る
 よ
う
 に
青
鸞
 は
 「
和
敬
 
曾
 演
説
開
場
 旨
 趣
 」
（
一
八
八
八
）
 

「
 
本
 会
に
於
て
従
前
 曾
 友
の
為
に
定
期
開
 娃
し
 来
れ
る
 講
 義
の
外
に
 、
 更
に
今
回
演
説
の
廷
を
開
く
に
及
べ
る
 旨
 趣
は
、
 要
す
る
に
 世
 

士
大
夫
、
軍
者
、
書
生
等
の
進
で
講
義
を
聞
く
の
 暇
 な
く
 、
退
て
 説
教
を
聞
く
に
 願
う
 し
と
す
る
機
根
の
人
々
 
為
に
講
義
と
説
教
と
 

（
㏄
 
-
 

中
間
に
立
て
 佛
 教
の
理
趣
を
簡
単
に
市
債
せ
ん
と
す
る
 に
 在
り
」
と
し
て
い
る
。
結
社
活
動
を
行
う
に
あ
た
っ
て
 青
 鸞
は
 、
教
化
対
象
 

的
確
に
捉
え
、
あ
ら
た
め
て
教
化
の
方
法
を
確
立
せ
ん
 と
す
る
ね
ら
い
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
ず
青
鸞
 は
 、
講
義
 と
 説
教
と
の
相
違
に
 

い
 て
 、
 次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。
「
仏
教
を
布
 漬
 す
る
に
 

二
途
の
方
便
あ
り
、
一
に
は
折
伏
と
元
 

ひ
、
 二
に
は
 摂
 取
と
云
ふ
 。
 借
其
折
 伏 つ む の の で い た 



よ
 う
 と
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

と
，
 
」
ろ
で
青
鸞
 が
 結
社
活
動
で
主
張
す
る
い
わ
ゆ
る
「
 上
等
」
、
「
中
等
」
、
「
下
等
」
に
分
け
る
階
層
三
分
論
 
と
 は
 、
い
っ
た
い
如
何
 

な
る
内
容
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
青
鸞
 が
 「
 
和
敬
 曾
 演
説
開
場
旨
趣
」
の
冒
頭
で
い
 う
 上
等
の
「
士
人
 夫
 」
と
は
幕
末
か
ら
 維
 

親
朋
に
か
け
て
展
開
さ
れ
た
尊
王
思
想
や
神
国
思
想
、
国
 体
 思
想
へ
の
発
展
の
な
か
で
活
躍
し
た
国
学
者
、
神
道
 家
政
 ひ
 儒
学
者
を
指
 

し
 、
祭
政
一
致
に
お
け
る
祭
祀
に
 ょ
 6
 人
心
の
統
一
を
企
 図
し
て
神
祇
官
再
興
に
よ
っ
て
政
治
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
 構
成
せ
ふ
と
し
た
人
達
 

で
あ
り
、
近
世
以
来
の
伝
統
的
廃
仏
論
の
う
ち
に
は
ぐ
く
 ま
れ
た
一
群
の
非
宗
教
的
、
反
宗
教
的
知
識
人
で
あ
っ
 た
の
で
あ
る
。
次
い
で
 

「
中
等
以
上
の
軍
者
・
書
生
」
と
称
す
る
人
達
も
ま
た
 士
 太
夫
と
同
様
に
非
宗
教
的
・
 反
 宗
教
的
性
格
を
有
し
て
 い
た
の
で
、
「
 佛
教
の
 

何
た
る
か
を
知
ら
ず
し
て
僅
か
に
愚
夫
愚
婦
が
慣
習
上
 に
 於
て
言
 う
所
 、
行
 う
 所
の
事
情
を
見
聞
し
 、
 或
は
固
 よ
 り
 兵
道
を
同
じ
 ふ
せ
ざ
 

る
 儒
者
、
 國
 学
者
の
評
論
す
る
所
を
妄
信
 し
、
 直
に
 佛
教
 を
 妄
誕
な
り
、
 浅
男
 な
り
 國
 家
に
害
あ
り
等
と
い
ふ
（
 中
略
）
去
り
な
が
ら
 是
 

-
 
曲
 
Ⅱ
）
 

れ
皐
 寛
未
た
佛
法
 の
 眞
 理
を
聞
知
せ
さ
る
に
由
る
」
と
 の
 理
由
を
あ
げ
、
和
敬
 会
 に
お
け
る
教
化
の
中
心
と
な
る
 対
象
と
み
な
し
た
の
で
 

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
教
化
対
象
に
対
し
て
青
 鸞
は
 
「
 
先
 っ
 Z
 を
折
伏
し
て
後
に
 、
 之
を
摂
取
せ
さ
る
を
得
す
 、
然
 る
に
 Z
 を
折
伏
す
る
は
 

正
則
の
講
義
に
依
る
べ
か
ら
ず
、
 又
 普
通
の
説
教
を
以
 て
 足
れ
り
と
 せ
す
、
走
 れ
木
曾
 に
 於
て
更
に
演
説
の
鍾
を
 開
く
所
以
」
で
あ
る
と
 

述
べ
て
い
る
。
 

は
 上
の
よ
う
に
 青
 轡
の
主
張
す
る
和
敬
会
の
教
化
法
は
 、
 期
せ
ず
し
て
キ
リ
ス
ト
教
者
の
近
代
日
本
の
歴
史
的
情
 況
 に
対
す
る
把
握
の
 

方
法
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
文
明
の
宗
教
を
 標
傍
 す
る
キ
リ
ス
ト
教
 者
 も
ま
た
 上
 ・
 中
 ・
 下
 階
層
三
分
 論
を
唱
え
、
最
も
非
 宗
 

教
 的
、
反
宗
教
的
性
格
を
有
す
る
中
等
以
上
の
士
人
、
学
 者
 社
会
の
開
明
 朗
 知
識
人
へ
の
伝
導
を
い
か
に
す
べ
 き
 か
と
い
う
点
を
問
題
と
 

し
て
い
る
。
 

  

（
 o
 
5
 
り
 ）
 

到
底
 末
た
佛
教
に
 因
縁
を
結
は
さ
る
人
々
」
に
対
し
て
 折
伏
的
演
説
の
形
式
を
と
る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 
新
た
な
 教
 化
法
の
確
立
を
指
向
し
 
 
  
 



大内 

但
 大
教
正
以
下
俸
給
ナ
シ
一
級
 ハ
 官
等
二
等
 二
ニ
 ス
以
下
働
玄
 

（
 l
 
 

l
 ）
 
同
五
二
ぺ
ー
ジ
。
 

青 轡の教化忠ァ 

天 一     
    
正中 三 
教 級   
    
正少 五 
教 級   
    
義太 七 
講 級   
講 権 八 l 
義天 級   
    
講権 十 
義 中 級   
少 十 
講 一 

義 級   
講権 士 
義 少額   
訓 十 一 一 
導 級   
権 十   
導 級   

証
 
（
 
1
 ）
拙
著
「
明
治
の
新
仏
教
運
動
」
吉
川
弘
文
館
一
九
七
 
-
 
ハ
 年
 一
一
二
 ｜
 一
一
四
。
 
へ
｜
ジ
 参
照
。
 

（
 
2
 ）
「
 明
教
 新
誌
」
は
、
最
初
大
教
院
新
聞
課
か
ら
隔
日
誌
 八
月
十
五
回
 V
 
 司
准
官
 教
会
新
聞
」
（
発
行
新
明
数
社
、
編
集
 者
西
 浜
正
田
）
と
し
て
 

%
 治
 七
年
二
月
一
日
創
刊
、
神
仏
合
併
大
教
院
廃
止
（
明
治
 八
 年
 五
月
三
日
）
の
後
、
一
四
八
号
（
同
八
年
八
月
セ
目
）
 よ
 り
 准
官
 教
会
新
聞
 

改
題
「
 明
教
 新
誌
」
（
発
行
 所
 現
数
社
・
編
集
者
大
内
冑
 轡
 ）
 隔
日
発
行
と
な
る
。
同
誌
四
六
 0
 三
号
で
終
刊
と
な
り
明
治
三
 口
 年
三
月
一
日
 

ヤ
ま
 と
 

よ
り
同
日
出
国
新
聞
」
に
合
併
と
な
る
。
な
お
日
明
教
新
誌
」
 0
 発
行
部
数
に
つ
い
て
は
明
治
二
十
二
年
二
月
一
四
日
付
の
官
 報
 に
よ
る
と
 月
 

一
五
回
で
二
七
・
三
七
二
ち
な
み
に
他
の
宗
教
 卸
 保
の
定
期
 刑
 待
物
と
対
比
す
る
と
同
日
蓮
宗
教
 報
 」
月
三
回
四
二
、
四
三
 0
 

「
今
期
余
難
 

ま
ぬ
 
」
月
一
回
九
二
五
。
司
徒
 潤
 新
報
」
月
一
回
七
四
八
。
 

同
曹
 洞
扶
 完
全
雑
誌
ヒ
月
一
回
 八
 、
三
四
八
。
「
基
督
教
新
聞
」
 

月
 四
回
、
四
、
六
 

五
八
な
ど
が
あ
り
、
宗
教
外
の
結
社
の
機
関
誌
と
し
て
は
同
日
 本
人
 L
 月
 二
回
一
二
、
三
一
二
。
 

ョ
 
国
民
之
友
」
 
月
 二
回
二
五
 、
九
五
七
の
発
 

行
 部
数
で
あ
る
。
 

（
 
3
 ）
（
 
4
 ）
日
明
教
新
註
㌍
一
五
一
号
、
明
治
九
年
八
月
二
二
 
日
 。
 

 
 

 
 

 
 

（
 
7
 ）
文
部
省
文
化
尼
宗
務
課
口
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
 
類
 質
蓬
 第
一
法
 恕
竺
 九
六
八
年
二
一
ぺ
ー
ジ
。
 

ホ
 

（
 
8
 ）
同
四
四
ぺ
ー
ジ
。
 

牡
 

（
 
9
 ）
同
四
八
 ｜
 四
九
ぺ
ー
ジ
、
明
治
五
年
三
月
一
 

四
日
太
政
官
布
告
第
八
二
号
「
神
祇
省
 ヲ
廃
シ
 教
部
省
 ヲ
被
置
 快
事
」
、
次
い
で
同
年
三
月
一
八
 

日
大
政
官
無
骨
「
教
部
省
職
制
 並
 事
務
章
程
」
を
制
定
し
て
い
 る
 。
 

結
 

 
 

の
 2
5
 な
 
「
教
導
職
等
級
 表
 」
が
示
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

今
般
教
導
職
 ヲ
被
 。
 
置
 等
級
別
 ノ
通
被
二
柑
軍
侯
事
 。
 

目
ム
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大内冑轡の教化思想と 教会結社をめぐる 問題 

（
 お
 ）
日
明
教
新
誌
 
口
 一
四
二
号
、
明
治
八
年
 セ
月
 二
六
日
。
 

（
 i
6
o
 

）
前
掲
自
明
治
仏
教
思
想
資
料
集
成
」
五
巻
舌
 

豆
ぺ
｜
 
ン
 。
明
治
七
年
一
一
月
教
部
省
 達
 五
号
。
 

（
四
）
「
現
数
 新
 ま
ぬ
」
一
四
五
号
、
明
治
八
年
八
月
一
日
。
 

（
 為
 ）
同
一
八
六
号
、
明
治
八
年
一
 
0
 月
 二
一
日
。
 

（
 豹
 ）
同
一
セ
セ
言
、
明
治
八
年
一
 
0
 月
 四
日
。
 

（
㏄
）
（
 

頷
 ）
同
一
四
五
号
、
明
治
八
年
八
月
一
日
。
 

（
 舘
 ）
 
ョ
 明
治
新
令
僧
侶
必
携
」
「
試
験
部
」
 尖
 明
治
仏
教
 思
 想
 資
料
集
成
」
五
巻
所
収
）
。
僧
侶
教
導
職
の
教
養
問
題
と
し
 て
 与
え
ら
れ
た
「
 十
セ
 

説
 」
（
十
七
兼
題
と
も
い
 う
 ）
は
、
皇
国
国
体
読
、
道
不
可
変
 説
 、
制
可
随
時
 説
 、
皇
政
一
新
説
、
万
国
交
際
 
説
 、
国
法
 民
 法
 、
律
法
沿
革
 

説
 、
租
税
賦
役
 説
 、
富
国
強
兵
 説
 、
産
物
判
物
税
、
文
明
開
化
 %
 、
政
体
各
種
 説
 、
役
 心
役
形
説
 、
権
利
義
務
説
な
ど
で
あ
る
  
 

（
 お
 ）
前
掲
日
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
 
ヒ
ニ
 ペ
ー
ジ
。
 

（
 目
 ）
「
現
数
 新
 ま
ぬ
」
一
四
六
号
、
明
治
八
年
八
月
三
日
。
 

（
 
お
 ）
同
一
四
五
号
、
明
治
八
年
八
月
一
日
。
 

（
㏄
）
前
掲
 ヨ
 明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
 ヒ
 八
三
四
 ぺ
｜
 ノ
 。
 

（
 許
 ）
（
㏄
）
自
明
教
新
誌
 ヒ
一
 ム
ハ
 
0
 号
 、
明
治
八
年
八
月
二
一
一
 
日
 。
 

（
㏄
）
曹
洞
宗
務
局
ョ
明
治
九
年
曹
洞
宗
布
達
全
書
 ヒ
ハ
セ
丁
 表
 。
 

（
 即
 ）
二
葉
薫
香
自
明
治
初
期
仏
教
の
会
・
結
社
」
 
宍
 仏
教
典
 学
 研
究
」
一
九
巻
二
号
）
 

（
 
酊
 ）
 
ヨ
准
官
 教
会
新
聞
し
一
四
二
号
、
明
治
八
年
 セ
月
 二
上
 
ハ
 日
 。
 

（
 佗
 ）
広
井
 圓
瑞
 
自
学
術
宗
教
育
潜
居
士
演
説
 集
 」
第
一
篇
 
鴎
盟
桂
一
八
八
四
年
、
一
ぺ
ー
ジ
。
 

（
㎎
）
「
加
持
世
界
 b
 四
巻
四
号
、
明
治
三
七
年
一
月
。
 

（
 
材
 ）
ョ
朗
 教
 新
誌
し
八
四
五
号
。
 

（
 巧
 ）
前
掲
「
明
治
以
後
宗
教
関
係
法
令
類
纂
」
六
七
人
一
 
ジ
  
 

 
 
 
  
 

（
 邸
 ）
同
士
 0
 。
 
へ
｜
ジ
 。
 

 
 

 
 

 
 

  



（
㎎
）
前
掲
自
学
術
宗
教
育
潜
居
士
演
説
集
ロ
 ニ
 ー
三
ぺ
 
ー
 ジ
  
 

（
 め
 ）
 
周
 三
ぺ
ー
ジ
。
 

（
㏄
）
 同
五
へ
｜
ン
 
。
 

（
 馳
 ）
（
 
乾
 ）
 
同
八
へ
｜
ジ
 
。
 

（
㏄
）
松
沢
弘
 陽
 「
キ
リ
ス
ト
教
と
知
識
人
」
 
零
 講
座
日
本
史
 L
 騰
 、
近
代
 3
 
 所
収
）
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新宗教の地 

層 
の 戦 
絶 後 
織 の 
的 新 
吸 宗 
収 教 
ほ の 

よ 展 
り 開 
な は 
さ ま 

れ ず 
た 都 
と 市 
い 社 
ぅ 会 
見 に 
方 お 
が け 
有 る 
力 も 
で、 の 

あ で 
る る   
一 大 - @ 方 
  そ 
入 し 
口 て 

流 そ 
出 れ 
の は 

側 離 
で、 本才 

あ 向 
つ 都 
た 現 

農 家 
  ワ @ 甲 
山 よ 
村 つ 
に て 

お 出 
い 現 
て し 
も た 
新 案 
し 教   
情 動 

51@ (51) 

方への伝播 

  

ま ｜ 

じ 

め 
l     

磯
岡
 
哲
也
 

ハ
論
文
要
旨
ロ
本
稿
は
山
村
社
会
に
お
け
る
民
俗
宗
教
采
薪
 

宗
 教
の
伝
播
・
浸
透
・
定
着
過
程
と
そ
の
要
因
を
論
じ
た
事
例
 

研
 究
 で
あ
る
。
事
例
は
三
 

重
 県
飯
南
郡
飯
高
町
 

森
 地
区
に
お
け
る
 

円
 店
数
飯
高
教
会
で
の
 

も
の
で
あ
る
。
以
下
、
結
論
部
分
を
述
べ
る
。
①
 

円
 店
数
の
 
受
 き
 契
機
は
、
数
立
 

に
 

よ
 る
問
題
の
提
示
、
明
確
化
、
あ
る
い
は
解
決
が
多
い
。
ま
た
 

修
法
は
在
来
の
現
世
利
益
を
核
と
す
る
伝
統
的
信
仰
と
親
和
性
 

が
あ
る
。
②
女
性
 

入
 

 
 

 
 

 
 

通
性
、
親
和
佳
が
プ
ラ
ス
の
要
因
と
な
っ
た
。
 

透
 浸
宰
 1
 ワ
ー
ド
ロ
伝
播
・
浸
透
・
定
着
過
程
、
円
 

応
 教
 、
修
法
、
教
 

文
 、
カ
ウ
ソ
セ
リ
ン
グ
関
係
 

新
宗
教
の
地
方
へ
の
伝
播
・
浸
透
 

同
店
数
飯
高
教
会
の
事
例
 

定 
着 
過 
程 



森
 地
区
は
三
重
県
の
中
西
部
に
位
置
し
、
松
阪
市
方
面
 の
 東
側
を
除
き
三
方
を
ム
ロ
高
山
系
に
属
す
る
山
々
に
 

あ
る
。
ま
ず
、
人
口
・
産
業
の
変
化
を
み
て
い
く
。
 同
 地
区
で
の
世
帯
数
お
よ
び
人
ロ
 は
 、
昭
和
三
十
五
年
に
 

八
 0
 人
で
あ
っ
た
。
以
後
、
四
十
年
三
三
八
世
帯
、
一
、
 四
三
八
人
、
四
十
五
年
三
三
 0
 世
帯
、
一
、
二
三
八
 

帯
 、
一
、
一
六
二
人
、
五
十
五
年
、
三
二
七
世
帯
、
一
、
 0
 八
三
人
と
減
少
し
て
き
て
い
る
。
こ
れ
は
主
と
し
 囲

ま
れ
た
山
峡
の
村
落
で
 

は
 三
セ
 一
世
帯
、
一
、
六
 

人
 、
五
十
年
三
三
二
世
 

て
青
 ・
壮
年
層
の
流
出
に
 

三
 
森
地
区
の
概
況
 

全
体
系
は
確
実
に
伝
統
的
地
域
集
団
に
受
容
さ
れ
、
 浸
 通
 し
て
い
っ
た
。
本
稿
は
、
林
野
率
九
六
バ
ー
セ
ン
ト
で
 住
民
の
大
部
分
が
林
業
 

労
務
者
と
い
う
典
型
的
な
山
村
社
会
に
お
け
る
、
民
俗
 &
 
示
教
系
新
宗
教
の
伝
播
・
浸
透
・
定
着
の
過
程
と
そ
の
 妻
 因
を
 、
同
店
教
の
事
例
 

を
 通
し
て
考
察
し
ょ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
伝
播
 ・
浸
透
・
定
着
」
と
は
、
地
域
社
会
の
社
会
レ
ベ
ル
に
 着
 目
し
た
概
念
で
あ
り
、
 

（
 
l
,
@
 

こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
個
人
レ
ベ
ル
の
「
小
数
受
容
・
多
数
 受
容
・
生
活
化
」
に
対
応
す
る
。
そ
こ
で
、
伝
播
過
程
 の
 考
察
と
し
て
は
ま
ず
 

ぬ
域
 集
団
内
で
の
先
駆
的
受
容
者
の
 コ
、
、
、
 

の
 動
機
 づ
 げ
の
再
構
成
と
、
か
か
る
人
物
の
主
体
的
条
件
 の
 検
討
が
な
さ
れ
る
。
 

次
の
浸
透
過
程
は
、
人
教
者
の
受
容
契
機
と
先
駆
的
 受
 容
 者
が
布
教
師
と
し
て
地
域
布
教
を
展
開
す
る
あ
り
さ
ま
 を
 、
ま
た
定
着
過
程
に
 

お
い
て
は
、
信
者
の
増
加
と
そ
の
要
因
を
論
ず
る
。
 最
 後
に
全
体
の
要
因
を
ま
と
め
、
同
地
区
に
お
け
る
 他
 教
団
 と
の
比
較
研
究
へ
の
 展
 

望
を
示
し
て
む
す
び
と
し
た
 い
 。
 

事
例
は
、
三
重
県
飯
南
郡
飯
高
町
 森
 地
区
の
門
 応
教
飯
 高
教
会
で
の
も
の
で
あ
る
。
 森
 地
区
は
昭
和
二
十
五
年
を
 ピ
ー
ク
に
最
近
ま
で
 

人
口
の
減
少
が
続
 き
 、
過
疎
化
・
高
齢
化
の
過
程
に
あ
 る
 。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
信
者
は
増
加
し
、
現
在
地
区
 人
口
の
一
割
以
上
を
占
 

め
 、
地
域
社
会
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
と
い
え
る
。
伝
播
 過
 程
を
論
ず
る
前
に
、
ま
ず
地
域
の
社
会
的
背
景
を
述
べ
 る
 。
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新宗教の地テ @ への伝播・浸透・ 定着過程 

一
一
名
で
あ
る
。
人
口
の
流
出
に
 ょ
 り
、
地
区
内
の
信
者
 数
は
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
て
の
勢
力
は
衰
え
た
と
い
 わ
ざ
る
を
得
な
い
。
 

森
 地
区
の
新
宗
教
で
見
逃
せ
な
い
の
が
創
価
学
会
で
あ
 る
 。
昭
和
二
十
八
年
、
京
都
へ
の
出
稼
ぎ
者
が
折
伏
さ
れ
 、
 彼
ら
が
帰
郷
す
る
 

こ
と
に
よ
り
森
に
伝
播
し
た
。
信
者
宅
へ
の
最
初
の
本
尊
 祀
り
込
み
は
三
十
年
の
二
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
信
者
 が
 増
え
出
し
た
の
は
 昭
 

和
 三
十
二
年
頃
か
ら
で
、
地
区
内
に
京
都
支
部
 香
肌
班
 
（
飯
盛
 
班
 と
も
 い
う
 ）
が
設
置
さ
れ
た
。
そ
の
当
時
は
結
 核
を
病
む
者
が
多
く
 、
 

生
活
苦
と
あ
わ
せ
て
入
信
の
契
機
と
な
っ
た
。
当
時
の
信
 者
は
先
祖
祭
祀
と
現
世
利
益
を
軸
と
す
る
在
来
信
仰
を
 拒
否
し
た
の
で
、
し
ば
 

し
ば
地
元
民
の
白
眼
視
に
堪
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
 し
 か
し
、
年
に
二
人
、
三
人
と
確
実
に
信
者
を
増
や
し
て
 い
っ
た
。
入
信
者
は
壮
 
53  (53) 

神
を
奉
祀
 し
 、
集
会
所
を
な
す
に
 
至
 つ
こ
。
（
つ
 

十
ハ
 

@
 

祭
 に
参
加
す
る
信
者
堅
二
 
0
 名
 程
で
、
 森
 地
区
内
の
用
木
 
ほ
 会
長
夫
妻
を
含
め
て
 

る
 。
 う
 ち
 

の
信
者
が
 

公
 教
会
が
 

し
て
い
る
 

一
 0 月
程
が
神
葬
祭
の
家
で
、
明
治
期
以
来
続
い
て
い
る
 。
 寺
 堅
二
 ケ
寺
 あ
り
い
ず
れ
も
曹
洞
宗
で
あ
る
。
こ
の
 う
 ち
 円
 店
数
 

主
と
し
て
属
し
て
い
る
の
は
東
漸
 手
 で
、
一
三
五
戸
の
 檀
家
を
有
す
る
。
そ
の
他
、
大
正
十
五
年
に
設
置
さ
れ
た
 天
理
教
 勢
南
 

あ
る
。
周
公
教
会
は
奈
良
県
高
田
市
の
中
和
大
教
会
を
 最
上
級
教
会
に
も
ち
、
奈
良
県
東
吉
野
村
の
勢
和
合
教
会
 を
 親
教
会
と
 

。
明
治
四
十
年
頃
伝
播
 し
 、
そ
の
後
、
事
情
・
身
上
に
 悩
む
者
の
間
に
信
者
が
急
速
に
増
え
、
明
治
四
十
四
年
、
 信
者
 宅
 に
親
 

よ
る
も
の
で
あ
る
。
六
十
年
は
三
五
六
世
帯
、
一
、
一
一
一
 

一
一
人
と
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
 
森
 地
区
の
中
心
部
 を
 東
西
に
流
れ
る
櫛
田
 

川
の
上
流
域
の
蓮
、
青
田
地
区
で
大
型
ダ
ム
の
建
設
が
 進
め
ら
れ
、
両
地
区
住
民
が
集
団
で
転
入
し
た
こ
と
に
よ
 る
 。
 森
 地
区
で
は
、
 明
 

治
 期
以
来
林
業
、
特
に
素
材
生
産
が
主
た
る
産
業
で
あ
 っ
た
 。
山
林
面
積
の
大
部
分
は
私
有
林
で
あ
る
が
、
地
区
 外
の
林
業
家
所
有
が
 圧
 

倒
 的
で
、
し
か
も
地
区
内
林
業
家
の
 人
 0
 パ
ー
セ
ン
ト
 は
 五
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
小
規
模
保
有
と
な
っ
て
い
る
。
 最
近
の
粗
生
産
額
は
 、
 

昭
和
五
十
四
年
以
来
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て
お
り
、
 林
 業
は
不
振
で
あ
る
と
い
え
る
。
従
っ
て
山
林
労
務
に
従
 事
 し
て
い
た
壮
年
層
の
 

大
半
が
ダ
ム
工
事
関
連
の
土
木
・
建
設
な
ど
の
日
雇
い
 労
働
へ
移
行
す
る
傾
向
に
あ
る
。
 

次
に
同
地
区
の
宗
教
状
況
を
概
観
す
る
。
神
社
は
旧
 森
 村
 鎮
守
の
黒
 籠
 神
社
の
み
で
、
同
地
区
の
約
三
 0
0
 

戸
が
 

氏
子
と
な
っ
て
 い
 



ぅ が 四 
む こ 脳 歳 西 
な 猛 牛 垣 
っ 山 上 秀 
た で の 子 
。 亡 姉 は 
同 く " 大 
時 な 蚕 玉 
は っ 子 十 

弟 た 、 一   
のの 世 たっ ず月 、 
詰 め は 遠 

洲浜 が 姉 一家 なれ 

と は た 松     
目 し 弟 於 
に て の 呂 な J@  の 
っ 母 で 開 
た 方 あ 業 
。 の っ 医 

寒 叔 た   
気 母 。 鈴 
の の 八 木 
厳 寒 威 家 
し に の の 
い 同 時 次 

各 局 、 女 
の し 秀 と 

夜 " 母をて " 子し 
弟 親 友 生 
を は 医 ま 
菅 家 に れ 
負 政 さ た 
っ 帰 せ   

て と た 五 
子 し い 人 
守 て と ぎ 
唄 樹 高 ょ 

を き つ う 

歌 に て だ 
い 出 い い 
、 る た で 

共 よ 父   

（
 
ム
 
u
 
）
 

三
 

西
垣
秀
子
の
受
容
と
そ
の
条
件
１
１
伝
播
 過
 仁
王
 
ヰ
下
山
 

最
後
に
民
間
信
仰
、
特
に
俗
信
に
触
れ
る
。
山
の
神
 講
 、
 各
種
の
呪
術
、
民
間
療
法
等
の
宗
教
行
動
は
少
な
く
な
 っ
 た
と
は
い
え
、
 老
 

人
や
林
業
関
係
者
の
間
に
み
 ぅ
 げ
ら
れ
る
。
民
間
柄
 禧
 師
へ
の
依
頼
も
住
民
の
間
に
根
強
い
。
 よ
 く
利
用
さ
れ
る
 の
は
 五
キ
 p
 程
 北
西
の
 

加
波
 地
区
の
中
川
 某
と
 、
奈
良
の
妙
見
さ
ん
（
 妙
見
宗
 ）
 、
そ
れ
に
松
阪
方
面
か
ら
年
に
何
回
か
来
訪
す
る
行
者
 で
あ
る
。
主
に
治
 病
の
 

祈
禧
が
 多
い
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
は
俗
信
と
東
漸
 寺
 僧
侶
と
の
関
係
で
あ
る
。
 一
 0 キ
ロ
 程
 西
方
の
奥
山
の
蓮
 地
区
に
お
い
て
は
、
 僧
 

侶
は
葬
式
と
法
要
に
終
始
し
て
い
た
の
で
は
な
い
 0
 正
 月
 、
 盆
 、
彼
岸
、
稲
荷
講
、
観
音
講
、
八
十
八
夜
 講
 、
 山
 の
神
話
、
不
動
 議
 、
 そ
 

の
他
 地
鎮
祭
、
 治
病
 の
 祈
禧
 、
便
所
の
お
は
ら
い
等
、
年
 に
 数
十
回
も
出
張
し
た
。
こ
の
 ょ
う
 に
僧
侶
は
神
主
と
 拝
み
屋
の
役
割
を
兼
ね
 

て
い
た
。
 森
 地
区
で
は
薄
地
区
ほ
ど
講
は
な
か
っ
た
が
、
 客
家
の
「
お
は
ら
い
」
に
出
向
く
こ
と
は
し
ば
し
ば
あ
 っ
 た
と
い
う
 0
 こ
の
よ
 

@
 
て
 
Ⅱ
）
 

5
 に
僧
侶
も
民
間
信
仰
を
支
え
、
補
強
し
て
い
た
の
で
 あ
る
。
 

  
支 部 と " 
長 川 

宅俣 で、 
は 宮 
座 前 
談 両 

合 地 
と 図 
御 な 
書 中 
学 心 

習 と 
会 す 
な る 

宮前 月に 

一 文 
回 部 
ず の   
つ 一 
俊 文 
し 部 
て に 

い 組 

る 織 
  が 

週 拡 
一 大 
回 し 

葉 の ナ こ o - ） 3 
金 森 
に 地   
一 れ し 

O は 
大 塊 在 め 目 １ J 
約三 後が 

O 月 参加 
0  する。 倍 （ ） 4 
者 
が @ 

お 

( 鱒 ) 5 

年
 層
が
多
い
。
昭
和
三
十
八
年
頃
に
は
飯
高
支
部
が
結
 成
さ
れ
、
さ
ら
に
五
十
年
頃
か
ら
町
内
の
森
、
波
 瀬
 両
地
 区
を
中
心
と
す
る
飯
高
 
 
 



新宗教の地方への 伝 

ら
 仕
入
れ
て
く
る
端
切
れ
の
行
商
を
し
た
。
義
母
は
喘
 息
の
持
病
が
あ
り
病
弱
で
あ
っ
た
。
秀
子
は
こ
の
よ
う
な
 環
境
に
あ
っ
て
、
義
父
 

程
 
母
の
満
足
の
い
く
よ
う
な
勤
め
を
し
ょ
う
と
死
に
 物
狂
い
に
な
っ
て
い
た
 0
 当
時
は
「
娘
は
両
親
の
い
る
 家
 に
は
嫁
が
せ
た
く
な
 い
 」
と
 

 
 

ら
に
三
女
と
長
男
を
二
十
三
年
と
二
十
五
年
に
も
 う
げ
、
 こ
の
よ
う
な
秀
子
の
生
活
は
 

か
 
戦
後
の
混
乱
が
過
ぎ
た
後
も
続
い
て
い
た
。
 

浸
さ
て
、
昭
和
二
十
九
年
一
月
、
血
圧
の
高
か
っ
 た
 義
母
が
半
身
不
随
に
な
り
、
そ
の
看
病
の
た
め
勝
の
姉
 の
 谷
口
た
か
が
京
都
か
ら
 看
 

播
病
 に
来
た
。
こ
う
し
て
、
義
母
が
亡
く
な
る
ま
で
 の
 約
一
 ケ
 月
間
、
秀
子
は
た
か
と
同
居
す
る
こ
と
に
な
っ
 た
 。
そ
の
間
秀
子
が
見
た
の
 

は
 、
義
母
の
胸
に
経
本
の
よ
う
な
も
の
を
乗
せ
、
手
を
合
 わ
せ
て
祈
る
義
姉
の
姿
で
あ
っ
た
。
た
か
が
さ
す
る
と
 体
 が
楽
に
な
っ
た
よ
う
 

 
 

な
 義
母
を
見
て
不
思
議
に
思
い
、
た
か
に
尋
ね
た
。
 当
 持
 た
か
 ほ
 三
男
の
非
行
で
悩
ん
で
お
り
、
水
和
教
会
西
陣
 布
教
所
の
責
任
者
で
あ
 

 
 
 
 

っ
た
 日
下
正
子
か
ら
指
導
を
受
け
て
い
た
の
で
、
そ
の
，
 
」
と
を
秀
子
に
話
し
た
。
 

 
 
 
 

こ
の
こ
ろ
久
居
市
に
西
陣
布
教
 所
 の
付
場
が
置
か
れ
、
 た
 か
の
妹
で
、
勝
の
姉
で
あ
る
前
野
み
ょ
が
責
任
者
に
な
 っ
て
い
た
。
そ
し
て
 

か
っ
た
秀
子
は
義
父
の
あ
と
に
つ
い
て
い
っ
て
 

粟
、
ぎ
び
 
、
陸
稲
、
大
根
の
栽
培
に
励
ん
だ
。
農
閑
期
に
は
、
 

毎
 適
帰
る
勝
が
名
古
屋
か
 

に
 泣
い
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、
 秀
 子
の
小
女
時
代
は
父
の
死
で
一
変
し
、
家
事
、
子
守
り
 と
 

昭
和
十
一
年
浜
松
の
高
等
小
学
校
を
卒
業
後
、
名
古
屋
 に
 出
て
市
、
バ
ス
の
車
掌
を
四
年
間
勤
め
、
市
電
に
異
動
 

じ
 市
電
の
運
転
士
を
し
て
い
た
西
垣
勝
と
出
会
い
、
 結
 婚
し
た
。
勝
は
当
時
両
親
と
同
居
し
て
い
た
の
で
、
 秀
 子
 

と
に
な
っ
た
。
 
翌
 昭
和
十
六
年
に
長
女
が
、
十
九
年
に
次
 女
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
後
一
家
は
太
平
洋
戦
争
も
末
 期
 

の
あ
る
勝
を
名
古
屋
に
残
し
て
、
勝
の
出
身
地
の
三
重
県
 飯
南
郡
森
村
に
疎
開
し
た
。
秀
子
は
そ
こ
で
近
所
の
 家
 

も
ら
っ
て
 
日
 稼
ぎ
を
す
る
「
豊
穣
」
 

や
 、
読
取
り
、
 
下
 刈
り
な
ど
の
山
仕
事
で
生
活
を
支
え
た
。
そ
れ
は
二
二
 歳
 

な
い
重
労
働
で
あ
っ
た
。
加
え
て
義
父
は
頑
固
な
性
格
 で
あ
り
「
目
か
ら
鼻
に
ぬ
け
た
」
厳
し
さ
で
秀
子
に
接
 し
 い

う
毎
日
が
続
い
た
。
 

に
な
っ
た
。
そ
こ
で
同
 

は
そ
の
家
庭
に
入
る
こ
 

の
二
十
年
三
月
、
勤
務
 

々
か
ら
田
畑
の
仕
事
を
 

の
 秀
子
に
と
っ
て
慣
れ
 

た
 。
籾
や
苗
も
知
ら
な
 



な
る
因
縁
や
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
秀
子
 の
 胸
を
 ょ
 ぎ
っ
た
も
の
は
、
義
母
の
 

手
を
合
わ
さ
な
、
え
ら
い
こ
と
に
な
る
ぞ
」
と
い
う
 今
 わ
の
際
の
言
葉
と
、
父
親
が
早
世
 し
 

も
の
頃
の
苦
し
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
修
法
は
秀
子
に
 、
さ
 ら
に
新
し
い
問
題
を
発
掘
さ
せ
、
 

を
も
っ
た
。
し
か
も
そ
の
問
題
は
彼
女
自
身
の
幼
な
い
 頃
の
体
験
と
質
的
な
類
似
性
が
あ
っ
 

勧
告
は
、
秀
子
の
潜
在
的
被
暗
示
性
を
強
く
刺
激
し
た
。
 そ
の
後
西
陣
教
会
の
日
下
教
会
長
 

森
 ま
で
来
る
 よ
う
 に
な
っ
た
。
森
の
冬
は
と
り
わ
け
 寒
 い
 。
大
雪
の
日
、
松
阪
か
ら
の
バ
ス
 

ま
で
通
っ
た
。
小
柄
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
病
弱
な
日
下
 が
、
 暑
さ
 、
 寒
さ
の
な
か
で
足
を
 

「
秀
子
、
手
を
合
わ
す
こ
と
を
忘
れ
る
な
。
 

て
 母
の
手
一
つ
で
育
て
上
げ
ら
れ
た
、
子
ど
 

解
決
を
渇
望
す
る
欲
求
を
つ
く
り
だ
す
効
果
 

た
。
散
文
の
持
つ
「
 霊
 」
か
ら
の
命
令
的
な
 

谷
口
た
か
や
そ
の
他
の
布
教
師
が
交
替
で
 

が
途
中
で
運
休
し
て
も
日
下
ら
は
歩
い
て
 森
 

運
び
、
修
法
を
通
し
て
お
か
げ
を
下
す
姿
は
 

（
 
8
 ）
 

の
 播
磨
朝
一
郎
か
ら
受
け
た
修
法
は
秀
子
に
大
き
な
 イ
 ン
 パ
ク
ト
を
与
え
た
。
数
立
 は
 
「
あ
ん
た
は
信
仰
し
て
い
 
か
な
ん
だ
ら
、
後
家
に
 

岡
音
松
を
誘
っ
た
。
そ
し
て
六
月
二
十
六
日
、
秀
子
ら
 

に
 請
わ
れ
た
日
下
は
初
め
て
 

た
 。
こ
う
し
て
森
は
西
陣
布
教
所
の
新
た
な
る
布
教
 

拠
 点
と
な
っ
た
。
 

し
か
し
、
秀
子
の
円
店
数
受
容
ま
で
は
さ
ら
に
な
に
 

は
 ど
か
の
時
間
を
要
し
た
。
 

か
 通
 い
 、
寮
の
自
室
に
蜜
柑
 
箱
 を
置
い
て
、
そ
の
上
に
 
蝋
 蜀
と
 線
香
を
立
て
て
毎
朝
 

や
っ
て
い
る
の
で
自
分
も
始
め
よ
う
か
、
と
い
う
く
ら
 

い
の
気
持
ち
で
あ
っ
た
と
い
 

持
ち
、
労
働
運
動
に
打
ち
込
ん
だ
り
、
同
僚
に
勧
め
ら
 

れ
て
天
理
教
の
別
席
に
通
っ
 

年
三
月
二
十
四
日
に
人
教
し
て
い
る
。
さ
て
秀
子
は
 

、
一
 
二
十
年
に
な
っ
て
西
陣
教
会
 

森
を
訪
れ
、
西
垣
宅
の
近
所
の
住
民
に
修
法
を
行
っ
 

勝
に
つ
い
て
は
、
名
古
屋
か
ら
西
陣
布
教
所
に
何
度
 

祀
っ
て
い
た
。
剥
奪
は
と
り
た
て
て
な
く
、
 姉
達
が
 

5
 。
た
だ
彼
は
以
前
か
ら
思
想
や
宗
教
に
は
興
味
を
 

た
り
し
た
時
期
も
あ
っ
た
。
 円
応
教
 に
は
昭
和
三
十
 

の
 門
を
初
め
て
く
ぐ
っ
た
。
そ
こ
で
日
下
の
「
 親
 」
 

て て 
十 用 日 
を 下 
上 よ 
げ り 
て 修 
泣 法官 
い さ ） 

た 受 げ 
， し ナこ し 

の   
日 数 
が 文 
円 は 
応   

教 秀 
と 千 
の の 

出 仝 
全 き 
い で 

の の 

口 舌 
に 労 

な な 
つ 一 口 一 一 
た い 当 
五 て 
月 た 
の も 
ノ 一 行 の 
目 で、 
は あ 
ひま つ 

近 た 
所   
の 秀 
坂 子 
槙 は 
孝 顔 
人 中 

  
柳 鼻 
谷 だ 

藤 ら 
次 げ 

  
上 っ 

  

月
一
度
の
行
日
に
は
日
下
が
出
張
し
て
布
教
に
あ
た
っ
 て
い
た
。
四
月
、
秀
子
は
た
か
の
勧
め
で
こ
の
久
居
の
行
 場
を
勝
と
訪
れ
、
初
め
 
 
 

 
 

 
 



地
 
の
 

 
 

機
の
典
型
例
と
そ
の
考
察
、
 

-
g
@
 
 

飯
 南
 教
会
発
足
ま
で
の
経
緯
 
を
 述
べ
る
。
 

新
事
例
一
柳
谷
藤
次
郎
（
明
治
四
十
二
年
五
月
 生
 
行
商
・
昭
和
三
十
二
年
三
月
人
教
・
昭
和
四
十
九
年
九
 

月
役
）
 

  方への 伝 

四 

初 
期 

信者 

の 
受 

容 
と 

飯 
南 
教 
ム 

口発 

足 

' Ⅰ 量 

透 
過 
ロ王 ヰ本Ⅰ 

人
数
す
る
の
が
普
通
で
あ
っ
た
。
彼
女
の
人
 

数
が
 三
十
 一
年
に
な
っ
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
 

秀
子
の
受
容
の
条
件
は
何
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
 

ま
 ず
 、
人
数
前
の
状
況
で
あ
る
が
、
①
夫
の
単
身
赴
任
、
②
 

四
人
の
子
育
て
、
③
 

田
畑
や
山
の
重
い
労
働
、
④
義
父
へ
の
仕
え
、
⑤
義
母
の
 

看
病
等
多
く
の
ス
ト
レ
ッ
サ
ー
が
重
な
っ
て
い
た
 

0
 特
 に
 ④
と
⑤
は
彼
女
に
と
 

っ
て
重
荷
と
な
っ
た
ら
し
く
、
剥
奪
感
を
抱
か
せ
る
に
た
 

る
 家
庭
内
の
問
題
と
な
っ
て
い
た
点
を
指
摘
す
る
こ
と
 

が
で
き
る
。
し
か
し
こ
 

れ
ら
は
、
新
し
い
信
念
体
系
の
受
容
以
外
に
解
決
の
術
 

が
な
い
と
い
う
切
羽
詰
ま
っ
た
性
格
の
も
の
で
ほ
な
か
っ
 

た
 。
食
料
難
も
峠
を
越
 

程
 
え
て
い
た
し
、
夫
の
単
身
赴
任
と
い
っ
て
も
、
 

勝
 は
 週
に
一
度
は
必
ず
帰
っ
て
来
て
い
た
 

0
 物
価
の
高
い
名
 
古
屋
の
宿
舎
に
一
家
で
住
む
 

勒
 
よ
り
も
、
む
し
ろ
森
の
方
が
生
活
し
易
か
っ
た
 

と
 も
い
え
る
。
受
容
の
契
機
と
し
て
は
、
本
人
も
回
想
し
て
 

い
る
こ
と
だ
が
、
①
た
か
の
 

 
 

播
磨
に
 よ
 る
修
法
の
教
 
文
 、
④
勝
の
人
教
、
⑤
日
下
 
と
 の
 精
神
的
紐
帯
等
が
有
力
で
 

ぜ
 
あ
ろ
う
。
特
に
③
は
大
き
く
、
そ
れ
ま
で
の
秀
子
 

0
 円
広
敷
に
対
す
る
態
度
を
根
底
か
ら
変
え
さ
せ
た
も
の
 

で
あ
っ
た
。
 

播
 

秀
子
た
ち
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
っ
た
。
秀
子
は
昭
 和
 三
十
一
年
十
一
月
六
日
に
人
教
 し
、
 森
に
お
け
る
最
初
 空
 信
者
と
な
っ
た
。
 

後
、
秀
子
夫
妻
以
下
数
名
が
毎
月
十
四
日
の
行
日
に
西
 陣
 教
会
ま
で
修
行
に
行
っ
た
。
当
時
京
都
ま
で
は
約
六
時
 聞
 か
か
り
、
バ
ス
の
 便
 

も
 悪
か
っ
た
の
で
日
帰
り
は
で
き
ず
谷
口
 宅
 に
泊
め
て
 も
ら
い
、
そ
こ
で
も
夜
更
け
ま
で
熱
心
に
「
研
究
」
し
た
 。
当
時
の
円
広
敷
 は
修
 

行
を
初
め
て
す
ぐ
に
人
教
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
は
し
な
 か
っ
た
。
 未
 信
者
は
一
、
二
年
継
続
し
て
充
分
理
解
し
、
 自
分
で
納
得
し
て
か
ら
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若
い
頃
よ
り
道
路
工
夫
を
し
て
い
た
。
妻
の
ぎ
 わ
 は
 食
 料
 品
の
小
売
商
を
営
ん
だ
。
四
十
五
歳
頃
、
高
血
圧
症
に
 か
か
っ
た
が
、
貧
困
 

を
 克
服
す
る
た
め
松
阪
か
ら
仕
入
れ
た
魚
を
自
転
車
で
 森
内
に
売
り
歩
い
た
。
し
か
し
、
体
調
が
悪
く
寝
込
む
こ
 と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
 

た
 。
昭
和
二
十
九
年
四
月
、
近
所
の
西
垣
秀
子
は
 、
娘
 の
 病
気
平
癒
を
祈
願
し
修
法
の
指
示
に
従
っ
て
地
蔵
 へ
日
 参
す
る
た
め
、
き
わ
の
 

店
か
ら
供
物
に
す
る
菓
子
を
買
っ
て
い
た
。
 ふ
 せ
っ
て
 い
た
藤
次
郎
は
毎
日
ど
こ
へ
参
る
の
か
尋
ね
、
日
下
の
善
 並
能
 の
こ
と
を
聞
く
と
、
 

秀
子
に
紹
介
を
請
う
た
。
翌
月
、
久
居
に
て
日
下
よ
り
 初
め
て
修
法
を
受
け
た
。
数
立
 は
 「
あ
ん
た
は
せ
ん
な
ら
 ん
こ
と
が
 よ
う
げ
あ
 

る
 。
ま
ず
墓
石
を
た
て
よ
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
も
 と
も
と
御
詠
歌
が
好
き
で
、
寺
へ
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
 腰
次
郎
は
 、
 迷
わ
ず
 実
 

付
 し
た
。
そ
れ
に
 よ
 り
お
か
げ
を
受
け
る
こ
と
が
で
 き
 た
の
で
、
そ
の
後
西
垣
ら
と
と
も
に
毎
月
西
陣
教
会
で
修
 法
を
受
け
る
 よ
う
 に
 な
 

つ
こ
 
キ
ハ
 
。
 

事
例
 二
坂
損
 孝
太
郎
（
明
治
三
十
八
年
 セ
 戸
主
・
 鉱
 山
家
・
昭
和
三
十
二
年
十
二
月
人
教
）
 

生
活
苦
、
心
臓
病
の
息
子
と
の
死
別
、
他
の
息
子
の
精
 神
駒
疾
病
な
ど
の
問
題
を
抱
え
て
い
た
。
そ
れ
を
知
っ
た
 同
級
生
で
、
 元
 薄
命
 

校
 教
師
で
あ
っ
た
谷
口
た
か
の
 夫
孫
 一
に
、
「
金
の
い
 ら
ん
宗
教
だ
か
ら
」
と
勧
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
直
接
の
 人
数
契
機
と
な
っ
た
の
 

は
 事
業
の
失
敗
で
あ
っ
た
。
当
時
運
地
区
に
ほ
鉱
山
居
 が
 が
り
紙
を
つ
げ
た
鈴
木
某
所
有
の
 マ
ソ
ガ
ソ
 鉱
脈
が
あ
 り
 、
 坂
 損
は
共
同
で
選
 

鉱
の
監
督
を
す
る
よ
 5
 に
な
っ
た
。
当
初
良
質
の
マ
ン
 ガ
ン
が
出
て
 、
 大
き
な
収
益
を
あ
げ
た
。
そ
の
後
鈴
木
が
 病
死
し
た
の
で
、
さ
ら
 

に
企
 ま
わ
り
が
良
く
な
り
設
備
投
資
に
も
力
を
い
れ
た
。
 と
こ
ろ
が
日
下
の
修
法
は
「
金
に
見
え
る
が
終
い
は
 泥
 や
 、
や
め
と
 げ
 」
と
 事
 

業
の
見
通
し
を
否
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
 坂
槙
は
専
 門
 家
の
大
鼓
判
の
方
を
信
じ
、
 教
 文
を
無
視
し
て
採
鉱
 
選
鉱
の
道
具
を
買
い
 揃
 

え
た
。
ま
も
な
く
マ
ン
ガ
ン
が
出
な
く
な
り
借
金
だ
け
が
 後
に
残
っ
た
。
「
あ
の
時
数
立
の
 言
 3
 通
り
に
す
れ
ば
 良
か
っ
た
」
と
い
う
 後
 

悔
が
 彼
を
入
 教
 に
導
い
た
。
 

事
例
 二
 一
正
 嶋
浅
 五
郎
（
大
正
八
年
八
月
 生
 ・
山
林
学
 務
者
 ・
昭
和
三
十
五
年
十
一
月
人
教
）
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新宗教の地ブ 

わ
ざ
る
聞
か
ざ
る
の
、
三
大
猿
を
行
じ
つ
り
、
耐
え
て
 忍
 ん
で
行
く
な
れ
ば
・
・
・
・
・
・
。
」
そ
れ
は
、
 一
 0
 年
間
無
 @
 の
ま
ま
泣
い
て
辛
抱
 す
 

 
 
 
 

れ
ば
、
必
ず
報
わ
れ
る
時
が
来
る
と
い
う
予
言
で
あ
っ
た
 。
そ
の
後
の
彼
女
の
生
活
史
は
こ
の
最
初
の
教
 文
 が
成
 裁
 す
る
過
程
と
な
っ
㏄
 
5
9
 

た
 。
同
年
、
土
建
業
の
監
督
で
あ
っ
た
舎
屋
 英
逸
と
結
 婚
し
た
。
そ
の
後
、
夫
の
飲
む
 、
 打
っ
 、
 買
 う
の
 三
拍
子
 そ
ろ
っ
た
放
蕩
の
苦
 し
 

儲
 

既
に
人
教
し
て
い
た
土
日
松
の
勧
め
で
西
垣
 
宅
 を
訪
 ね
 、
播
磨
か
ら
修
法
を
受
け
た
。
 

教
 文
は
次
の
よ
う
な
も
 の
で
あ
っ
た
。
「
三
代
前
の
 

 
 
へ
 
御
先
祖
の
 
、
 深
い
因
縁
身
に
受
け
て
、
難
行
苦
行
と
は
 い
わ
な
い
が
、
 
一
 0 年
間
は
い
ば
ら
の
道
 か
、
 苦
し
く
 辛
 ぃ
 行
の
道
、
見
ざ
る
 言
 

 
 

昭
和
三
十
五
年
八
月
二
十
四
日
、
足
の
神
経
痛
と
膀
胱
 結
石
で
苦
し
ん
で
い
た
土
鳩
 は
 、
近
所
の
西
垣
勝
と
柳
谷
 腰
次
郎
に
勧
め
ら
れ
 

る
ま
ま
に
西
垣
宅
で
日
下
か
ら
修
法
を
受
け
た
。
平
信
平
 疑
 で
聞
か
さ
れ
た
散
文
の
内
容
は
「
一
週
間
、
先
祖
 さ
 ん
に
水
を
上
げ
て
 飲
 

め
 。
暑
い
う
ち
に
必
ず
不
思
議
を
い
た
だ
け
る
」
と
い
う
 も
の
で
あ
っ
た
。
以
前
か
ら
「
拝
み
屋
」
へ
は
よ
く
 足
 を
 運
ん
で
 
い
 た
土
鳩
 は
 

そ
れ
を
実
行
し
た
。
九
月
一
日
に
か
か
り
つ
げ
の
病
院
 に
 行
っ
た
時
、
医
師
は
手
術
を
勧
め
た
が
、
 

上
 嶋
は
再
度
 の
 レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影
を
 

希
望
し
た
。
無
理
強
い
し
て
撮
っ
た
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
 に
は
、
二
つ
あ
っ
た
結
石
の
影
は
消
え
て
い
た
の
で
、
 

医
 師
は
手
術
が
不
必
要
で
 

あ
る
こ
と
を
認
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
修
法
は
ま
た
 
「
九
月
の
中
旬
に
な
っ
た
ら
気
の
晴
れ
る
こ
と
が
あ
る
」
 

と
 予
言
し
て
い
た
。
 
す
 

る
と
九
月
四
日
に
な
っ
て
。
親
方
の
招
待
で
十
五
日
か
ら
 東
京
と
熱
海
へ
の
二
泊
の
慰
安
旅
行
に
付
け
る
 よ
う
 に
 な
っ
た
。
修
法
の
「
 偉
 

大
さ
」
に
感
激
し
た
土
鳩
 は
 、
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ぎ
っ
 か
 げ
に
な
り
、
行
日
ご
と
に
通
っ
て
修
法
を
受
け
る
よ
 う
 に
な
っ
た
。
 

事
例
四
谷
 尾
か
ょ
 
（
昭
和
六
年
十
二
月
 生
 
・
主
婦
・
 昭
和
三
十
八
年
十
月
人
教
）
 

程
 

上
岡
音
 松
 と
く
に
 ゑ
 の
第
一
子
と
し
て
生
ま
れ
 た
 0
 
一
八
歳
で
肋
膜
炎
に
か
か
り
、
大
学
病
院
に
通
院
の
 た
め
名
古
屋
の
叔
母
の
も
と
 

過
 
踊
に
 移
っ
た
。
名
古
屋
で
の
か
よ
の
闘
病
生
活
は
 一
 0
 年
に
わ
た
っ
た
。
寝
た
り
起
き
た
り
の
長
い
生
活
は
彼
 女
か
ら
青
春
時
代
の
楽
し
み
 

あ
 

な
 奪
っ
て
い
っ
た
。
主
治
医
か
ら
精
神
の
安
定
の
 た
め
に
信
仰
を
勧
め
ら
れ
た
の
が
宗
教
に
近
づ
く
ぎ
 っ
か
 げ
と
な
り
、
不
動
信
仰
、
龍
 

浸
 

仰
信
仰
、
天
理
教
を
遍
歴
し
た
。
昭
和
三
十
四
年
、
 二
八
歳
の
時
小
康
を
得
て
郷
里
に
戻
っ
た
。
 

翌
 三
十
五
 年
 、
娘
の
病
弱
克
服
を
願
い
 



み
の
た
め
西
垣
 宅
 へ
通
 う
よ
 う
に
な
っ
た
。
 

各
事
例
の
共
通
点
を
列
記
し
て
み
る
。
 

①
受
容
前
は
「
身
上
」
あ
る
い
は
「
事
情
」
が
あ
っ
た
。
 す
な
ね
 ち
、
な
ん
ら
か
の
剥
奪
を
有
し
て
い
た
。
 

②
彼
ら
は
受
容
前
か
ら
地
域
の
伝
統
的
信
念
体
系
を
か
 な
り
の
程
度
有
し
て
お
り
、
か
つ
そ
の
宗
教
行
動
も
積
極
 的
で
 

③
受
容
者
に
と
っ
て
最
初
に
、
あ
る
い
は
早
い
時
期
に
受
 げ
た
修
法
の
教
 文
 が
問
題
を
予
見
な
い
し
発
掘
し
、
 

ま
 た
は
 

示
し
て
い
る
。
 

④
そ
う
い
っ
た
修
法
の
権
威
を
信
念
体
系
の
受
容
に
先
 立
っ
て
受
け
入
れ
て
い
る
。
 

右
に
あ
げ
た
も
の
以
外
の
事
例
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
 共
通
点
が
ほ
 ば
見
受
 げ
ら
れ
る
。
問
題
解
決
の
た
め
修
法
 に
ょ
 

は
 、
先
祖
祭
祀
と
氏
神
参
り
が
多
か
っ
た
。
修
法
は
在
来
 の
 民
間
祝
 禧
師
 の
 祈
禧
と
 類
似
性
が
あ
り
、
先
祖
祭
祀
 と
現
 

す
る
 森
 地
区
の
伝
統
的
信
念
体
系
と
親
和
性
を
も
っ
た
 も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
、
教
文
は
従
来
の
祈
禧
や
呪
文
 よ
 り
も
 

が
 豊
富
で
、
心
の
切
り
換
え
を
指
導
す
る
点
な
ど
住
民
 

こ
こ
で
 谷
尾
か
よ
 
の
事
例
に
つ
い
て
、
今
一
度
み
て
い
 き
 

に
と
っ
て
新
鮮
味
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人
教
者
は
修
法
 

た
し
 

だ
 け
 

た
の
で
忙
な
か
っ
た
。
修
法
の
権
威
の
受
容
が
、
人
教
の
 必
要
か
つ
十
分
条
件
と
は
限
ら
ず
、
「
秀
子
を
中
心
と
 す
る
 

さ
に
最
も
ひ
か
れ
」
 
て
 人
教
し
た
と
い
う
者
も
少
数
な
が
 も
い
る
。
で
は
具
体
的
に
、
修
法
以
外
に
何
が
 、
 彼
ら
 を
ひ
 

 
 

結
婚
後
、
夫
の
放
蕩
は
「
の
た
う
ち
ま
わ
る
ほ
ど
の
 地
 獄
の
苦
し
み
」
を
か
 よ
 に
与
え
た
。
し
か
も
「
数
立
に
よ
  
 

た
り
、
苦
し
み
を
近
親
者
に
訴
え
る
こ
と
忙
で
き
な
か
っ
 た
 。
「
 霊
 」
か
ら
の
命
令
は
、
「
何
も
言
わ
ず
に
耐
え
 る
 」
 

「
 霊
 」
は
ま
た
、
教
会
へ
の
一
年
間
の
日
参
 -
 
行
を
も
っ
て
 
彼
女
か
ら
さ
ら
に
時
間
的
・
精
神
的
余
裕
を
奪
い
、
 信
 食
俸
 

を
 設
定
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
夫
の
道
楽
は
止
ま
ず
、
 か
 よ
の
内
部
 は
 夫
へ
の
敵
対
感
 清
 が
渦
を
巻
い
て
い
た
。
 
そ
ん
 り

 示
さ
れ
る
 行
 

世
 祈
願
を
中
心
と
 

量
質
 と
も
に
内
容
 

に
引
き
つ
げ
ら
れ
 

集
ま
り
の
和
や
か
 

き
つ
け
た
の
か
。
 

て
 」
、
夫
を
責
め
 

こ
と
で
あ
っ
た
。
 

系
受
容
へ
の
道
程
 

な
誰
に
も
言
え
な
 

あ
っ
た
。
 

そ
の
解
決
法
を
提
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い
 胸
の
内
を
受
け
止
め
た
の
が
秀
子
で
あ
っ
た
。
 

か
よ
 は
 当
時
を
次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る
。
 

（
夫
の
問
題
で
）
胸
い
っ
ぱ
い
で
も
う
な
ん
と
も
ど
う
し
 

よ
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
 
頭
 い
っ
ぱ
い
胸
い
っ
ぱ
い
で
ね
。
 
誰
に
 愚
痴
を
こ
 

痴
を
聴
い
た
り
、
人
の
話
を
聴
い
た
り
、
そ
れ
を
聴
く
 

ぼ
す
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
し
ね
。
そ
し
て
先
生
は
な
ん
 

に
も
言
わ
な
く
て
、
お
修
法
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
 

そ
 

の
が
私
の
役
目
で
あ
る
し
、
私
の
因
縁
で
も
あ
る
か
ら
」
 

れ
だ
け
で
し
た
。
 

っ
て
、
教
会
長
先
 

そ
の
あ
と
、
お
は
な
し
し
て
胸
を
す
っ
き
り
し
て
、
 

そ
 ぅ
 す
る
と
こ
こ
（
教
会
）
で
泣
い
て
も
、
同
 

5
 
 
（
家
庭
）
 
で
は
嫌
な
顔
を
ひ
 

と
う
も
せ
ず
に
い
ら
れ
る
の
で
す
。
こ
こ
だ
け
で
す
か
ら
 

分
か
り
ま
せ
ん
し
ね
、
ど
な
た
に
も
伝
わ
り
ま
せ
ん
か
 

ら
ね
。
「
人
の
愚
 

生
 は
な
ん
に
も
言
わ
ず
に
ね
、
私
が
泣
い
て
こ
ぼ
す
 

愚
 痴
 を
一
心
に
聴
い
て
く
れ
ま
し
た
。
 

か
 よ
の
問
題
は
他
の
者
に
伝
わ
る
こ
と
は
決
し
て
な
か
っ
 

た
 。
そ
れ
は
秀
子
の
当
初
か
ら
の
信
念
だ
っ
た
か
ら
で
 

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
 
秀
 

子
 と
か
 よ
 の
関
係
は
、
長
期
間
継
続
し
た
。
こ
の
 

ょ
ぅ
 に
し
て
、
教
会
は
か
よ
の
「
 
家
 」
と
な
り
、
彼
女
は
信
仰
 
を
 深
め
て
い
っ
た
。
 
か
 

程
よ
 の
受
容
は
、
「
 
霊
 」
か
ら
の
数
立
ば
か
り
で
な
 
く
 秀
子
と
の
援
助
的
関
係
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
な
さ
れ
た
 

と
い
え
 よ
う
 。
そ
し
て
こ
の
 

過
 
踊
 
よ
う
な
関
係
こ
そ
が
、
人
教
者
を
ひ
 

き
 つ
げ
た
も
 の
で
あ
っ
た
。
 

透
 

西
垣
秀
子
の
人
 
教
 後
、
昭
和
三
十
二
年
三
月
に
 
柳
谷
藤
次
郎
が
、
十
二
月
に
坂
 
槙
 孝
太
郎
・
 う
 た
夫
妻
、
 上
岡
音
 松
 、
藤
次
郎
の
妻
の
 

浸
 
き
わ
が
八
教
し
た
。
翌
年
は
昔
松
の
妻
の
く
に
 

ゑ
 が
 人
教
。
三
十
四
年
に
は
 
藤
 次
郎
の
娘
の
す
 
ど
代
 、
植
本
 す
え
、
 損
谷
浅
一
 、
新
田
 松
 

儲
枝
 、
三
十
五
年
仁
は
久
保
募
兵
衛
、
岡
本
照
子
、
上
 

嶋
浅
 五
郎
、
今
原
好
恵
、
久
保
留
 
蔵
 、
三
十
六
年
に
は
 
西
垣
千
枝
子
、
西
垣
久
子
、
 

か
 
中
川
み
な
、
 
溝
 尾
 ぃ
 ち
の
、
久
保
ち
え
の
、
 
坂
槙
 し
も
が
大
毅
し
て
い
る
。
谷
口
か
ら
導
か
れ
た
上
岡
を
除
 

い
て
、
彼
ら
の
紹
介
者
は
西
 

（
・
・
 

l
 
，
 
-
 

咄
垣
 秀
子
で
あ
っ
た
が
修
法
や
指
導
は
日
下
、
谷
口
、
 

播
磨
ら
か
ら
受
け
た
。
そ
の
後
秀
子
が
三
十
四
年
二
月
 

覚
 導
師
、
翌
三
十
五
年
六
月
 

導
師
の
資
格
を
得
て
修
法
を
研
究
し
雪
籠
を
磨
新
た
。
人
我
者
が
二
 

ね
智
 

0
 名
を
越
え
た
昭
和
三
十
六
年
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昭
和
三
十
六
年
ま
で
の
八
教
 考
 二
三
名
に
つ
い
て
、
 そ
 の
 属
性
を
み
て
み
る
。
男
性
が
八
名
、
女
性
が
一
五
名
で
 、
職
業
は
男
性
は
農
 

業
 と
山
林
労
務
が
二
名
ず
っ
、
あ
と
は
電
車
運
転
手
、
行
 商
 、
鉱
山
家
、
無
職
で
あ
り
、
女
性
は
西
垣
と
柳
谷
の
 娘
の
三
人
を
除
い
て
ほ
 

と
ん
ど
が
林
業
労
務
者
か
農
家
の
主
婦
で
あ
っ
た
。
 入
 教
 時
の
午
 令
層
は
四
 0
 代
 後
半
が
五
名
、
三
 0
 代
 前
半
 と
 上
ハ
 
0
 代
 前
半
が
四
名
 ず
 

っ
 、
 五
 0
 代
 前
半
が
三
名
で
中
高
年
余
 層
 が
多
い
。
こ
の
 う
ち
西
垣
家
関
係
は
秀
子
、
勝
、
長
女
の
千
枝
子
、
次
 女
の
久
子
、
勝
の
叔
父
 

の
 久
保
留
蔵
の
五
名
で
あ
る
。
同
じ
よ
う
に
柳
谷
家
は
藤
 次
郎
と
き
め
、
娘
の
す
 ど
 代
の
三
名
、
坂
 槙
 家
が
孝
太
 郎
、
 う
た
と
孝
太
郎
の
 

弟
の
嫁
で
あ
る
し
も
の
三
名
、
上
岡
家
と
久
保
家
が
夫
 婦
 二
名
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
 0
 こ
の
 ょ
う
 に
当
初
の
人
数
 者
は
、
働
き
盛
り
の
 世
 

時
生
と
そ
の
家
族
・
親
戚
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
各
家
 と
も
、
中
年
に
達
し
た
男
性
が
ま
ず
人
数
し
そ
の
 何
ケ
月
 か
 後
に
妻
が
入
 教
 し
て
 

い
る
。
こ
の
傾
向
は
三
十
七
年
以
降
も
続
 き
 、
世
帯
主
が
 先
に
人
教
し
た
場
合
は
そ
の
後
、
妻
や
子
も
人
教
し
て
 い
る
場
合
が
多
い
。
 ぅ
 

わ
さ
を
聞
い
た
 未
 信
者
が
ま
ず
 ク
 ラ
 イ
ェ
ン
ト
 と
し
て
 布
 数
所
に
来
、
日
下
や
秀
子
か
ら
修
法
を
受
け
て
、
問
題
 解
決
の
糸
口
を
暗
示
さ
 

ね
 、
実
行
し
お
か
げ
を
受
け
る
。
ま
た
問
題
が
起
こ
る
 と
 修
法
を
受
け
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
し
な
が
ら
「
固
定
客
 」
と
な
っ
て
い
く
。
 こ
 

の
よ
う
に
し
て
「
 内
 応
さ
ん
は
 よ
 く
当
た
る
神
さ
ん
や
」
 と
い
う
評
判
が
ロ
コ
、
 
、
、
で
 

地
域
内
に
伝
達
さ
れ
て
い
っ
 十
八
 

こ
 。
 

布
教
所
が
発
足
し
て
、
同
店
教
は
地
域
の
耳
目
を
集
め
 る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
時
点
で
は
日
下
の
信
者
の
小
 さ
な
集
ま
り
に
す
ぎ
 

な
か
っ
た
。
し
か
し
、
西
垣
隣
、
柳
谷
藤
次
郎
、
坂
 損
 孝
太
郎
、
上
岡
音
 松
ら
 
「
四
本
柱
」
は
毎
月
欠
か
さ
ず
 西
 陣
 教
会
の
行
日
に
参
拝
 

し
 、
二
十
六
日
に
は
森
に
日
下
を
招
 膀
 す
る
こ
と
を
や
め
 な
か
っ
た
。
四
人
と
も
子
ど
も
の
養
育
期
で
経
済
的
な
 余
裕
は
な
か
っ
た
が
、
 

働
 き
 盛
り
の
強
み
と
妻
た
ち
の
そ
り
く
り
で
カ
バ
ー
 し
 た
 。
三
十
八
年
三
月
、
秀
子
が
応
導
師
資
格
を
取
得
し
た
 の
に
続
い
て
 翌
 四
月
、
 

勝
と
柳
谷
藤
次
郎
が
 覚
 導
師
に
な
り
、
布
教
師
が
三
人
 に
な
っ
た
。
秀
子
の
霊
寵
は
ま
す
ま
す
冴
え
て
い
っ
た
。
 柳
谷
は
魚
の
行
商
を
し
 

な
が
ら
、
「
同
店
さ
ん
の
不
思
議
」
を
伝
え
て
廻
っ
た
。
 霊
 能
も
強
く
四
十
一
年
に
は
さ
ら
に
 智
 導
師
の
資
格
を
 取
っ
て
い
る
。
勝
は
名
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透
に
よ
 る
。
四
十
三
年
か
ら
四
十
六
年
ま
で
の
八
教
 

者
 五
九
名
の
紹
介
者
の
内
訳
は
、
秀
子
二
七
名
、
柳
谷
一
 

七
名
、
勝
一
三
名
、
谷
ロ
 

二
 

浸
宅
 で
あ
っ
た
。
秀
子
は
教
会
長
就
任
後
、
四
人
の
 

子
育
て
も
終
わ
り
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
修
法
と
信
者
の
教
化
 

に
あ
た
っ
た
。
四
十
四
年
三
 

播
 
味
 月
岡
導
師
、
翌
年
九
月
に
は
 

司
 導
師
の
資
格
を
得
、
 

彼
女
の
霊
能
の
評
判
は
飯
高
町
全
域
に
広
が
っ
た
。
 

柳
 谷
は
森
 
地
区
ば
か
り
で
な
 

か
く
、
 セ
 日
面
地
区
ま
で
毎
日
布
教
に
歩
い
た
。
 

信
 者
の
面
倒
見
が
よ
か
っ
た
た
め
、
導
き
の
子
た
ち
に
慕
わ
 

れ
た
。
勝
は
四
十
四
年
三
月
 

咄
に
応
 導
師
に
、
四
十
六
年
三
月
に
円
導
師
に
な
っ
 

た
 。
こ
の
年
、
名
古
屋
市
交
通
局
を
定
年
退
職
後
帰
郷
し
 

、
 森
 農
協
へ
再
就
職
し
た
。
 

新
 
麹
 も
の
と
し
て
、
四
十
五
年
十
月
に
落
成
し
た
木
部
 
四
十
六
年
だ
け
で
 

一
 
0
 名
を
導
い
て
い
る
。
活
動
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過
 
蹉
 

そ
の
後
、
飯
高
教
会
は
第
一
の
伸
張
期
を
迎
え
、
 

教
 線
も
拡
大
し
た
（
表
 
1
 ）
。
こ
れ
は
 
森
 地
区
で
人
教
 し
た
信
者
が
転
出
し
た
こ
と
 

五
教
勢
の
拡
大
と
そ
の
要
因
１
１
定
着
過
程
 

程
 

勝
 、
谷
口
た
か
、
柳
谷
藤
次
郎
、
坂
 

槙
 孝
太
郎
が
そ
れ
 

 
 

古
屋
に
仕
事
を
持
ち
、
週
一
回
し
か
森
に
帰
ら
な
か
っ
 た
が
、
参
拝
に
来
た
信
者
に
心
の
切
り
か
え
を
よ
く
説
い
 た
 。
四
十
年
九
月
に
は
 

智
 導
師
に
な
っ
て
い
る
。
四
十
一
年
に
は
 森
 地
区
以
外
 か
ら
初
め
て
、
近
隣
の
七
日
面
地
区
の
森
下
し
げ
が
子
ど
 も
の
病
気
と
夫
の
 げ
 が
 

を
 契
機
に
人
教
し
た
。
 

昭
和
四
十
二
年
六
月
二
十
五
日
、
日
下
は
信
者
の
増
え
 た
 飯
高
布
教
所
の
分
離
独
立
を
承
認
し
た
。
こ
れ
を
 ぅ
げ
 て
三
十
日
、
秀
子
 は
 

教
会
設
立
願
を
教
団
本
部
に
提
出
し
、
教
主
の
承
認
を
 得
た
。
こ
う
し
て
 セ
月
 六
日
、
西
陣
教
会
飲
 商
 布
教
 所
は
 谷
口
た
か
を
加
え
た
 四
 

名
の
布
教
師
と
四
十
一
名
の
信
者
を
擁
し
た
飯
高
教
会
 に
 昇
格
し
た
。
教
会
長
と
代
表
役
員
に
は
西
垣
秀
子
が
 、
 責
任
役
員
に
ほ
西
垣
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森
 地
区
に
お
け
る
第
二
次
伸
張
期
は
五
十
 

三
 5
 五
十
六
年
に
か
け
て
見
ら
れ
る
。
こ
の
 

要
因
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も
の
に
、
ま
ず
 教
 

団
の
布
教
方
針
の
変
化
の
影
響
が
あ
げ
ら
れ
 

る
 。
五
十
一
年
、
初
代
教
主
が
昇
天
 し
、
現
 

教
主
が
推
戴
さ
れ
る
と
、
布
教
面
で
積
極
策
 

が
と
ら
れ
る
よ
 う
 に
な
っ
た
。
「
本
人
が
納
 

得
す
る
の
を
待
っ
て
人
教
」
で
は
な
く
「
 入
 

教
を
勧
め
る
」
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
 

新
し
い
方
針
は
違
和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、
 

飯
南
 教
会
の
布
教
師
た
ち
の
布
教
意
欲
を
か
 

ぎ
た
て
た
の
で
あ
っ
た
。
同
時
に
日
下
や
秀
 

子
の
信
者
に
で
は
な
く
、
円
心
教
の
信
者
に
 

な
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
 い
 

っ
た
 。
こ
れ
は
信
者
が
三
十
万
を
越
え
、
 教
 

 
 

 
 

大
目
標
を
も
っ
て
、
教
会
長
・
布
教
師
が
一
 

丸
 と
な
っ
て
信
者
組
織
の
拡
大
・
強
化
を
図
 

っ
 た
の
で
あ
っ
た
。
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団
が
ク
 ヌ
ー
テ
ン
の
い
 う
 効
率
の
段
階
に
入
り
、
木
部
 と
 教
会
の
組
織
モ
デ
ル
が
親
子
モ
デ
ル
か
ら
仲
間
モ
デ
ル
 に
 変
化
し
つ
つ
あ
る
 -
 
一
 

と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
二
つ
め
は
教
会
の
な
か
か
ら
 新
人
の
布
教
師
が
輩
出
し
た
こ
と
で
あ
る
。
一
対
一
の
 修
 法
に
よ
 る
救
済
が
基
本
 

の
 円
心
教
で
は
、
修
法
の
で
き
る
布
教
師
の
有
無
が
 、
布
 教
の
成
否
を
決
定
づ
け
る
。
飯
高
教
会
で
は
土
鳩
 浅
五
 郎
 が
四
十
八
年
に
覚
 導
 

師
 、
翌
年
 智
 導
師
の
資
格
を
得
、
五
十
二
年
に
は
久
保
 士
 
屍
 兵
衛
、
 鯉
 浩
哉
 子
 、
森
下
し
げ
が
 覚
 導
師
に
な
っ
て
 い
 る
 。
す
な
 ね
 ち
、
こ
の
 

午
か
ら
布
教
師
が
六
人
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
ち
な
 み
に
彼
ら
が
布
教
師
養
成
講
習
を
受
講
し
た
動
機
の
多
く
 ほ
 、
修
法
の
教
 文
 の
 指
 

赤
 で
あ
っ
た
。
こ
の
時
期
 森
 地
区
で
人
教
し
た
六
三
名
 の
 紹
介
者
の
内
訳
は
、
 鯉
 浩
二
 0
 名
 、
秀
子
一
九
名
、
上
 嶋
 七
名
、
勝
六
名
、
森
 

下
 四
名
、
久
保
二
名
、
そ
の
他
五
名
と
な
っ
て
い
る
。
 

勝
の
役
割
も
見
逃
せ
な
い
。
信
者
数
が
増
え
、
布
教
 拠
 点
が
遠
隔
地
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
る
と
、
よ
り
効
率
的
 、
組
織
的
な
活
動
が
 

要
求
さ
れ
て
く
る
。
五
十
一
年
、
勝
は
森
農
協
を
退
職
 し
 、
余
生
を
教
 ふ
 ム
経
営
に
か
け
 ろ
 決
意
を
し
た
。
彼
が
 フ
 ル
タ
イ
ム
の
活
動
を
開
 

埋
始
 す
る
に
 つ
 れ
て
、
修
法
、
個
々
の
信
者
の
受
容
 
指
導
は
秀
子
、
講
話
、
親
教
会
・
教
団
本
部
や
地
域
の
 諸
機
関
と
の
折
衝
、
外
来
者
 

旛
 
と
の
応
対
、
行
事
の
準
備
、
布
教
方
法
の
創
案
、
布
 教
師
・
信
者
の
掌
握
、
教
会
の
管
理
運
営
は
勝
と
、
 役
 割
の
分
担
が
明
確
に
な
っ
て
 

透
い
っ
た
。
世
俗
的
側
面
で
の
彼
の
指
導
力
は
強
く
 
、
 独
自
の
活
動
・
行
事
の
デ
ザ
イ
ン
を
生
み
出
す
 オ
 に
も
 恵
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
 ょ
ぅ
 

浸
な
 、
秀
子
と
勝
の
コ
ソ
 ビ
 で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
 の
あ
り
方
が
、
奏
功
し
た
の
で
あ
っ
た
。
 

播
 
広
 

西
垣
夫
妻
が
案
出
ま
た
は
採
用
し
、
実
践
さ
れ
 て
い
る
デ
ザ
イ
ン
を
掲
げ
て
み
る
。
 

 
 
か
 
㈹
 森
 地
区
の
小
字
ご
と
に
一
人
ず
っ
布
教
師
を
担
 当
 さ
せ
、
責
任
を
も
っ
て
信
者
の
面
倒
を
み
さ
せ
る
よ
う
 に
し
た
。
 

哩
 
㈲
月
毎
の
新
し
い
行
事
・
儀
式
を
始
め
た
（
表
 2
 ）
 
。
そ
の
な
か
に
「
お
力
持
」
、
 

口
 （
じ
 

1
 
 
を
取
り
入
れ
た
。
 

麹
 
㈹
無
尽
講
を
継
続
さ
せ
て
い
る
。
 

%
 
 ㈹
寒
行
、
節
分
祭
等
の
年
中
行
事
を
組
織
し
て
、
 教
 会
の
経
済
的
基
盤
を
強
化
し
た
。
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表 2  毎月の教会行事 

  
日 時   行事 名   内 容 

  

l 三日朝七時半 @  l 東漸青墓清掃 l 約二 00 体 あ る墓の清掃を 老人会とともに 行 う 
  

三日夜七時半 @    祈願 祭 . 無尽各人の祈願・その 後無尽の集金をする 

五日・六日 I 本部例月余   西垣夫妻・ 鯉 沼地数名が一泊で 参加する 

八 日   
    

十 日   宇 藤木竹日   秀子・ 鯉沼と 布教師一人が 修法を行 う 

十四日   西陣教会行日西垣夫妻・ 布教師数名が 修法に参加する 

十六日夜七時半～水子供養 祭   戒名の書かれた 札を一枚 つ っ供養する 

二十日前後   天日付日   西垣夫妻と布教師一人が する 名古屋の同会所で 修法を 

二十三日 夜 セ 時半一先祖供養禁   戒名の書かれた 札を一枚 つ つ供養する 

二十五日 l  駄都国行日   西垣夫妻と布教師一人が 松阪の同会所で 修法をす 

二十六日   修法 日   西陣から日下迎え ，修法を行 う 

毎日夜七時半 @  l 夜のおつとめ l% 舞文・自覚反省 俄悔文 ・回向文・船君心経等を 

㈲
年
一
回
の
信
者
大
会
、
年
二
回
あ
る
本
部
団
参
そ
の
 他
 

0
 機
会
を
利
用
し
て
休
眠
信
者
の
覚
醒
を
図
っ
た
。
 

㈹
は
布
教
師
に
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
持
た
せ
、
 Ⅱ
Ⅱ
 

と
 

集
団
指
導
の
実
践
を
さ
せ
る
ね
ら
い
が
あ
る
と
い
う
。
 )
 
（
 

ほ
 つ
い
て
は
、
六
年
前
か
ら
始
め
ら
れ
た
水
子
供
養
の
 例
 

を
 述
べ
て
み
た
い
。
夜
の
お
つ
と
め
が
済
ん
だ
後
、
教
 会
 

前
庭
の
一
メ
ー
ト
ル
四
方
程
の
水
子
地
蔵
尊
の
前
で
 皆
 で
 
・
 

テ
ー
プ
に
あ
れ
せ
て
水
子
地
蔵
和
讃
を
 う
 た
 ぅ
 。
そ
の
 後
 

導
師
が
水
子
の
戒
名
が
書
か
れ
た
供
養
和
を
一
枚
一
枚
 取
 

り
 出
し
て
、
線
香
の
煙
に
か
ざ
す
。
そ
の
際
な
ん
ら
か
 の
 

呪
文
を
唱
え
る
。
そ
の
間
信
者
は
自
覚
反
省
 俄
悔
 文
を
 あ
 

げ
る
。
そ
の
後
、
茶
菓
が
出
て
勝
が
、
新
聞
の
記
事
等
 か
 

ら
 題
材
を
と
っ
た
講
話
を
す
る
。
毎
回
二
十
名
 程
 の
 信
 者
 

が
 集
ま
る
。
供
養
中
信
者
は
教
会
内
で
前
庭
に
向
か
っ
 て
 

二
列
縦
隊
に
正
座
す
る
の
で
あ
る
が
、
自
覚
反
省
 俄
悔
 文
 

を
 唱
え
な
が
ら
、
前
に
座
っ
た
仲
間
の
肩
や
首
筋
、
 
北
日
 

中
 、
さ
ら
に
大
腿
や
足
ま
で
無
心
に
な
っ
て
も
み
、
 さ
 す
 

る
 。
約
一
五
分
か
か
っ
て
 俄
悔
 文
が
一
回
終
わ
る
と
、
 
最
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前
列
の
者
が
最
後
列
に
移
り
、
列
の
途
中
で
も
前
後
が
上
 
劣
 賛
し
て
ま
た
繰
り
返
さ
れ
る
。
終
わ
り
に
近
づ
く
と
、
 戯
侮
文
の
 テ
ン
ポ
が
 遅
 

く
な
り
、
加
持
の
動
作
も
緩
慢
に
な
る
。
そ
し
て
終
わ
 る
と
フ
日
 
フ
ー
と
い
う
息
を
吐
く
音
だ
け
が
聞
こ
え
、
 二
度
礼
拝
を
し
、
息
を
 

吐
き
な
が
ら
手
を
ム
ロ
わ
せ
る
。
こ
れ
は
水
子
供
養
 
祭
は
 か
り
で
な
く
、
先
祖
供
養
 祭
 、
毎
晩
の
お
つ
と
め
で
も
 行
 わ
れ
る
。
お
っ
と
 め
 の
 

時
は
自
覚
反
省
 俄
悔
 文
で
は
な
く
、
般
若
心
経
を
一
五
 口
唱
え
る
。
全
員
の
「
お
加
持
し
は
体
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
 促
し
、
一
体
感
を
醸
成
 

す
る
。
㈹
は
布
教
 所
 発
足
当
初
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
。
 当
初
は
困
窮
者
救
済
の
機
能
を
果
た
し
た
が
、
最
近
は
 生
活
に
余
裕
が
で
き
 

て
 、
信
者
に
と
っ
て
 ほ
 一
種
の
楽
し
み
に
な
っ
て
い
る
。
 ㈲
は
地
域
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
採
用
さ
れ
た
 。
寒
の
入
り
か
ら
二
月
 

二
日
ま
で
、
毎
夜
三
人
一
組
に
な
り
、
教
会
名
入
り
の
た
 す
き
と
提
灯
を
携
え
て
創
価
学
会
世
帯
を
除
い
た
飯
高
 町
 全
戸
を
心
経
を
唱
え
 

て
 回
る
の
が
寒
行
で
あ
る
。
こ
れ
は
布
教
坊
発
足
以
前
か
 ら
行
わ
れ
て
お
り
、
各
戸
か
ら
喜
捨
を
受
け
る
の
で
、
 老
人
世
帯
の
多
い
飯
高
 

教
会
の
重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
い
る
。
最
近
の
寒
行
 で
は
、
延
べ
一
八
名
の
信
者
が
参
加
し
、
三
十
数
万
円
の
 収
入
が
あ
っ
た
。
こ
の
 

程
う
 ち
の
約
一
割
は
町
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ
寄
付
 さ
れ
る
。
二
月
三
日
は
節
分
祭
を
す
る
。
こ
れ
は
十
五
年
 程
前
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
 

過
 
礒
 
で
、
星
祭
り
と
も
い
わ
れ
る
。
本
部
 よ
 り
受
け
て
 き
た
札
に
各
人
の
数
え
の
年
齢
、
名
前
、
干
支
を
書
き
、
 家
内
安
全
、
心
身
健
康
の
た
 

透
 
め
そ
れ
を
読
み
あ
げ
る
。
こ
れ
は
信
者
ば
か
り
で
 な
く
地
域
の
住
民
か
ら
も
需
要
が
多
く
、
二
五
 0
 枚
の
札
 に
四
ち
五
 0
0
 

人
の
名
前
を
 

浸
 
書
く
。
こ
れ
も
、
飯
 高
 教
会
に
と
っ
て
は
貴
重
な
収
 入
源
 と
な
っ
て
お
り
、
約
三
十
万
円
の
収
入
が
あ
る
。
 最
後
に
㈲
に
つ
い
て
述
べ
る
 0
 

趨
 
三
月
と
八
月
は
本
部
団
参
が
あ
り
、
本
部
よ
り
 四
 0
 大
 乗
り
の
・
バ
ス
が
来
て
一
泊
 
し
 修
法
、
参
拝
、
見
学
等
 な
 行
 う
 。
一
回
は
洗
濯
行
尊
 

の
 
か
の
奉
仕
 行
 を
行
 う
 。
二
百
と
九
月
は
研
修
会
が
あ
 り
 、
本
部
企
画
部
よ
り
講
師
が
来
 姦
 し
て
講
演
会
を
聞
く
 。
五
月
の
第
四
日
曜
日
は
教
 

咄
 
団
の
青
年
会
統
一
行
動
デ
ー
と
な
っ
て
お
り
、
 飯
 高
教
会
で
も
三
年
前
か
ら
参
加
し
て
い
る
。
と
い
っ
て
も
 参
加
で
き
る
青
年
は
皆
無
な
 

%
 
 の
で
、
教
会
長
以
下
熱
心
な
信
者
が
七
 ち
 八
名
 松
 阪
 駅
頭
に
て
身
体
障
害
者
の
た
め
の
募
金
活
動
を
す
る
。
 毎
年
秋
か
春
に
、
信
者
大
会
 

新
を
近
所
の
保
健
セ
ン
タ
ー
を
借
り
て
行
 
う
 。
本
部
 よ
り
講
師
が
一
名
、
親
教
会
 よ
 り
布
教
師
が
来
 諜
 し
、
 松
 阪
や
愛
知
県
か
ら
も
信
者
が
   



こ
れ
ま
で
、
 円
応
 教
の
森
地
区
へ
の
伝
播
・
浸
透
・
定
着
 過
程
の
特
徴
と
そ
の
要
因
を
論
じ
て
ぎ
た
。
こ
こ
で
 簡
 単
に
ま
と
め
る
。
①
 

受
容
の
契
機
は
教
 丈
 に
 よ
 る
問
題
の
提
示
、
明
確
化
 あ
 る
い
は
解
決
が
多
い
。
ま
た
修
法
は
在
来
の
現
世
利
益
を
 核
 と
す
る
信
仰
と
親
和
 

性
 が
あ
っ
た
。
②
女
性
の
場
合
、
秀
子
と
の
 ヵ
 ウ
ン
セ
 リ
ン
グ
関
係
が
受
容
に
寄
与
し
て
い
る
。
③
浸
透
は
ま
ず
 家
族
・
親
戚
か
ら
な
さ
 

れ
て
い
っ
た
。
最
初
の
人
我
者
に
世
帯
主
が
多
い
こ
と
が
 そ
れ
を
容
易
に
し
た
。
④
教
会
と
し
て
の
定
着
は
 、
西
 垣
 夫
妻
の
コ
ン
ビ
に
 よ
 

る
 リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り
、
集
団
の
凝
集
性
の
高
揚
、
 地
域
社
会
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
効
果
的
に
な
さ
れ
た
 。
そ
の
際
、
信
仰
対
象
 

の
 自
由
、
氏
神
と
先
祖
の
崇
拝
な
ど
の
同
店
教
の
信
念
体
 系
 と
伝
統
的
信
念
体
系
と
の
親
和
性
が
こ
こ
で
も
 ブ
 ラ
 ス
 要
因
と
な
っ
た
。
 

最
後
に
、
 森
 地
区
に
お
い
て
ほ
 ば
 同
時
期
に
信
念
体
系
 の
 多
数
受
容
を
成
し
遂
げ
た
創
価
学
会
と
、
伝
播
・
浸
透
 
定
着
過
程
に
 %
 げ
 

る
 性
格
を
比
較
し
な
が
ら
、
 円
応
 教
の
特
徴
を
際
立
た
 せ
て
い
 き
 、
本
稿
の
む
す
び
と
し
た
い
。
創
価
学
会
の
信
 念
 体
系
の
性
格
は
 、
教
 

典
 中
心
で
在
来
の
伝
統
的
信
念
体
系
と
は
異
質
で
あ
る
 の
に
対
し
て
、
 円
応
 教
の
場
合
は
霊
籠
中
心
で
、
伝
統
的
 信
念
体
系
と
親
和
的
で
 

あ
る
と
い
え
る
。
実
践
面
で
は
、
学
会
は
葬
式
や
先
祖
 供
養
に
独
自
の
体
系
を
有
し
、
独
自
の
政
治
活
動
を
行
い
 、
伝
播
当
初
か
ら
 折
状
 

に
よ
る
信
者
獲
得
志
向
が
強
烈
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
 円
心
教
は
葬
式
や
供
養
は
旦
那
寺
の
僧
侶
に
任
せ
、
 政
 治
 活
動
は
せ
ず
、
初
期
 

に
お
い
て
は
教
団
に
「
人
数
」
す
る
こ
と
の
意
識
は
非
常
 に
低
く
、
信
者
獲
得
志
向
は
弱
か
っ
た
と
い
え
る
。
 す
 な
わ
ち
学
会
が
従
来
の
 

六
 

む
す
び
 

一
八
 0
 
名
程
 集
ま
る
。
そ
こ
で
は
、
講
師
に
よ
る
講
演
、
 

新
教
会
布
教
師
に
 よ
 る
祝
辞
、
信
仰
体
験
発
表
二
名
、
 

西
垣
 隣
 に
よ
る
教
義
 研
 
8
 
 
 

突
発
表
、
 

ヵ
 ラ
 オ
ケ
 、
日
本
舞
踊
等
の
余
興
が
あ
る
。
 

-
 」
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
の
前
に
は
、
 

未
 信
者
や
休
眠
信
者
 に
 働
き
か
け
、
教
化
の
め
 
 
 
 
 

機
会
と
す
る
の
で
あ
る
。
 



新宗教の地方 

（ （ 
7  6   王

 
;
 

 
 着
 
定
 

（
 
2
 ）
 

 
 

 
 播
 

 
 へ
 

森
岡
清
美
・
西
山
茂
「
新
宗
教
の
地
方
伝
播
と
定
着
の
過
程
 

山
形
県
湯
野
浜
の
妙
智
会
会
員
調
査
か
ら
１
１
」
（
柳
川
 啓
 
一
 ・
安
斎
仲
編
 

同
宗
教
と
社
会
変
動
」
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
和
五
十
四
年
）
 

一
 三
八
ぺ
ー
ジ
。
 

天
理
教
中
和
大
教
会
史
料
集
成
部
 編
ョ
 中
和
大
教
会
 史
 資
料
集
 Ⅳ
部
内
教
会
 史
 ロ
工
一
一
 
@
 二
 二
二
。
 
へ
｜
ジ
 。
 

堀
井
宏
 憲
 
「
宗
教
 編
 ・
そ
の
他
の
宗
教
」
（
飯
高
町
 

史
 編
纂
 委
 員
 会
編
ョ
飯
高
町
 史
 」
昭
和
六
十
一
年
）
参
照
。
 

こ
の
他
、
個
人
的
に
あ
る
い
は
一
家
だ
け
で
宗
教
に
所
属
し
て
 い
る
例
が
あ
る
。
以
下
名
称
の
み
あ
げ
る
。
浄
土
宗
、
浄
土
真
 &
 不
 、
霊
友
会
、
 

立
正
佼
成
会
、
世
界
救
世
教
、
真
如
 苑
 、
霊
宝
合
。
 

拙
稿
（
共
著
）
「
櫛
田
川
上
流
山
村
の
生
活
変
化
と
そ
の
要
因
 

三
一
重
県
飯
南
郡
飯
高
町
 森
 地
区
１
１
」
 
尖
 成
城
大
学
民
俗
学
 研
究
所
紀
要
 ヒ
 

第
一
 0
 集
 、
昭
和
六
十
一
生
・
）
一
八
五
ぺ
ー
ジ
。
 

西
垣
秀
子
か
ら
の
聴
き
取
り
に
 よ
 る
。
 

円
 店
数
の
い
の
ち
と
も
い
 う
 べ
 き
 修
行
 "
 多
く
は
布
教
師
と
信
 者
が
向
き
合
っ
て
拝
み
合
 う
 か
た
ち
を
と
る
。
「
教
義
概
要
」
 

に
ょ
 れ
ば
、
 両
 

㈲
 

者
 と
も
教
祖
の
霊
導
を
信
じ
念
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
両
者
の
過
 去
 と
現
在
の
行
為
と
品
性
に
つ
い
て
 俄
 悔
し
、
人
格
の
修
練
に
 努
め
る
こ
と
と
 
 
  
 

さ
れ
て
い
る
。
実
際
は
拝
み
合
っ
て
い
る
 う
 ち
に
、
布
教
師
の
 手
先
や
体
が
動
き
出
し
、
リ
ズ
ミ
 ヵ
か
 な
調
子
の
こ
と
ば
が
 尭
 せ
ら
れ
る
。
 
こ
 

信
仰
や
他
宗
教
と
 

現
し
、
後
者
に
つ
 

層
に
浸
透
し
つ
つ
 

創
価
学
会
は
森
 

い
が
、
少
な
く
と
 

度
、
 ③
既
成
教
団
 

ら
れ
る
。
 

の
 違
い
を
強
調
し
、
メ
ン
バ
ー
の
拡
大
に
積
極
的
で
あ
っ
 た
の
に
対
し
て
、
同
店
教
は
前
者
に
つ
い
て
は
共
通
点
 を
強
 

い
て
は
消
極
的
で
、
主
と
し
て
、
来
た
ク
ラ
イ
ニ
 ソ
ト
 の
 面
倒
を
み
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
た
。
ま
た
、
学
会
は
 壮
年
 

あ
り
、
同
店
教
は
中
高
年
層
が
申
 心
 で
あ
る
と
 い
 え
る
。
 

ぬ
 区
へ
の
定
着
の
面
で
円
 応
 教
の
後
塵
を
拝
さ
ね
ば
な
 ら
な
か
っ
た
 0
 こ
の
理
由
は
複
雑
で
現
段
階
で
は
特
定
で
 き
な
 

も
本
稿
で
 多
小
 と
も
触
れ
た
次
の
諸
点
、
す
な
わ
ち
①
 人
口
の
高
齢
化
状
況
、
②
信
念
体
系
の
在
来
信
仰
と
の
 
親
和
 

お
よ
び
地
域
社
会
か
ら
の
容
認
 度
 、
④
リ
ー
ダ
ー
の
 宗
 教
 活
動
へ
の
専
念
 度
 等
と
関
連
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
 考
え
 



ロ
付
記
 
口
 

調
査
に
あ
た
っ
て
、
 円
 店
数
 飯
南
 教
会
の
西
垣
秀
子
、
勝
教
会
 長
夫
妻
を
は
じ
め
教
会
の
皆
様
に
は
た
い
へ
ん
お
世
話
に
な
っ
 た
 。
心
よ
り
感
謝
申
し
 

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
 

れ
が
「
数
立
」
で
あ
る
。
す
る
と
、
信
者
の
体
も
動
ぎ
出
し
て
 

く
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
 

ょ
う
 
な
身
体
的
表
現
は
、
普
通
は
霊
 

0
 表
現
で
あ
る
 7
0
 

（
 
8
 ）
大
阪
の
、
水
和
教
会
長
で
教
団
事
務
総
長
兼
務
。
当
時
 

。
っ
こ
。
 
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「
数
立
」
に
よ
り
、
ク
ラ
イ
 

ェ
る
 

ナ
 

掩
 磨
は
 

ソ
ト
 
子
教
会
の
西
陣
教
会
に
布
教
に
来
て
い
た
。
そ
の
後
、
森
 
の
も
つ
問
題
や
、
過
去
、
現
在
、
未
来
の
こ
と
を
暗
示
的
 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
 
9
 ）
い
ず
れ
も
 
円
応
 
散
飯
高
教
会
に
て
昭
和
六
十
年
十
月
十
 

八
日
聴
き
取
り
。
 

（
Ⅳ
）
拙
稿
「
あ
る
新
宗
教
女
性
布
教
師
の
生
活
史
１
１
信
念
 

体
系
受
容
過
程
を
中
心
に
」
（
「
常
民
文
化
」
第
九
号
、
成
 

城
 大
学
大
学
院
口
木
 

常
 

良
文
化
専
攻
院
生
会
議
、
昭
和
六
十
一
年
）
参
照
。
 

（
Ⅱ
）
布
教
師
資
格
の
一
つ
。
教
団
の
、
「
布
教
師
検
定
規
定
 

」
お
よ
び
「
布
教
師
養
成
講
習
内
規
」
に
 

ょ
 れ
ば
布
教
師
に
は
 

、
司
祭
 
師
 、
司
教
師
、
 

司
 導
師
、
円
導
師
、
応
導
師
、
智
導
師
、
 

覚
 導
師
が
あ
る
。
 

布
 教
師
養
成
講
習
は
一
四
泊
一
五
日
で
、
課
目
は
円
心
教
 

史
 、
教
 典
 、
教
義
、
心
 

理
学
概
論
、
祭
典
作
法
、
修
法
、
布
教
講
話
、
奉
仕
行
な
ど
で
 

あ
る
。
 

（
は
）
但
し
、
宗
教
法
人
格
は
取
得
し
て
い
な
い
。
 

（
 
q
0
 

）
体
を
な
で
た
り
、
さ
す
っ
た
り
す
る
こ
と
。
 



「普及福音新教伝道会」 の 日本伝道について 

口
論
文
要
旨
ロ
木
 

稿
は
 「
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
」
が
ど
の
 

ょ
 う
 な
神
学
に
立
脚
し
て
日
本
伝
道
を
行
な
っ
た
の
か
、
特
に
正
 

統
帥
キ
リ
ス
ト
教
と
比
 

較
 し
て
持
つ
特
色
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

従
来
、
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
 

ソ
 ト
定
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
の
 

伝
 道
 会
を
「
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
派
」
に
属
す
る
も
の
と
し
、
 

主
 に
そ
の
聖
書
批
評
 

と
 歴
史
的
研
究
に
よ
っ
て
正
統
的
キ
ス
ト
教
に
大
き
な
衝
撃
を
 

与
え
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
 

誤
 ま
り
で
は
な
い
が
、
 

こ
 の
 伝
道
会
の
日
本
で
 

の
 活
動
の
特
色
を
正
し
く
伝
え
る
も
の
と
は
 

言
，
ぇ
 

な
い
。
こ
の
 
会
の
日
本
伝
道
の
特
色
は
、
そ
の
日
本
の
宗
教
観
に
あ
っ
た
と
 

一
 
日
 え
る
。
 

即
ち
、
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
が
、
日
本
の
諸
宗
教
を
異
教
、
 

邪
 教
 と
見
 徴
 し
、
そ
の
伝
道
に
お
い
て
ひ
た
す
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
 

の
 改
宗
を
強
調
し
 

 
 

 
 

 
 

「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
の
形
成
が
そ
の
目
的
と
さ
れ
た
。
こ
の
 

点
 に
こ
そ
「
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
」
に
よ
る
日
本
伝
道
の
最
 

大
の
特
色
が
あ
っ
 

た
と
 @
@
@
 

え
る
。
 

ロ
キ
ー
・
ワ
ー
ド
ロ
チ
ュ
ー
 

ビ
ソ
 ゲ
ン
学
派
、
宗
教
史
学
派
、
 

正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
、
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
、
改
古
木
 

「
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
」
の
日
本
 
伝
道
に
っ
 

明
治
二
十
年
代
前
半
を
中
心
に
し
て
 

@ レ 

て 

成
 

 
 

関
岡
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明
治
一
八
（
一
八
八
五
）
年
秋
で
あ
り
、
最
初
は
東
京
、
 横
浜
に
ド
イ
ッ
人
の
教
会
を
組
織
し
た
り
、
 独
 遊
学
 協
 全
 学
校
で
教
え
た
り
し
 

ま
乙
 p
0
%
 
お
お
 ぎ
 （
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
）
 が
 第
一
伝
道
 区
 と
し
て
定
め
た
日
本
に
最
初
に
派
遣
さ
 れ
た
宣
教
師
で
あ
る
。
来
日
は
 

ニ
 ー
デ
ル
 

大
 で
あ
っ
 

ス
ピ
ン
 
（
 
0
 （
（
 
0
 
 
の
。
 
ア
日
 ぽ
ロ
の
）
）
 

、
 ム
ン
チ
ン
ガ
ー
（
木
の
㍉
）
 

目
 Ⅰ
 臣
 ぃ
ぎ
 
の
の
Ⅱ
）
の
 

二
 一
人
の
宣
教
師
と
三
正
 
良
 、
丸
山
道
一
の
 一
 一
人
の
日
本
 

た
 0
 そ
こ
で
こ
の
五
人
の
人
物
を
簡
単
に
紹
介
し
た
い
 0
 

ナ
 ー
は
、
一
八
八
二
年
に
自
ら
も
創
立
発
起
人
の
一
人
と
 し
て
参
加
し
た
 
臣
 p
p
m
o
 

ヨ
 の
ぎ
の
の
 
セ
 の
 コ
 の
の
年
の
 

0
 甘
 ・
 
づ
 ～
 
0
 汀
 の
 
田
が
コ
白
レ
の
の
 

ゴ
 の
 

 
 

そ
し
て
、
こ
の
明
治
二
十
年
代
前
半
の
「
伝
道
会
」
の
 最
 盛
期
に
活
躍
し
た
人
物
は
、
ス
ピ
ン
ナ
ー
（
 ミ
レ
 ）
 
h
q
 
げ
 &
 
の
 で
レ
コ
コ
 

の
Ⅱ
）
 

、
   

ユ 

独
協
（
 独
 遊
学
協
会
Ⅱ
筆
者
）
の
事
業
と
独
 逸
 伝
道
会
 の
事
業
と
が
栄
枯
盛
衰
を
共
に
し
て
居
る
の
は
 益
 

不
ル
 先
生
の
渡
来
頃
か
ら
シ
ュ
、
 
、
、
｜
 
デ
ル
先
生
の
帰
国
 頃
 ま
で
が
全
盛
で
あ
っ
て
、
明
治
二
十
八
年
ム
ン
 

（
 
り
 
z
 
）
 

年
に
は
独
協
専
修
科
も
最
後
の
卒
業
生
を
出
し
た
。
 

々
面
白
い
。
独
協
も
 ス
ピ
 ソ
 

チ
ン
ゲ
ル
先
生
が
帰
国
す
る
 

（
 
l
l
 
）
 

あ
る
と
 徴
 さ
れ
て
、
内
外
の
教
役
者
か
ら
は
、
嫌
忌
 さ
 れ
つ
ュ
 も
、
あ
る
敬
意
は
払
は
れ
て
居
た
。
 

「
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
」
（
以
下
「
伝
道
会
」
と
 

織
 
「
普
及
福
音
教
会
」
が
設
立
さ
れ
た
明
治
二
十
年
か
 

三
正
長
、
丸
山
道
一
の
次
の
よ
う
な
証
言
に
よ
っ
て
も
 

私
の
記
憶
を
辿
る
と
、
伝
道
殊
に
教
会
の
仕
事
が
 、
 

た
 、
 廿
 三
年
の
後
半
か
ら
は
、
多
少
だ
れ
気
味
に
な
 す

る
）
が
、
キ
リ
ス
ト
教
内
外
よ
り
最
も
注
目
さ
れ
た
 の
は
、
日
本
人
の
教
会
組
 

ら
数
年
間
と
言
え
る
。
例
え
ば
そ
れ
は
「
伝
道
会
」
を
 代
 表
す
る
日
本
人
指
導
者
 

明
ら
か
で
あ
る
。
 

最
も
順
調
に
着
々
進
展
し
た
の
も
、
創
立
の
明
治
世
 年
 か
ら
什
一
、
二
年
で
あ
 っ
 

つ
て
来
た
。
一
、
二
年
の
頃
我
々
の
運
動
は
外
部
か
ら
も
 、
自
由
派
即
ち
異
端
で
 

  

明
治
二
十
年
代
前
半
の
「
普
及
福
音
新
教
伝
道
会
」
 
」
 

72 



「普及福音新教伝道会」の 日 本伝道に   ついて 

で
あ
る
。
 

訳   
翻 一 人 
訳 の 

な 目 
ど 本 
で ・ 人 

彼 三 
ら 並 
を 助、 良 
  
俊 道 
ケ "  し "- 

ほ ほ 
司 

「新 真理 

口 数 
の 神 
綿 羊 
美 枝 
や 」 

論 文展 の 
歌 切 
筆 の 
も 神 
行 学 
な 生 

  
  
  の 

教 体 め旦 「～ @ 
道 師 
会 の 
」 教 
ち ぇ 
代 を 
表 受 げ する 、 
日 柘三 

本 学 
人 中 
指 か 
導 ら 
音 通 

73         

シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
は
、
五
年
間
滞
在
し
二
五
年
秋
に
ド
イ
ツ
 に
 帰
国
し
た
。
 

ム
ン
チ
ン
ガ
ー
は
、
二
三
年
二
月
単
身
ド
イ
ツ
よ
り
来
日
 し
 、
五
年
間
滞
在
し
て
 

理
 」
へ
の
執
筆
が
主
な
る
活
動
で
あ
っ
た
。
若
年
で
あ
 っ
 た
こ
と
も
あ
り
、
ス
ピ
ン
 

本
 滞
在
中
は
二
人
ほ
ど
に
は
注
目
さ
れ
な
か
っ
た
。
 た
 だ
 、
ス
ピ
ン
ナ
ー
、
シ
ュ
、
 
、
 
,
 

日
本
語
に
通
じ
説
教
な
ど
も
日
本
語
で
行
な
っ
て
い
る
。
 

二
八
年
帰
国
し
た
。
彼
も
神
学
校
で
の
教
育
と
 コ
真
 

ナ
目
 
シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
を
補
佐
す
る
形
に
な
り
、
 日
 

｜
デ
か
 は
日
本
語
に
通
じ
な
か
っ
た
が
、
彼
は
よ
く
 

@
4
@
 

｜
 
デ
ル
民
兵
火
あ
り
し
の
み
」
と
述
べ
て
い
る
。
 

ら
 ざ
り
 ぎ
 。
 此
 時
に
当
り
聖
書
批
評
学
の
何
た
る
こ
と
 ュ
 聖
書
を
歴
史
的
に
考
究
す
る
の
必
要
と
を
説
き
た
る
も
 の
は
主
と
し
て
シ
ュ
、
 
、
、
 

た
 。
「
真
理
 ヒ
の
 シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
の
論
文
に
影
響
を
受
 け
 た
 一
人
で
あ
る
横
井
時
雄
は
、
シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
の
送
別
 会
の
席
で
「
シ
ュ
ミ
 ｜
 

デ
ル
氏
は
数
百
の
宣
教
師
 中
 聖
書
批
評
学
を
専
門
と
す
 る
 最
初
唯
一
の
宣
教
師
な
り
。
初
日
本
の
教
 ふ
ム
 
は
 未
 だ
批
 評
 学
の
何
た
る
か
を
 知
 

道
 も
行
な
っ
た
が
、
特
に
力
を
注
い
だ
の
は
、
神
学
生
 の
 養
成
と
ス
ピ
ン
ナ
ー
と
共
に
始
め
た
機
関
誌
門
真
理
し
 で
の
執
筆
活
動
で
あ
っ
 

し
た
人
物
で
あ
る
。
 

二
人
目
の
宣
教
師
 シ
 ユ
ミ
ー
デ
ル
は
、
ス
ピ
ン
ナ
ー
 竺
 一
年
遅
れ
て
二
十
年
秋
、
夫
人
と
共
に
来
日
し
た
。
シ
ュ
 
ニ
 ー
デ
ル
は
直
接
 伝
 

ス
 人
で
二
二
才
の
時
に
来
日
、
五
年
半
日
本
に
滞
在
し
 、
 二
四
年
春
に
帰
国
し
た
。
こ
の
間
独
身
で
あ
り
、
文
字
 通
り
日
本
伝
道
に
献
身
 

し
た
。
 三
 一
年
、
「
新
教
神
学
校
」
の
開
校
。
 二
 二
年
に
 は
 機
関
誌
 
司
 真
理
 ヒ
を
 発
行
し
、
日
本
伝
道
の
基
礎
を
 確
立
し
た
。
彼
は
 ス
ィ
 

た
が
、
二
十
年
二
月
に
は
、
彼
が
洗
礼
を
授
け
た
日
本
人
 キ
リ
ス
卜
者
を
中
心
に
「
普
及
福
音
教
会
」
を
結
成
、
 本
格
的
に
伝
道
を
開
始
 



「
伝
道
会
」
の
神
学
、
思
想
に
対
し
て
は
、
当
初
 

よ
 り
「
 異
端
」
と
か
「
ム
ロ
 

理
 主
義
」
と
か
の
批
判
が
為
さ
れ
た
。
 

こ
れ
ら
は
「
伝
道
 

そ 
    
で， 

    本 
稿 

お   
ヱ '" 」 @ ま 

    
の の 

神 『 司 
学、 真 
理 
L" 

居 、 
@t 二 j 玉 を 

中心 ぉ 的 
    れ @ し 
折く 

仏 「 @ 
道 
会 」 

の 

日 

本 
伝 
道 
Ⅴ ナ し 

つ 
い 

て 

考 

察す 

る 
    

と 

ケ Ⅰ ヒ 

し 

ナ ・ ヒ 

い 
  

時
 我
国
の
宗
教
界
や
思
想
界
に
重
ぎ
を
な
し
た
の
ほ
 主
 と
し
て
ス
ピ
ン
子
め
、
 

シ
 ユ
ミ
ー
デ
ル
、
 
ム
 ソ
チ
ン
ゲ
ル
 
三
 先
生
に
負
 ふ
 所
が
 

（
 
7
7
-
 

あ
っ
た
と
は
 い
 へ
、
そ
の
高
弟
の
双
 
壁
 た
る
三
亜
、
 
丸
 山
雨
先
生
の
特
殊
な
協
力
に
依
っ
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
 ら
ぬ
。
 

普
及
福
音
教
会
の
主
義
を
宣
伝
す
る
に
当
つ
て
最
も
有
 力
 で
あ
っ
た
機
関
は
「
真
理
」
で
あ
る
と
私
は
確
信
す
る
 。
そ
し
て
同
誌
が
当
 

も
相
応
の
思
慮
あ
り
、
教
会
の
前
途
を
遠
察
し
得
る
も
 の
は
何
人
も
雑
誌
「
真
理
」
な
る
も
の
は
所
謂
正
統
教
会
 に
 取
り
て
は
 
其
 信
仰
 

小
 
6
 ）
 

0
%
 低
よ
 り
動
揺
せ
し
む
る
恐
る
べ
き
革
命
の
星
 火
 た
る
 を
 認
め
ざ
る
を
 得
 ざ
り
し
な
り
。
 

明
治
二
十
年
代
前
半
「
伝
道
会
」
の
最
盛
期
に
活
躍
し
た
 の
は
こ
の
五
人
で
あ
る
が
、
彼
ら
の
活
躍
の
舞
台
と
な
 っ
 た
の
が
明
治
二
二
 

年
 十
月
に
そ
の
第
一
号
を
発
行
し
た
月
間
機
関
誌
「
 真
 理
 」
で
あ
る
。
「
真
理
」
が
い
か
に
「
伝
道
会
」
の
立
場
 を
 世
間
に
明
ら
か
に
す
 

る
の
に
力
が
あ
り
、
ま
た
人
々
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
 か
は
、
次
の
二
 一
並
 
、
山
路
愛
山
、
佐
藤
 徳
 介
の
言
葉
に
 よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
 

る
 。
 

田
舎
か
ら
上
京
し
た
他
の
教
会
の
信
者
や
、
牧
師
 達
が
、
 私
に
話
し
た
所
に
よ
る
と
「
異
端
と
は
云
は
れ
る
も
の
 又
 「
真
理
」
支
げ
 

は
 、
ど
う
し
て
も
読
ま
ざ
る
を
得
な
い
」
と
 云
ふ
 評
判
に
 な
っ
て
、
 何
 拠
の
牧
師
を
尋
ね
て
も
「
真
理
」
を
必
ず
 そ
の
机
の
上
に
見
出
 

-
5
0
 

）
 

し
た
と
 云
 ふ
こ
と
だ
つ
た
。
 

諺
 に
日
は
ず
や
盲
人
は
蛇
を
恐
れ
ず
と
。
蓋
し
当
時
の
 耶
蘇
教
会
に
於
て
も
固
よ
り
蛇
を
恐
れ
ざ
る
盲
人
あ
り
 し
 な
ら
ん
。
さ
れ
ど
 荷
   



ゲ
ン
 生
 二
 
%
 」
と
し
て
い
る
。
 

「
伝
道
会
」
の
神
学
を
「
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
派
」
と
す
 

る
こ
と
に
対
し
て
は
、
 

三
 並
は
明
治
二
三
年
に
司
真
理
 

し
 第
一
三
号
で
「
 
人
 

ハ
 
Ⅱ
）
 

@
 

又
た
 五
口
人
の
執
る
神
学
説
と
、
 

独
遊
め
 チ
ュ
ビ
ン
ゲ
ン
 
学
 派
 と
を
混
合
せ
ん
と
す
る
も
 

、
足
 れ
赤
井
な
り
」
と
 

反
 諭
 し
て
い
る
 
0
 ま
た
 山
 

（
 
托
 
@
@
 

各
省
吾
は
隅
 
谷
 三
喜
男
氏
ら
と
の
対
談
の
中
で
 

隅
 谷
底
 が
 「
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
学
派
を
代
表
す
る
普
及
福
音
教
会
 

の
神
学
」
と
発
言
し
た
 

 
 

て
 
の
に
対
し
て
、
「
普
及
福
音
教
会
は
必
ず
し
も
 

チ
ュ
 
｜
ビ
ソ
 
ゲ
ン
学
派
と
関
係
し
て
い
た
の
で
は
な
く
」
と
 

否
定
し
て
い
る
。
 

 
 

あ
っ
た
の
か
、
残
念
な
こ
と
に
三
 

亜
 、
山
谷
は
「
チ
ュ
 

｜
ビ
ソ
 
ゲ
ン
学
派
」
と
す
る
 

@
%
 
 

云
説
 

に
 
る
が
、
「
山
本
敷
史
学
派
」
（
 

に
反
論
否
定
し
て
い
る
も
の
の
そ
の
何
で
あ
 

オ
匹
田
 
。
 
コ
 鱒
の
の
 

住
汀
す
 
（
 

 
 

 
 

道
 

」
、
 
、
 

の
ら
や
は
り
「
宗
教
史
学
派
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
 

即
 ち
 「
ト
レ
ル
チ
と
日
本
伝
道
」
の
論
文
で
、
「
伝
道
会
」
 

を
 支
援
し
た
ト
レ
ル
チ
 

 
 
逢
 
（
 
由
 Ⅱ
コ
組
 
円
 「
 
0
 
の
Ⅰ
侍
の
 

0
 
す
 ）
の
伝
道
論
を
考
察
し
て
「
 

伝
道
会
」
の
神
学
的
背
景
と
し
て
「
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
 

学
派
」
で
な
く
、
「
こ
の
会
 

-
M
@
 

諦
 
は
む
し
ろ
正
し
く
い
え
ば
宗
教
史
学
派
に
属
し
て
新
 

荻
 

筆
者
は
ス
ピ
ン
チ
」
シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
、
 

ム
ン
 

 
 

「
宗
教
史
学
派
」
の
立
場
が
 

 
 
甑
 
表
明
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
、
そ
の
点
を
考
 

察
し
た
い
。
 

 
 

「
伝
道
会
」
の
宣
教
師
と
他
の
宣
教
師
、
特
に
正
統
的
 

キ
 リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
と
根
本
的
に
異
な
っ
た
点
は
、
「
 

伝
 追
金
」
が
他
宗
教
、
 
75 (75) 

ま
た
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
な
か
っ
た
ド
イ
ッ
神
学
 の
 動
向
が
日
本
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
「
チ
ュ
 ｜
ビ
 ン
ゲ
ン
学
派
」
 

（
 
ゴ
ご
ぎ
抽
 代
目
 三
 ⑧
と
さ
れ
る
よ
 う
 に
な
り
、
そ
れ
 が
 定
着
し
今
日
に
ま
で
続
い
て
い
る
。
例
え
ば
、
山
路
 愛
山
 
「
現
代
日
本
教
 

 
 

金
史
論
 L
 、
網
谷
三
喜
男
「
近
代
日
本
の
形
成
と
キ
リ
ス
 ト
 @
9
 

数
日
、
 

）
大
内
 二
 一
郎
「
近
代
日
本
の
聖
書
思
想
 
ヒ
は
、
い
 ず
れ
も
「
チ
ュ
ー
 ビ
ソ
 

@
0
0
 

）
 

会
 」
の
主
張
を
た
だ
表
面
的
に
捉
え
て
為
さ
れ
た
批
判
 で
あ
っ
た
。
し
か
し
 コ
 
真
理
三
の
発
行
で
「
伝
道
会
し
の
 立
場
が
明
確
に
な
り
、
 



銘 
を ス 会 」 ちにか 、 おの     

こ
 杣
は
、
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
 
目
 P
 Ⅹ
宝
田
 汀
 Ⅰ
）
の
 舌
 口
薬
「
世
界
の
諸
宗
教
を
正
直
に
独
立
し
て
研
究
す
る
と
 
（
中
略
）
幾
ら
 

-
 
け
 @
 

真
理
を
含
ま
な
い
宗
教
は
一
つ
も
な
い
」
を
思
い
起
さ
 せ
る
。
事
実
、
ス
ピ
ン
ナ
ー
は
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
の
 こ
の
言
葉
を
念
頭
 

い
て
こ
れ
を
記
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
と
い
う
の
は
 ス
 ピ
ン
ナ
ー
は
学
生
時
代
か
ら
他
宗
教
、
特
に
イ
ン
ド
の
 宗
教
に
関
心
を
持
 

後
に
は
ロ
ン
ド
ン
に
マ
ッ
ク
ス
・
ミ
ュ
ラ
ー
を
訪
ね
て
 

ピ
ン
ナ
ー
は
、
日
本
で
の
生
活
に
お
い
て
も
、
自
宅
食
堂
 

の
 良
 き
 支
援
者
で
あ
っ
た
こ
と
も
 

弍
 
i
 
 

）
 

「
伝
道
会
」
が
「
宗
教
 教
え
を
乞
 う
 て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
お
マ
ッ
ク
ス
・
 、
、
、
 

史
学
派
」
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
の
一
つ
の
証
明
に
も
 

 
 

行
っ
て
非
常
に
感
 

な
ろ
 う
 。
 

 
 

-
 
英
 @
 

受
け
教
会
や
教
室
で
存
目
の
ぎ
 旦
 
（
 塁
 @
 
同
 ）
の
気
に
打
 た
れ
た
と
再
三
語
っ
て
い
る
。
小
川
商
議
 は
 、
ス
ピ
ン
 ナ
 ー
の
 田
 b
 い
 山
山
 
と
 

き
、
宗
教
上
の
原
理
有
り
て
存
せ
ざ
る
は
な
し
、
故
に
 自
己
の
奉
ず
る
宗
教
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
 

之
 れ
を
異
教
と
呼
 び
 、
邪
教
と
罵
る
が
 

 
 

如
き
は
誠
に
笑
 ふ
 べ
 き
 事
と
 調
 ふ
べ
く
、
如
何
な
る
 宗
 教
 中
に
も
必
ず
や
多
少
真
理
の
分
子
を
認
め
ざ
る
は
な
し
  
 

て よ 

り
 導
 き
 出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
以
下
具
体
的
 に
 ス
ピ
ン
ナ
ー
ら
の
他
宗
教
観
を
見
る
こ
と
に
す
る
。
 

ス
ピ
ン
ナ
ー
は
 
司
 真
理
 口
 第
一
号
で
、
言
語
学
、
比
較
 士
 示
教
学
、
そ
の
他
の
学
問
の
進
歩
、
発
展
 昼
 @
 及
し
た
後
 
 
 

い
る
。
 

全
世
界
人
類
の
宗
教
道
徳
上
の
生
活
に
就
き
、
観
察
す
 る
の
識
力
を
有
し
居
た
ら
ん
に
は
、
必
ず
以
前
の
如
き
 浅
 薄
 な
る
位
置
に
立
 

ち
、
 吾
が
人
民
に
赤
ら
ざ
る
も
の
、
吾
が
宗
派
、
吾
が
ゐ
 
下
説
に
非
ら
ざ
る
も
の
は
、
 
皆
 悉
く
誤
謬
な
り
妄
誕
な
り
 と
し
 濱
序
 す
る
が
 如
 

き
 狂
愚
を
為
さ
ど
り
し
な
ら
ん
、
凡
て
世
の
宗
教
た
る
 も
の
、
一
と
し
て
 

縦
ひ
 最
下
の
拝
物
教
の
如
き
も
の
 と
 難
も
之
を
洞
 

 
 

察
せ
ば
、
英
中
心
の
一
粒
は
必
ず
真
理
に
赤
ら
ざ
る
は
 な
し
、
各
種
の
宗
教
 皆
 必
ず
少
く
と
も
人
間
を
超
脱
し
た
 る
 神
の
関
係
を
説
 

教 

邪 
教 
と 

し 
て 

排 
斥 
し 

ナ - Ⅰ 
点 

にあ 

る釜   

そ 
し 
て 

体 「 @ 
道 
ムム 」 

の他   

不胡 ㌍ 
V@ し 

神 
の 

啓一 

小、 Ⅰ 

真理 

を靭仙 

め 

る 

立 
場 
は 

正 
ケ @ し 

「   

本曲㌍ 

史 
学派 

」 

  

日
本
の
諸
宗
教
に
神
の
啓
至
真
理
を
認
め
た
の
に
対
し
 
て
 、
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
啓
示
 宗
教
、
他
宗
教
を
異
 
 
 



「普及福音新教伝道会」の 日本伝道につ し   

先
生
の
神
学
上
の
確
信
は
巳
に
ラ
イ
フ
 チ
ヒ
 
留
学
の
第
 王
学
期
に
於
て
客
ぼ
 其
 基
礎
を
得
た
り
と
 云
ふ
 。
蓋
し
 先
 生
の
神
学
説
は
其
 源
 
 
 
 
  
 

@
 乃
 @
 

 
 

を
 哲
学
若
く
は
教
義
学
に
発
せ
ず
、
主
と
し
て
聖
書
及
び
 宗
教
史
研
究
の
成
果
に
成
れ
り
。
 

 
  
 

又
ザ
ィ
デ
ル
 
の
比
較
宗
教
学
に
得
る
所
多
か
り
し
と
 云
ふ
 。
先
生
曾
て
自
ら
謂
へ
ら
く
、
神
は
菅
に
一
度
基
督
教
 に
 於
て
顕
れ
た
る
に
 

し
て
、
ス
ピ
ン
ナ
ー
が
彼
と
の
会
話
の
中
で
「
日
本
の
士
 
示
教
の
中
で
日
蓮
宗
が
一
番
偉
い
、
中
々
精
神
が
籠
っ
て
 ゐて
 犯
す
可
か
ら
ざ
る
 

 
 

た
 三
正
 は
 、
ス
ピ
ン
ナ
ー
が
日
本
の
諸
宗
教
を
軽
蔑
し
 て
い
な
か
っ
た
実
例
と
 

し
て
ス
ピ
ン
ナ
ー
と
の
散
歩
中
に
次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
 っ
 た
と
述
べ
て
い
る
。
 

駿
河
台
の
岩
崎
家
の
向
側
の
土
手
に
見
す
ば
ら
し
い
、
 稲
 荷
の
社
が
あ
っ
た
。
私
共
が
あ
る
日
の
夕
方
、
そ
の
 前
 を
 通
る
と
、
身
な
り
 

の
賎
 し
い
、
老
婆
が
独
り
神
前
に
 跨
 っ
て
何
や
ら
熱
心
に
 
祈
願
し
て
居
る
の
が
見
え
た
。
先
生
は
私
を
顧
み
て
 云
 は
れ
た
。
 

「
お
前
は
あ
の
 婆
 さ
ん
を
何
と
思
ふ
 0
 そ
の
祈
願
の
熱
心
 で
 純
真
で
あ
る
こ
と
は
、
我
々
基
督
教
者
に
優
る
と
も
、
 劣
る
こ
と
は
あ
る
 

ま
い
。
お
前
は
決
し
て
老
婆
が
稲
荷
の
前
に
 額
 つ
く
故
を
 は
て
、
彼
女
を
冷
笑
し
て
は
な
ら
な
い
ぞ
」
 

（
㏄
 
-
 

こ
ん
な
教
訓
を
し
て
下
さ
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
 

な
お
、
ス
ピ
ン
ナ
ー
は
日
本
か
ら
の
帰
国
の
途
中
に
も
、
 イ
ン
ド
に
立
ち
寄
り
ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
 き
 チ
ベ
ッ
ト
僧
に
 
面
会
し
資
料
を
得
て
 

（
 
為
 ）
 

い
る
。
 

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
、
ス
ピ
ン
ナ
ー
が
他
宗
教
、
日
本
の
 諸
宗
教
に
神
の
啓
示
や
真
理
を
認
め
る
立
場
に
あ
っ
た
 こ
と
は
明
ら
か
で
あ
 

る
 。
 

シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
は
、
ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
若
 き
 ハ
ル
 ナ
ッ
 ク
 
（
 
卜
年
 。
広
 く
 0
 コ
由
 浅
尾
 痔
 ）
よ
り
教
え
を
受
け
、
 
そ
 の
 影
響
を
受
け
た
 一
 

シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
も
他
宗
教
に
真
理
を
認
 め
る
「
宗
教
史
学
派
」
に
立
っ
て
い
た
。
 

丸
山
道
一
 
は
 
「
パ
ル
レ
ル
・
オ
ッ
ト
ー
・
シ
ュ
ミ
ー
 

デ
 ル
 先
生
」
の
中
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 



@
 
㏄
㏄
）
 

み
得
 ざ
る
べ
し
。
 

に
も
あ
っ
た
よ
う
に
シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
は
 、
 主
に
聖
書
批
評
 と
 聖
書
の
歴
史
的
研
究
に
関
す
る
論
文
を
発
表
し
た
。
 そ
れ
故
、
後
に
紹
介
す
 

る
 ス
ピ
ン
ナ
ー
の
仏
教
に
関
す
る
論
文
の
よ
う
な
他
宗
教
 を
 本
格
的
に
取
扱
っ
た
論
文
は
な
い
。
な
お
、
シ
ュ
ミ
 ｜
デ
ル
 の
他
宗
教
に
真
 

理
を
認
め
る
立
場
を
明
確
に
表
明
し
た
論
文
と
し
て
は
、
 第
二
四
号
の
「
吾
人
の
信
ず
る
 所
 」
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
 る
 。
 

 
 

二
 一
能
 は
 
「
先
生
は
箱
根
神
社
の
あ
の
神
さ
び
た
聖
杯
境
内
 
に
、
 大
な
る
慣
れ
を
有
っ
て
居
ら
れ
た
」
と
記
し
て
い
 る
 。
 

ム
 ソ
チ
ン
ガ
ー
の
他
宗
教
観
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
、
 

「
真
理
」
第
一
七
号
の
論
文
「
救
世
 

ノ
 方
法
」
を
挙
げ
 る
こ
と
が
出
来
る
。
 

そ
の
中
で
彼
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
 

畢
寛
 世
界
に
存
す
る
精
神
は
一
個
則
ち
神
の
精
神
の
外
 あ
ら
ざ
る
な
り
。
然
る
に
猟
犬
人
を
初
と
し
異
教
人
は
勿
 論
 基
督
教
徒
中
の
或
 

6
 者
も
唱
ふ
る
が
如
く
 、
 己
が
宗
教
よ
り
出
で
た
る
者
は
 神
の
使
者
に
し
て
他
の
宗
教
よ
り
 出
 つ
る
者
は
悪
魔
の
 
使
者
な
り
と
す
る
は
 

大
な
る
誤
に
し
て
、
結
局
完
全
を
去
る
の
度
に
大
小
 あ
 る
を
唱
へ
得
る
に
過
ぎ
ず
。
若
し
神
が
特
に
一
二
の
国
民
 を
麦
 顕
 し
・
 警
へ
ば
、
 

猶
 大
人
を
選
抜
し
て
少
し
も
印
度
 人
 、
支
那
 人
 、
日
本
人
 、
口
耳
鼻
八
等
を
顧
み
 ざ
 る
あ
ら
ば
、
豊
に
是
 れ
 神
の
 不
公
平
に
あ
ら
ず
 

や
 。
父
神
は
耶
蘇
基
督
を
降
し
人
間
を
救
は
ん
と
す
る
 に
よ
り
、
暫
時
他
国
人
を
見
 棄
 た
り
と
の
説
を
立
て
ム
道
 路
を
求
め
ん
と
欲
す
 

と
 雄
も
、
こ
れ
 復
 神
を
以
て
不
正
偏
頗
と
せ
ざ
る
を
得
ず
 。
何
人
と
雄
も
歴
史
を
知
る
者
は
 ケ
 様
の
説
は
真
な
ら
 ざ
る
を
知
る
べ
し
。
 

試
 に
異
宗
教
が
如
何
な
る
大
利
益
を
国
民
に
与
へ
た
る
 か
を
 着
よ
 。
 警
へ
ば
 東
部
亜
細
亜
の
国
民
に
於
け
る
釈
迦
 、
孔
子
の
勢
力
を
見
 

れ
ば
、
 只
だ
 モ
ー
セ
、
基
督
に
の
み
 親
余
 し
て
他
を
知
 ら
ざ
る
人
に
取
て
は
奇
異
の
思
ひ
を
な
す
べ
し
と
難
も
 、
 必
 ら
ず
 其
 功
績
を
拒
 

る 

『 所 は 
真 な あ 

き士 理ヒ り 。 宛ら ） ず 

ぬ上 

で、 
多 
  

ま、 @ の 

  
人 

  
民 
ケ @ - 

  
種 
  

デ     
  
it 

有 

ス 
様 
ケ - - 

  顕 
    
ナ 光 - し 
    
と 

分 
野 
を 

（ 中 
回答 

決   
め 
て 
是 
れ 

あ筆 

余 
み 、 

し 
て 

曾 
て 

    
ナ， @   
      
と チ 

も   
あ 
  
大 
学 
F ナ ヒ 

先 在 

ー コ円ノ F @ ヒ 
  
て 

用 ザ 
し   
ナ， し デ   
横   
井 ノ @ 目 
の   学 

某 @ 一口 
び 
ナ - Ⅰ 
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「普及福音新教伝道会」の 日本伝道につし て 

と 

余 し 
は て 

日 次 
本 の 
の よ 

仏 ぅ 
教 v こ 
の 言己 

差 。 し 
め て 
に い 

再 る       
再 
四 
中心 

生   
せ 

ざ 

る 
べ 
  
ら 
ざ 
る 

も 

のあ 

  
ニ 日日 土 

ふ 

  
教 
を 
  
  
せ 

し 

め 

ナ - し 
る 

漢ロ 

私注 

Ⅰ 目 Ⅰ @ 宙 @ 
教 

  
  
ギ 
  

79   

    
の 
よ 

@ 
れ @ し 

両 
者 
ケ @ ヒ 
@ ま 
共 
通 
    

類 
  
    
が 

あ 
る 
が、 

最大 

の 

相 
違 

  点 
と 

優 
劣 
の 

差 
@ ま 
そ 
の 

神 
  
観 
ノ @ ヒ 
お 
  
て 

顕 
著 
ケ @ "- 
あ 
ら 
わ 
れ 
る 

  

教 あ の か る で 造 会 

こ
の
「
伝
道
会
」
の
Ⅰ
一
人
の
宣
教
師
の
他
宗
教
観
と
正
統
 

的
 キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
の
他
宗
教
観
、
例
え
ば
、
 

カ
 ナ
ダ
 の
あ
る
伝
道
美
 

で
は
「
 一
 牧
師
が
講
演
中
に
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
小
さ
な
 

鉄
 の
 仏
像
を
と
り
だ
し
 
ロ
 
諸
君
之
を
見
て
く
れ
、
日
本
人
 

は
 皆
な
こ
ん
な
鉄
で
 

っ
た
 
偶
像
を
神
様
だ
と
信
じ
て
、
日
夜
拝
礼
す
る
も
の
で
 

あ
る
。
な
ん
と
気
の
毒
で
は
な
い
か
、
我
々
は
彼
等
を
 

救
ふ
 義務
が
あ
る
 

6
%
 Ⅰ
 力
 
こ
な
と
と
説
き
た
て
た
」
・
 

2
@
9
@
 

，
 と
い
う
の
と
比
較
す
 

る
 時
、
「
伝
道
会
」
の
宣
教
師
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
が
よ
り
 

鮮
明
に
な
る
と
言
え
 

よ
 よ
 、
 

 
 

 
 

係
 を
ど
 う
 捉
え
た
の
 

を
 考
察
し
た
い
。
結
論
か
ら
舌
口
え
ば
、
こ
れ
に
つ
い
て
 

も
 「
宗
教
史
学
派
」
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
 

う
 に
 、
 キ
 リ
ス
 ト
 教
に
最
高
、
最
良
 

ス
ピ
ン
ナ
ー
が
、
帰
国
を
間
近
に
し
て
書
い
た
も
の
に
「
 

神
 な
る
概
念
 
ょ
 9
 基
 仏
 両
教
を
論
ず
」
と
「
仏
教
と
基
 

督
教
 」
の
 三
 論
文
が
 

る
 。
彼
は
こ
れ
ら
の
論
文
で
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
比
較
 

を
し
て
、
（
 

0
-
3
 
 

両
者
に
は
共
通
点
、
類
似
点
が
少
な
か
ら
ず
 

あ
る
が
、
キ
リ
ス
ト
 

は
 仏
教
に
優
る
と
結
論
ず
げ
て
い
る
。
即
ち
、
両
者
の
共
 

通
 点
、
類
似
点
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
点
を
指
摘
す
る
 

 
 

基
仏
 両
教
の
一
致
す
る
 

所
 素
よ
り
少
か
ら
ず
。
 

全
 世
の
 為
 め
に
解
脱
を
望
む
は
両
者
共
に
熱
か
り
。
而
し
て
幸
福
 

は
 精
神
的
に
し
て
、
 

只
だ
 内
部
の
人
間
に
係
か
り
、
五
官
的
、
浮
世
的
な
も
 

の
に
存
せ
ず
と
 
云
ふ
 。
柔
和
、
慈
悲
、
 

燐
澗
 、
仁
愛
を
教
 
ゆ
 る
は
両
者
共
に
 
然
 

か
り
。
仏
教
も
亦
 

た
 敵
を
も
愛
せ
よ
と
教
え
た
り
。
仙
童
 

串
つ
 
ぎ
ど
う
に
四
徳
を
挙
ぐ
 

、
 日
く
彼
は
己
れ
を
 

篤
 し
 る
 者
を
罵
ら
ず
、
 
怒
 

（
 
紐
 @
 

を
 以
て
怒
に
 
報
ひ
ず
 
、
 誠
 膀
を
以
て
 
謁
膀
に
 
答
へ
ず
 
、
撲
 撃
を
以
て
 
撲
撃
に
酬
ひ
ず
と
 
（
 
路
加
 優
大
、
二
七
以
下
 

を
 参
看
せ
 よ
 ）
 



基
督
教
の
基
礎
は
聖
書
に
あ
り
。
聖
書
は
世
の
所
謂
 る
 神
 自
身
 か
 人
間
を
し
て
筆
記
せ
し
め
た
る
神
の
語
に
は
あ
 ら
ざ
 れ
と
も
、
 猶
 

と
を
得
る
な
り
。
吾
人
は
信
す
、
基
督
教
は
神
 よ
 り
 出
 て
 た
る
最
高
の
黙
示
を
含
有
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
。
   
中 
々 含   

0
 分
子
を
捌
 棄
 せ
 よ
 。
（
中
略
）
故
に
宜
し
く
仏
教
を
洗
 

涙
 し
て
其
の
古
代
印
度
の
自
然
崇
拝
の
瘡
津
を
捨
て
、
 

仏
陀
を
以
て
単
に
 
宗
 

教
を
創
立
せ
し
人
と
な
し
、
 
峨
悔
 、
解
脱
及
び
其
の
目
 
的
の
如
 き
 仏
教
の
道
徳
に
関
す
る
観
念
に
し
て
、
心
の
平
 

和
幸
福
を
墓
げ
ん
 
と
 

欲
す
る
も
の
は
す
べ
て
 
Z
 れ
を
保
存
し
益
々
其
の
深
奥
 
を
燥
 ぐ
る
べ
し
。
然
れ
ど
も
若
し
真
に
解
脱
の
目
的
を
達
 

せ
ん
と
欲
せ
ば
、
 
宜
 

し
く
絶
対
者
の
存
在
を
是
認
せ
よ
。
 

量
 れ
推
理
的
の
頭
脳
 
を
 以
て
刻
苦
の
中
に
絞
出
し
た
る
に
あ
ら
ず
。
一
の
 

実
 往
 者
に
し
て
基
督
に
 

於
て
 至
 全
の
黙
示
あ
り
し
も
の
な
り
。
若
し
此
の
実
在
 

者
の
存
在
を
否
定
せ
ば
、
宗
教
的
生
活
は
悉
く
破
滅
し
 

終
 ら
ん
の
み
。
且
つ
 
之
 

れ
を
採
用
せ
ざ
ら
ん
と
欲
せ
ば
、
仏
教
が
自
か
ら
経
験
 

せ
し
如
く
不
完
全
な
る
 
神
 鉢
を
輸
入
す
る
の
止
む
を
 
得
ざ
 る
に
至
る
べ
し
。
 
故
 

に
 五
口
人
は
論
結
し
て
日
は
ん
、
仏
教
の
基
督
教
に
比
し
て
 

一
大
欠
点
と
な
す
べ
 
き
 所
は
、
純
粋
な
る
唯
一
神
教
的
 
の
神
の
観
念
な
き
 
こ
 

 
 

と
に
し
て
、
基
督
教
の
仏
教
に
比
し
て
優
る
所
は
、
 

某
 の
萬
 民
の
慈
父
な
る
の
神
に
あ
り
と
。
 

キ
リ
ス
ト
教
の
仏
教
に
優
る
点
は
唯
一
神
に
あ
る
と
の
 

ス
 ピ
 ソ
ナ
ー
の
主
張
の
背
景
に
は
、
 

神
親
 は
汎
神
、
多
神
 
の
 幼
稚
な
段
階
か
ら
 

唯
一
神
の
高
等
な
も
の
に
発
展
、
進
化
す
る
と
い
う
 

考
 え
方
が
存
在
す
る
。
こ
れ
も
「
宗
教
史
学
派
」
の
典
型
的
 

な
神
額
 で
あ
っ
た
。
 

シ
 ユ
ミ
ー
デ
ル
の
他
宗
教
の
真
理
と
キ
リ
ス
ト
教
の
真
理
 

の
 関
係
に
つ
い
て
の
言
及
は
、
先
述
の
「
吾
人
の
信
 

ず
 る
所
 」
に
最
も
明
瞭
 

に
 表
明
さ
れ
て
い
る
 
0
 彼
は
こ
の
中
で
、
他
宗
教
に
も
 
神
 の
 黙
示
が
あ
る
の
で
諸
宗
教
の
間
で
絶
対
的
な
真
偽
の
 

別
 は
な
い
と
指
摘
し
た
 

後
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

金
鉢
の
宗
教
は
皆
神
の
黙
示
よ
り
来
れ
る
こ
と
は
真
な
 

れ
と
も
、
吾
人
は
又
ポ
ー
ロ
が
「
天
に
届
け
る
も
の
 

又
栄
 は
地
に
属
げ
る
も
の
 

ふ
 栄
に
 昇
 り
、
日
の
栄
あ
り
月
の
栄
あ
り
星
の
栄
あ
り
、
 

比
屋
と
彼
屋
と
共
栄
 
又
各
異
 れ
り
」
と
 絶
唾
 し
た
る
か
 
如
く
 、
 凡
て
の
宗
教
 

も
赤
 皆
 同
し
も
の
に
あ
ら
す
。
神
の
霊
を
受
る
こ
と
 

多
 き
も
の
あ
り
、
 
少
 ぎ
も
の
あ
り
、
 
某
 多
少
に
従
 て
 兵
制
 を
 知
る
 へ
 し
と
 云
 ふ
こ
   



謂
 

正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
キ
リ
ス
ト
教
 の
み
を
啓
示
宗
教
と
し
、
他
宗
教
を
邪
教
と
す
る
神
学
に
 立
脚
す
る
の
で
、
そ
の
伝
道
 

 
 

 
 
ぬ
 

活
動
の
究
極
目
標
も
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
改
宗
が
中
 心
 に
な
る
こ
と
ほ
言
 う
 ま
で
も
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
「
 伝
道
会
」
は
、
キ
リ
ス
ト
教
㏄
 

 
 

8
1
 

を
 最
高
の
宗
教
、
最
も
進
化
し
た
宗
教
と
す
る
立
場
を
取
 る
も
の
の
、
日
本
の
諸
宗
教
に
も
真
理
を
認
め
る
の
で
 必
ず
し
も
改
宗
を
中
心
 

    新教伝道会 

      

伝 「 
，首 Ⅰ 三 

ムム 

」 

の 

日本 

伝道 

の 

特色 

 
 

れ
も
他
の
諸
宗
教
に
真
理
、
神
の
啓
示
を
認
め
、
し
か
 も
 キ
リ
ス
ト
教
を
最
高
の
 ゐ
不
 

 
 
 
 
伝
 礒
教
 、
最
も
進
化
し
た
宗
教
と
す
る
点
を
見
た
が
、
，
 
し
れ
 ば
 彼
ら
が
い
ず
れ
も
神
学
、
思
想
的
に
「
宗
教
史
学
 派
 」
に
立
脚
し
て
い
た
こ
と
 

肱
を
証
明
す
る
も
の
と
言
え
る
。
 

の
 
 
 

ム
ン
チ
ン
ガ
ー
は
 
、
 先
に
引
用
し
た
彼
の
論
文
「
救
世
 ノ
 方
法
」
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
他
宗
教
に
優
る
こ
と
を
 レ
ッ
 シ
ン
グ
ハ
Ⅰ
の
の
 
笘
 コ
内
 
り
 

の
し
（
 e
 目
 Ⅰ
 ぃ
 （
の
す
 

ヒ
コ
鍍
ロ
 
の
の
 ミ
 の
 コ
 の
の
す
 
0
 コ
 ㏄
の
の
の
 

プ
 ）
の
 
C
 す
ヰ
の
 
（
人
類
の
教
育
）
を
用
い
て
説
明
し
た
後
次
の
よ
う
に
 
述
 べ
て
い
る
。
 

何
人
も
己
 れ
 自
か
ら
の
程
度
よ
り
も
遠
く
進
ん
で
人
民
 を
 導
く
能
は
ず
。
釈
迦
、
孔
子
、
モ
ー
セ
 、
 マ
ホ
メ
ッ
ト
 も
 彼
等
自
身
が
達
し
 

た
る
程
度
迄
は
人
民
を
導
び
き
得
た
り
。
然
れ
ど
も
未
だ
 高
等
の
意
味
を
以
て
彼
等
を
救
 主
 と
称
す
る
を
得
ず
。
 
今
や
此
 回
 に
於
て
 釈
 

迦
及
び
孔
子
の
教
が
其
の
任
を
終
は
る
の
時
期
に
達
せ
 ん
と
す
。
舷
に
至
 て
 完
全
の
救
ひ
に
 尊
 び
く
べ
き
絶
対
的
 人
物
の
饗
 導
 を
要
す
 

べ
 き
 時
に
達
す
る
な
り
。
婁
に
人
間
を
完
全
に
導
く
べ
 き
 若
一
人
あ
り
。
最
も
高
尚
な
る
救
を
人
間
に
与
ふ
べ
 き
 
一
人
物
あ
り
。
こ
れ
 

@
@
 

㏄
）
 

て
 

則
ち
耶
蘇
基
督
に
し
て
、
神
の
精
神
に
充
さ
れ
 真
神
救
世
の
方
法
を
施
し
て
、
之
を
完
成
せ
ん
為
に
来
れ
 8
 人
な
り
。
 

 
 

な
り
 0
 聖
書
は
世
界
の
凡
て
の
他
の
書
よ
り
も
多
量
に
神
 性
を
有
す
る
も
の
な
り
。
 

神
の
語
を
含
有
し
、
金
鉢
に
神
性
的
の
も
の
な
り
と
 云
 ふ
を
得
さ
れ
と
も
、
 
猶
 多
量
の
神
性
的
の
思
想
、
感
情
 及
 び
訓
 誠
 な
包
 持
す
る
 



あ
る
。
 

周
知
の
よ
う
に
、
明
治
五
年
二
一
月
横
浜
の
外
人
居
留
地
 

に
 日
本
で
最
初
に
 

さ
れ
、
無
教
派
で
あ
り
そ
の
信
条
な
ど
も
き
わ
め
て
簡
単
 な
も
の
で
あ
っ
た
 

本
人
キ
リ
ス
卜
者
を
混
乱
さ
せ
な
い
為
の
宣
教
師
た
ち
 の
 賢
明
な
配
慮
に
 ょ
 

だ
け
で
、
そ
の
後
は
教
派
主
義
に
立
脚
し
た
伝
道
が
主
流
 を
 占
め
た
。
そ
れ
 

の
 改
宗
を
究
極
目
標
と
し
て
伝
道
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
 も
の
の
実
際
に
は
 

の
 定
め
た
信
条
で
あ
っ
た
。
 

ス
ピ
ン
ナ
ー
は
 
司
 真
理
  
第
一
号
で
、
こ
の
教
派
主
義
を
 批
判
し
て
い
る
 

日
本
の
基
督
教
は
「
カ
ト
リ
ッ
ク
」
 

教
 た
る
べ
か
ら
ず
、
 

「
 メ
ソ
 ヂ
ス
ト
 

（
組
合
主
義
）
 、
 
「
 ヱ
ピ
ス
コ
 パ
リ
ス
ム
ス
」
（
監
督
主
義
 ）
 、
 
「
ル
ー
テ
 

ニ
 テ
リ
ア
ン
」
主
義
、
「
 ラ
チ
ヲ
 ナ
リ
ス
ム
ス
」
た
る
べ
 
か
ら
ず
し
て
、
 

-
 
あ
 @
 

う
 ざ
れ
ば
な
り
。
 

シ
 ユ
ミ
ー
デ
ル
も
教
派
主
義
と
教
派
間
の
信
条
の
相
違
を
 批
判
し
て
次
の
 

（
前
略
二
方
に
は
「
カ
ト
 り
，
ク
 」
過
激
の
教
会
あ
り
、
 
法
皇
不
可
 誤
の
 

が
 如
 き
 教
義
を
是
認
せ
ざ
れ
ば
、
 

智
 之
れ
を
異
端
者
 と
 排
斥
し
、
一
方
に
 

執
し
て
 相
 争
ひ
、
ル
ー
テ
ル
教
会
は
「
コ
ン
コ
ル
 ヂ
ェ
ン
 
フ
オ
 ル
メ
ル
」
 よ

う
 に
記
し
て
い
る
。
 

教
義
を
楯
と
し
、
此
の
奇
怪
に
し
て
神
の
栄
光
を
冒
 漬
 す
る
 

は
新
教
教
会
あ
り
て
、
 
亦
た
 各
自
 其
 特
種
の
信
仰
 個
 条
を
固
 
固
 

を
執
り
、
独
、
仏
、
 
蘭
 、
 瑞
西
 、
英
国
、
米
国
の
各
改
正
教
 
教
 

 
 

数
数
れ
て
」
 

派
 
へ
た
日
と
 

」
 
教
 
た
る
べ
か
ら
ず
、
「
コ
ン
グ
レ
ガ
 

チ
フ
 

ナ
 
リ
 
ス
ム
 

ス
 
」
 

ル
 
」
主
義
、
「
カ
ル
ビ
ン
」
主
義
た
る
べ
か
ら
ず
、
 

又
 
「
 
ユ
 

「
 
エ
 
ス
、
ク
リ
ス
ト
」
の
純
粋
な
る
基
督
教
た
ら
ざ
る
 

可
 
か
 

と 

先 し 
ず た 
策 伝 
一 道 
め る 
特 展 
色 開 
と し 

し な 
て か 

挙 っ 
げ た ら 
れ そ 
る こ 

も て ・   
は 、 下 に 」 

  
道 主義 会 
を 」 
排 の 
除 日 
し 本   
イ 道 
ェ の 
ス 特 
  色 
キ を 
り 考 
ス 察 
ト す 
め る 
キ こ 

y と 
ス ケこ 
ト し 

裁 た 
さ い 中 
J こ ; @ 
V@ し 

し 

ナ， し 
    

と 

で、 
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会
 、
英
国
々
教
会
及
び
 

其
他
 の
各
教
派
 
皆
 其
の
特
異
の
 
信
仰
 個
条
 を
執
 て
 以
て
金
科
玉
条
と
す
。
而
し
て
是
等
 

保
 守
 的
の
諸
信
仰
箇
条
 

中
 何
れ
が
真
個
の
信
条
た
る
や
。
各
教
会
、
各
教
派
、
各
 

自
に
 我
が
信
条
を
以
て
真
個
の
も
の
と
せ
ん
。
然
ら
ば
 

他
は
悉
く
虚
偽
信
条
 

た
ら
ざ
る
を
得
ず
。
甲
の
一
信
条
、
一
教
義
は
 

、
 乙
の
 一
信
条
、
一
教
義
を
排
斥
し
、
甲
乙
此
の
如
く
に
し
て
 

諸
条
 諸
教
義
 
皆
 破
壊
 

 
 

し
、
 終
に
存
す
る
も
の
一
も
無
か
ら
ん
。
 

こ
の
ス
ピ
ン
チ
 
L
 
 シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
の
教
派
主
義
や
 

、
教
 派
 間
で
異
な
る
信
条
に
対
す
る
批
判
に
よ
っ
て
も
明
ら
 

 
 

会
 」
は
特
定
の
教
派
教
会
の
設
立
や
、
一
定
の
信
条
を
 

信
徒
に
信
仰
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
か
 

っ
た
 
。
正
統
的
キ
リ
ス
 

ト
 教
の
宣
教
師
に
よ
る
伝
道
は
 

、
 彼
ら
の
ほ
と
ん
ど
が
 

特
 定
の
教
派
か
ら
派
遣
さ
れ
て
い
た
為
に
、
そ
の
伝
道
は
 

教
派
教
会
の
設
立
に
結
 
 
 

て
 純
粋
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
イ
ェ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
キ
リ
 

ス
ト
 教
 と
さ
れ
、
そ
れ
は
 

て
し
か
し
「
伝
道
会
」
は
も
と
も
と
ド
イ
ッ
 

、
ス
 イ
ス
 人
 キ
リ
ス
卜
者
の
有
志
で
結
成
さ
れ
た
超
教
派
の
団
 

体
で
あ
り
、
日
本
に
宣
教
師
 

刊
を
派
遣
し
た
の
も
既
存
の
教
会
を
支
援
す
る
た
め
で
 

あ
っ
て
 
、
 新
し
く
一
教
派
の
教
 

ム
ム
 
を
設
立
す
る
た
め
で
 

は
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
も
か
 

 
 
娃
 
か
わ
ら
ず
「
伝
道
含
の
教
会
組
織
「
普
及
福
音
 

教
会
」
が
結
成
さ
れ
た
の
は
「
伝
道
会
」
の
神
学
や
伝
道
 

0
 目
的
が
既
存
の
教
会
に
受
 

琳
 
げ
入
れ
ら
れ
な
い
 

為
 、
止
む
を
得
ず
結
成
さ
れ
た
 

も
の
で
あ
る
。
 

@
7
 

3
 
 

）
 そ
れ
 故
 「
伝
道
会
」
は
「
普
及
福
音
教
会
 

」
を
教
派
的
教
会
と
は
考
え
 

 
 
な
か
っ
た
し
、
特
別
な
信
条
も
定
め
な
か
っ
た
。
「
 

普
 及
 福
音
教
会
」
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
の
は
、
特
定
の
教
 

派
や
信
条
で
な
く
、
 

純
 

 
 
ム
五
 

 
 

す
る
こ
と
に
要
約
さ
れ
る
 

0
 ム
ン
チ
ン
ガ
ー
は
、
「
 

基
 督
 教
の
中
心
 
占
ビ
 の
中
で
 
次
 

 
 

 
 

る
や
、
神
人
の
関
係
を
以
て
凡
そ
吾
人
の
考
へ
 

能
ふ
 限
り
 
親
密
な
る
も
の
な
り
と
な
 

r
 

し
 、
 且
 是
に
よ
り
て
 
英
 宗
教
無
上
の
勢
力
元
気
を
与
へ
た
 

り
し
な
り
。
「
神
は
吾
 

療
 の
 父
 な
り
 吾
 湾
は
互
に
同
胞
 
兄
弟
な
り
」
と
の
 

観
   



そ
こ
で
「
伝
道
会
」
の
日
本
伝
道
の
中
心
点
は
「
神
は
 父
 で
あ
り
、
人
は
皆
兄
弟
で
あ
る
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
 に
 立
脚
し
て
、
こ
の
 

思
想
を
広
め
、
兄
弟
愛
の
実
践
に
よ
っ
て
日
本
人
に
感
 

 
 

「
真
理
ヒ
誌
上
で
は
、
神
学
的
、
思
想
的
問
題
が
主
に
論
 じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
兄
弟
 愛
 実
践
の
具
体
例
は
同
誌
 に
は
記
さ
れ
て
い
な
 

い
が
、
三
亜
は
そ
の
著
書
で
ス
ピ
ン
ナ
ー
ら
の
愛
憐
行
為
 の
 一
例
を
次
の
よ
う
に
紹
介
し
て
い
る
。
 

今
日
で
は
社
会
事
業
も
大
に
進
歩
し
、
大
新
聞
社
で
も
、
 年
末
な
ど
に
は
病
者
貧
者
の
救
助
を
行
っ
て
居
る
。
 併
 し
 あ
の
明
治
二
十
年
 

代
 に
は
ま
だ
何
も
な
か
つ
た
。
ス
ピ
ン
ナ
ー
先
生
は
盆
 暮
 に
な
る
と
、
我
々
に
ほ
ん
と
う
に
病
気
な
ど
で
働
に
 出
 ら
れ
な
い
で
、
困
窮
 

し
て
居
る
気
の
毒
な
人
を
探
し
て
来
い
と
命
ぜ
ら
れ
た
。
 我
々
は
教
会
の
青
年
と
二
三
人
で
、
当
時
の
所
謂
貧
民
 窟
 の
あ
っ
た
下
谷
 
万
 

午
町
 、
四
谷
 鮫
ケ
橋
 、
神
田
 二
 一
河
町
、
築
地
等
の
裏
 長
 屋
を
訪
ね
て
、
先
生
の
云
は
れ
る
資
格
の
あ
る
も
の
を
 探
 し
た
。
私
は
此
の
時
 

此
拠
 に
住
 ふ
 人
々
の
種
々
相
を
見
、
始
め
て
妓
に
一
の
 人
 な
る
問
題
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
暗
い
気
持
に
な
っ
た
  
 

先
生
は
金
を
与
へ
て
は
な
ら
ん
、
最
も
必
要
な
品
物
を
 や
れ
、
 又
 何
の
為
め
に
、
誰
が
や
る
と
か
、
何
と
か
云
 っ
 て
は
な
ら
ん
。
 
唯
 

だ
そ
っ
と
や
れ
。
併
し
持
つ
て
行
か
ず
、
 

何
捌
 か
へ
呼
ん
 
で
 渡
せ
と
云
は
れ
た
。
足
腰
の
立
た
な
い
も
の
は
代
人
 が
 来
た
と
思
ふ
。
 
場
 

所
は
先
生
達
の
家
の
玄
関
で
あ
っ
た
り
、
私
の
門
前
で
 あ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
 

大
体
最
も
必
要
な
米
を
買
っ
て
贈
っ
た
。
米
は
ま
だ
 安
 か
つ
た
。
一
斗
が
一
円
も
し
な
か
つ
た
。
私
は
家
人
に
手
 武
二
本
で
袋
を
縫
 

基
礎
な
り
と
大
呼
す
る
者
は
、
大
に
基
督
の
本
旨
を
誤
 る
も
の
に
し
て
、
基
督
教
を
し
て
 却
て
 旧
約
奴
隷
的
の
宗
 教
 に
退
歩
せ
し
む
る
 

（
㏄
）
 

も
の
な
り
。
 

教 る 念 
義 束 は 
に 縛   

も 的 実 
あ 形 に 
9 式 基 
ず 的 督 
。 の 宗 
寄 文 教 
助 字 の 
の に 中 
教 お 魚 
義 ら 心 
に ず 髄 も Ⅰ ナ し 
あ 三 あ 

らず佳一らざ   
り 教 基 
。 義 督 
是 に の 
筈 も 宗 
の あ 教 
散 ら は 
義 ず 或 
を 。 る 
目 塞 人 

々の して、 考 督 品性 
是 の ふ 
れ 教 る 
基 義 が 
督 に 知 

く、 教な もあ 

是 り、 是の教らず。 
れ ィ 義 
基 ン 又 
督 ス は 
教 ピ 彼 
の レ の 

中 l 教 
心 、 ン 義 
な ョ と 

リ 、 ン のへ 云 
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は
し
 、
そ
れ
に
水
一
斗
を
入
れ
、
丁
度
一
円
で
出
来
た
や
 う
 に
記
憶
す
る
。
毎
年
先
生
や
そ
の
後
継
者
も
大
体
 同
 じ
こ
と
を
行
っ
て
 居
 

（
 
ナ
 
こ
 
4
0
 

）
 
o
 

「
伝
道
会
」
の
日
本
伝
道
の
第
二
の
特
色
は
、
日
本
 の 文
化
的
、
宗
教
的
特
質
、
国
民
性
の
特
色
な
ど
を
 内
 包
 す
る
キ
リ
ス
ト
教
 、
 

「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
を
形
成
す
べ
き
で
あ
る
と
し
た
 こ
と
に
あ
る
。
 

ス
ピ
ン
ナ
ー
は
 
日
 
真
理
 口
 第
一
号
で
す
で
に
こ
の
点
を
指
 摘
 し
て
い
る
。
即
ち
、
日
本
に
伝
え
ら
れ
る
キ
リ
 ト
教
 は
 教
派
主
義
で
な
い
 

イ
ヱ
ス
 
・
キ
リ
ス
ト
の
キ
リ
ス
ト
教
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
 い
と
し
た
言
葉
に
続
け
て
「
此
の
基
督
教
は
多
年
の
歳
 月
を
経
過
せ
ば
自
ら
日
 

（
 
如
 "
 

本
に
適
合
し
た
る
歴
史
的
の
形
を
取
る
べ
く
」
と
主
張
 し
て
い
る
。
 

て
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

ま
た
「
真
理
 ヒ
 第
八
号
冒
頭
の
無
署
名
論
文
「
基
督
教
 者
の
争
論
と
真
理
の
方
針
」
は
、
日
本
人
キ
 リ
ス
 卜
者
は
 独
自
の
信
条
を
制
定
 

 
 
っ
 

吾
人
は
各
教
派
が
基
督
教
を
解
す
る
に
文
字
に
抱
 泥
 す
る
の
多
少
あ
り
、
精
神
的
の
注
釈
を
加
ふ
る
多
少
 の
別
 あ
る
を
知
る
も
の
な
 

 
 
 
 

 
 

全
く
具
状
態
を
異
に
せ
る
日
本
の
歴
史
的
関
係
に
適
せ
 ぎ
る
も
の
な
る
を
知
る
も
の
 

淋
 

な
り
。
故
に
直
に
之
を
採
 て
 我
国
基
督
教
信
徒
 の
 信
条
と
な
す
べ
し
、
と
勧
む
る
も
の
に
 非
 ざ
る
な
り
。
 
我
 日
本
の
基
督
信
徒
は
 、
将
 

（
 
餓
 @
 

 
 

に
 宜
し
く
自
ら
 其
 信
条
を
制
定
す
可
ざ
な
り
。
 

 
 

の
 主
張
は
 、
 エ
ハ
 合
 雑
誌
」
に
横
井
時
雄
が
「
日
本
将
 来
の
基
督
教
」
（
明
治
二
三
 

伝
 轍
年
 六
月
）
を
発
表
し
て
「
日
本
風
キ
リ
ス
ト
教
」
 形
 成
の
必
要
を
説
い
た
の
を
「
真
理
 L
 が
取
り
あ
げ
て
 そ
 れ
に
賛
成
す
る
こ
と
に
 
ょ
 

締
り
、
よ
り
明
確
に
さ
れ
た
。
 

 
 

主
張
か
ら
見
る
こ
と
に
し
た
い
。
 

 
 

今
日
 我
 邦
 に
 行
は
る
 
又
 処
の
基
督
教
は
 、
 多
く
は
こ
れ
 英
米
の
キ
リ
ス
ト
教
な
り
 0
 教
会
の
神
学
、
 
及
ひ
 信
仰
の
 生
活
は
正
さ
に
こ
れ
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英
米
の
風
に
模
擬
し
た
る
も
の
な
り
。
 

未
た
 以
て
之
を
日
 本
風
の
基
督
教
と
称
す
べ
か
ら
ざ
る
 者
 あ
り
。
余
輩
の
 見
る
処
に
 ょ
 れ
ば
、
 

過
去
三
十
年
間
創
業
の
時
に
当
り
、
西
洋
在
来
の
も
の
を
 持
し
来
り
て
 Z
 を
試
植
せ
し
こ
と
は
策
の
尤
も
得
た
る
 所
 の
も
の
に
し
て
、
 

勢
他
 に
良
策
あ
る
べ
か
ら
ず
。
然
れ
と
も
今
日
と
な
り
 て
は
、
 我
 邦
の
教
会
も
大
に
進
歩
し
、
 

且
 実
験
に
よ
り
て
 欧
米
種
の
良
否
を
判
 

則
 す
る
を
得
る
の
時
に
立
ち
至
れ
り
。
こ
れ
よ
り
以
後
 ナ
 
」
そ
は
、
日
本
風
の
基
督
教
を
発
達
す
る
の
機
会
到
来
し
 た
る
な
れ
。
（
中
略
）
 

欧
米
基
督
教
は
ギ
リ
シ
ャ
の
文
学
、
ロ
マ
の
法
理
を
用
 ひ
て
以
て
斯
の
如
く
発
達
し
た
る
な
り
。
将
に
東
洋
に
起
 ら
ん
と
す
る
処
の
基
 

督
数
 は
、
儒
仏
の
文
明
の
上
に
立
て
ざ
る
 司
 ら
ず
。
（
 中
略
）
現
今
の
有
様
に
 よ
 れ
は
キ
リ
ス
ト
教
は
今
後
海
外
 の
 衣
服
を
脱
し
て
 日
 

-
 
弓
 @
 

本
風
と
化
せ
ざ
れ
ば
、
決
し
て
 我
 邦
を
教
化
す
る
の
 目
 的
を
達
す
る
こ
と
能
は
ざ
る
べ
し
。
 

「
真
理
 ヒ
は
 逸
速
く
こ
の
論
文
に
注
目
し
、
第
一
一
号
（
 明
治
二
三
年
八
月
発
行
）
で
こ
れ
を
取
り
あ
げ
た
。
 先
 ず
 
「
吾
人
は
之
れ
を
 

読
ん
で
英
主
旨
に
充
分
の
同
意
を
表
し
得
る
を
喜
ぶ
」
と
 記
し
た
後
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
 

吾
人
は
日
本
の
基
督
教
が
果
し
て
日
本
の
基
督
教
た
る
 0
 日
を
待
て
 、
之
 れ
を
歓
迎
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
な
り
。
 

日
本
の
基
督
教
な
る
語
を
聞
く
も
の
、
或
は
奇
異
の
思
を
 為
し
て
云
は
ん
、
基
督
教
は
一
国
一
民
の
私
有
に
あ
ら
 ざ
る
以
上
は
、
改
測
 

に
 於
け
る
も
米
国
に
於
け
る
も
日
本
に
在
る
も
同
一
種
の
 基
督
教
た
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
。
真
に
然
り
、
基
督
教
 の
中
枢
は
不
換
無
愛
 

な
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
何
を
か
基
督
教
の
中
枢
 と
云
ふ
、
 
日
く
 、
基
督
、
基
督
に
於
て
我
等
は
総
て
一
な
り
。
 

素
 よ
り
基
督
を
崇
奉
 す
 

る
に
些
細
の
差
異
だ
に
な
き
を
求
む
る
は
難
し
。
 

其
 差
異
 の
 原
因
は
基
督
に
在
る
に
は
あ
ら
ず
。
（
中
略
）
一
箇
 人
 に
偏
 癖
 あ
る
が
 如
 

く
 、
一
国
民
も
亦
 た
 基
督
を
見
る
事
各
々
少
し
く
 異
る
 と
こ
ろ
あ
る
を
免
れ
ざ
る
な
り
。
 

人
 若
し
地
上
を
周
遊
し
 比
較
を
試
み
た
ら
ん
 

に
は
、
忽
ち
 光
っ
 鼓
に
着
眼
せ
ん
。
然
れ
ど
も
吾
人
は
せ
 
ぬ
く
 覇
 旅
の
煩
を
味
ふ
を
 須
ひ
ず
、
 
我
が
国
に
於
け
る
 諸
 伝
道
会
の
連
動
を
一
 

督
 す
る
を
以
て
足
れ
り
と
す
。
良
種
は
宗
派
よ
り
も
 差
 異
 な
政
 た
す
車
史
ら
に
大
な
り
。
宗
教
は
国
民
の
特
性
に
 化
せ
ら
れ
る
。
然
ら
 

ざ
れ
ば
、
自
か
ら
外
邦
に
属
す
る
の
 観
 あ
り
て
 カ
 を
 逼
 ふ
 す
る
能
は
ず
、
 
夫
れ
熱
 か
り
、
 熱
 か
る
が
故
に
基
督
教
 も
亦
た
 日
本
国
民
の
   



④
 

@
 
何
 
）
 

特
性
に
同
化
せ
ら
る
 
ュ
 に
あ
ら
ざ
る
以
上
は
、
日
本
に
 

於
て
 潜
 存
の
精
気
た
る
能
は
ず
。
 

横
井
の
「
日
本
風
キ
リ
ス
ト
教
」
の
主
張
は
、
そ
の
後
 

続
出
し
た
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
主
張
の
先
駆
的
な
も
 

の
と
し
て
、
日
本
 
プ
 

ロ
テ
ス
タ
ン
ト
史
に
お
い
て
は
注
目
さ
れ
る
 

0
 し
か
し
、
 「
伝
道
会
」
は
横
井
の
主
張
よ
り
早
く
伝
道
活
動
の
当
 

初
 よ
り
「
宗
教
史
学
 

派
 」
に
立
脚
し
日
本
の
諸
宗
教
に
真
理
を
認
め
「
日
本
 

的
 キ
リ
ス
ト
教
」
の
形
成
を
そ
の
伝
道
の
究
極
目
標
と
し
 

て
い
た
の
で
あ
る
。
 

た
だ
こ
こ
で
亡
心
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
は
、
「
伝
道
会
」
 

の
 「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
と
横
井
や
そ
の
他
の
「
日
本
 

的
 キ
リ
ス
ト
教
」
と
 

で
は
同
じ
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
で
も
そ
の
内
容
は
必
 

ず
し
も
同
一
で
は
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
 

0
 特
に
「
 日
 木
杓
キ
リ
ス
ト
教
」
と
 

い
 う
 と
「
そ
れ
は
国
粋
主
義
の
圧
迫
に
堪
え
得
ず
、
相
容
 

れ
な
い
も
の
を
 
混
 清
し
ょ
う
と
す
る
も
の
に
過
ぎ
た
か
 
っ
 た
の
で
あ
り
、
そ
の
 

本
質
に
お
い
て
日
本
的
倫
理
へ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
妥
協
 

降
伏
に
体
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
最
も
賢
く
見
え
て
 

最
 も
 愚
か
な
途
で
あ
っ
 

 
 

」
の
点
を
考
察
し
て
結
論
に
か
え
た
い
。
 

 
 

日
本
の
文
化
や
国
民
性
の
特
色
を
も
包
括
す
る
「
日
本
 

的
 キ
リ
ス
ト
教
」
は
 
、
 確
か
 

つ
 
 
 
 
 
道
 

四
 

「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
」
に
つ
い
て
 

本
伝
 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
の
日
本
伝
道
に
お
け
る
最
大
の
課
題
 

の
 一
つ
は
、
日
本
の
諸
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
る
 

か
に
あ
る
と
 @
=
 

ロ
，
 

え
る
。
そ
し
 

 
 

於
て
、
こ
れ
に
は
 大
 ぎ
く
分
類
し
て
排
他
主
義
（
 
已
パ
 の
 
）
 
u
 の
宇
オ
 
日
 ）
、
包
括
主
義
（
ぎ
の
三
の
才
 

ざ
日
 ）
、
多
元
主
 
主
我
（
 
可
 ）
 
宙
ぺ
簿
旨
日
 

）
の
三
つ
の
 

（
 
何
 ）
 

伝
 
轍
 
立
場
が
考
え
ら
れ
る
。
 

 
 

詣
 

明
治
二
十
年
 
岱
刊
半
の
 プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
 
こ
 れ
を
当
て
嵌
め
て
み
る
と
、
正
統
的
キ
リ
ス
ト
教
は
排
他
 

主
義
に
立
ち
、
 ュ
ニ
 テ
リ
ア
 
 
 

 
 

 
 

普
ン
主
 
多
元
主
義
で
、
も
（
 

7
 
4
 
 

）
 「
伝
道
会
」
は
包
括
主
義
の
 

立
場
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
 

 
 

及
 
 
 

8
7
 



と
し
て
、
日
本
人
キ
リ
ス
卜
者
に
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
教
 」
の
形
成
を
托
し
た
が
、
天
皇
制
絶
対
主
義
、
国
家
主
 義
の
時
代
の
波
の
 う
 

（
 胎
り
 
）
 

テ
 吾
人
 ョ
り
モ
 
詳
細
工
兵
国
人
 ノ
 特
有
性
 ヲ
 熟
知
セ
ル
 
人
 々
 
二
之
ヲ
 
委
任
ス
ル
 
ヲ
 最
良
 ノ
 方
法
 ト
 思
考
ス
ル
 
ナ
リ
  
 

に
 多
元
主
義
、
相
対
主
義
に
陥
り
結
局
日
本
の
諸
宗
教
の
 中
に
埋
没
し
て
し
ま
う
と
い
う
危
険
性
を
常
に
は
ら
ん
 で
い
た
 0
 し
か
し
少
な
 

く
と
も
「
伝
道
会
」
が
二
十
年
代
前
半
に
主
張
し
た
「
 日
 木
杓
キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
 神
 、
 儒
 、
仏
教
と
安
易
に
結
 ム
ロ
 
、
混
 ム
ロ
し
て
形
成
さ
 

れ
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
 

例
え
ば
こ
の
こ
と
は
、
横
井
論
文
に
対
す
る
批
判
に
も
 よ
く
伺
え
る
。
 コ
 
真
理
 ヒ
は
 第
一
一
号
で
「
日
本
風
キ
リ
 ス
ト
 教
 」
の
主
旨
に
 

同
意
す
る
と
し
た
上
で
第
一
二
号
に
お
い
て
は
横
井
論
 丈
 に
対
す
る
批
判
点
と
し
て
次
の
事
を
指
摘
し
て
い
る
。
 

然
る
に
横
井
君
は
更
ら
に
数
歩
を
進
め
て
、
日
本
将
来
 0
 基
督
教
の
基
礎
と
し
て
、
釈
迦
の
宗
教
と
孔
子
の
哲
学
 と
を
採
ら
ん
こ
と
を
 

望
め
り
。
（
中
略
）
日
本
人
な
ら
ば
差
し
当
た
り
神
道
、
 仏
教
及
び
儒
教
と
の
薫
陶
あ
り
て
他
国
の
人
と
は
 自
か
 ら
 異
な
る
所
あ
り
、
 

故
に
神
道
仏
教
及
び
儒
教
が
日
本
人
の
宗
教
上
の
特
性
 0
 基
礎
な
り
と
 云
ふ
は
 誠
に
正
だ
し
き
 論
 な
り
、
去
り
な
 が
ら
是
等
の
諸
勢
力
 

を
 日
本
将
来
の
基
督
教
の
基
礎
と
為
さ
ん
と
望
む
は
如
何
 は
し
き
事
な
り
、
日
本
将
来
の
基
督
教
は
一
々
是
等
の
 諸
勢
力
を
納
れ
て
 其
 

基
礎
と
為
す
べ
き
に
あ
ら
ず
。
（
中
略
）
 客
冒
 せ
は
 吾
 人
 が
日
本
将
来
の
基
督
教
の
為
に
請
求
す
る
と
こ
ろ
次
ぎ
 の
 如
し
、
従
来
の
（
 
ホ
 

@
 
問
 ）
 

教
正
の
諸
勢
力
殊
に
仏
教
を
基
督
教
に
混
入
す
べ
か
ら
 ざ
る
 事
 。
 

こ
れ
を
見
れ
ば
明
ら
か
な
よ
さ
に
「
伝
道
会
」
の
「
日
本
 的
 キ
リ
ス
ト
教
」
は
、
日
本
の
諸
宗
教
に
真
理
を
認
め
 国
民
の
特
性
な
ど
も
 

抱
 括
す
る
が
あ
く
ま
で
キ
リ
ス
ト
教
で
あ
る
こ
と
を
 見
 失
わ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
。
 

し
か
し
「
伝
道
会
」
の
理
想
と
す
る
「
日
本
的
キ
リ
ス
ト
 教
 」
は
、
明
治
二
十
年
代
前
半
に
も
そ
し
て
後
に
も
 理
 想
 の
ま
ま
で
遂
に
 具
 

体
 化
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
れ
 は
 、
「
伝
道
会
」
の
宣
教
師
た
ち
は
、
 

基
督
教
 ガ
 日
本
国
二
 於
テ
受
 ケ
ン
ト
ス
 ル
 、
 又
受
ケ
ザ
ル
 可
 ラ
ザ
ル
特
殊
的
日
本
風
 ノ
 性
格
二
至
り
 テ
ハ
 、
吾
人
 ハ
彼
ノ
 日
本
国
二
 生
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日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
今
日
も
な
お
日
本
の
諸
宗
教
の
 存
在
を
踏
ま
え
た
明
確
な
伝
道
論
を
確
立
し
て
い
な
い
 こ
と
を
考
え
る
時
、
 

ね
り
の
中
で
、
日
本
人
キ
 
リ
ス
 卜
者
は
「
伝
道
会
」
の
 
理
 想
 と
は
異
な
る
多
元
主
義
、
相
対
主
義
に
至
る
「
日
本
 

的
 キ
リ
ス
ト
教
」
を
 
形
 

成
し
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
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（
 
9
 ）
 

（
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（
 上
 ）
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リ
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（
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（
 
4
 ）
 

（
 二
し
 
）
 

（
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u
 ）
 

（
 り
 
1
 ）
 

（
 0
0
 
）
 

（
 
9
 ）
 

（
 
3
 
0
 ）
 

（
 
3
 
l
 ）
 

（
 
3
 
2
 ）
 

（
 
3
 
3
 ）
 

ハ
 父
 
4
n
 

コ
 
Ⅰ
 

）
 

（
 
3
 
5
 ）
 

（
 l
 
6
 ）
 

ム
 ソ
チ
ン
ゲ
ル
「
救
世
 ノ
 方
法
」
「
真
理
」
第
一
七
ロ
ワ
、
一
一
一
一
 

0
 、
二
二
一
頁
。
 

「
真
理
」
「
真
理
」
第
一
号
、
一
二
頁
。
 

と
 他
宗
教
と
を
全
然
 別
 な
も
の
と
考
へ
、
基
督
教
は
神
よ
り
 直
 接
 に
天
啓
を
受
け
た
宗
教
 
潟
 。
申
の
 
コ
ヴ
 p
l
 
（
 
0
 
 方
里
江
 0
 コ
 
で
あ
 る
が
、
圧
抑
 u
 小
り
 
小
本
 
 
 
 
 

教
は
皆
な
然
ら
ず
、
悪
魔
の
も
ホ
教
で
あ
る
と
信
じ
て
居
た
の
で
 

あ
っ
た
。
併
し
ド
イ
ツ
派
は
之
を
認
め
な
い
」
（
三
亜
 艮
 、
 前
 掲
書
 、
三
四
四
 
 
 
 
  
 

頁
 ）
 

 
 

「
真
理
」
「
真
理
」
第
一
号
、
明
治
二
一
 

%
.
 一
 0
 月
 、
 ハ
 、
九
頁
 

（
こ
れ
は
 
無
 署
名
の
論
文
で
あ
る
が
、
三
亜
 良
 、
前
掲
 書
 、
 
三
四
七
頁
 
か
 

ら
 ス
ピ
ン
ナ
ー
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
  
 

F
.
 
マ
 
，
ク
ス
：
 、
、
ュ
う
に
 

比
屋
根
安
定
訳
同
宗
教
学
概
論
 し
 誠
信
書
房
、
昭
和
四
八
年
、
一
六
六
頁
。
 

三
正
長
、
前
掲
 書
 、
三
八
五
頁
。
 

回
書
、
上
 
ハ
 0
 五
頁
。
 

回
書
、
二
二
九
、
三
三
七
頁
。
 

回
書
、
 
-
 八
一
三
頁
。
 

回
書
、
三
八
九
頁
。
 

円
 真
理
」
第
二
一
号
、
四
六
七
頁
。
 

シ
ュ
ミ
ー
デ
ル
「
ハ
ル
ナ
ッ
ク
 氏
 略
伝
」
 

円
 真
理
」
第
一
一
一
一
口
 ヲ
 、
四
八
 0
 直
参
照
。
 

丸
山
道
一
「
バ
ル
レ
ル
、
オ
シ
ュ
、
 、、
｜
 
デ
ル
先
生
」
 
ョ
直
 釜
こ
 
第
三
九
号
、
四
頁
。
 

司
書
、
八
頁
。
 

三
亜
 良
 、
前
掲
 書
 、
二
七
四
頁
。
 

ム
ン
チ
 ソ
 ゲ
ル
「
救
世
 ノ
 方
法
」
「
真
理
」
第
一
七
号
、
二
一
 九
 、
二
二
 0
 頁
 。
 

羽
並
 良
 、
前
掲
 書
 、
三
七
二
頁
。
 

ス
ピ
ン
ナ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
教
の
比
較
を
し
た
も
の
は
、
 ，
 」
の
三
論
文
の
他
に
第
一
三
号
の
「
第
二
年
の
進
路
」
が
あ
る
 
 
 

ス
ピ
ン
ネ
ル
「
仏
教
と
基
督
教
」
「
真
理
」
第
一
五
号
、
一
 0
 
-
 
ハ
 頁
 。
 

ス
ピ
ン
ネ
ル
「
 神
 な
る
概
念
よ
り
 基
仏
 両
教
を
論
ず
」
 

向
 真
理
 」
第
一
四
号
、
九
四
頁
。
 

シ
 
ユ
ミ
ー
 ヂ
ル
 
「
吾
人
の
信
す
る
 所
 」
 
向
 真
理
」
第
二
四
号
、
 

五
七
五
頁
。
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説
き
伝
え
る
人
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
で
漠
然
と
使
っ
て
 い
る
が
、
そ
う
い
う
人
は
多
数
お
り
、
青
檀
関
係
の
な
か
 で
 活
動
す
る
者
も
 い
 れ
 

近     
代 
日 

本 
の ま ｜ 

仏 教 じ 
  

界 め 
近な 劣の入的 た 九代 

で ・ 
l     

は 日本仏 代日本 平凡な 等 感の 性格、 るので な仏教 専 が 、 な真宗 

様 仏人 克資あ 通院の 教 
  界に 教、 物の 月 反と 質 、 る 。 動に 生活 僧侶 

な布 

教   
者 
が 
  

活 
大黄な現生が 出増 大 

躍 
し 人間 日本仏 0 容 、お 大 どが 境など 義 運動 満足で 家し、 克 とい 
て 教ょ ぎ がの ぎ 真 ぅ が 
い 済 びな 複暁ず 京人相 
ナ - Ⅰ 世相 要 離島 に 本 日教 

    
      
で ・ 

は布 

教   
者 
と 

鸞 、 つる い 。 侍 にか ら田 増 る設師 。 しと 
い 

妙 て こ村 と 丸そたす 

@ 
好 0 5 に言 と の 布 る 

圧 口口   
を   
自 
ら 
が 程 を検 主義。 点 を考 を検討 好人的 に近い その無 寺院の 。関 る 
把 

えすな 伽耶 あ 藤討 

握 
し する。 る。 ること は明治 信仰へ に立つ 気で無 り方に 

た仏 

にの 真我疑 二妻 
よ 指出 な問三村 

教 
教 
義 
を 
  

人 
ひ @ ヒ 
  
な資ぶて生 男 膝 

  

近
代
日
本
仏
教
に
お
け
る
布
教
者
 と
 の
 由
木
ム
い
に
つ
い
て
 

藤 

井 

健 

@=b 
I ロ ) 



ば
 、
そ
こ
か
ら
飛
び
出
し
て
仏
教
運
動
を
創
設
す
る
者
 む
い
た
。
そ
う
し
た
布
教
者
の
教
え
を
人
々
が
受
容
す
る
 と
き
に
一
種
の
師
弟
 関
 

係
 が
形
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
こ
で
想
定
し
て
い
 る
の
は
、
た
と
え
ば
 い
 わ
ゆ
る
妙
好
人
と
呼
ば
れ
る
人
々
 が
、
 悟
り
や
安
心
を
得
 

た
と
い
う
人
に
つ
い
て
信
仰
の
在
り
方
を
学
ん
だ
り
、
 清
 沢
満
之
 の
よ
う
な
思
想
家
の
下
に
多
く
の
学
生
が
集
ま
 っ
て
勉
強
し
た
り
す
る
 

時
な
ど
に
成
立
す
る
関
係
で
あ
る
。
 

こ
の
師
弟
関
係
が
成
立
す
る
契
機
を
探
る
こ
と
は
、
人
々
 の
 仏
教
と
の
か
か
わ
り
方
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
 り
 、
最
終
的
に
は
 近
 

化
仏
教
典
全
体
の
把
握
に
っ
た
が
る
は
ず
で
あ
る
。
 と
 堅
 =
 
ロ
え
 
、
膨
大
の
数
の
師
弟
関
係
が
多
様
に
展
開
し
て
い
 た
は
ず
で
あ
る
し
、
 そ
 

れ
を
把
握
す
る
に
も
い
る
い
る
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
 

こ
こ
で
は
一
つ
の
試
み
と
し
て
 関
藤
 静
思
と
い
う
一
人
の
 人
物
が
、
真
田
堵
 克
 と
い
う
布
教
者
に
出
会
い
、
真
田
 を
節
と
し
、
真
田
の
 

運
動
に
加
わ
る
ま
で
の
過
程
を
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
 吾
 
一
 
口
い
 
換
え
れ
ば
布
教
者
の
受
容
の
過
程
の
検
討
で
あ
る
。
 真
田
 増
丸
 
（
明
治
 一
 0
 

｜
 大
正
一
五
）
は
、
真
宗
本
願
寺
派
の
僧
侶
で
、
大
王
 二
年
に
後
に
大
日
本
仏
教
済
世
事
と
呼
ば
れ
る
仏
教
運
動
 を
 創
設
し
て
活
発
に
 布
 

教
 し
て
 歩
 -
 
い
た
人
で
あ
る
。
（
 

l
 ）
こ
の
仏
教
済
世
事
は
ど
ち
 ら
か
と
い
え
ば
教
団
に
対
し
て
あ
ま
り
批
判
的
で
は
な
い
 運
動
で
、
参
加
者
も
い
 

わ
か
る
知
識
人
に
属
さ
な
い
人
が
多
か
（
 

，
 ）
っ
た
と
思
わ
れ
る
 。そ
の
点
で
近
代
仏
教
 史
 研
究
の
上
で
し
ば
し
ば
取
り
 上
げ
ら
れ
る
新
仏
教
 運
 

動
や
精
神
主
義
な
ど
の
 い
 わ
ゆ
る
近
代
的
な
仏
教
運
動
 と
は
や
や
異
な
っ
た
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
私
が
済
世
事
 に
 関
係
し
た
人
物
を
取
 

り
 上
げ
る
の
も
、
近
代
的
諸
運
動
と
対
照
的
な
性
格
を
 持
つ
済
世
軍
を
再
考
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
あ
ま
 り
 顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
 

諸
点
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予
想
に
基
 つ
い
て
い
る
。
 

ま
た
 静
照
 自
身
が
平
凡
な
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
 一
 言
触
れ
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
す
ぐ
れ
た
宗
教
 思
想
を
持
っ
て
い
た
 

わ
 げ
で
も
な
く
、
格
別
の
宗
教
体
験
が
あ
っ
た
 ね
 げ
で
も
 な
い
。
そ
れ
に
相
応
し
て
彼
は
近
代
仏
教
界
に
お
い
て
 政
治
的
に
も
社
会
的
に
 

も
 思
想
的
に
も
中
心
に
近
い
位
置
に
立
っ
た
こ
と
は
な
く
 、
目
立
つ
こ
と
な
く
一
生
を
過
ご
し
、
早
く
忘
れ
ら
れ
 た
 。
し
か
し
そ
れ
に
も
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近代日本仏教における 布教者との出会いについ 

彼
の
村
で
は
彼
の
生
ま
れ
る
直
前
ま
で
福
間
 浄
観
 
（
 文
 政
二
丁
明
治
一
九
）
と
い
う
学
僧
が
 摩
詞
街
寮
 と
い
う
 学
 寮
を
開
い
て
村
人
の
 

教
化
に
あ
た
っ
て
い
た
た
め
、
 
@
5
-
 僧
侶
は
尊
敬
さ
れ
、
 
信
 仰
が
盛
ん
だ
っ
た
 0
 静
 照
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
 0
 
「
来
世
主
義
の
思
想
が
 

 
 
 
 

盛
ん
で
あ
っ
た
 0
 丁
度
中
世
紀
の
欧
州
各
国
で
盛
ん
に
 行
 は
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
や
 う
 な
考
へ
を
も
つ
 
て
ぬ
 た
。
 
つ
ま
り
こ
の
人
生
は
無
 
く
 

 
  
 

常
 迅
速
で
、
 
仮
 り
の
世
で
あ
る
。
盛
者
必
衰
、
会
者
定
 離
、
が
 世
の
な
ら
ひ
で
、
万
事
は
不
如
意
に
お
は
る
の
で
 あ
る
。
し
か
し
人
間
に
 

な
っ
た
た
め
、
彼
の
両
親
は
い
よ
い
よ
信
仰
 心
 が
あ
っ
 く
 な
っ
た
と
い
う
。
 

出
す
ほ
ど
に
な
っ
た
。
家
は
代
々
真
宗
（
本
願
寺
派
）
の
 敬
虔
な
門
徒
だ
っ
た
が
、
特
に
 静
 照
の
弟
に
あ
た
る
 子
 が
 三
歳
の
と
き
に
亡
く
 

 
 

関
藤
静
 照
は
明
治
二
三
年
、
広
島
県
加
茂
郡
の
村
で
 普
 通
の
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
家
は
静
照
の
祖
父
 0
 代
に
裁
判
に
負
 け
 

て
 大
き
な
借
金
を
背
負
い
込
ん
だ
が
、
彼
が
小
学
校
を
出
 る
 こ
ろ
ま
で
に
は
負
債
の
整
理
も
付
き
、
下
男
、
下
女
 を
使
い
田
畑
を
小
作
に
 

  

か
か
わ
ら
ず
、
こ
こ
で
彼
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
こ
の
 ょ
 う
 な
平
凡
な
人
間
が
あ
る
布
教
者
の
教
え
を
受
け
入
れ
 る
 様
相
を
考
え
た
か
っ
 

た
か
ら
で
あ
る
。
非
凡
な
人
間
の
み
を
対
象
に
し
て
い
た
 の
で
は
視
野
に
入
ら
な
い
凡
人
の
宗
教
へ
の
接
し
方
が
 あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
 

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
が
巨
大
な
慣
性
の
よ
う
に
 仏
 教
 運
動
を
引
ぎ
ず
っ
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
か
 も
し
れ
な
い
と
い
う
 予
 

想
 に
基
づ
い
て
い
る
 C
 

関
藤
静
照
は
 コ
日
月
を
失
 ふ
若
 
@
3
 
し
 
）
と
い
 5
 本
を
一
冊
 残
 し
て
お
り
、
そ
の
中
で
自
分
の
生
い
立
ち
や
、
真
田
 増
丸
 と
の
出
会
い
・
を
 
圭
 白
い
 

て
い
る
。
ま
た
彼
は
と
い
，
 っ
 木
の
中
に
も
、
真
田
に
関
す
る
短
い
文
を
書
い
て
い
る
 。
こ
こ
で
は
こ
れ
ら
に
 

基
づ
い
て
、
 静
照
が
 真
田
を
師
と
す
る
ま
で
の
過
程
を
 、
 特
に
彼
の
心
理
の
変
化
の
過
程
を
中
心
に
見
て
い
こ
 う
   



岡
諫
め
 「
小
説
法
城
を
譲
る
人
々
」
 （
上
人
 

正
一
一
一
，
）
一
て
 

@
 

止
 
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
（
 

7
 
）
松
岡
も
暁
馬
と
 

同
じ
よ
う
に
北
陸
の
真
宗
大
谷
派
の
寺
院
 

ほ
 色
々
の
欲
望
が
あ
り
、
欲
求
が
あ
る
。
こ
れ
ら
も
多
く
 は
 充
た
さ
れ
て
い
な
い
。
が
 、
 此
の
世
で
充
た
さ
れ
な
 い
こ
と
は
、
次
の
世
に
 

お
い
て
す
べ
て
充
た
さ
れ
る
、
そ
れ
が
す
 な
 は
ち
極
楽
往
 生
で
あ
る
。
そ
の
極
楽
の
門
を
く
ぐ
る
に
は
是
非
と
も
 切
符
が
必
要
と
せ
ら
れ
 

た
 。
そ
れ
が
信
心
で
あ
る
。
で
、
人
生
の
究
 寛
 目
的
は
 ナ
 
」
の
極
楽
に
通
用
す
べ
 き
 信
心
の
バ
ス
を
得
る
こ
と
で
あ
 る
 。
こ
れ
が
わ
た
し
の
 

村
人
の
抱
い
て
 ぬ
 た
宗
教
思
想
の
骨
子
で
あ
っ
た
」
（
 一
 
0
 二
頁
）
 
、
 
「
そ
の
こ
ろ
の
村
人
の
叫
び
で
は
、
 
先
づ
 五
口
 
ら
に
信
心
を
与
へ
よ
 一
 

で
あ
っ
た
。
信
仰
の
獲
得
、
こ
れ
が
人
生
の
最
初
で
あ
っ
 て
 、
ま
た
最
終
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
（
 一
 0 三
頁
）
 静
照
 は
こ
う
し
た
村
の
 

雰
囲
気
が
彼
の
宗
教
へ
の
指
向
の
出
発
点
で
あ
っ
た
と
 圭
 
日
 い
て
い
る
。
つ
ま
り
人
に
遅
れ
ず
に
信
仰
の
獲
得
を
は
 か
る
た
め
に
、
二
二
歳
 

の
と
ぎ
 （
明
治
四
四
年
）
に
家
を
出
て
西
本
願
寺
で
得
度
 
式
 を
受
け
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
当
然
父
母
の
反
対
が
 あ
っ
た
ら
し
い
が
、
 そ
 

れ
を
押
し
切
っ
て
い
る
。
 

こ
の
こ
と
は
 静
照
が
 置
か
れ
た
立
場
か
ら
考
え
れ
ば
、
 彼
 は
 在
家
出
身
だ
っ
た
た
め
に
村
人
の
素
朴
な
信
仰
を
そ
 の
ま
ま
自
分
の
も
の
 

と
し
て
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
 同
時
に
寺
院
を
理
想
的
な
も
の
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
 で
き
た
。
す
な
わ
ち
 彼
 

は
 次
の
よ
う
に
想
像
し
て
い
た
と
い
う
。
「
寺
院
は
尊
い
 極
楽
の
出
店
で
あ
り
、
共
に
愛
し
、
共
に
ゆ
る
し
、
 共
 に
な
が
ら
へ
、
共
に
 栄
 

へ
る
地
上
の
花
園
は
、
た
だ
僧
団
ば
か
り
で
あ
る
」
と
。
 

む
し
ろ
教
団
の
中
心
部
や
、
地
方
寺
院
内
部
の
実
情
に
詳
 し
い
者
の
方
が
、
こ
の
 ょ
う
 な
理
想
化
が
困
難
だ
っ
た
 と
思
わ
れ
る
。
た
と
 

え
ば
京
都
の
大
谷
尋
常
中
学
校
に
在
学
し
、
当
時
の
大
谷
 派
 執
行
渥
美
英
 縁
 の
一
挙
手
一
投
足
を
見
て
い
た
焼
鳥
 敵
 が
、
 静
照
が
 出
家
し
 

た
 二
二
歳
の
時
に
教
団
改
革
運
動
に
活
躍
し
て
い
た
例
が
 あ
る
。
（
 

ム
 
u
 
）
も
ち
ろ
ん
 暁
 烏
の
場
合
、
そ
こ
に
は
様
々
な
 時
 代
 背
景
と
、
偶
然
と
も
 

言
え
る
よ
う
な
清
沢
と
の
出
会
い
と
そ
の
指
導
が
あ
っ
 た
の
で
あ
る
が
、
教
団
の
中
心
部
に
近
い
位
置
に
い
た
が
 た
め
に
教
団
の
腐
敗
に
 

気
付
か
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
言
え
よ
う
。
 ま
た
同
様
に
寺
院
生
ま
れ
の
も
の
が
教
団
の
腐
敗
を
告
 発
し
た
も
の
と
し
て
 松
   



近代日本仏教における 

分
の
一
生
に
は
こ
 

り
ま
し
た
」
と
言
 

は
ま
る
で
目
に
入
 

「
穏
和
で
平
凡
な
 

そ
れ
で
は
 静
照
 0

 日
本
の
乱
れ
て
を
 6
 人
心
を
正
し
、
乱
れ
て
を
 る
 宗
門
 の
 状
態
を
改
め
よ
う
と
い
ふ
そ
う
な
大
き
な
願
を
持
つ
 て
を
 

（
 
8
 ）
 

っ
て
い
る
よ
う
に
、
主
と
し
て
倫
理
的
な
観
点
か
ら
他
者
 を
 裁
こ
う
と
し
て
い
る
の
だ
が
、
 

静
 照
の
場
合
は
ま
だ
 他
者
 

っ
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
 静
照
は
 焼
鳥
 に
 比
べ
て
地
味
で
お
と
な
し
い
人
間
で
あ
っ
た
。
 

ホ
の
 
中
で
 

わ
た
し
」
と
書
い
て
お
り
、
自
己
主
張
を
強
く
す
る
タ
イ
 プ
 で
は
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
 

の
 内
面
へ
の
関
心
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
 考
，
 
え
た
ら
良
い
の
た
ろ
 
う
か
 。
先
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
 う
 に
当
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で
あ
っ
た
 、
さ
 5
 す
る
こ
と
が
一
番
た
や
す
い
、
安
心
な
 生
き
方
で
あ
っ
た
の
だ
け
れ
ど
 

ど
う
す
る
こ
と
も
出
来
な
か
つ
た
」
（
 一
 00
 頁
 ）
こ
の
 点
で
彼
は
長
男
で
あ
る
に
も
か
 

す
る
行
動
を
取
っ
て
お
り
、
一
種
の
強
情
な
気
質
と
実
 行
力
を
見
せ
て
い
る
 0
 し
か
し
そ
 

関
係
し
て
い
て
、
前
述
の
暁
 烏
敵
 の
よ
う
な
教
団
改
革
運
 動
の
方
向
へ
は
向
か
な
い
。
 

暁
 烏
の
改
革
運
動
は
本
人
が
「
二
十
歳
頃
ま
で
ほ
日
本
 0
 人
心
の
腐
敗
を
歎
 き
 、
真
宗
 も

、
 心
の
う
ち
に
燃
ゆ
る
求
道
心
は
自
分
で
も
 

か
わ
ら
ず
、
両
親
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
出
家
 

の
行
動
は
あ
く
ま
で
も
彼
の
内
面
へ
の
指
向
と
 

の
御
法
義
の
乱
れ
て
を
る
こ
と
を
歎
い
て
、
 自
 

に
 生
ま
れ
（
 静
 照
の
翌
年
の
明
治
二
四
年
）
、
 
善
譲
 の
 名
 を
 貰
っ
た
が
、
寺
院
生
活
を
嫌
っ
て
名
を
譲
に
改
め
、
 
東
大
文
学
部
哲
学
科
に
 

進
ん
だ
。
彼
は
自
分
の
小
説
の
中
で
、
僧
侶
が
自
分
の
寺
 の
 門
徒
を
だ
ま
し
て
金
儲
げ
に
奔
走
す
る
様
や
、
本
山
 が
い
ろ
い
ろ
な
手
段
に
 

よ
っ
て
末
寺
・
門
徒
か
ら
金
を
集
め
る
様
を
描
い
て
お
り
 、
寺
院
の
持
つ
問
題
点
を
示
し
て
い
る
。
 

寺
院
に
生
れ
た
者
の
す
べ
て
が
こ
 う
 だ
っ
た
と
は
言
わ
 な
い
が
、
少
な
く
と
も
出
家
し
た
当
時
の
静
照
は
在
家
の
 出
身
で
あ
る
が
ゆ
え
 

に
 寺
院
や
教
団
の
問
題
点
が
ま
だ
目
に
入
っ
て
お
ら
ず
、
 そ
れ
を
理
想
化
し
て
憧
れ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
 と
は
で
き
る
。
し
か
し
 

同
時
に
多
く
の
在
家
の
村
人
の
中
で
特
に
彼
が
出
家
に
 至
っ
た
の
に
は
彼
自
身
の
性
格
や
資
質
の
問
題
を
考
え
ぬ
 ば
な
ら
な
い
 0
 静
照
は
 

内
省
的
で
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
実
社
会
の
生
活
に
は
 疎
 か
っ
た
。
そ
の
疎
さ
は
寺
院
の
理
想
化
に
も
あ
ら
わ
れ
て
 い
る
が
、
彼
の
関
心
が
 

て
 

内
面
的
な
も
の
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
の
結
果
で
あ
 ろ
 う
 。
「
家
に
さ
へ
 
ぬ
 れ
ば
、
田
舎
の
中
農
と
し
て
 食
 つ
て
い
け
る
こ
と
は
た
し
か
 



何
ら
か
の
体
験
を
通
し
て
信
仰
を
理
解
す
る
。
楠
本
 氏
 が
 述
べ
る
 よ
う
 に
「
妙
好
人
と
い
わ
れ
る
人
達
は
す
べ
て
 、
生
死
の
問
題
を
概
念
 

 
 

過
程
で
様
々
な
話
し
を
聞
く
が
心
底
か
ら
の
納
得
は
得
 

ら
れ
ず
、
最
終
的
に
は
 

（
 
0
g
 
し
 

こ
と
だ
ら
あ
や
あ
と
思
っ
て
よ
ろ
こ
ば
し
て
も
ら
づ
た
い
 の
 う
 」
と
い
う
体
験
を
す
る
。
こ
こ
に
見
ら
れ
る
よ
 う
 に
 、
典
型
的
な
妙
好
人
 

背
負
わ
せ
る
と
「
す
と
ん
と
楽
に
な
っ
て
 、
 ら
く
で
 も
 く
で
 こ
り
や
わ
が
は
か
ら
い
で
は
い
け
 ん
 わ
い
、
お
慈
悲
 も
こ
の
通
り
だ
ち
ゆ
う
 

話
し
を
聞
く
が
ど
う
し
て
も
納
得
で
き
な
い
。
し
か
し
 あ
る
と
き
、
自
分
が
背
負
っ
た
ら
苦
し
く
て
し
ょ
う
が
な
 か
っ
た
草
の
東
を
牛
に
 

源
佐
 」
は
、
阿
弥
陀
と
は
な
に
か
、
他
力
と
は
ど
 う
い
 ぅ
 こ
と
か
を
知
ろ
う
と
し
て
、
寺
の
「
 御
 隠
居
」
 や
、
本
 山
の
僧
侶
か
ら
繰
返
し
 

が
 求
め
た
の
は
安
心
の
感
得
一
種
の
宗
教
体
験
だ
 っ
 た
は
ず
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
一
般
門
徒
の
信
仰
の
最
も
切
実
な
部
分
を
徹
底
 的
に
追
及
し
た
の
が
所
謂
妙
好
人
で
あ
ろ
う
。
 た
と
え
ば
妙
好
人
「
因
幡
の
 

定
の
境
地
の
希
求
を
意
味
し
て
い
る
 0
 こ
の
境
地
は
教
 単
 に
お
け
る
安
心
論
の
理
解
か
ら
は
中
々
得
ら
れ
な
か
っ
 た
に
違
い
な
い
 0
 彼
ら
 

す
な
わ
ち
安
心
決
定
は
非
常
に
重
要
な
課
題
で
あ
っ
た
。
 前
に
 静
照
が
 村
人
の
言
葉
と
し
て
あ
げ
た
「
信
心
を
与
 へ
よ
」
と
は
、
安
心
決
 

に
は
少
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
来
世
の
往
生
を
 指
向
す
る
に
し
て
も
、
自
分
が
確
実
に
往
生
で
き
る
の
 か
ど
う
か
、
ま
た
そ
の
 

往
生
を
保
証
し
て
く
れ
る
は
ず
の
阿
弥
陀
は
ど
の
 よ
う
 に
 感
得
で
き
る
の
か
、
さ
ら
に
阿
弥
陀
に
す
べ
て
を
ま
か
 す
と
い
う
他
力
と
は
ど
 

う
 い
う
こ
と
な
の
か
は
常
に
問
題
に
な
る
。
ご
く
普
通
の
 門
徒
に
と
っ
て
も
、
そ
う
し
た
問
題
を
心
底
か
ら
納
得
 し
て
了
解
す
る
こ
と
、
 

実
際
死
後
の
往
生
の
み
を
ひ
た
す
ら
に
思
い
、
繰
返
し
説
 教
を
聞
い
て
も
伝
統
的
説
教
の
醸
し
出
す
感
覚
的
な
「
 あ
り
が
た
さ
」
に
 浸
 

る
だ
け
で
、
現
実
の
人
生
の
中
に
宗
教
的
契
機
を
持
ち
込
 ん
で
主
体
的
な
信
仰
を
築
き
上
げ
よ
う
と
い
う
人
は
 、
 ぬ
方
 末
寺
の
門
徒
の
中
 

験
 が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

タ万 考 珪 
後 役 
の 考 にお 

げ え 
る 求 
浄 め 
土 て 
へ い 
の た   
  
心 来 
的 世 
な 生 
謀 議 
題 的 
と な 
す 信 
る 仰 
伝 世 
統 界 
的 に 
な お 
信 げ 
仰 る 
0 倍 
世 心 
界 の 
の 獲 
中 得 
ほ で 

も あ   

真 た 摯 
た こ 
求 こ 
道 で 
に 彼 

基 の 
づ い 

く う 

本 来 
格 世 
的 主 

義、 なゐ 

本 数 即 
体 ち 
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て
 勤
行
や
説
教
を
学
ん
だ
。
し
か
し
一
旦
出
家
す
る
と
 

、
僧
侶
社
会
の
勢
力
争
い
 

 
 
会
 
Ⅱ
 や
 、
寺
格
な
ど
の
階
級
制
度
、
「
金
が
第
一
」
と
 

い
 う
 態
度
が
一
般
社
会
と
異
な
る
と
こ
ろ
が
無
い
こ
と
を
 

知
り
、
 
静
 照
は
失
望
す
る
。
 

咄
 
彼
は
本
の
中
で
そ
の
こ
と
に
ふ
れ
て
次
の
 

よ
う
聖
 
一
口
っ
て
い
る
。
「
わ
た
し
も
、
い
つ
か
そ
れ
に
馴
れ
切
 

っ
 て
 、
 否
 、
む
し
ろ
そ
れ
を
 

親
 

恕
し
む
そ
う
に
な
り
っ
 

っ
 あ
っ
た
。
ひ
と
た
び
、
 

わ
 た
し
自
身
を
し
づ
か
に
か
へ
り
見
た
時
、
ど
う
し
て
も
 

堪
 へ
ら
れ
な
い
気
が
し
た
。
 

非
 

欄
常
 な
発
願
で
出
家
し
た
わ
た
し
が
却
っ
て
前
よ
り
 

も
道
徳
的
律
儀
も
み
だ
れ
、
宗
教
的
敬
虔
な
念
も
欠
ぎ
っ
 

っ
 あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
 

ね
 
（
 一
 
0
 六
頁
）
。
失
望
し
て
も
出
家
生
活
を
や
め
な
 

い
 の
は
、
求
道
心
が
ま
だ
失
わ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
が
 

、
 彼
は
こ
こ
か
ら
寺
院
攻
撃
 

 
 

敗
を
見
る
と
攻
撃
し
て
や
ま
な
か
っ
た
人
々
と
は
異
な
っ
 

て
い
る
。
 
静
 照
の
目
は
他
者
 

雄
を
批
判
す
る
前
に
「
自
分
を
か
へ
り
 

見
 」
 る
 よ
 う
 な
と
こ
ろ
が
あ
る
。
彼
の
性
格
を
内
省
的
と
い
う
所
以
で
 

あ
る
。
 

近
 
億
静
照
が
 

お
り
、
そ
の
教
義
が
浸
透
し
て
い
た
地
方
末
寺
に
 

寺
院
攻
撃
を
し
な
い
客
観
的
理
由
と
し
 

 
 

 
 

  

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

の
上
で
取
り
扱
う
の
で
な
く
、
日
常
生
活
の
実
地
の
体
験
 の
上
で
そ
れ
に
結
着
を
 つ
 げ
ん
と
す
る
人
々
で
あ
る
」
 

伝
統
的
な
真
宗
の
信
仰
の
中
に
も
こ
う
し
た
 獲
信
 の
 体
 験
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
り
、
 

静
 照
の
求
め
て
い
た
の
も
 こ
う
し
た
救
わ
れ
た
 

と
い
う
安
心
の
体
験
だ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
こ
 う
し
 た
 彼
に
と
っ
て
 暁
烏
や
 、
松
岡
の
よ
う
に
学
校
に
行
っ
 て
 勉
強
す
る
よ
り
は
、
 

直
接
僧
侶
に
な
る
こ
と
の
方
が
望
ま
し
い
こ
と
に
思
え
 た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
焼
鳥
 と
 比
較
し
て
み
れ
 ば
、
 暁
 烏
は
住
職
の
子
で
あ
 

ヘ
リ
 
@
 
）
 

っ
た
 が
ゆ
え
に
、
ほ
と
ん
ど
自
動
的
に
尋
常
中
学
校
に
送
 ら
れ
、
西
洋
文
化
に
接
し
、
ま
た
教
団
の
思
想
的
指
導
 者
 と
会
 う
 道
が
開
か
れ
 

た
 。
さ
ら
に
焼
鳥
の
 師
 、
清
沢
満
之
は
屡
々
指
摘
さ
れ
る
 よ
う
に
、
本
願
寺
か
ら
金
を
貰
っ
て
勉
強
す
る
た
め
に
 僧
籍
に
入
っ
た
。
こ
れ
 

ら
の
人
々
に
比
べ
て
 静
 照
は
少
な
く
と
も
当
初
は
安
心
と
 い
 う
 宗
教
的
課
題
を
よ
り
大
き
く
考
え
て
お
り
、
学
問
 と
い
う
こ
と
は
念
頭
に
 

て
な
く
、
ま
た
そ
れ
を
す
る
だ
け
の
条
件
に
も
恵
ま
 
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
 



上
洛
し
た
 静
 照
は
学
資
を
助
げ
 

と
を
改
め
て
知
っ
た
。
そ
の
上
さ
 

農
村
か
ら
人
が
都
市
に
流
出
す
る
 

谷
 沈
滞
 が
 布
教
そ
の
他
に
積
極
策
 

い
た
。
そ
の
た
め
大
正
二
年
に
は
 

本
仏
教
慈
善
余
財
団
の
金
を
流
用
 

各
党
 喘
 が
責
任
を
取
っ
て
管
長
、
 

期
を
通
じ
て
管
長
代
理
時
代
が
続
 る

た
め
に
本
山
の
事
務
員
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
が
、
 こ
こ
で
も
本
山
の
役
員
に
信
仰
 心
 が
薄
い
こ
 

ら
に
彼
は
大
き
な
事
件
に
ぶ
つ
か
る
。
元
来
農
村
に
基
盤
 を
 置
い
て
い
た
本
願
寺
は
、
近
代
に
な
っ
て
 

と
と
も
に
財
政
が
苦
し
く
な
り
、
加
え
て
本
願
寺
派
の
場
 合
は
、
明
治
三
六
年
以
降
宗
主
で
あ
っ
た
 大
 

を
取
っ
て
支
出
が
増
加
し
た
た
め
、
大
正
期
に
入
る
こ
ろ
 に
は
ほ
と
ん
ど
財
政
破
綻
の
状
態
に
陥
っ
て
 

様
々
な
教
団
改
革
連
動
が
起
こ
っ
た
。
さ
ら
に
大
正
三
年
 に
な
る
と
教
団
幹
部
が
、
教
団
傘
下
の
大
日
 

し
た
と
し
て
逮
捕
さ
れ
、
西
本
願
寺
疑
獄
事
件
と
し
て
 世
 に
 喧
伝
さ
れ
る
。
そ
し
て
同
年
四
月
に
は
 大
 

宗
主
の
座
を
退
く
と
い
う
教
団
に
取
っ
て
前
代
未
聞
の
事
 件
 に
発
展
し
た
。
以
後
本
願
寺
派
で
は
大
正
 

く
が
、
こ
の
と
き
に
様
々
の
改
革
運
動
と
教
団
批
判
、
 さ
 ら
に
教
団
か
ら
離
脱
す
る
人
々
が
出
た
。
 

  
一 

め
の
媒
介
と
な
る
師
や
先
輩
（
焼
鳥
の
場
合
の
清
沢
の
 ょ
 う
な
）
が
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
か
も
 し
れ
な
い
。
 

し
か
し
そ
う
し
た
条
件
が
揃
っ
て
い
れ
ば
 静
照
が
 寺
院
 批
 判
 を
し
た
だ
ろ
う
と
は
必
ず
し
も
い
う
こ
と
は
で
き
な
 い
 0
 彼
は
例
え
ば
 暁
 

烏
や
 、
松
岡
に
比
べ
て
多
分
に
内
省
的
で
あ
る
し
、
 現
 実
社
会
に
向
け
て
活
動
す
る
資
質
に
乏
し
い
。
そ
し
て
 安
 心
の
体
験
を
求
め
る
の
 

な
ら
、
寺
院
批
判
を
す
る
よ
り
も
、
師
や
同
志
を
求
め
て
 手
 を
で
て
い
く
の
が
相
応
し
い
 0
 静
 照
は
大
正
二
年
、
 二
四
歳
に
な
っ
た
 
と
 

き
、
布
教
師
の
資
格
を
取
る
た
め
に
京
都
に
上
る
が
、
 彼
 に
こ
う
し
た
行
動
を
取
ら
せ
た
の
は
右
の
よ
う
な
彼
の
 求
め
る
と
こ
ろ
と
、
 当
 

時
の
寺
院
衆
徒
に
と
っ
て
可
能
な
条
件
と
の
結
合
の
結
 果
 で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
 静
 照
は
安
心
の
宗
教
体
験
の
希
求
 者
と
し
て
京
都
に
上
っ
 

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
も
死
後
の
往
生
を
求
め
る
伝
統
的
 な
 真
宗
信
仰
の
枠
内
の
妙
好
人
的
な
ま
じ
め
な
求
道
者
 と
し
て
。
 

  



    斥 " Ⅰ " ロ十 /' 。 牲   欄
は
、
 
タ
ゴ
ー
ル
 や
べ
ル
グ
 ソ
ン
、
オ
イ
ケ
ン
な
ど
 を
 自
由
に
語
る
人
物
で
あ
っ
た
。
後
の
済
世
事
時
代
に
は
 日
本
大
学
に
通
っ
て
仏
教
学
 

 
 
げ
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
に
な
る
 静
照
の
 、
近
代
的
な
学
 間
の
素
養
は
こ
の
時
代
を
出
発
点
と
し
て
い
る
。
 

 
 
こ
 
/
 

た
と
え
ば
後
の
こ
と
だ
が
、
彼
の
母
親
の
信
仰
を
述
べ
て
 い
る
箇
所
で
は
次
の
よ
う
な
情
景
が
書
か
れ
て
い
る
。
 静
 照
は
知
識
と
し
て
 

私
 

 
 

斗
 
得
た
新
し
い
仏
教
解
釈
を
母
の
前
に
並
べ
る
、
す
る
 と
 彼
女
は
そ
れ
ら
を
軽
く
一
蹴
し
て
、
「
な
に
、
 六
ケ
 

る
と
こ
ろ
も
な
く
、
た
だ
信
ず
る
こ
と
の
深
い
母
に
い
 敷
い
理
屈
は
い
ら
ぬ
、
仏
さ
 

つ
も
教
へ
ら
れ
、
康
を
啓
 か
 

ぃ
ま
が
ち
や
ん
と
い
い
や
 
う
 に
し
て
 ゐ
て
 下
さ
る
か
ら
 」
と
応
え
る
、
そ
れ
に
対
し
て
彼
は
「
な
ま
は
ん
か
、
 哲
学
や
科
学
を
か
 ぢ
 つ
て
 信
   

叩
想
 に
触
れ
る
こ
と
の
出
来
る
環
境
に
入
っ
た
こ
と
 

で
あ
ろ
う
。
京
の
彼
は
暁
 
烏
 等
の
精
神
主
義
に
共
感
を
寄
 
せ
て
い
た
し
、
加
藤
 
咄
堂
 、
 

翻
 
谷
本
富
、
 m
 室
 軍
兵
、
賀
川
豊
彦
 
ら
 当
時
有
名
だ
 っ
た
 思
想
家
、
宗
教
家
の
講
演
を
聞
い
て
い
る
 

0
 静
照
の
 友
人
と
な
っ
た
細
川
 崇
円
 

 
 
 
 

こ
の
二
人
と
の
出
会
い
を
含
め
て
京
都
に
お
い
て
 静
照
の
 前
に
開
け
た
新
し
い
生
活
の
一
番
大
き
な
点
は
 、
 
彼
が
 様
々
な
近
代
的
な
思
 

 
 会
 
刊
 
め
ら
れ
た
人
々
で
あ
る
。
 

  

（
 
巳
 
l
l
 

Ⅰ
）
 

出
し
た
「
搾
取
に
耽
る
人
々
」
で
は
激
し
い
本
願
寺
批
判
 を
 展
開
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
何
冊
か
の
著
書
を
出
し
 て
そ
れ
な
り
に
世
に
認
 

（
Ⅱ
）
 

れ
て
暮
ら
し
た
。
ま
た
高
津
正
道
（
明
治
二
六
 9
 昭
和
四
 九
）
は
後
の
大
正
一
一
年
に
共
産
党
の
創
立
に
参
加
し
 た
人
で
、
昭
和
六
年
に
 

涯
 教
団
に
批
判
的
で
寺
に
戻
ら
ず
、
広
島
で
「
大
地
」
と
 い
 う
 宗
教
に
関
す
る
個
人
雑
誌
を
発
行
し
て
、
比
較
的
 多
く
の
支
持
者
に
囲
ま
 

は
 、
仏
教
済
世
軍
の
初
期
の
呉
支
部
長
を
経
て
、
妹
尾
義
 郎
の
新
興
仏
教
青
年
同
盟
に
共
感
を
寄
せ
る
 よ
う
 に
 な
 っ
 た
人
物
で
あ
る
。
 生
 

じ
よ
う
 に
布
教
師
に
な
る
勉
強
を
し
て
い
た
が
、
 静
照
と
 比
べ
て
教
団
に
批
判
的
で
あ
っ
た
。
細
川
宗
門
（
 
明
 浩
二
八
）
昭
和
一
一
 う
 

静
照
 自
身
が
改
革
運
動
そ
の
も
の
に
積
極
的
に
か
か
わ
る
 
る
 

後
の
軌
跡
に
一
つ
の
影
響
を
あ
た
え
た
。
彼
は
当
時
宗
 都
に
 

方
を
模
索
し
て
い
た
細
川
奈
月
、
高
津
正
道
と
い
う
 二
 人
の
 こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
り
し
た
状
況
は
当
時
本
山
 に
い
た
彼
の
そ
の
 

お
い
て
教
団
の
権
威
 や
 、
そ
の
在
り
方
に
反
発
し
て
、
 新
 し
い
宗
教
の
在
り
 

人
物
と
知
己
と
な
る
。
共
に
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
の
出
 鼻
 で
、
 静
照
 と
司
 



れ
て
ゐ
 た
 」
（
九
八
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
京
に
で
た
 静
 照
は
 
一
種
の
知
識
人
と
 
い
 え
る
よ
う
な
立
場
に
立
っ
。
 

だ
が
そ
れ
に
し
て
も
清
沢
 や
 、
焼
鳥
の
よ
う
な
典
型
的
な
 近
代
の
信
仰
者
と
は
や
は
り
相
当
な
距
離
が
あ
る
。
 そ
 れ
は
具
体
的
に
は
 一
 

種
の
劣
等
感
に
近
い
心
情
に
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
ぎ
た
。
 

静
 照
は
次
の
よ
う
に
か
い
て
い
る
。
「
と
も
ら
み
な
 吾
 れ
よ
り
え
ら
く
見
ゆ
る
日
を
花
を
買
ひ
ぎ
て
 妻
 と
め
で
し
 も
」
石
川
啄
木
の
歌
 

ヘ
 
マ
マ
）
 

に
こ
の
そ
う
な
の
が
あ
っ
た
 0
 わ
た
し
も
こ
の
歌
の
上
の
 句
 の
そ
う
な
実
感
は
い
つ
も
お
こ
る
。
わ
た
し
の
知
人
 友
人
達
は
い
づ
れ
も
、
 

一
頭
 地
 を
ぬ
 ゐ
 て
い
る
。
そ
れ
に
わ
た
し
は
生
れ
つ
ぎ
の
 、
鈍
才
で
、
愚
物
で
あ
る
。
 

さ
ぅ
気
 づ
い
た
時
は
 、
い
 
つ
も
自
分
の
業
と
い
ふ
 

こ
と
を
あ
 じ
 は
 ひ
 、
ひ
た
す
ら
精
神
の
生
活
に
生
ぎ
ん
 と
 し
て
ほ
熱
心
に
道
を
求
め
て
 ぬ
 た
。
ど
う
か
し
て
信
仰
 の
 確
証
を
に
ぎ
り
 た
 

い
、
「
救
は
れ
だ
り
」
と
い
ふ
自
覚
に
入
り
た
い
と
念
願
 し
た
」
（
一
一
 
0
 頁
 ）
啄
木
の
歌
の
引
用
が
こ
の
文
金
 体
 を
な
ま
な
ま
し
い
も
 

の
に
し
て
お
り
、
こ
の
告
白
が
彼
の
心
清
の
誠
実
な
吐
露
 で
は
な
い
か
と
思
わ
せ
る
。
 

本
山
で
事
務
員
を
し
て
い
る
間
に
知
っ
た
本
山
役
員
の
 不
信
仰
に
つ
い
て
書
か
れ
た
部
分
に
続
い
て
い
る
こ
の
 文
 に
お
け
る
 友
 と
は
、
 

そ
の
時
代
に
知
己
と
な
っ
た
細
川
や
高
津
の
こ
と
で
は
な
 か
 だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
 静
 照
の
細
川
評
な
ど
か
ら
も
感
 じ
ら
れ
る
。
細
川
に
つ
 

い
て
 静
照
は
 
「
（
細
川
の
）
あ
の
自
我
の
強
い
性
格
は
 
、
 穏
和
な
平
凡
な
わ
た
し
に
い
つ
も
強
い
刺
激
を
与
へ
て
く
 れ
た
」
と
書
き
、
 

高
 

津
 に
つ
い
て
も
「
何
人
を
も
屈
服
せ
し
め
ず
に
ほ
置
か
 な
 」
 い
 論
理
の
 力
 を
持
っ
て
い
た
と
す
る
。
前
の
引
用
文
 に
お
け
る
 友
 よ
り
劣
っ
 

た
 自
分
と
い
う
感
覚
に
は
、
「
自
我
の
強
い
」
細
川
と
、
 
「
穏
和
で
平
凡
な
」
自
分
と
い
う
対
比
と
同
じ
も
の
が
 
感
じ
ら
れ
る
。
 
静
照
に
 

一
種
の
劣
等
感
を
感
じ
さ
せ
た
の
が
、
細
川
、
高
津
と
の
 交
流
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
前
述
し
た
よ
 う
 に
細
川
 も
高
津
も
自
ら
の
思
想
 

を
 書
物
に
纏
め
、
世
に
問
い
、
一
定
の
評
価
を
得
ら
れ
る
 だ
け
の
力
量
が
あ
っ
た
。
京
に
で
て
こ
う
し
た
人
々
 と
 出
会
い
、
そ
の
世
界
に
 

入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
 静
 照
は
学
問
、
思
想
 に
関
す
る
資
質
の
点
で
自
分
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
を
自
覚
 せ
ざ
る
を
え
な
 い
 状
況
 

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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静
照
 
自
身
が
も
っ
た
一
種
の
劣
等
感
は
 

、
 彼
な
り
の
 

親
 
鸞
 理
解
を
も
た
ら
し
た
。
こ
れ
は
彼
が
真
田
に
会
 

う
 以
前
 
の
 
回
想
と
し
て
書
か
 

れ
て
い
る
の
だ
が
、
「
一
生
涯
不
遇
な
生
活
に
さ
 

い
な
ま
 

ね
 
、
お
よ
そ
人
間
と
し
て
受
く
べ
 

き
 苦
し
み
を
す
べ
て
 

受
け
、
外
か
ら
は
堕
落
 

僧
よ
 
、
破
戒
 

僧
よ
 
と
の
の
し
ら
れ
、
遠
流
の
重
刑
に
ま
 

で
 
処
せ
ら
れ
、
懐
か
し
き
師
匠
と
袖
を
別
 

け
 
、
旅
か
ら
 

旅
 へ
と
 
草
畦
 
竹
杖
の
乞
食
 

生
活
を
送
り
、
「
 

親
 瞬
が
な
き
が
ら
は
賀
茂
川
に
流
し
 

て
く
れ
」
と
い
ふ
こ
と
を
、
そ
の
晩
年
 

唇
言
 
は
ず
に
は
を
 

れ
な
か
っ
た
ほ
ど
、
 

淋
 

 
 

 
 

 
 

別
表
明
だ
と
思
わ
れ
る
。
彼
の
描
く
淋
し
い
親
鸞
 

像
に
 
ほ
 
倉
田
百
三
の
戯
曲
「
出
家
と
そ
の
弟
子
 

ロ
 （
大
正
六
 

年
 ）
の
影
響
が
感
じ
ら
れ
る
 

会
咄
の
意
図
が
見
ら
れ
る
。
詩
賦
に
と
っ
て
親
鸞
の
い
Ⅱ
が
、
そ
の
親
鸞
像
を
無
産
者
と
規
定
し
た
自
分
に
 

 
 

 
 

翻
 は
な
く
、
劣
等
感
に
苛
ま
れ
て
い
る
自
分
だ
っ
た
 

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
 

0
 こ
の
時
点
の
静
照
は
優
劣
の
差
 

を
 
強
く
意
識
し
て
い
る
と
 

思
 

欄
 わ
れ
る
。
私
に
は
こ
の
劣
等
感
の
克
服
が
、
真
田
 

に
合
 
う
 ま
え
の
 

静
 照
の
主
要
な
課
題
だ
っ
た
よ
ら
に
思
わ
 

れ
る
。
 

 
 

、
自
分
自
身
の
心
情
の
問
題
か
ら
親
鸞
を
捉
え
よ
う
と
 

す
る
彼
の
態
度
は
、
そ
の
 

深
 

ぬ
治
 

が
 さ
ら
ぉ
 

浅
は
と
も
か
く
と
し
て
本
質
的
に
は
近
代
の
も
の
 

四
四
年
）
は
焼
鳥
の
心
情
か
ら
歎
異
抄
・
 

 
 

 
 

（
 
6
0
-
 

l
 

却
 上
に
 
静
照
 
も
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
む
し
 

ろ
そ
の
延
長
上
に
連
な
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
 

、
 彼
の
知
識
 

人
 と
し
て
の
資
質
が
問
わ
 

遁
 れ
、
そ
こ
に
彼
の
一
つ
の
課
題
が
生
れ
た
の
で
あ
 

っ
た
 
。
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の
 文
は
 、
 確
か
に
彼
ら
自
身
の
個
人
的
宗
教
体
験
に
基
づ
 い
て
書
か
れ
、
ま
た
学
問
以
上
の
宗
教
と
か
、
倫
理
 以
 上
の
宗
教
と
い
う
形
で
 

そ
の
体
験
の
重
要
性
を
主
張
し
て
い
る
。
し
か
し
い
く
ら
 そ
の
文
に
共
感
を
持
と
 う
 が
、
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
 体
験
を
共
有
す
る
こ
と
 

は
で
き
な
い
。
哲
学
や
思
想
で
は
な
く
、
確
固
と
し
た
め
 
本
数
体
験
を
求
め
る
も
の
を
満
足
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
た
 い
 。
だ
か
ら
詩
盟
 も
 

つ
ま
り
精
神
主
義
も
含
め
て
様
々
な
哲
学
書
、
宗
教
書
は
 静
照
に
 
「
認
識
の
世
界
」
の
満
足
し
か
も
た
ら
し
て
い
 

な
い
。
清
沢
や
暁
 烏
 

と
な
っ
て
 ゐ
 な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
」
（
一
一
九
頁
）
 

が
い
ま
だ
出
来
な
か
っ
た
の
だ
。
ゴ
タ
ゴ
タ
 と
無
 暗
に
 壮
 幅
 め
こ
ん
だ
読
書
の
栄
養
素
が
、
い
ま
だ
消
化
さ
れ
て
、
 

わ
た
し
自
身
の
血
や
肉
 

そ
う
に
な
っ
て
、
認
識
の
世
界
に
お
い
て
は
 或
 程
度
の
満
 足
を
持
っ
て
 ぬ
 た
。
し
か
し
、
そ
れ
が
全
人
格
に
統
一
 

さ
れ
て
、
生
き
る
こ
と
 

的
な
体
験
を
求
め
て
い
た
 0
 彼
は
言
 う
、
 
「
そ
れ
ま
で
わ
た
し
は
い
ろ
い
ろ
の
哲
学
書
を
読
ん
で
 
ゐ
 た
の
と
、
ま
た
浩
々
洞
に
私
淑
す
る
 

心
の
境
地
に
立
ち
た
い
と
き
 
口
 っ
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
 
救
わ
れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
問
題
よ
り
 

動
の
境
地
に
立
て
る
か
ど
う
か
に
彼
の
課
題
の
重
点
が
 あ
っ
た
よ
 う
 に
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
境
地
 

列
は
相
対
化
さ
れ
、
彼
に
と
っ
て
無
意
味
な
も
の
に
な
 る
は
ず
だ
と
考
え
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
 

い
が
現
世
的
な
も
の
に
な
っ
て
き
た
と
も
舌
口
え
ろ
。
こ
の
 

意
味
で
彼
は
村
に
お
け
る
来
世
に
救
わ
 

く
 信
仰
か
ら
は
抜
け
出
し
て
い
る
と
言
 う
 こ
と
が
で
き
る
 
 
 

も
っ
と
も
彼
の
体
験
へ
の
希
求
は
依
然
と
し
て
続
い
て
 い
る
 0
 た
と
え
ば
焼
鳥
の
よ
う
な
人
は
 

宗
 仮
名
聖
教
 ヒ
を
 読
破
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解
決
を
は
 か
っ
た
の
に
対
し
て
、
 
静
 照
は
本
を
読
む
 も

 、
現
実
の
生
活
の
な
か
で
一
つ
の
不
 

に
立
て
ば
、
優
劣
と
い
う
世
俗
的
な
 序
 

か
 。
あ
る
い
は
当
時
の
彼
に
と
っ
て
 救
 

れ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
重
点
を
置
 

壁
 に
雪
っ
た
と
き
に
、
片
端
か
ら
「
 真
 

だ
け
で
は
満
足
せ
ず
に
、
も
っ
と
直
接
 

 
 

愚
物
で
あ
る
自
分
が
救
わ
れ
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
が
 問
題
な
の
で
は
な
く
、
愚
物
で
あ
る
か
ら
こ
そ
自
分
の
 救
い
の
体
験
を
得
て
安
㎝
 

て 

得 そ 
9 0 
れ 課 
る 題 
サま と 

ず は 
の   
劣 「 
尊 信 
感 仰 
ほ の 

も 確 
動 乱 
揺 」、 

牧 しな 「 
か は 

安 れ 
定 た 
し り 

た と 
撞 い 
地 ふ 
を 自 

  
す と 
こ い 

と う 

ナ -  Ⅰ -- 

つ 種 
た の 

と 獲 
い 信 
え の 
る 体 
と 験 
居、 を 
ぅ 得 る 
止 骨 Ⅱ "  " て J 
に と １ 戸～ ソ 

用 お 
し よ 
た び 

彼 そ 
め れ 
文 を 
で 通 
は し 
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近代日本仏教における 布教者との出会いについて 

「
も
 う
 理
窟
に
も
あ
い
た
、
思
弁
に
も
つ
か
れ
た
、
（
 中
 %
-
 
）
 

人
の
前
に
心
服
せ
し
め
て
く
れ
る
人
だ
。
分
裂
し
た
 自
 已
 に
 統
 

上
げ
て
く
れ
る
人
だ
。
 
さ
う
 い
 ふ
 人
を
真
剣
に
も
と
め
さ
 が
し
 

静
 照
の
指
向
は
次
の
よ
う
な
妙
好
人
の
こ
と
ば
に
相
通
 じ
て
い
 

字
 に
な
っ
た
ら
手
や
。
絵
に
な
っ
た
ら
 絵
や
 。
生
き
て
 

話
し
合
 

 
 

わ
な
け
れ
ば
か
な
わ
ん
 デ
 」
 

こ
の
類
似
は
、
詩
盟
 が
 本
来
、
妙
好
人
に
典
型
的
に
見
ら
 れ
 

タ
イ
プ
の
宗
教
者
だ
っ
た
た
め
に
生
じ
た
と
思
わ
れ
る
。
 そ
し
 

た
 宗
教
的
人
格
の
希
求
と
い
う
形
で
表
現
さ
れ
る
。
そ
の
 時
に
 

後
景
に
退
く
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
 

大
正
五
年
秋
、
二
七
歳
の
静
 照
は
 布
教
師
の
資
格
を
取
 る
と
 

愛
社
 と
い
う
雑
誌
社
を
作
り
、
「
 共
 愛
ヒ
と
い
う
宗
教
 雑
誌
を
 

こ
の
時
点
で
静
 照
は
 、
従
来
の
寺
 檀
 関
係
の
枠
内
の
行
動
 か
 

を
 開
始
し
た
わ
げ
で
あ
る
。
し
か
し
必
ず
し
も
 静
照
 の
 内
 面
は
 

証
 、
す
な
わ
ち
信
仰
問
題
は
依
然
と
し
て
未
解
決
の
ま
 ま
 お
し
 

一
度
あ
っ
た
ら
、
傲
慢
の
角
を
へ
し
折
っ
て
く
れ
る
人
だ
 。
む
げ
に
そ
の
 

一
 を
与
へ
て
く
れ
る
人
だ
。
懐
疑
の
迷
宮
か
ら
価
値
創
造
 0
 世
界
へ
引
 き
 

て
ぬ
 た
」
（
一
一
八
頁
）
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
 た
 。
こ
う
し
た
 

る
 。
「
経
典
口
無
し
、
木
像
物
言
わ
ず
、
人
を
以
て
こ
れ
 を
 甘
口
わ
し
む
。
 

う
と
い
う
こ
と
は
 ェ
 ラ
イ
車
や
 デ
 。
生
き
て
物
言
う
て
 下
 さ
る
お
方
に
 遇
 

る
よ
う
な
心
底
か
ら
納
得
す
る
よ
う
な
体
験
を
持
た
ね
ば
 満
足
で
き
な
い
 

て
 体
験
の
希
求
は
、
書
物
や
字
に
 よ
 る
宗
教
理
解
に
た
い
 し
て
、
す
ぐ
れ
 

ほ
 近
代
を
代
表
す
る
精
神
主
義
グ
ル
ー
プ
も
、
 静
 照
の
音
 心
識
 
の
な
か
 @
 
ネ
 
Ⅰ
 @
 
け
 
体
 

、
故
郷
の
寺
に
は
戻
ら
ず
、
細
川
、
高
津
の
二
人
と
共
 に
 広
島
の
町
で
共
 

出
す
よ
う
に
な
っ
た
。
 

目
 
一
歩
 外
 へ
踏
み
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
枠
外
で
一
つ
 の
 小
仏
教
運
動
 

満
足
だ
っ
た
 ね
 げ
で
は
な
い
。
彼
は
「
し
か
し
わ
た
し
 自
身
の
救
ひ
の
 確
 

な
が
さ
れ
て
あ
っ
た
し
（
一
一
八
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
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静
照
が
 真
田
堵
 克
 と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
こ
の
時
代
 で
あ
る
。
細
川
が
自
分
の
故
 

世
事
の
こ
と
を
聞
 き
 、
 静
照
 に
そ
れ
を
伝
え
た
の
で
あ
 る
 。
二
人
は
大
正
六
年
七
月
、
 

た
 
（
当
時
高
津
は
早
稲
田
大
学
に
入
学
し
て
い
て
広
島
に
 
い
な
か
っ
た
）
。
 

真
田
と
の
 
出
ム
ム
 
い
を
 静
 照
は
次
の
よ
う
に
、
書
い
て
い
る
 

「
初
め
て
あ
っ
た
 人
 。
 

骨
 が
と
び
出
て
青
白
く
、
頭
髪
は
三
分
か
た
禿
げ
て
、
 

鼻
 下
 に
も
顎
に
も
髪
は
お
い
て
 

邪
気
さ
が
あ
っ
た
。
そ
の
眼
と
、
笑
は
れ
る
時
の
口
元
 に
は
、
何
と
も
言
へ
ぬ
 、
暖
み
 

島
の
人
な
ら
信
仰
が
深
い
。
い
ろ
い
ろ
聞
か
し
て
も
ら
 は
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ま
あ
き
た
な
 

い
 」
そ
れ
が
初
め
て
の
先
生
の
挨
拶
で
あ
っ
た
。
た
っ
た
 そ
れ
だ
け
の
言
葉
の
な
か
に
 

が
よ
 く
あ
ら
わ
れ
て
ゐ
る
。
何
ん
の
わ
だ
か
ま
り
も
な
く
 、
そ
れ
か
ら
そ
れ
へ
と
悦
ん
 

た
 。
初
め
て
あ
っ
て
も
四
年
も
五
年
も
交
際
し
て
ゐ
る
 人
 の
そ
う
だ
。
丁
度
そ
れ
か
ら
 

ぅ
 し
た
 暖
 い
心
に
接
し
て
、
全
く
 父
 お
や
に
会
っ
て
ゐ
る
 そ
う
な
気
が
し
た
。
座
談
を
 

て
 ぎ
て
堪
ら
な
く
な
っ
た
の
で
、
そ
の
場
を
は
 づ
 し
て
、
 便
所
に
は
い
つ
て
、
し
ば
ら
 

さ
さ
げ
て
も
惜
し
く
な
い
と
思
ふ
た
」
（
 
四
 0
 頁
 ）
。
 
静
照
 は
こ
の
初
対
面
の
日
の
夜
 か
 

よ
 う
 に
な
り
、
ほ
ぼ
一
生
布
教
者
と
し
て
生
き
て
い
く
，
 

」
と
に
な
る
 か
 
り
で
あ
る
。
き
口
わ
 

場
面
だ
っ
た
。
 

郷
 
（
広
島
県
）
・
に
布
教
に
来
た
真
田
か
ら
直
接
 

済
 

連
れ
立
っ
て
北
九
州
八
幡
の
済
世
事
本
部
を
訪
れ
 

そ
れ
は
思
っ
た
よ
り
も
、
 懐
か
 な
か
ら
だ
だ
。
 頬
 

な
か
っ
た
。
つ
る
り
と
し
た
顔
は
な
ん
と
な
く
 無
 

が
 漂
ふ
て
 ぬ
た
 。
「
い
や
、
 よ
う
 き
ま
し
た
、
 広
 

い
処
 げ
ん
ど
我
慢
し
て
四
五
日
逗
留
し
て
く
だ
さ
 

も
 、
先
生
の
快
活
で
、
無
我
で
、
線
の
太
い
人
格
 

で
 信
仰
上
の
実
感
談
な
ど
せ
ら
れ
る
の
で
あ
 
っ
 

三
年
前
の
夏
、
父
親
を
亡
く
し
た
わ
た
し
は
、
 か
 

き
い
て
ゐ
る
 う
 ち
に
、
な
ん
だ
か
胸
に
こ
み
あ
げ
 

く
 泣
い
た
。
 か
う
 い
 ふ
 人
の
た
め
な
ら
、
一
名
を
 

ら
 真
田
に
つ
い
て
済
世
軍
の
布
教
を
し
て
ま
わ
る
 

ば
こ
の
場
面
は
一
人
の
新
た
な
布
教
者
の
誕
生
の
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で
は
な
ぜ
 
静
 照
は
真
田
を
師
と
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
が
 

当
時
持
っ
て
い
た
課
題
は
こ
の
短
い
出
会
い
の
な
か
で
 

ど
の
よ
う
に
解
決
さ
 

て
わ
れ
る
よ
う
な
、
常
軌
を
逸
し
て
い
る
 

よ
う
 に
 見
，
 

存
在
し
て
い
た
は
ず
の
、
 

静
 照
の
心
の
動
き
を
推
測
す
 

出
す
と
い
う
方
向
で
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
こ
の
 

頁
 

れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
彼
は
た
だ
「
そ
れ
ま
で
わ
た
し
の
 

死
を
見
届
け
た
後
に
書
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
 

静
照
が
最
 

れ
て
し
ま
う
た
」
と
書
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
こ
で
 

さ
て
 静
 照
の
描
く
真
田
は
第
一
に
熱
心
な
布
教
者
で
あ
 

ぇ
る
 
、
そ
ん
な
人
間
で
あ
る
。
た
と
え
ば
真
田
が
「
仏
の
 

胸
 の
う
ち
に
わ
だ
か
ま
っ
て
 

ぬ
 た
一
点
の
疑
雲
は
、
い
っ
 

日
 像
 は
 、
 静
照
が
 
真
田
と
出
会
い
、
約
十
年
間
の
指
導
を
 

る
と
い
う
方
法
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
 

終
 的
に
形
成
し
た
真
田
 

像
 に
基
づ
き
、
彼
ら
の
師
弟
 

関
 

こ
こ
で
は
 
静
 照
の
把
握
し
た
真
田
 

増
丸
 像
の
中
に
 
、
彼
 

る
 。
し
か
も
単
な
る
熱
心
さ
で
は
な
く
、
熱
心
な
あ
ま
り
 

救
済
は
さ
る
は
だ
か
だ
と
い
 

受
 け
 、
真
田
の
生
活
と
 

係
 が
成
立
し
た
過
程
に
 

の
間
に
や
ら
と
り
さ
ら
 

0
 課
題
を
解
く
鍵
を
見
 

「
 
気
 狂
し
と
間
違
 

刊
 
ふ
こ
と
を
説
か
れ
る
の
に
、
た
だ
あ
り
ふ
れ
た
ニ
 

%
 葉
 で
は
き
ぎ
な
れ
た
聴
衆
に
ほ
、
も
う
実
感
に
ふ
れ
ぬ
の
 

で
、
自
分
で
着
て
も
た
 

衣
物
 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
卸
 
凡
夫
た
る
真
田
は
た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
前
で
こ
 

れ
が
と
れ
ま
せ
う
か
、
 

然
 如
来
さ
ま
は
、
ま
だ
ま
だ
見
に
 

く
い
 倉
損
 煩
悩
の
ま
る
は
 
た
 

栂
 
か
せ
、
お
引
き
受
け
く
だ
さ
る
の
だ
ぞ
」
と
 
一
生
懸
命
に
な
っ
て
説
か
れ
た
」
（
五
二
一
頁
）
と
い
う
 

調
 子
で
あ
る
。
こ
こ
で
 

静
照
が
 

悔
 
言
お
 う
 と
し
て
い
る
の
は
真
田
の
説
 

き
 方
の
巧
み
 さ
で
は
な
い
。
 
静
照
 に
よ
れ
ば
真
田
は
雄
弁
と
い
う
 

よ
 り
 は
 調
弁
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
 

 
 

人
 を
ひ
き
つ
け
た
と
い
う
。
聴
衆
に
理
解
さ
せ
よ
う
 

と
 真
剣
に
努
力
す
る
誠
実
さ
 

雄
が
 、
一
見
奇
矯
な
行
動
を
真
田
に
ど
ら
せ
る
、
 

逆
 生
 言
え
ば
様
々
な
批
判
（
裸
に
な
っ
た
時
は
講
演
会
場
の
 

寺
の
者
に
気
狂
 
と
 思
わ
れ
て
 

節
 
い
る
）
に
頓
着
せ
ず
に
自
由
な
説
 

き
 方
を
す
る
の
 
ほ
 真
田
の
「
熱
誠
」
の
た
め
だ
と
 

静
照
は
 
捉
え
て
い
る
。
 
静
 照
の
捉
え
る
真
田
は
こ
の
 

近
 
よ
う
な
意
味
で
熱
誠
の
人
で
あ
る
。
 

  



第
二
に
 静
照
が
 描
く
の
は
無
邪
気
な
真
田
で
あ
る
。
「
圭
一
一
 

ロ
 
行
録
」
に
次
の
文
が
あ
る
。
「
演
壇
に
立
つ
た
先
生
は
 、
 話
し
の
前
に
聴
衆
 

に
 問
は
れ
る
の
で
あ
つ
に
。
「
今
日
こ
の
・
席
に
 
ゐ
 6
 人
で
 人
生
の
不
幸
に
遇
ふ
て
、
真
に
如
来
の
お
 救
ひ
を
 求
め
 て
ゐ
る
人
は
な
い
か
」
 

す
る
と
本
堂
の
真
中
頃
か
ら
四
十
ば
か
り
の
婦
人
が
「
 先
 生
 妾
は
不
幸
者
で
御
座
い
ま
す
、
四
年
前
の
夏
主
人
に
 死
に
別
れ
ま
し
て
、
 そ
 

れ
 以
来
不
幸
ば
か
り
続
い
て
人
に
は
侮
ら
れ
１
１
」
と
 し
く
し
く
 拉
 き
な
が
ら
自
分
の
逆
境
を
語
り
出
し
た
。
 先
 生
は
 
「
お
お
 
、
さ
ぅ
 

か
 、
そ
れ
は
可
愛
想
じ
ゃ
、
婦
人
あ
ん
た
は
不
幸
じ
ゃ
、
 さ
あ
今
朝
は
親
様
の
前
に
出
た
の
だ
。
 拉
 げ
 拉
 げ
、
 思
 ひ
 ぎ
り
 拉
 げ
、
そ
の
 涙
 

の
あ
り
だ
け
を
 教
 ふ
て
下
さ
る
の
が
如
来
牒
の
お
慈
悲
 じ
 や
ぞ
」
 さ
ぅ
 す
る
と
婦
人
は
感
激
し
て
ま
す
ま
す
泣
き
 入
っ
て
、
は
て
は
大
士
 
戸
 

を
あ
げ
て
泣
き
出
し
た
。
十
五
分
間
ば
か
り
も
泣
い
た
が
 、
あ
ま
り
泣
き
入
っ
た
の
で
今
度
は
容
易
に
や
ま
な
い
 。
待
ち
く
た
び
れ
た
 先
 

生
は
婦
人
の
肩
を
撫
で
な
が
ら
「
婦
人
最
 ぅ
 や
め
て
は
 伺
う
 じ
 ゃ
 」
と
た
し
な
め
ら
れ
た
が
 伺
う
 し
て
も
泣
き
が
 止
ま
ら
な
い
。
か
か
る
 

事
 が
二
三
回
も
繰
り
返
さ
れ
た
。
「
困
っ
た
な
 @
 
 泣
 け
と
言
へ
 ば
 た
し
な
み
も
な
く
泣
く
し
、
こ
れ
だ
か
ら
 女
 子
は
養
 ひ
 難
し
だ
 、
如
 

来
様
 の
お
骨
が
折
れ
た
の
も
無
理
は
な
い
。
皆
さ
ん
 一
 
伺
 う
 ち
 済
み
ま
せ
ん
、
こ
の
辺
で
一
寸
五
分
間
休
憩
に
 い
 た
し
ま
す
」
と
聴
衆
 

に
頭
を
下
げ
て
言
は
れ
た
。
そ
の
親
切
さ
無
邪
気
さ
は
 聴
 衆
の
心
に
ぴ
っ
た
り
溶
け
こ
と
も
の
が
あ
っ
た
」
（
 四
 一
一
 

0
 頁
 ）
。
 

こ
の
よ
う
に
状
況
を
う
ま
く
 捌
 げ
な
い
で
当
惑
し
て
い
る
 真
田
の
姿
を
、
 静
 照
は
自
分
の
本
の
中
で
も
描
い
て
い
 る
 
（
一
五
七
頁
）
。
 

そ
こ
で
の
真
田
は
、
恋
愛
を
し
て
済
世
軍
を
出
て
い
く
の
 出
て
い
か
な
い
の
と
、
言
わ
ば
「
駄
々
を
こ
れ
ろ
」
 学
 生
 信
者
の
へ
理
屈
に
負
 

げ
て
当
惑
し
て
い
る
。
子
供
の
我
が
逮
に
困
惑
す
る
 親
 の
よ
う
な
真
田
の
姿
は
、
熱
誠
の
布
教
者
と
い
う
よ
り
は
 た
だ
の
凡
庸
な
人
物
に
 

見
え
る
。
だ
が
 静
照
 は
そ
こ
に
親
切
、
無
邪
気
と
い
う
 土
 
思
 味
を
見
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
 静
照
が
 描
こ
 う
 と
し
て
 

い
る
の
は
、
第
一
に
真
 

田
か
ら
に
じ
み
出
る
一
種
の
人
間
の
暖
か
さ
で
あ
ろ
う
。
 泣
い
た
り
駄
々
を
こ
ね
て
真
田
を
困
ら
せ
る
人
間
を
 、
 真
田
は
け
っ
し
て
無
視
 

し
た
り
切
り
捨
て
る
こ
と
が
な
い
。
そ
し
て
第
二
に
 、
，
 
」
の
結
果
困
惑
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
況
に
陥
っ
て
も
、
 そ
 れ
を
隠
そ
う
と
し
な
い
 

真
田
の
素
直
な
反
応
で
あ
ろ
 5
 。
超
然
と
し
た
態
度
を
 と
る
こ
と
も
な
く
、
う
ま
く
ご
ま
か
す
こ
と
も
な
く
、
 強
 圧
 的
な
態
度
に
出
る
の
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こ
と
ば
と
し
て
使
っ
て
い
る
「
無
我
」
と
い
う
語
の
方
が
 よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
同
じ
よ
う
な
意
味
で
 使
わ
れ
て
い
る
と
思
わ
⑨
 
 
 
 
 

れ
る
。
 

 
 

 
 

注
意
す
べ
 
き
 こ
と
は
、
右
に
述
べ
た
こ
と
が
単
な
る
 真
 出
に
 つ
い
て
の
叙
述
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
 0 
真
田
の
様
 々
 な
 姿
の
中
か
ら
 静
 

で
も
な
く
、
た
だ
困
り
き
っ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
こ
と
 か
そ
の
ま
ま
表
情
に
出
て
し
ま
う
。
 静
照
 は
そ
う
し
た
 真
田
の
様
子
を
無
邪
気
 

と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
し
て
い
る
。
 

こ
の
他
に
も
い
く
つ
か
の
真
田
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
 静
照
は
 記
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
を
見
て
気
が
付
く
の
は
、
 一
 
般
 的
、
世
俗
的
な
価
 

値
 観
か
ら
や
や
逸
脱
し
た
真
田
の
像
が
多
い
こ
と
で
あ
 る
 。
し
か
し
た
と
え
ば
、
人
前
で
裸
に
な
っ
た
り
、
乞
食
 と
 間
違
え
ら
れ
た
り
、
 

気
違
い
坊
主
と
呼
ば
れ
た
り
、
犬
に
対
し
て
も
人
間
と
同
 じ
よ
う
に
接
す
る
と
い
う
姿
は
、
世
俗
的
な
観
点
か
ら
 見
れ
ば
い
さ
さ
か
 風
変
 

わ
り
な
点
を
持
つ
が
、
布
教
者
と
し
て
は
け
っ
し
て
 て
ィ
 ナ
ス
 の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
真
 田
の
失
敗
 談
 も
と
り
あ
 

げ
ら
れ
て
お
り
、
そ
こ
で
の
真
田
は
凡
庸
な
顔
を
覗
か
 せ
て
い
る
。
真
田
を
讃
え
る
文
の
多
い
コ
ロ
行
録
 し
 で
は
 比
較
的
少
な
い
類
の
話
 

し
で
あ
る
。
こ
う
し
た
話
し
を
敢
え
て
取
り
上
げ
る
 静
昭
 一
の
根
底
に
あ
る
真
田
 
像
 は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
 。
言
い
換
え
れ
ば
、
 静
 

照
 は
ど
の
よ
う
な
角
度
か
ら
真
田
を
評
価
し
て
い
る
の
だ
 ろ
 う
か
 。
 

静
照
が
 真
田
を
評
価
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
無
邪
気
と
い
う
 占
 だ
あ
っ
た
と
思
 う
 。
こ
こ
で
い
 う
 無
邪
気
と
は
真
田
が
 自
分
の
凡
庸
な
点
も
 

含
め
て
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
隠
さ
ず
、
気
に
も
と
め
 ず
 、
さ
ら
け
出
し
て
い
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。
熱
誠
 や
 人
間
の
暖
か
さ
も
も
ち
 

ろ
ん
重
要
な
評
価
点
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
た
だ
 静
 照
の
眼
 は
 真
田
の
そ
り
し
た
点
が
た
め
さ
れ
る
よ
う
な
、
真
田
 が
 追
い
込
ま
れ
て
 困
 惑
 

せ
ざ
る
を
え
な
い
よ
う
な
場
面
に
注
が
れ
て
い
た
と
思
 う
 。
そ
の
時
に
真
田
が
見
せ
た
の
が
無
邪
気
な
姿
だ
っ
た
 。
真
田
は
無
邪
気
で
あ
 

る
こ
と
に
よ
っ
て
 、
 他
の
様
々
な
資
質
を
生
か
し
、
 静
照
 0
 期
待
を
裏
切
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
こ
の
意
味
で
静
 照
は
真
田
を
無
邪
気
な
 

煮
 に
お
い
て
も
っ
と
も
評
価
し
て
い
る
と
思
う
。
 無
邪
 気
 と
い
う
語
よ
り
も
あ
る
い
は
 静
照
 が
こ
の
本
の
中
で
数
 目
 、
真
田
を
形
容
す
る
 



支
え
ら
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
 

第
二
に
真
田
は
そ
う
し
た
も
の
 

た
と
い
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
真
田
 

を
 、
ヱ
 ピ
ソ
ー
ド
と
な
っ
て
あ
ら
 

無
邪
気
に
さ
ら
け
出
す
こ
と
に
よ
 そ

う
い
う
意
味
で
そ
れ
は
一
つ
の
境
地
で
あ
り
、
ま
さ
に
 静
 照
の
求
め
て
い
た
も
の
だ
っ
た
。
 

な
こ
と
ば
に
し
て
説
く
と
い
う
よ
り
は
体
現
し
て
い
た
。
 静
 照
は
真
田
か
ら
哲
学
は
教
え
ら
れ
な
か
っ
 

は
 理
屈
で
は
学
生
に
も
負
け
る
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
 む
し
ろ
彼
は
世
俗
一
般
の
価
値
の
相
対
比
 

わ
れ
る
よ
う
な
具
体
的
な
言
動
と
人
柄
の
中
に
に
じ
み
 山
 し
て
い
た
。
そ
の
本
領
は
自
ら
の
凡
庸
さ
を
 

っ
て
、
自
然
と
彼
に
接
す
る
人
が
捕
ら
わ
れ
て
い
る
意
識
 を
 解
放
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
 

@
 
㎎
 
@
 
）
 

持
ち
、
そ
の
絶
対
性
の
前
に
は
世
俗
的
な
肩
書
は
無
意
 味
 に
な
っ
た
と
い
う
体
験
を
話
し
て
い
る
。
彼
の
無
邪
気
 は
こ
う
し
た
絶
対
性
に
 

れ
る
。
繰
り
返
 

こ
こ
で
強
調
し
 

し
ば
し
ば
人
間
 

値
的
 要
素
を
持
 

中
に
そ
れ
ま
で
 

そ
れ
に
つ
い
 

し
て
、
無
意
味
 

の
 境
地
に
達
し
 し

て
言
え
ば
、
 静
 照
の
叙
述
か
ら
真
田
堵
丸
の
布
教
者
 と
 し
て
の
す
ぐ
れ
た
資
質
を
知
る
こ
と
は
出
来
る
。
し
か
 し
 私
が
 

た
い
の
は
真
田
の
こ
と
で
な
く
、
真
田
を
こ
の
よ
う
に
 描
 く
に
い
た
っ
た
 静
 照
の
軌
跡
な
の
で
あ
る
。
無
邪
気
な
 性
格
は
 

の
 一
つ
の
魅
力
に
な
り
 ぅ
 る
し
、
そ
れ
は
い
わ
ゆ
る
「
 自
 無
法
爾
」
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
、
真
宗
信
仰
に
お
 い
て
 価
 

つ
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
 静
 照
が
 真
田
を
師
と
し
た
こ
と
に
あ
た
っ
て
は
、
同
時
に
 静
照
の
 

に
 構
成
さ
れ
て
い
た
課
題
の
こ
と
を
考
え
た
け
れ
ば
な
ら
 な
い
の
で
あ
る
。
 

て
は
次
の
こ
と
が
舌
口
え
る
と
思
 
う
 。
第
一
に
真
田
は
無
邪
 気
な
態
度
を
通
し
て
、
世
俗
一
般
の
価
値
観
や
序
列
を
 相
対
化
 

な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
 0
 こ
の
点
で
 真
田
は
静
照
の
課
題
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
の
優
劣
に
動
じ
 な
い
、
 
心
 

て
い
た
。
そ
も
そ
も
真
田
の
無
邪
気
は
単
な
る
性
格
的
な
 も
の
で
は
な
い
。
彼
は
阿
弥
陀
の
絶
対
性
を
感
得
す
る
 体
験
を
 

照
が
 選
び
取
っ
て
記
し
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
 

む
 し
ろ
前
照
自
身
の
在
り
方
を
示
し
て
い
る
も
の
と
考
え
 た
 方
が
よ
い
。
ヨ
日
付
 
0
 
 
 

録
 」
 や
 、
済
世
軍
の
機
関
誌
を
見
れ
 ば
 、
そ
の
他
の
真
 田
の
姿
、
た
と
え
ば
、
軍
人
の
先
頭
に
立
っ
て
「
国
家
の
 た
め
に
死
ん
だ
者
は
誰
 
 
 
 
 

だ
っ
て
極
楽
だ
」
と
叫
ぶ
真
田
の
姿
に
注
目
す
る
人
も
 い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
詩
盟
は
そ
う
し
た
姿
を
ほ
と
ん
 ど
 記
さ
ず
、
右
の
 よ
う
 

u
 

 
 

る
 記
述
は
、
む
し
ろ
真
田
に
接
す
る
 静
 照
の
姿
勢
を
表
 現
し
て
い
る
と
考
え
ら
 



館
 

「
伝
統
的
」
 
な
 立
場
に
立
っ
て
い
た
か
ら
と
い
う
 
よ
 り
は
、
精
神
主
義
が
彼
の
性
格
、
資
質
、
生
れ
た
環
境
 

、
人
生
の
軌
跡
に
深
く
関
係
 

近
し
た
と
こ
ろ
の
宗
教
的
な
課
題
に
的
確
な
解
決
を
 
も
た
ら
さ
な
か
っ
た
か
ら
な
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
点
を
 

含
め
て
、
以
上
の
よ
う
な
 
関
 

 
 

な
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
会
見
て
き
た
と
お
り
、
彼
の
心
理
 

の
 内
容
や
、
行
動
の
軌
跡
は
 

 
 

単
純
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
彼
が
精
神
主
義
の
運
動
に
 

参
加
し
な
か
っ
た
の
ほ
彼
が
 

詑
 
な
が
ら
た
ど
っ
て
き
た
。
図
式
的
に
言
っ
て
し
ま
 

，
 
ぇ
ば
、
 
彼
は
地
方
の
村
の
伝
統
的
な
宗
教
的
世
界
の
中
 

か
 ら
 信
仰
者
と
し
て
出
発
し
、
 

欄
 
精
神
主
義
な
ど
近
代
的
な
宗
教
運
動
に
接
し
は
し
 

た
が
、
結
局
そ
こ
に
共
感
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ず
に
、
 

ど
 ち
ら
か
と
言
え
ば
教
団
に
批
 

援
判
 的
で
な
い
仏
教
済
世
事
に
入
っ
て
い
っ
た
と
い
 

ぅ
 こ
と
に
な
る
。
真
宗
の
信
仰
者
を
近
代
的
な
も
の
と
、
 

伝
統
的
な
も
の
に
二
分
し
た
 

の 出会いに 

以 
上 

関 
藤 
静 
照 
と 

い 

@ 
  
人 
の 

平 
凡 

な人 

田昂 

が 

真 
田 
増 
丸 
と 

  
り @@ @ 
布 
教 
者 
を 
師 
と 

す 
る 

ま 
で、 

の 

過 
程 
を、 

そ 
の 
l C; @ 
理 
の 

変 
イヒ 

を 
見 

静
照
は
暁
 烏
の
講
演
を
聞
い
て
も
な
お
そ
の
活
動
に
参
 如
 し
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
の
 静
照
が
 真
田
を
師
と
し
た
こ
 と
に
つ
い
て
は
単
に
真
 

田
の
魅
力
の
み
か
ら
理
解
す
る
の
で
は
な
く
、
こ
こ
で
し
 た
よ
 う
に
真
田
に
出
会
う
ま
で
の
 静
 照
の
軌
跡
を
検
討
 し
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

 
 
 
 

て
 
 
 

四
 

つ
 

静
 照
の
本
に
は
な
お
次
の
よ
う
な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
 

 
 

「
焼
鳥
師
の
獅
子
 咄
 を
き
い
て
い
つ
も
奮
い
ひ
立
た
さ
れ
 」
て
い
た
と
。
 

る
 。
こ
の
意
味
で
真
田
は
静
照
の
求
め
て
い
た
「
生
き
た
 人
格
」
だ
っ
た
。
 

静
 照
は
以
上
の
点
を
真
田
と
の
初
対
面
の
と
き
に
直
感
 し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
 静
照
 に
と
っ
て
の
真
田
 の
 魅
力
は
こ
の
よ
う
 

な
 内
容
を
も
っ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
二
人
の
師
弟
 関
 係
 成
立
の
一
つ
の
契
機
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
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問
題
で
あ
る
。
こ
う
し
た
資
質
を
近
代
仏
教
史
の
上
に
位
 置
 づ
け
る
に
は
ど
 う
 し
た
ら
 よ
い
 だ
ろ
う
か
。
 

人
間
の
軌
跡
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
た
わ
げ
で
あ
る
。
 た
だ
こ
れ
は
思
想
の
問
題
で
は
な
い
。
ど
の
よ
う
に
 体
 現
し
て
い
る
か
と
い
う
 

る
 。
 静
照
は
 真
田
の
そ
う
し
た
人
柄
に
ひ
 き
 つ
げ
ら
れ
て
 済
世
事
に
入
っ
た
。
そ
の
点
で
無
邪
気
あ
る
い
は
無
我
 と
い
う
資
質
は
一
人
の
 

最
後
に
布
教
者
の
側
の
問
題
と
し
て
、
無
邪
気
あ
る
い
 は
 無
我
と
い
う
資
質
が
非
常
に
重
要
に
な
る
の
で
は
な
い
 か
と
い
う
こ
と
で
あ
 

界
 に
つ
い
て
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

は
 彼
の
心
の
課
題
の
解
決
を
も
た
ら
す
も
の
で
は
な
か
っ
 た
 。
そ
の
意
味
で
は
こ
う
し
た
学
問
を
支
え
る
近
代
的
 思
考
や
西
洋
思
想
の
限
 

第
二
在
韓
 照
 の
よ
 5
 な
人
に
と
っ
て
学
問
と
は
何
だ
っ
 た
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 。
少
な
く
と
も
そ
れ
 

者
に
っ
き
 つ
 げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
劣
等
感
の
切
 美
 さ
な
理
解
し
な
け
れ
ば
布
教
者
の
受
容
を
理
解
で
ぎ
 な
 い
 場
合
が
あ
る
だ
 る
 

@
 ノ
 
。
 

ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
、
ご
く
平
凡
な
 、
 弁
も
筆
も
さ
し
 て
 立
た
な
い
、
し
か
も
穏
や
か
な
性
格
の
人
間
の
場
合
 

一
種
の
劣
等
感
が
宗
 

教
を
求
め
る
契
機
に
な
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
に
こ
れ
 に
 対
し
て
ど
の
よ
う
な
解
決
を
示
す
こ
と
が
で
き
る
か
 、
と
い
う
問
題
が
布
教
 

る
 。
そ
の
内
容
を
的
確
に
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
仏
教
 運
 動
へ
の
参
加
の
契
機
の
新
し
い
局
面
を
見
出
す
こ
と
は
 で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
 

ほ
 な
か
な
か
伝
わ
ら
な
い
が
、
し
か
し
 静
照
 の
よ
う
に
 何
 ら
か
の
葛
藤
の
中
で
自
ら
の
宗
教
的
課
題
を
醸
成
し
て
 い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
 

げ
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
た
け
れ
ば
な
 ら
な
い
。
彼
ら
は
強
く
自
己
を
主
張
し
な
い
だ
げ
に
 そ
 の
 精
神
的
内
容
は
外
に
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

の
場
合
に
限
ら
ず
、
そ
の
一
般
的
な
意
義
を
考
え
な
お
し
 て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

第
二
に
 静
照
 の
よ
う
な
内
省
的
で
自
分
を
取
り
巻
く
社
 会
や
教
団
の
批
判
を
あ
ま
り
し
な
い
人
々
は
、
ど
の
よ
 う
 な
 布
教
者
に
ひ
 き
つ
 

藤
静
 照
の
例
を
見
て
く
る
と
、
近
代
日
本
仏
教
に
お
 け
 る
 布
教
者
の
受
容
を
考
え
る
上
で
の
課
題
と
視
点
が
い
く
 つ
か
明
ら
か
に
な
る
。
 

   
 
 
 
 
 

第
一
に
来
世
主
義
の
素
朴
な
信
仰
は
 、
 
若
い
内
省
的
な
 圭
 同
年
を
捕
ら
え
る
ど
の
よ
う
な
力
を
持
っ
て
い
た
の
だ
 
る
 ぅ
か
 。
単
に
妙
好
人
 



近代日本仏教における 布教者との出会いについて 
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関
藤
静
照
 と
い
う
人
物
の
事
例
研
究
は
こ
う
し
た
課
題
と
 視
点
を
与
え
る
と
い
う
意
味
で
意
義
の
あ
る
こ
と
だ
っ
 た
と
考
え
る
。
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一
明
石
 

陶
 重
日
）
。
 

 
 

細
川
に
つ
い
て
は
山
木
炭
「
広
島
県
社
会
連
動
 史
三
 
（
労
働
 
旬
 報
 社
、
昭
和
四
五
年
）
 セ
セ
 四
頁
、
稲
垣
真
美
「
変
革
を
求
め
 た
 仏
教
者
」
 参
 

（
 

照
 。
な
お
細
川
仁
は
同
生
命
の
創
造
の
宗
教
三
ハ
大
正
二
三
年
 ）
そ
の
他
数
冊
の
著
書
が
あ
る
。
 

日
日
本
社
会
運
動
人
名
辞
典
 は
 
（
青
木
書
店
、
昭
和
五
四
年
）
 
参
 照
 。
な
お
同
搾
取
に
耽
る
人
々
」
は
大
鳳
閣
、
昭
和
六
年
。
 

福
島
和
人
㍉
近
代
日
本
の
親
鸞
」
（
法
蔵
 館
 、
昭
和
四
八
年
）
 に
 詳
し
い
。
ま
た
地
方
末
寺
に
お
い
て
は
 親
冊
よ
 り
蓮
如
の
方
   

で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
柏
原
竹
冊
 丼
 、
三
 %
 前
世
袖
丈
 憶
照
 。
 

前
掲
 
日
 
妙
好
人
物
種
古
兵
衛
語
録
」
三
五
頁
。
 

「
 @
 行
録
」
四
一
九
頁
に
 静
照
は
 
「
私
は
、
十
字
街
頭
や
演
壇
に
 
致
列
に
 獅
子
 咄
 さ
れ
た
先
生
よ
り
も
、
か
か
る
日
常
些
事
の
中
 に
よ
り
多
く
 

先
生
に
引
き
つ
け
ら
れ
た
」
と
あ
る
。
 

コ
日
行
録
し
 五
セ
 四
頁
。
真
田
の
体
験
に
つ
い
て
は
同
書
所
収
の
 真
田
 慶
順
 
「
 
増
 九
元
 を
憤
ふ
 」
参
照
。
 



 
 薄め   期 布教の課題 

  

  
天 

国 法 

  
  

題 る 
目 - 一   
専 提 

唱の 、 衆 
生 

地 救 

  
課 

誹 題 
誘 か 
正 ら 
沃 田 

（ 膀し 発 
法 て   
  
闇 だ 

提 注 
0 目 
衆 さ 
生 れ 

救る 済 。 

  
論
文
要
旨
し
日
蓮
が
そ
の
出
発
か
ら
題
目
の
専
唱
を
主
張
し
、
 
反
面
、
浄
土
教
へ
の
批
判
を
な
し
た
こ
と
は
い
 う
 ま
で
も
な
い
 0
 と
こ
ろ
で
本
稿
 

は
 、
日
蓮
自
身
の
後
年
の
回
想
に
よ
っ
て
初
期
布
教
に
つ
い
て
 検
討
す
る
の
で
な
く
、
初
期
撰
述
で
あ
る
 
円
 唱
法
華
題
目
 紗
 」
 を
 中
心
と
し
て
題
目
 

専
 唱
の
論
理
の
形
成
を
検
討
す
る
。
後
に
安
房
で
撰
述
さ
れ
た
 
司
法
華
題
目
 砂
 」
が
 専
 唱
題
目
の
論
理
を
直
接
的
に
述
べ
る
の
 に
 対
し
、
ョ
唱
法
華
 

題
目
 鉄
ヒ
は
 浄
土
教
批
判
に
紙
数
を
割
 き
 、
題
目
の
専
 唱
を
結
 論
 と
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
し
か
も
、
法
華
経
へ
の
 随
 傾
 か
 誹
 誘
か
と
い
う
 

二
者
択
一
を
間
 題
 と
す
る
図
式
が
明
瞭
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
 に
 関
連
し
て
、
 
ヨ
 
念
仏
無
間
地
獄
抄
し
等
を
検
討
す
る
と
、
 地
 獄
へ
 堕
落
す
る
恐
怖
 

が
 問
題
に
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
随
順
 か
誹
誇
 正
法
（
諸
法
）
 か
と
い
う
論
理
と
密
接
に
 朋
迫
 し
て
い
る
こ
と
が
分
る
。
し
か
 も
こ
の
論
理
は
 、
対
 

外
的
な
 破
 折
の
論
理
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
基
本
的
に
は
内
面
 的
な
信
仰
の
論
理
の
中
核
で
あ
る
こ
と
が
 確
 め
ら
れ
る
。
さ
ら
 に
 、
こ
の
よ
う
な
 論
 

日
蓮
の
初
期
布
教
の
課
題
 

渡
辺
 
宝
陽
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高
唱
題
目
に
つ
い
て
の
日
蓮
の
最
初
の
著
述
は
コ
唱
法
 華
 題
目
 紗
 」
 

月
 二
十
八
日
鎌
倉
名
越
の
草
扉
 で
 執
筆
さ
れ
た
と
あ
る
。
 す
な
 ね
ち
、
 

「
立
正
安
国
論
」
の
主
張
と
一
双
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
 ま
た
鎌
倉
に
 

「
唱
法
華
題
目
 紗
ヒ
は
 十
五
間
十
五
 答
 よ
り
成
る
が
、
 第
 一
 問
答
は
 

（
日
朝
写
本
）
で
あ
る
。
本
書
は
、
文
応
元
年
（
 一
 三
ハ
 O
 ）
 五
 

「
立
正
安
国
論
」
執
筆
の
 一
ケ
 眉
半
前
の
著
述
で
あ
る
 
か
ら
、
 

止
住
し
て
約
七
午
後
の
教
説
の
模
様
が
推
察
で
き
ょ
 ぅ
 。
 

、
あ
る
人
が
世
間
の
出
家
、
在
家
の
人
が
法
華
経
の
文
 義
を
弁
え
 

  

日
蓮
の
宗
教
は
、
法
華
一
乗
を
標
 傍
 し
て
、
そ
れ
を
題
目
 専
唱
 
（
唱
題
）
に
 
結
 帰
せ
し
め
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
 る
こ
と
は
い
 う
 ま
で
 

も
な
い
。
日
蓮
は
法
華
経
の
未
来
記
（
仏
陀
の
予
言
）
を
 実
現
し
ょ
う
と
し
、
諸
宗
を
論
難
し
て
法
華
経
の
経
文
 0
 通
り
に
た
び
か
さ
な
 

6
 法
難
を
受
け
た
。
そ
の
法
難
の
体
験
に
よ
っ
て
法
華
経
 0
 行
者
と
し
て
の
意
識
を
た
か
め
、
や
が
て
末
法
に
仏
 陀
の
救
い
を
 蘇
 え
ら
せ
 

る
仏
使
 と
し
て
の
自
覚
に
到
達
す
る
。
こ
の
よ
う
な
日
蓮
 の
 生
涯
と
思
想
と
の
展
開
は
、
日
蓮
が
著
述
や
書
簡
の
 な
か
で
し
ば
し
ば
回
想
 

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
著
述
・
書
簡
（
 ひ
 づ
 く
る
め
て
遺
文
と
よ
ぶ
）
に
よ
っ
て
そ
の
軌
跡
を
た
 ど
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

と
こ
ろ
で
日
蓮
の
立
 教
 め
里
 
日
は
 つ
い
て
は
、
建
長
五
年
 父
 
二
五
三
）
四
月
二
十
八
日
正
午
頃
、
安
房
 国
 清
澄
寺
 の
 諸
仏
坊
の
持
仏
堂
 

の
 南
面
で
少
々
の
大
衆
に
、
日
蓮
の
遊
学
の
成
果
を
語
り
 信
仰
告
白
を
し
た
こ
と
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
立
教
 開
宗
 の
め
星
目
と
な
っ
た
 

こ
と
が
回
想
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を
契
機
と
し
て
 地
 頭
 東
条
貴
信
の
圧
迫
に
よ
っ
て
清
澄
寺
を
追
放
さ
れ
、
 鎌
倉
の
地
で
弘
毅
す
る
 

-
[
-
 

こ
と
に
な
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
、
日
蓮
 が
 当
初
か
ら
題
目
を
専
 唱
 し
た
こ
と
は
確
か
め
る
こ
と
 が
で
き
る
が
、
し
か
 

し
 、
ど
の
よ
う
に
題
目
 専
 唱
を
説
い
た
の
か
と
い
う
 当
 初
の
状
況
に
つ
い
て
は
か
な
ら
ず
し
も
充
分
に
明
ら
か
に
 さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
 

な
い
。
そ
こ
で
、
数
少
な
い
初
期
の
日
蓮
遺
文
を
再
検
 討
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
蓮
初
期
の
布
教
活
動
に
つ
い
 て
 考
察
し
て
み
た
い
。
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華
 経
の
側
か
ら
の
指
摘
は
 、
 ①
末
代
の
凡
夫
は
法
華
経
 の
教
，
 
え
に
適
わ
な
い
と
い
う
 考
，
 
ぇ
方
は
末
代
の
一
切
衆
生
 は
 磁
土
で
い
く
ら
修
行
 

離
し
て
も
目
標
に
到
達
す
る
こ
と
は
て
 
き
ナ
 し
」
 し
 
 
 

 
 

ょ
、
，
、
ぅ
 論
旨
な
の
か
、
②
そ
の
よ
う
に
総
て
の
 人
 に
い
 う
 な
ら
ば
、
す
で
に
法
華
経
を
信
じ
 

簗
る
 者
に
対
し
て
も
随
喜
の
心
を
押
し
と
ど
め
て
し
ま
 う
こ
と
と
な
る
、
そ
の
よ
う
に
随
喜
の
心
を
も
留
め
て
 し
ま
う
な
ら
ば
、
 誹
法
 の
 行
 

ハ
 
7
7
 

）
 

布
 
栂
為
 （
仏
説
を
誹
議
す
る
こ
と
）
と
な
っ
て
し
ま
う
 の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
で
あ
る
。
 

 
 

華
 経
の
膚
受
は
随
喜
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
法
華
経
の
教
 え
を
受
け
て
歓
喜
す
る
こ
と
 

 
 

に
あ
る
旨
が
論
じ
ら
れ
、
そ
れ
を
否
定
す
る
浄
土
念
仏
は
 そ
れ
を
阻
止
す
る
も
の
で
あ
り
、
諸
法
（
正
法
を
誹
議
 す
る
）
行
為
に
ほ
か
な
 
117  (117) 

意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
が
批
判
点
と
し
て
 あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
以
下
そ
の
点
に
つ
い
て
の
議
論
の
応
 酬
 が
な
さ
れ
る
が
、
 法
 

 
 

随
喜
五
十
展
転
と
は
、
 
天
 ム
ロ
・
妙
薬
の
解
釈
に
よ
る
な
 ら
ば
、
 皆
 
「
観
行
五
品
の
初
随
喜
」
の
位
で
あ
っ
て
 

、
一
 般
の
凡
夫
の
レ
ベ
ル
を
 

し
、
 能
く
能
く
義
理
を
弁
へ
な
の
で
あ
る
し
、
 ま
た
前
述
の
よ
う
に
「
 

わ
づ
 か
に
随
喜
の
心
を
を
こ
し
 

」
と
い
い
な
が
ら
一
念
 

れ
に
対
し
て
、
天
台
教
学
で
論
ず
る
名
字
 即
 、
観
行
 即
 は
元
 意
は
名
を
知
る
段
階
の
修
行
者
観
、
心
の
修
行
を
す
 る
 者
と
い
う
意
味
で
あ
 

り
な
が
ら
、
そ
の
具
体
像
は
舎
利
弗
・
目
連
・
迦
葉
・
 
難
 ら
の
仏
弟
子
で
あ
り
、
「
一
念
三
千
の
義
理
を
弁
へ
 、
寸
法
 威
 乗
の
観
を
凝
 

示
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
浄
土
教
が
 重
 祝
 す
る
「
 機
 」
の
問
題
で
あ
る
。
い
 う
 ま
で
も
な
く
、
「
 弥
陀
の
本
願
は
有
智
 無
 

（
 
4
 ）
 

智
 ・
善
人
悪
人
・
持
戒
破
戒
等
を
も
択
ば
す
、
月
一
念
 唱
ふ
れ
ば
臨
終
に
必
ず
弥
陀
如
来
本
願
の
故
に
来
迎
し
 給
 ふ
 」
の
で
あ
る
が
、
 そ
 

す
る
疑
問
が
以
下
に
展
開
さ
れ
て
行
く
。
す
な
 ね
 ち
、
 大
 い
に
法
華
経
の
教
え
に
疑
問
を
持
つ
浄
土
教
の
「
智
者
 」
が
次
々
に
疑
問
を
提
 

@
3
 
）
 

経
を
信
じ
て
柳
も
膀
を
生
ぜ
ざ
ら
ん
人
は
 、
 余
の
悪
に
 
ひ
か
れ
て
悪
道
に
随
っ
べ
し
と
は
お
ぼ
え
ず
」
と
い
う
も
 の
で
あ
る
。
こ
れ
に
 
対
 

と
 、
そ
れ
に
対
す
る
答
で
あ
る
。
答
は
 、
 
「
法
華
経
・
 
浬
喋
経
拉
 に
天
台
・
 妙
 楽
の
釈
の
心
を
も
て
 推
し
量
る
に
、
か
り
そ
め
に
も
法
華
 

る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
受
持
・
読
話
・
解
説
・
書
写
の
行
 な
 行
な
れ
ず
に
、
「
 わ
づ
 か
に
随
喜
の
心
を
お
こ
し
、
 国
中
に
此
経
の
弘
ま
れ
 

る
 事
を
悦
」
（
 

2
 ）
ぶ
と
い
う
わ
ず
か
な
事
で
十
方
浄
土
に
 往
 生
し
、
ま
た
此
土
で
即
身
に
成
仏
す
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
 ろ
う
か
、
と
い
う
質
問
 



と
 述
べ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
 

「
唱
法
華
題
目
 妙
ヒ
 よ
り
六
年
後
の
文
永
三
年
（
一
二
ハ
 六
）
正
月
六
日
に
執
筆
さ
れ
た
司
法
華
題
目
抄
 し
は
、
 「
 只
 南
無
妙
法
蓮
華
経
 

と
 題
目
ば
か
り
を
唱
ふ
る
」
功
徳
に
つ
い
て
集
約
し
て
 述
 べ
ら
れ
て
お
り
、
題
名
に
ふ
さ
わ
し
い
内
容
で
あ
る
。
 そ
れ
に
対
し
て
、
 向
唱
 

法
華
題
目
 紗
ヒ
は
 、
直
接
的
に
は
念
仏
批
判
を
仏
教
会
 体
の
理
解
と
あ
わ
せ
て
論
じ
て
い
る
と
こ
ろ
に
問
題
の
ひ
 ろ
が
り
が
あ
る
。
そ
れ
 

は
 結
局
、
妙
法
の
二
字
に
仏
教
の
一
切
が
包
摂
さ
れ
る
と
 い
 う
 論
理
に
収
約
さ
れ
る
と
ほ
い
え
、
現
実
の
具
体
的
 な
 布
教
活
動
と
、
そ
の
 

背
後
に
あ
る
仏
教
全
体
の
と
ら
え
方
を
ど
の
よ
う
に
 融
 合
さ
せ
る
か
と
い
う
な
ま
な
ま
し
い
課
題
を
背
負
う
も
の
 で
あ
る
 0
 ま
た
、
詩
法
 

に
 尽
き
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
 は
 結
局
、
妙
法
の
二
字
に
諸
仏
が
 皆
 収
め
ら
れ
て
い
る
 と
い
う
論
理
に
支
え
 ろ
 

れ
る
も
の
で
あ
り
、
「
合
法
華
経
は
四
十
余
年
の
諸
経
 を
一
経
に
収
め
て
、
十
方
世
界
の
三
身
円
満
の
諸
仏
を
あ
 つ
め
て
、
釈
迦
一
仏
 の
 

（
 
@
 
り
 
）
 

分
身
の
諸
仏
と
談
ず
る
故
に
、
一
仏
一
切
 仏
 に
し
て
 妙
 法
の
二
字
に
諸
仏
音
取
れ
り
。
故
に
妙
法
蓮
華
経
の
五
字
 を
唱
る
 功
徳
莫
大
也
」
 

（
 
4
 
t
 
Ⅰ
）
 

十
方
の
草
木
瓦
礫
等
、
妙
法
の
二
字
に
あ
ら
ず
と
五
事
 

 
 

能
 開
地
」
と
い
う
こ
と
 

か
に
し
な
が
ら
、
題
目
の
功
徳
を
述
べ
て
一
篇
を
く
く
っ
 て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
唱
題
の
功
徳
は
「
一
切
の
諸
仏
 ・
菩
薩
・
十
界
の
因
果
 

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
 コ
 唱
法
華
題
目
 紗
ヒ
は
 、
法
華
経
に
 対
す
る
態
度
を
随
順
 か
 、
ま
た
は
 誹
 誘
か
と
い
う
二
者
 択
一
に
お
い
て
明
確
 

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
 婁
 々
述
べ
て
い
る
の
で
 あ
っ
て
、
た
だ
単
に
法
華
経
を
信
ず
る
功
徳
を
説
く
と
 い
う
こ
と
に
尽
き
る
も
 

の
で
は
な
い
が
、
「
愚
者
多
 き
世
 と
な
れ
ば
一
念
三
千
の
 観
を
先
と
せ
ず
」
 

ぃ
 
2
 
l
 
 

）
 と
、
天
台
の
観
念
観
法
を
用
い
る
こ
 と
の
な
い
こ
と
を
明
ら
 

み
な
い
と
し
て
批
判
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
 こ
と
に
つ
い
て
、
「
 此
 径
を
信
ず
る
者
の
功
徳
は
分
別
 功
徳
 品
 
・
随
喜
功
徳
 品
 

1
8
 

に
説
 げ
り
」
「
詩
法
と
申
す
は
違
背
の
義
也
。
随
喜
と
 申
 す
は
随
順
の
義
也
」
（
 

9
 ）
と
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 

さ
 ら
に
、
こ
う
し
た
教
義
 
1
 

-
8
-
 

 
 

信
条
の
延
長
上
に
お
い
て
「
総
じ
て
 浬
葉
 経
の
心
は
 、
十
 悪
 ・
五
逆
の
者
よ
り
も
護
法
・
 
蘭
提
 の
も
の
を
お
そ
 ろ
 べ
し
と
 諫
 め
た
り
、
 蘭
 
㎝
 

（
 
Ⅱ
）
 

@
 

（
 
叩
 ）
 

提
の
人
と
申
す
は
法
華
経
・
 

浬
英
経
 を
天
 ひ
ぅ
 と
む
 ろ
 者
 と
見
え
た
り
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
 



初
期
の
日
蓮
遺
文
に
つ
い
て
は
、
文
献
学
上
、
さ
ま
ざ
ま
 

な
 問
題
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
真
偽
論
お
よ
び
成
立
時
期
 

0
 間
 題
 が
あ
っ
て
 、
 

初
期
教
学
を
論
ず
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
 

そ
う
し
た
な
か
で
、
注
目
さ
れ
る
の
が
同
念
仏
無
間
地
 

獄
妙
ヒ
 （
建
長
七
年
、
 

一
二
五
五
、
日
蓮
 
二
 
一
四
歳
Ⅹ
「
当
世
念
仏
者
無
間
地
獄
事
 

」
（
 革
奉
 万
年
、
一
二
六
円
四
芸
 鰯
 
で
あ
る
。
 こ
 れ
と
関
連
し
て
、
「
 
昭
 

ぬ
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
 し
 第
三
巻
に
収
め
ら
れ
る
 
図
録
篇
 七
 「
念
仏
者
を
追
放
せ
し
め
る
宣
旨
御
教
書
正
篤
 

に
集
 列
す
る
勘
文
杖
」
（
 
正
 

が
 
五
万
年
、
一
二
五
九
、
三
十
八
歳
）
を
見
る
こ
と
が
 

で
き
、
ま
た
、
法
然
一
門
の
弟
子
を
列
卒
し
た
図
録
篇
 

九
 「
一
代
五
時
 
図
 」
（
文
応
 

 
 

き
る
。
さ
ら
に
、
言
 
う
 ま
で
も
な
く
、
「
守
護
国
家
論
」
 

（
正
元
元
年
、
二
一
十
八
歳
）
 

、
 

が
 
「
立
正
安
国
論
」
（
文
応
元
年
、
二
一
十
九
歳
）
に
は
 

激
し
く
念
仏
批
判
が
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
 

ら
と
関
連
し
て
考
え
る
と
、
 

 
 
日
蓮
が
鎌
倉
に
定
着
し
た
当
初
か
ら
念
仏
批
判
を
な
し
て
 

い
た
こ
と
は
充
分
推
察
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
 

著
者
不
明
の
「
浄
土
宗
 119 (119) 

  
一 

を
 批
判
す
る
論
理
が
そ
れ
を
支
え
て
い
る
こ
と
も
見
逃
 し
て
は
な
る
ま
い
 0
 こ
の
こ
 

な
け
れ
ど
も
信
心
あ
ら
ん
者
は
鈍
根
も
正
見
の
者
 也
 。
 た
 と
ひ
さ
と
り
あ
れ
ど
も
 信
 

判
は
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
「
唱
法
華
題
目
 紗
 日
の
場
合
 、
 膀
 法
へ
の
恐
れ
は
極
め
 

な
お
、
随
喜
の
信
仰
解
明
は
「
開
目
抄
」
「
観
心
本
尊
抄
 」
等
の
主
要
著
書
を
通
じ
 

心
 本
尊
 抄
 L
 流
通
分
の
課
題
の
延
長
上
に
著
わ
さ
れ
る
 「
四
倍
五
品
 抄
 」
が
、
ま
さ
 

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
う
し
て
み
る
と
、
確
か
に
日
蓮
の
 め
 
示
教
は
値
雑
体
験
に
よ
っ
て
 

課
題
の
解
決
が
絶
え
ず
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
ら
 た
め
て
確
か
め
ら
れ
る
の
で
 と

は
、
「
法
華
題
目
抄
し
に
も
、
「
た
と
ひ
さ
と
り
 

-
6
-
 

心
 な
き
者
は
誹
 膀
蘭
提
 の
孝
也
。
」
等
と
議
決
の
 
批
 

て
 全
体
の
論
旨
に
か
か
わ
る
こ
と
が
明
瞭
で
あ
る
。
 

@
 
Ⅳ
 -
 

て
な
さ
れ
て
い
る
が
、
注
目
す
べ
 き
 こ
と
は
、
「
 
観
 

に
 
「
唱
法
華
題
目
 妙
 」
の
随
喜
の
問
題
の
解
明
で
あ
 

深
め
ら
れ
て
行
く
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
一
貫
し
た
 

あ
る
。
 



と
そ
の
追
求
が
あ
っ
た
と
い
っ
て
 よ
 い
で
あ
ろ
う
。
 

@
 
別
 ）
 

な
り
と
雄
も
救
官
地
に
御
下
知
の
旨
を
守
り
て
、
偏
に
 南
 此
明
哲
の
賢
懐
を
述
ぶ
。
」
と
い
う
よ
 

う
 に
、
前
代
以
 

来
の
念
仏
批
判
の
継
承
 

要
決
 」
 巻
 中
の
日
蓮
筆
写
本
が
中
山
法
華
経
寺
に
伝
え
 ら
れ
、
松
野
純
孝
 氏
は
 、
そ
の
内
容
に
お
い
て
浄
土
教
の
 解
釈
の
諸
相
や
天
台
 か
 

-
0
0
-
 

l
l
 

ら
の
引
用
の
多
い
点
か
ら
恐
ら
く
隆
寛
の
門
下
の
著
作
と
 考
え
ら
れ
る
と
し
、
 
智
慶
に
 推
定
す
る
こ
と
も
で
き
る
 旨
を
述
べ
て
い
る
 0
 こ
 

ぅ
 し
て
み
る
と
「
念
仏
無
間
地
獄
鈴
口
が
建
長
五
年
（
一
一
 

手
 四
歳
）
に
系
 年
 さ
れ
る
こ
と
も
大
い
に
妥
当
性
を
も
 つ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
 

（
 
博
 
@
-
 

あ
る
。
 同
砂
 に
は
、
「
念
仏
者
無
間
地
獄
 Z
 業
因
 也
 。
 法
 華
経
 
（
は
）
成
仏
得
道
芝
直
路
 
地
 」
と
い
い
、
早
く
 浄
 十
宗
を
捨
て
て
法
華
経
 

を
 持
ち
、
生
死
を
離
れ
菩
提
を
得
べ
 き
 事
を
述
べ
、
念
仏
 者
は
、
法
華
経
は
自
分
た
ち
の
機
根
で
は
及
ば
な
い
 教
 え
で
あ
っ
て
そ
れ
を
 信
 

じ
な
い
こ
と
は
 致
膀
 す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
す
る
の
 に
 対
し
、
法
華
宗
か
ら
す
れ
ば
、
信
じ
な
い
こ
と
が
 直
 ち
に
承
伏
を
意
味
す
る
 

こ
と
に
な
る
は
ず
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
今
の
念
仏
門
が
 「
不
信
」
と
い
い
「
誹
議
」
と
い
っ
て
い
る
以
上
、
 

ど
 う
し
て
「
 入
 阿
鼻
 獄
 」
 

 
 

の
 句
を
遁
れ
る
こ
と
が
で
き
ょ
う
か
と
し
て
い
る
。
ま
た
 、
法
然
の
尊
敬
す
る
善
導
の
念
仏
 
義
 に
対
し
て
「
三
世
譜
 仏
の
大
怨
敵
と
な
り
、
 

-
1
-
 

2
 

十
方
如
来
成
仏
の
種
子
を
失
 う
 。
大
 膀
法
 の
 科
 甚
だ
 重
 し
 。
大
罪
報
の
至
り
、
無
間
大
城
の
業
因
地
」
と
批
判
を
 浴
び
せ
て
い
る
。
コ
上
 

正
安
国
論
」
執
筆
の
四
年
後
に
な
る
が
、
「
当
世
念
仏
者
 無
間
地
獄
事
」
が
あ
る
。
周
書
は
清
澄
の
浄
同
房
に
対
 し
て
「
日
蓮
 
阿
 

闇
梨
 
註
文
」
と
さ
れ
、
法
然
の
選
択
集
に
対
す
 
る
 批
判
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
念
仏
を
中
 す
 者
が
往
生
す
る
こ
と
 

は
十
即
 土
圭
と
い
 
J
l
@
,
 

も
 、
実
際
に
往
生
す
る
者
は
千
中
軸
 ご 
と
な
る
と
断
じ
、
子
中
 
無
 
一
と
き
め
つ
け
ら
れ
た
 
法
 華
 ・
真
言
の
行
者
こ
そ
 臨
 

と
か
む
（
㌶
）
 

終
 正
念
す
る
こ
と
を
述
べ
る
。
さ
ら
に
念
仏
者
の
言
と
 し
て
「
汝
は
法
然
上
人
の
捨
 閉
閣
 捷
の
四
字
を
膀
 法
 と
過
 る
欺
 」
と
、
詩
法
の
 二
 

-
 
為
 ）
 

字
を
用
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
 

両
書
 と
も
念
仏
を
批
 刊
 し
、
法
華
経
の
受
持
を
勧
奨
し
て
い
る
点
で
共
通
し
 て
い
る
こ
と
が
分
る
。
 

こ
う
し
て
み
る
と
、
日
蓮
の
専
唱
題
目
の
勧
奨
は
、
念
仏
 批
判
と
表
裏
一
体
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
前
述
 の
 
「
唱
法
華
題
目
 

紗
 」
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
念
仏
批
判
の
展
開
は
必
須
の
 も
の
だ
っ
た
こ
と
が
首
肯
で
き
よ
う
 0
 そ
し
て
、
そ
の
 背
 後
に
は
、
「
日
蓮
 旭
弱
 

(120) 120 



（
四
）
 

心
 な
く
と
も
、
此
の
法
華
経
を
聞
 
て
膀
 せ
ざ
る
に
大
善
 
0
 所
生
血
。
」
と
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
せ
ね
ば
な
る
ま
 

い
 。
 日
 
守
護
国
家
論
 ヒ
の
 

翌
年
に
著
わ
さ
れ
た
「
立
正
安
国
論
 

L
 に
お
い
て
も
 
膀
 法
 の
問
題
に
ふ
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
こ
と
を
真
正
面
 

か
ら
と
り
あ
げ
た
の
 

は
 、
伊
豆
伊
東
の
流
罪
の
地
で
著
わ
さ
れ
た
と
伝
え
る
 

「
 
顕
膀
法
妙
 」
（
弘
長
二
年
、
一
二
六
二
、
四
十
一
歳
）
 

で
あ
る
。
「
本
朝
沙
門
 

日
蓮
 理
 
ぅ
 
0
 
3
 
 

ご
 
）
 と
し
て
 著
 わ
さ
れ
た
本
書
は
、
第
一
に
八
大
地
 

獄
の
因
果
を
明
し
、
第
二
に
無
間
地
獄
の
因
果
の
軽
重
 

を
 明
し
、
第
三
に
問
答
 

料
簡
を
明
し
、
第
四
に
行
者
へ
の
弘
経
の
用
心
を
明
ら
 

か
に
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
の
八
大
地
獄
の
様
相
を
描
く
 

段
は
 、
日
蓮
が
批
判
し
 

魑
 
て
や
ま
な
か
っ
た
慧
心
源
信
の
「
往
生
要
集
 

口
厭
 離
絨
 土
の
段
に
よ
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
こ
こ
で
は
 

  

 
 

ゑ
 
い
も
の
か
が
描
写
さ
れ
、
就
中
、
第
八
の
無
間
地
 

獄
 に
は
五
逆
罪
、
諸
法
の
者
が
陥
る
恐
し
さ
が
述
べ
ら
れ
 

て
い
る
 0
 第
二
は
誹
 膀
 正
法
 

布
 
沖
の
重
罪
に
よ
っ
て
無
間
地
獄
に
陥
る
こ
と
に
つ
い
 
て
 述
べ
る
。
法
華
経
第
二
巻
、
書
論
 

品
 第
三
の
「
若
し
 
（
 
2
 
信
 ぜ
 ず
し
て
此
経
を
段
 
誇
 せ
ば
 

駒
 
…
…
 英
 人
命
終
し
て
阿
鼻
 
獄
 に
入
ら
ん
」
を
解
釈
 
し
て
、
「
此
の
文
に
議
法
は
阿
鼻
地
獄
の
業
と
見
へ
た
り
 

」
と
い
い
、
法
華
経
 
第
セ
，
 

日
 
常
不
軽
菩
薩
 品
 第
二
十
に
よ
っ
て
、
「
 
俄
悔
 せ
る
詩
法
 
の
非
 す
ら
五
逆
罪
に
千
倍
せ
り
。
 
況
や
俄
悔
 せ
ざ
ら
ん
 誇
 法
 に
な
い
て
は
阿
鼻
地
 121 (121) 

む 部 は 
経 立願るのし 「 @ 抜 。は を くば 故 地 議に 
奉 十 。 も わ 
し 方 選 傾 れ 
て の 択 ぜ る 
、 仏 集 ず の 

設 「 陀は 、 人                 
ひ 此 を 権 仏 
先 書 し 実 は 
に に て の 膀 
解 於 決 議 決 

て 華 法 で 
力 経 を あ こ 
を を 成 る の 
冨 U  捨 し宛 と よ 
へ て 」 @ し Ⅹ う 

う な 
      日蓮 、大悪しむる「恐ら こと 

法 書 く で の 
の に は あ 宗 
流 罪 未 る 教 

意識を ずや」布を止（ ） 2 ， だ選択 法 「 
め 等 集 奉 ま 
一 と 評 真 と 

切衆 くのの " 法言め て 
生 り 振 直 通 
の か 源 道 べ 
誘 え を を た 
浅 し 顕 閉 め 

甘 て が 

を 上達 『 ず父浄 『 
め 択 」）上 午 

し集 めし語部 「 三謹 国 
給 の 法 の 家 
え宛膀 の 温 論 
ピ ）法 相 路 』 
と を 貌 を で 
い 追 は 開 あ   
法 た を 本 岡 
車 上 捨 浄 書 

経 の でて土に ，し三し 



た
る
を
 
ば
 弁
え
ず
し
て
、
速
て
 

我
議
 す
ぐ
れ
た
り
と
を
も
 

ひ
て
、
む
中
 

@
 
@
 よ
り
こ
れ
を
破
す
る
」
の
で
あ
る
と
い
う
 

Ⅲ
 
ぃ
 そ
う
し
て
、
 

浬
某
経
 

に
よ
っ
て
、
「
後
世
を
願
は
ん
人
は
一
切
の
悪
縁
を
恐
る
 

 
 

と
の
訓
戒
を
確
か
め
る
 

つ
が
あ
る
と
い
う
。
 

似
彼
 と
は
「
他
の
義
は
吉
し
と
を
も
 

え
ど
も
此
を
は
（
 

破
 ）
 す
 」
の
で
あ
り
、
 

能
彼
 と
は
「
 
実
に
他
人
の
義
の
勝
れ
 

日
蓮
に
と
っ
て
の
信
仰
的
立
脚
点
は
、
「
末
代
の
凡
夫
は
 な
に
と
な
く
と
も
悪
道
を
免
れ
ん
こ
と
は
か
た
る
べ
し
 。
同
じ
く
悪
道
に
 堕
る
 

 
 

な
ら
ば
、
法
華
経
を
傍
 ぜ
 さ
せ
て
 堕
 す
な
ら
ば
、
世
間
の
 罪
 を
も
て
 堕
 た
る
に
は
に
る
べ
か
ら
ず
」
と
い
う
と
こ
 ろ
に
あ
る
。
 

と
こ
ろ
で
、
上
述
の
ご
と
く
で
あ
る
な
ら
ば
、
華
厳
・
 法
 相
 ・
二
 
%
.
 真
言
・
浄
土
等
の
諸
宗
の
祖
師
は
皆
、
 膀
 法
に
 墜
 す
こ
と
に
な
 

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
問
い
を
提
出
し
て
、
そ
れ
に
 答
 え
る
の
に
、
宗
を
立
て
、
 経
 々
の
勝
劣
を
判
ず
る
の
に
 、
 似
彼
 と
 能
破
 と
の
 一
 

前
者
を
在
世
的
方
法
、
 

ご
と
し
」
、
後
者
に
つ
 後
者
を
滅
後
的
方
法
と
 う
げ
 と
り
、
ま
た
前
者
に
つ
い
 て
 
「
悲
を
先
と
す
る
人
は
先
 
づ
権
経
 を
と
く
、
釈
迦
 仇
め
 

 
 

い
て
「
慈
を
先
と
す
る
人
は
先
 づ
実
経
 を
と
く
べ
し
、
 
不
軽
菩
薩
の
ご
と
し
」
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
 畢
寛
 、
 

本
が
あ
り
、
（
 

5
@
3
 
 

恐
ら
く
そ
の
影
響
が
あ
っ
た
も
の
と
見
ら
 
れ
る
。
第
三
段
の
問
答
料
簡
で
は
、
諸
法
の
相
貌
に
つ
い
 

て
 論
じ
て
い
る
が
、
 
天
 
㏄
 

親
の
 「
仏
性
論
」
に
よ
っ
て
「
正
法
を
人
に
捨
て
さ
す
 

る
力
 二
三
ょ
（
 

諸
法
に
て
あ
る
方
 
り
 
6
-
@
 
 

と
い
い
、
ま
た
「
を
の
 
れ
 が
 依
 経
に
は
 随
 へ
ど
も
、
 

す
ぐ
れ
た
る
経
を
破
す
る
は
 
破
法
 と
な
る
 力
 
@
7
-
 

，
 
3
@
 
 

」
 と
諸
経
 血
 （
の
比
較
検
討
（
権
実
論
）
を
行
な
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

い
と
し
、
仏
性
論
に
も
 

及
ん
で
い
る
。
結
局
、
日
蓮
は
法
華
経
が
仏
教
経
典
の
中
 

心
 を
な
す
も
の
で
あ
り
、
取
的
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
 

理
解
す
る
が
、
そ
の
場
 

合
 、
二
つ
の
弘
敦
の
あ
り
よ
 
う
 が
あ
る
の
で
あ
っ
て
 
、
一
 に
は
釈
尊
在
世
の
仏
教
の
よ
う
に
 

権
 経
を
説
き
重
ね
た
 
上
 で
最
終
的
に
実
 
経
を
 

説
く
方
法
で
あ
り
、
二
に
は
釈
尊
の
前
生
で
あ
る
常
不
軽
 

菩
薩
が
 威
 首
玉
仏
の
像
法
の
末
に
 
、
 善
 き
 教
え
に
耳
を
 
傾
げ
る
人
と
て
な
い
な
 

か
で
、
ど
の
よ
う
な
抵
抗
や
反
抗
な
ど
が
あ
ろ
う
と
も
、
 

ま
ず
 実
 経
を
説
い
て
仏
種
を
植
え
た
事
跡
に
な
ら
う
 

方
 法
 と
で
あ
る
。
日
蓮
は
 

獄
を
出
る
期
か
た
か
る
べ
・
と
い
う
。
こ
の
段
に
お
 
い
て
、
五
逆
と
 
膀
法
 と
の
罪
の
軽
重
に
つ
い
て
論
議
さ
れ
 

1
 
ヲ
 
Ⅰ
い
る
が
、
こ
の
占
地
 2
1
 

ほ
 つ
い
て
は
前
述
の
慧
心
僧
都
源
信
の
も
う
一
つ
の
 

名
 

 
 

三
乗
 要
決
 b
 の
書
写
 
 
 
 
 



目蒲 の 宕 甘塩 辮 の課題   
と と 蓮 に は 恒 べ 討 ず る て 法   

口 を と う れ て の の 不 じ り 中 乗 致 わ 

達道 判 なで兄弟 第唇ま峯紐 鷺色 れ る   
、日 の者が 局 会の理 乗 経を 共に議 

法 、 は 浅 薄   と セ % 

う男湾姦 睦モ 穣薯笘 なら いまだ 華 経を （ 破 ） 
て よ よ ち 衆 目 の で   い ほ 記 す な 切 

す 心 る 」 の 
る （ は い 人   
法 作 と     

訃 庶 女 て よ 晩 で 五 葉 
報 に 国 誹 っ 牢 あ 道 隆 は なる 天 ） 久 る。 をし 

べ 成 犬 9 台   乗 ざ 智 
し 。 （ 大経る者     の 迦 

恩、 る に の て 最 若 葉 経成 の）小だ がみ一 人 
抄 。 つ で い 大 で ， 口 口ロ 

し 
者 こ 乗 り 教 

  い あ る の あ の の れ 経 に を 
て り よ 間 る ，恒 諾 な を 或 し 

一巻 究 、 9 題 と 河 大 し は は れ 
を い も 護 る 
著 となっ 明し 、 である に 日 、 ぃ釜種   
し、 

ャ家 を 筆 ） 戒 な 
敵 城 本 て ぅ 生 

そ ち の 議経 すのる すは 些 り 」） あ 
の し く 上国い " め る   ナ - Ⅰ る 理 は る と 

墓   現 地 一 こ はは破は し 
月 Ⅱ 実 獄 切 と 
ヰブ し の に 衆 は 
捧 一 縮 生   信 孝 
げ 閲 る は 地 
ナ、 Ⅰ 提 こ 日 獄   
Ⅰ 23  て 123) 

の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
今
の
世
の
悪
知
識
は
誰
か
と
い
 

う
こ
と
が
「
守
護
国
家
論
 
ヒ
 「
立
正
安
国
論
」
等
に
お
 

い
て
問
わ
れ
て
い
る
こ
 

と
と
関
連
し
て
く
る
の
で
あ
る
。
第
四
弘
法
用
心
 

抄
 で
は
 
「
 
夫
れ
 仏
法
を
ひ
ろ
の
 
ん
 と
を
も
は
ん
も
の
は
必
ず
 
正
義
を
存
し
て
正
法
を
 

 
 

前
後
と
い
う
五
義
に
つ
い
て
の
教
判
を
論
ず
る
の
で
あ
 

る
 。
そ
の
論
述
 
中
 、
 膀
 



い の 
  

想 居、 救 厄、 識そ得 し 
の し た 以上の 従来、 だった 想は 、 済の困 ところ 論理 る それに 意義づ とい 問題 て、   四 が そ う 
い の こ 

源あ ので へ 入間 人日りていに 蓮 " " ぅ " か こ と 

は し 非 魚 目 に と の 

信る 。 七 % 浬か 常で 蓮 大 に 誇 
対 き 照 示 
す   な ら に 
る 間 し ほ 
評 の弘 位置後のの 恒 れが 調 さ 力 力 ょ 、 題 て か 

価 で み な 

は   あ れ ら 

初   づば た、 な い 
期 御 杉生 期 の 詳 浄 か 日 の 

の 書誌こ の に は 細 土 、 蓮 で 
し - れ た 論   に 教 推 が あ 

好ヱ 

思的 

祭 コ る 批判 とえは源にも 述 さ 誹議 され に 顕   
明 信 に れ 正 て が 
赤 め よ て 法 は 明   

論調 な さ 司 っ い と い 確 な 紗 
か れ 一 て る い な な い 口 

ら 
  

う い 反 
で "  で " 

次 あ 論 
第 面、 」とは ている ので 乗要沃 末法 こと ろ じ 
ⅤⅠ し 通 日 の 注 で あ 法 

批 う 。 た 掘 
Ⅱ 当 ・ 経 誹議りでの思 華 目し ある る。 田昂 

的 あ 想 正 て   へ 地 

と の 獄 
な   随 の 

る 川原 恐 
と   を   
Ⅰ ¥ 日 て そ な は 説 と 

あソ 薄 い " ら " い 

推 の る そ ね 日 て そ 

移 生 も の こ 蓮 は の 

か 涯 の 第 と の Ⅰ ¥ 業 
ら る 因 
し   も と 

て じ る 来 る の の し 

の て 

日 て のこで。 。 生ぅ 中 核 の 

蓮 重 の あ を 専 膀 
ィこ 要 よ っ な 日日 『 

題 
法 

と し の 

  思て なな う 。 て 目 罪 

が
 、
そ
の
な
か
で
日
蓮
は
「
日
蓮
が
慈
悲
 姑
 大
な
ら
ば
、
 

南
無
妙
法
蓮
華
経
は
万
年
の
外
未
来
ま
で
も
た
が
る
 べ
 し
 。
無
間
地
獄
の
道
を
 
 
  
 

 
 

ふ
さ
ぎ
ぬ
。
 

此
 功
徳
は
伝
教
・
天
台
に
も
 超
 へ
、
 龍
樹
 
迦
葉
こ
も
す
ぐ
れ
た
り
」
，
 

v
 
 

（
 
0
@
5
 
 

と
、
半
生
の
行
劫
を
た
か
ら
 か
に
誇
示
し
て
い
る
。
 

 
 
 
 
 
 

そ
れ
は
と
り
も
な
お
さ
ず
、
若
き
日
の
仏
教
へ
の
疑
団
で
 

@
l
-
 

尋
 
5
 。
 あ
っ
た
地
獄
へ
の
道
を
、
法
華
経
の
末
法
救
済
の
法
の
 再
発
見
に
よ
っ
て
解
決
は
 



て
 源
信
は
さ
ほ
ど
重
視
さ
れ
た
存
在
で
は
な
い
と
さ
れ
て
 来
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
日
蓮
の
源
信
評
価
の
推
 移
 に
も
か
か
わ
ら
ず
、
 

日
蓮
が
末
法
の
衆
生
を
末
代
幼
稚
と
規
程
 し
 、
 誹
膀
正
 法
 の
 者
 と
す
る
教
義
に
お
い
て
は
、
源
信
か
ら
の
継
承
が
 極
め
て
大
き
な
意
味
を
 

持
っ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
 

な
お
子
細
に
検
討
の
要
は
あ
る
が
、
源
信
が
指
摘
し
た
 恒
 河
 七
種
衆
生
の
問
題
は
、
善
導
の
 コ
 観
経
四
帖
 疏
 」
で
 も
論
じ
る
と
こ
ろ
と
 

さ
れ
る
し
、
こ
の
 ょ
う
 な
課
題
を
通
じ
て
の
末
法
憲
 機
 の
 衆
生
救
済
の
課
題
，
」
 
そ
 源
信
の
「
往
生
要
集
」
三
乗
 要
決
ヒ
に
 共
通
す
る
 課
 

題
意
識
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
 

こ
う
し
た
系
譜
を
受
け
て
、
 天
 ム
ロ
以
来
の
仏
教
の
総
合
的
 
と
ら
え
方
の
上
に
、
こ
の
末
法
憲
 機
 救
済
の
思
想
を
重
 ね
た
と
 き
 、
日
蓮
 

は
 、
誹
議
正
法
こ
そ
ま
さ
に
「
末
法
の
衆
生
日
「
わ
れ
わ
 れ
 自
身
で
あ
る
」
と
い
う
論
点
に
し
ぼ
っ
て
、
末
法
の
 仏
教
信
愛
の
あ
り
よ
 う
 

を
註
顕
し
ょ
う
と
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
問
題
意
識
の
構
造
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
と
 ぎ
 、
従
来
指
摘
さ
れ
て
来
た
 ょ
 5
 な
、
法
華
一
乗
の
強
調
 と
 諸
宗
批
判
、
特
に
 

浄
土
教
批
判
と
い
う
対
外
的
 破
 折
が
行
な
わ
れ
ね
ば
な
 ら
ぬ
必
然
性
と
、
同
時
に
、
日
蓮
の
内
面
的
な
信
仰
の
み
 
調
理
の
構
築
と
し
て
の
 事
 

唱
題
目
の
意
義
を
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
 

そ
れ
が
、
と
り
も
な
お
さ
ず
日
蓮
初
期
の
弘
教
の
課
題
 で
あ
っ
た
と
い
え
 よ
う
 。
 

 
 

あ
る
親
鸞
は
、
末
法
の
愚
機
の
救
済
を
ひ
た
す
ら
阿
弥
陀
 如
来
へ
の
信
仰
に
見
出
し
、
 

の
 
磁
 
そ
の
信
仰
さ
え
も
如
来
の
大
悲
に
よ
っ
て
与
え
 も
 れ
る
も
の
だ
と
ま
で
み
る
絶
対
他
力
の
信
仰
へ
と
深
め
て
 い
っ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
 親
 

凋
 
鸞
の
宗
教
は
日
蓮
の
行
動
的
な
宗
教
構
造
と
は
 全
 

 
 

信
 と
い
う
同
一
の
思
想
系
 報
 ℡
 

め
 
上
の
支
点
を
持
つ
こ
と
に
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
 
で
あ
ろ
う
。
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二
 
学
会
会
計
に
つ
い
て
 

本
学
会
の
会
費
は
、
昭
和
五
二
年
度
か
ら
 一
 0 年
間
に
わ
た
っ
 

O 
    議 

に （ 
  
者所 時合 

っ い 上聞 ） 催四 第行 " が義春 わそ前の " （ こシ ソ雄 " 題 中秋金重井学階 

諒 の 出づ 方親 月 つ 
承合 閃 い 策告一い   
た ら 務   
。 び理 めシ常 
に事 
プか     
口 ら 川啓 菩薩 " 光 一 " 上田   一家 一 小賢 
  一 発閉め 

の概 
な健 審   
論 の 議 

栗駒 議 意向 折哲 拝仕 " ホ 博 " 植田 

ムま 

報 

て
損
置
か
れ
て
ぎ
た
が
、
そ
の
結
果
、
学
会
会
計
は
急
速
に
硬
  
 

化
し
、
例
え
ば
会
話
「
宗
教
研
究
」
の
刊
行
・
配
布
を
は
じ
め
  
 

す
る
経
費
は
約
五
、
 
0
0
0
 
円
 
（
概
算
）
に
の
ぱ
り
、
現
行
の
 
並
 

通
 会
員
会
費
 三
 、
五
 0
0
 
円
を
上
ま
わ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
 諸
 

般
の
事
情
を
ふ
ま
え
、
他
の
学
会
の
実
情
を
も
勘
案
し
て
、
 常
 務
 

理
事
会
の
原
案
ど
お
り
、
会
費
の
改
訂
が
承
認
さ
れ
た
。
し
た
 が
、
 

つ
て
、
年
会
費
は
昭
和
六
二
年
度
よ
り
維
持
会
費
 九
 、
 0
0
O
 

円
 

（
現
行
木
、
 
0
0
0
 
円
 ㌣
普
通
会
費
六
、
 
0
0
0
 
円
 
（
現
行
 三
 、
 

五
 0
0
 
円
 ）
、
準
会
費
 五
 、
 0
0
0
 
円
 
（
現
行
 三
 、
 0
0
0
 
円
 ）
 
 
 

な
る
こ
と
が
決
定
し
た
。
 

ま
た
学
術
大
会
開
催
 校
 の
た
め
の
大
会
費
用
も
、
昭
和
五
六
年
 

度
か
ら
 八
 0
 万
円
で
 据
 置
か
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
経
費
を
支
 弁
 

す
る
に
は
足
り
な
い
の
で
、
昭
和
六
一
年
度
か
ら
一
二
 0
 万
円
 
 
 

す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
た
。
 

一
 、
昭
和
六
一
年
度
日
本
宗
教
学
会
賞
選
考
委
員
に
つ
い
て
 

規
定
に
墓
 き
 、
昨
年
度
か
ら
留
任
の
赤
池
憲
昭
、
土
屋
 博
 、
 前
 

日
害
 学
 、
山
折
哲
雄
の
各
氏
に
加
え
て
、
新
た
に
上
田
賢
治
、
 金
 

共
新
 三
 、
長
谷
正
当
の
三
氏
に
委
嘱
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
 

一
 、
新
入
会
員
ら
つ
い
て
 

別
紙
三
十
七
名
の
入
会
が
一
括
承
認
さ
れ
た
。
 

0
 常
務
理
事
会
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
時
昭
和
六
一
生
・
四
月
一
セ
 
ロ
 （
土
）
八
時
半
ち
 

 
 

場
所
学
士
会
館
本
郷
分
館
八
号
室
 

1
2
 

出
席
者
上
田
 閑
照
 、
金
井
新
 三
 、
後
藤
光
一
郎
、
桜
井
秀
雄
 、
高
崎
 



直
道
、
田
九
徳
 善
 、
藤
田
富
雄
、
柳
川
啓
一
、
脇
本
平
他
 

議
題
 

一
 、
昭
和
六
一
年
度
日
本
宗
教
学
会
会
長
選
挙
日
程
の
決
定
 

日
 月
二
六
日
（
土
）
投
票
資
格
（
会
費
納
入
状
況
）
に
つ
い
て
 0
 通
 

知
 発
送
 

五
月
二
一
日
（
水
）
第
一
次
選
挙
有
権
者
資
格
締
切
 

五
月
二
二
日
（
木
）
選
挙
公
示
発
送
 

五
月
二
四
日
（
土
）
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次
投
票
有
権
者
 資
格
 

締
切
）
 

五
月
二
九
日
（
木
）
第
一
次
投
票
用
紙
発
送
 

六
月
二
一
日
（
土
）
第
二
次
投
票
有
権
者
資
格
締
切
 

工
 
八
月
二
一
日
（
土
）
第
一
次
投
票
締
切
 

六
月
二
八
日
（
土
）
選
挙
管
理
委
員
会
（
第
一
次
投
票
開
票
、
 第
二
 

次
 投
票
有
権
者
資
格
認
定
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セ
 月
一
六
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水
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第
二
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投
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用
紙
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選
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互
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川
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委
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選
出
し
た
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0
 第
四
 0
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元
 学
 連
合
大
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六
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一
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日
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前
九
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 0
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 @
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 後
五
 

一
 O
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学
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憲
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岸
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大
阪
市
東
住
吉
区
 杭
 全
八
｜
 

九
｜
三
 0
 

土
田
文
章
南
山
大
学
非
常
勤
研
究
員
 
鱒
 

名
古
屋
市
街
 手
巾
 三
 

0
 
 一
｜
 ニ
 ー
一
 A
 

服
部
 
弘
 滞
陣
心
学
院
塾
長
㎝
 ｜
 Ⅱ
東
京
都
西
多
摩
郡
 羽
村
 町
 

羽
東
一
 ｜
 二
五
 ｜
一
 

藤
本
顕
道
総
本
山
知
恩
院
編
纂
助
手
℡
京
都
市
上
京
 

区
 千
本
 

声
山
寺
東
人
 西
 声
山
寺
川
 

仲
原
 

孝
 
京
都
大
学
大
学
院
 
鰹
 

箕
面
市
桜
井
 三
 １
人
 ｜
 一
四
 

１
 %
 ハ
 
0
 一
一
 

参
木
田
薫
岡
山
理
科
大
学
教
授
 
毬
 

岡
山
市
藤
原
光
町
 一
｜
一
 

0
 ｜
 一
七
 

西
方
 純 
能
否
大
学
大
学
院
 
倒
 １
は
下
関
市
小
戸
 町
 セ
 O
 四
 

客
臣
 ガ
 ・
 
オ
 ・
 ミ
 U
l
-
@
 

コ
の
 四
国
学
院
大
学
助
教
授
℡
新
宿
 
区
 西
早
 

稲
田
三
 ｜
 三
一
 ｜
 一
一
二
 ニ
 ー
ラ
イ
フ
西
早
稲
田
一
 

一
 O 四
 

鳥
井
由
紀
子
 

中
村
圭
志
 

村
上
無
国
 

遠
藤
聡
 

大
山
背
 吾
 

岡
田
正
彦
 

尾
田
泰
彦
 

佳
芳
樹
 

小
林
大
胴
 

沢
井
高
範
 

原
 
美
和
子
 

松
岡
秀
明
 

森
田
勝
 

吉
永
清
孝
 
自
営
業
（
鉄
工
所
）
 

朋
 

知
立
市
七
重
原
町
寺
内
人
 

東
京
大
学
大
学
院
Ⅲ
文
京
区
向
丘
一
・
一
 ｜
 三
三
１
元
 

向
丘
マ
ン
シ
 ，
ソ
一
 0
 九
号
 

東
京
大
学
大
学
院
 
弼
 

浦
和
市
常
盤
 三
｜
 
一
二
 ｜
七
 

東
京
大
学
大
学
院
 
機
１
 ㎝
浦
安
市
当
代
昌
二
一
 ｜
一
 

六
｜
 三
四
第
一
九
五
庄
一
 
0
 
一
 

東
京
大
学
大
学
院
Ⅲ
豊
島
区
南
長
崎
 四
｜
 三
三
 ｜
 

一
 
伊
佐
 方
 

大
正
大
学
大
学
院
㈹
新
宿
区
高
田
馬
場
四
 ｜
 三
五
 

｜
一
 0
 
 上
ノ
ム
 ロ
マ
ン
シ
。
 ン
三
 0
 
一
ロ
 
ワ
 

皇
学
館
大
学
大
学
院
Ⅷ
伊
勢
市
中
村
 町
 桜
が
丘
 七
 

十
｜
 八
田
中
坊
 

大
正
大
学
大
学
院
 
皿
 

市
原
市
大
廟
一
八
一
四
 ｜
一
 

四
 
大
正
大
学
大
学
院
 
雌
 
世
田
谷
区
世
田
谷
一
 

｜
 三
エ
 ハ
 

｜
 一
二
八
代
官
ハ
ウ
ス
 

一
 0
 

筑
波
大
学
助
教
授
冊
目
黒
区
駒
場
 
一
｜
 一
九
 ｜
二
 

一
 
"
 一
 

大
正
大
学
大
学
院
Ⅸ
葛
飾
区
西
亀
有
 四
 １
羽
 ｜
一
 

 
 
立
命
館
大
学
研
修
生
㎝
大
津
市
山
上
町
二
ー
三
八
）
 

東
京
大
学
大
学
院
Ⅲ
練
馬
区
富
士
見
台
一
 ｜
三
 
一
㏄
 
 
 

｜
 一
一
一
一
 

1
3
 

東
京
大
学
大
学
院
 
瑠
 

与
野
市
大
戸
 五
｜
 
一
八
 ｜
二
 



0
 お
 詫
び
 

本
誌
元
号
（
第
五
九
巻
四
韻
、
二
六
 セ
号
 、
第
四
四
回
学
術
大
 会
 紀
要
 

特
集
）
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
年
度
、
日
本
宗
教
学
会
第
四
十
 日
 国
学
術
 

大
会
に
お
け
る
研
究
報
告
紀
要
 中
 、
尾
崎
 
誠
 「
キ
リ
ス
ト
 と
 久
遠
仏
」
 

（
ミ
 リ
オ
 
0
 （
 
o
O
N
 下
木
 

1
@
 

の
 オ
 r
@
 

の
（
が
コ
ロ
 

内
 （
の
「
「
の
）
㏄
佳
句
 

隼
オ
ド
 
）
 小
野
墓
 

「
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
聖
典
 

観
 」
（
 目
 0
 （
 
o
@
o
 之
 0
@
 円
ォ
 0
 せ
 -
0
%
@
0
 

吊
 

の
寮
ぢ
 （
 
廷
ぺ
注
 下
 け
 （
 
す
 o
 （
 @
 
（
 せ
ぎ
こ
す
 ミ
ヨ
 牛
 @
 
「
（
 
@
 
）
、
お
よ
び
 木
 村
 俊
彦
 

「
ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
宗
教
哲
学
の
特
色
」
（
 

円
 。
 紳
ぎ
目
 。
 丙
 Ⅰ
 目
 こ
 オ
レ
 

Ⅱ
の
 
ト
 キ
 
仁
 Ⅰ
 0
 の
 0
 片
し
 ア
り
コ
 
コ
リ
ガ
 
ア
コ
 ・
の
勾
の
目
 
抽
 @
0
 
岸
の
㌧
す
目
 
0
 の
 
0
 ㌧
 ア
セ
 
）
の
紀
要
 

原
稿
が
、
手
違
い
に
ょ
り
掲
載
す
る
こ
と
が
で
ぎ
ま
せ
ん
で
し
 た
 。
三
光
 

生
 は
じ
め
学
会
員
の
皆
様
に
多
大
な
 御
 迷
惑
を
お
か
け
し
た
こ
 と
を
 心
ょ
 

り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
こ
う
し
た
こ
と
の
 な
 き
よ
う
 

万
全
を
期
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
 

な
お
、
尾
崎
先
生
及
び
小
野
先
生
の
発
表
に
関
し
て
は
、
新
た
 に
 紀
要
 

原
稿
を
御
提
出
い
た
だ
け
ま
し
た
の
で
、
以
下
に
掲
載
さ
せ
て
 い
た
だ
 ぎ
 

ま
す
。
 

（
「
宗
教
研
究
 口
 編
集
部
）
 

若
 麻
績
正
宏
大
正
大
学
大
学
院
Ⅲ
北
区
滝
野
川
三
ー
 
二
 ニ
ー
八
 

柴
田
荘
 二
 0
 二
号
 

尾
崎
 

誠
 

一
九
六
 0
 年
代
か
ら
 八
 0
 
年
代
か
ら
 八
 0
 年
代
に
か
け
て
、
 
欧
 米
の
神
 

学
 な
い
し
宗
教
学
界
で
は
従
来
の
伝
統
教
義
に
対
す
る
反
動
的
 傾
向
が
一
 

つ
の
顕
著
な
現
象
と
な
っ
た
。
 

六
 0
 年
代
半
ば
に
、
 
P
.
 

テ
ィ
 

 
 

そ
の
晩
年
の
講
演
に
お
い
て
全
宗
教
史
と
と
対
話
と
関
連
に
お
 け
る
新
し
 

い
 タ
イ
プ
の
組
織
神
学
の
構
想
を
提
唱
し
て
こ
の
世
を
去
っ
た
 

そ
し
 

て
 、
 七
 0
 
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
さ
ら
に
一
層
そ
の
傾
向
は
増
 大
し
 、
イ
 

ギ
リ
ス
の
宗
教
哲
学
者
 J
.
 
ヒ
ッ
ク
は
従
来
の
キ
リ
ス
ト
 申
 、
心
 
論
か
ら
 神
 

中
心
論
へ
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
回
を
提
示
し
、
特
に
彼
が
中
 心
と
な
っ
 

て
 編
集
し
た
「
神
の
受
肉
神
話
 ヒ
は
 
一
大
反
響
を
呼
び
起
こ
し
 た
と
い
 

ハ
 
ト
 ツ
 
。
 

ま
た
ハ
ー
バ
ー
ド
の
世
界
宗
教
研
究
所
の
前
所
長
、
 

W
.
C
 

ス
、
、
 

.
 ス
 

も
 
「
世
界
神
学
」
な
る
新
し
い
概
念
を
提
案
し
て
、
歴
史
の
進
 
付
 す
る
 前
 

方
 へ
向
か
っ
て
 、
 古
い
ド
グ
マ
か
ら
の
脱
皮
を
図
ろ
 う
 と
し
て
 る
 。
他
 

方
、
ク
の
 側で
も
、
「
諸
宗
教
の
神
学
」
と
い
う
新
し
 い
 形
態
 

の
神
学
が
打
ち
出
さ
れ
た
り
、
 

K
.
 

ラ
ー
ナ
ー
は
 

い
 わ
ゆ
る
「
 無
名
の
 
キ
 

リ
ス
ト
教
徒
」
な
る
言
葉
を
工
夫
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
れ
 以
外
の
諸
 

宗
教
と
の
関
係
が
大
ぎ
く
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
 き
た
  
 

ま
た
、
 プ
 p
 セ
ス
神
学
者
 
J
.
 カ
ブ
 も
「
ア
ミ
 
ダ
 
・
キ
リ
ス
ト
 論
 」
 を
 

提
示
し
て
、
従
来
の
対
話
路
線
を
越
え
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
仏
 教
 と
の
、
 

相
互
変
革
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
 内
、
ヒ
 

や
ス
，
え
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ほ
 イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
唯
一
性
に
対
し
て
否
定
的
で
あ
る
が
   

ッ
ク
や
ヵ
プ
 
は
キ
リ
ス
ト
教
以
外
に
お
け
る
救
済
を
認
め
な
が
 ら
も
、
 依
 

然
 と
し
て
キ
リ
ス
ト
中
心
論
を
保
守
し
て
い
る
。
し
か
し
、
 

現
 代
の
状
況
 

は
 、
相
互
に
内
的
構
造
の
変
革
を
促
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
  
 

こ
こ
で
、
今
一
つ
キ
リ
ス
ト
論
と
の
比
較
に
お
い
て
重
要
な
意
 義
 を
も
 

つ
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
は
大
乗
仏
教
、
と
り
わ
け
「
法
華
経
」
 
に
 由
来
 

し
 、
具
体
的
に
は
日
蓮
に
よ
っ
て
受
容
展
開
さ
れ
た
久
遠
仏
の
 思
想
で
あ
 

る
 。
釈
尊
が
永
遠
の
仏
陀
た
る
こ
と
を
開
顕
し
た
出
来
事
は
 、
 イ
エ
ス
の
 

神
性
が
、
 
先
在
 と
し
て
、
彼
自
身
の
地
上
で
の
存
在
に
先
行
し
 て
い
な
が
 

ら
も
、
な
お
そ
の
死
か
ら
の
復
活
の
出
来
事
に
至
る
迄
は
隠
さ
 
れ
て
 
ぃ
 

て
 、
復
活
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
永
遠
の
神
性
に
遡
及
す
る
と
い
 ミ
 ノ
 構
と
炬
と
 

対
応
し
ょ
う
。
 

こ
の
 ょ
う
 な
復
活
の
遡
及
 力
 を
主
張
す
る
 W
.
 

パ
ン
ネ
ン
ベ
ル
 

ク
の
歴
 

史
 神
学
は
、
歴
史
か
ら
永
遠
の
根
源
へ
遡
る
点
で
法
華
思
想
の
 
「
 発
迦
顕
 

本
 」
に
対
応
す
る
。
そ
し
て
、
永
遠
の
昔
か
ら
イ
ェ
ス
は
キ
リ
 ス
ト
 と
し
 

て
先
 在
し
て
い
た
と
い
 5
 観
念
は
、
歴
史
的
仏
陀
た
る
釈
尊
の
 
「
久
遠
 実
 

成
 」
に
対
応
す
る
構
造
を
も
つ
と
い
え
よ
 5
 。
パ
ン
ネ
ン
ベ
ル
 ク
は
、
最
 

初
か
ら
歴
史
的
人
間
 イ
ヱ
ス
 
の
神
性
を
前
提
と
す
る
 "
 上
か
ら
 "
 の
 受
肉
 

キ
リ
ス
ト
論
に
反
対
し
、
む
し
ろ
 "
 下
か
ら
 "
 イ
ェ
ス
の
歴
史
 的
 事
実
か
 

ら
 出
発
す
る
。
こ
の
点
で
、
永
遠
の
初
め
に
お
け
る
イ
ェ
ス
 
キ
リ
ス
ト
 

の
先
 在
を
強
調
す
る
 K
.
 

バ
ル
ト
と
は
対
照
的
で
あ
る
。
 

し
か
し
、
こ
の
歴
史
的
現
実
を
予
め
永
遠
の
本
質
に
包
括
す
る
 
観
占
 

は
 、
法
華
本
門
の
「
 従
 異
同
国
」
（
永
遠
の
仏
果
か
ら
歴
史
の
人
 

間
へ
 ）
 

思
想
と
も
一
致
す
る
。
そ
し
て
こ
の
立
場
か
ら
、
歴
史
的
釈
尊
 か
ら
 超
歴
 

仏
教
論
理
学
者
し
 ォ
 p
r
 
ヨ
の
宙
 
（
（
 
@
 （
 
n
p
.
 

き
で
 き
 0
 
）
は
主
著
㌧
 き
ま
 Q
 

ぉ
 
a
v
 
め
 「
～
～
～
 

ゃ
漆
 
（
㌧
 
く
 ）
第
四
章
で
 曳
窄
ゅ
 g
a
 
 

の
主
張
命
題
（
 

口
 由
オ
屯
の
）
の
 

定
義
「
本
来
の
も
の
と
し
て
の
み
提
示
さ
れ
る
べ
 

き
 も
の
で
、
 自
ら
意
図
 

さ
れ
た
Ⅰ
も
の
で
あ
る
」
（
 

笘
は
申
 
せ
。
 
目
写
曲
三
 （
隼
の
か
せ
㏄
 

ゴ
 の
そ
り
Ⅱ
 

ゆ
 
Ⅰ
～
）
 

ノ
 
の
田
。
 

）
に
新
解
釈
を
加
え
た
（
 
つ
つ
 
・
（
 
づ
 ・
 舘
ム
 ㊥
。
彼
は
そ
の
 中
 で
、
 定
 
 
 

義
 文
中
の
「
自
ら
」
（
の
 

壷
思
う
 ）
と
い
う
語
を
 、
 「
（
論
証
者
 

自
身
の
）
㈹
 

 
 

 
 

  

野 

基 

ダ
ル
マ
キ
ー
ル
テ
ィ
の
聖
典
 観
 

史
的
な
「
久
遠
見
初
の
釈
尊
」
に
遡
源
し
な
が
ら
、
同
時
に
 歴
 史
の
未
来
 

に
 向
か
う
生
成
と
し
て
の
上
行
菩
薩
を
内
に
含
む
と
い
う
日
蓮
 の
 見
解
が
 

導
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
バ
ル
ト
の
「
選
ぶ
主
体
と
し
て
の
神
と
 選
ば
れ
た
 

客
体
と
し
て
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
自
己
同
一
性
」
に
も
 対
 広
 し
 、
三
 

佳
一
体
 読
 的
に
い
え
ば
、
上
行
菩
薩
は
永
遠
の
神
の
子
に
相
応
 す
る
位
相
 

を
 有
し
、
久
遠
釈
尊
と
区
別
を
も
ち
な
が
ら
も
同
一
で
あ
る
と
 い
 う
 事
態
 

を
 表
す
。
 

し
か
し
な
が
ら
、
 
N
.
 ピ
ッ
テ
ン
ジ
ャ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
 、
宇
宙
 

時
代
に
は
多
数
の
キ
リ
ス
ト
の
存
在
可
能
性
も
あ
り
、
キ
リ
ス
  
 

と
は
種
類
よ
り
も
む
し
ろ
程
度
の
相
違
と
し
て
考
え
ら
れ
る
 余
 地
を
残
し
 

て
い
る
。
と
も
あ
れ
、
世
界
宗
教
史
の
視
野
か
ら
統
合
的
な
 宗
 教
 哲
学
の
 

確
立
が
望
ま
れ
よ
 う
 。
 



）
 
く
 ・
㏄
 0
 ）
 
0
 こ
れ
は
、
従
来
疑
似
論
証
 困
 
（
 
ざ
 苦
竹
 す
鼠
終
 ）
 の
 
一
種
と
 

し
て
認
め
ら
れ
て
い
た
相
違
決
定
（
 丘
き
 口
ロ
す
岡
 

セ
セ
い
す
す
 

@
n
 
叩
の
 ）
を
 疑
 Ⅲ
 

論
証
因
か
ら
 排
牡
 す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
解
釈
と
考
え
ら
れ
 る
が
、
 同
 

時
に
し
す
 a
r
 
ヨ
 ゅ
田
 三
 
は
こ
の
解
釈
に
よ
っ
て
、
聖
典
の
説
く
 教
義
内
容
 

を
 追
認
す
る
こ
と
を
 メ
 っ
て
論
理
学
の
役
割
と
す
る
見
解
に
異
 議
を
表
明
 

し
た
の
で
も
あ
る
。
彼
は
上
述
の
解
釈
に
関
連
し
て
 P
V
 

第
四
土
 

早
せ
 ・
 
下
け
 
一
一
 

以
下
で
論
理
学
者
と
し
て
の
聖
典
観
を
披
歴
し
て
い
る
の
で
、
 本
稿
で
は
 

こ
の
箇
所
を
検
討
し
彼
の
聖
典
 観
 の
一
端
を
明
ら
か
に
し
た
い
  
 

ロ
 ゴ
 
P
q
 
ヨ
の
蚕
 「
 
ヱ
 
は
ま
ず
、
聖
典
を
絶
対
的
権
威
・
普
遍
的
に
 妥
当
す
 

る
 正
し
い
認
識
根
拠
（
 つ
 
r
a
 
ヨ
 %
 コ
づ
 
）
と
す
る
見
解
を
批
判
す
 
る
 。
彼
は
 

推
論
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
べ
 き
 事
柄
に
つ
い
て
聖
典
の
記
述
 を
 顧
慮
す
 

る
 際
に
陥
い
る
矛
盾
を
指
摘
し
（
 つ
つ
 ・
 
H
 
く
 ・
 
か
 い
 
よ
 の
）
、
ま
た
「
 （
聖
典
の
 

説
く
）
教
義
と
ほ
無
関
係
に
煙
か
ら
火
が
推
論
さ
れ
 ぅ
る
 」
（
 錘
 ㏄
）
 とし
 

て
 推
論
の
聖
典
か
ら
の
独
立
を
主
張
す
る
。
さ
ら
に
、
「
人
は
 一
体
何
を
 

根
拠
に
偏
見
に
 捉
 わ
れ
た
教
義
に
与
す
る
の
か
」
（
 鱗
 ）
 と
述
 べ
て
、
 聖
 

典
の
権
威
の
相
対
性
を
説
 き
 、
ま
た
聖
典
の
記
述
を
批
判
的
に
 考
察
す
る
 

こ
と
こ
そ
推
論
の
役
割
で
あ
る
と
し
（
年
 
e
 
 正
し
い
認
識
根
拠
 と
し
て
の
 

推
論
が
聖
典
の
記
述
を
否
定
す
る
こ
と
も
あ
り
得
る
こ
と
を
 示
 唆
す
る
 

ハ
口
㏄
）
。
 

し
か
し
な
が
ら
し
二
の
「
 ヨ
の
宙
 「
（
 
@
 は
 、
聖
典
の
記
述
の
中
で
論
 理
的
考
 

察
 に
耐
え
な
い
も
の
は
す
べ
て
誤
り
で
あ
る
と
す
る
の
で
は
な
 

こ
こ
 

で
は
同
時
に
、
聖
典
の
意
義
に
関
し
て
注
目
す
べ
 き
 見
解
が
表
 萌
 さ
れ
て
 

い
る
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
直
接
知
覚
と
推
論
と
い
う
二
種
の
正
 L
 
し
い
 靭
ぬ
識
 

根
拠
に
対
応
す
る
二
種
の
対
象
領
域
（
 笘
緊
ゼ
 の
 ガ
の
 
曲
と
ロ
 牝
 。
 
ガ
ゅ
 
㏄
）
付
城
 

外
に
、
 
上
 軸
の
二
つ
の
認
識
根
拠
に
よ
っ
て
は
知
り
得
な
い
 第
 三
の
超
成
心
 

宜
 イ
テ
耳
玉
 問
域
 
（
 笘
下
コ
 （
 
り
 Ⅰ
 a
r
o
 
拐
り
 ）
が
あ
る
こ
と
を
 承
 
 
 

耳
｜
，
 よ
 
@
 @
@
 
Ⅰ
 

の
 第
三
の
対
象
領
域
に
属
す
る
事
柄
に
つ
い
て
は
、
そ
の
存
否
   

 
 
 
 

根
拠
を
聖
典
に
求
め
る
こ
と
が
妥
当
と
考
え
る
の
で
あ
る
（
の
。
 

１
 %
 Ⅰ
）
。
 

こ
の
立
場
に
対
応
す
る
の
が
、
自
我
（
生
ョ
 
捲
 ）
お
よ
び
 一
 ゆ
 智
者
 

（
の
 

a
r
 

つ
い
ぢ
 
a
 ）
の
存
在
論
証
に
対
す
る
 
目
キ
 m
 リ
エ
 「
（
 
@
 の
 評
価
 で
あ
る
。
 

彼
は
こ
れ
ら
超
感
覚
的
な
対
象
の
存
否
は
推
論
に
よ
っ
て
は
 決
 定
 で
き
た
 

と
 考
え
（
㌧
 せ
日
 ・
理
一
（
 

V
.
o
0
 

や
 き
 0
 ）
、
こ
れ
ら
の
存
在
論
 
証
 を
不
 

定
困
 （
 ぃ
コ
 
p
@
F
w
 

コ
 （
 
@
 
カ
リ
 
）
に
 分
棟
 し
た
（
 笘
ヒ
ぬ
セ
 
Q
 け
 ～
 
ぉ
斗
ま
 
。
 H
 
（
Ⅰ
 の
ト
 
ー
ゆ
り
 
一
 

ゆ
 Ⅱ
）
。
 

以
上
の
よ
う
な
し
 コ
 ミ
ヨ
り
 茗
 「
（
 
@
 の
 聖
典
観
は
仏
教
思
想
史
上
 独
特
な
 

も
の
と
言
え
る
。
例
え
ば
い
 ゴ
 の
 せ
へ
 り
は
、
正
し
い
認
識
根
拠
 と
し
て
 直
 

接
 知
覚
と
推
論
だ
け
を
認
め
、
聖
典
の
権
威
の
相
対
性
を
主
張
 し
た
点
で
 

は
し
 下
ド
 
「
 ヨ
 a
 笘
 r
t
@
 
の
先
駆
と
な
っ
た
が
、
前
者
は
推
論
と
 聖
 典
の
対
象
 

領
域
を
区
別
し
な
か
っ
た
占
で
後
者
と
は
異
な
る
の
（
・
 
ぎ
 「
下
口
Ⅱ
ご
目
 

-
 
田
、
 

の
巨
の
口
内
の
の
 

d
 ：
 2
 ㏄
の
 
の
中
 
@
0
 

一
ヴ
㏄
 

l
%
 

）
 0
 巴
 ゐ
コ
 リ
 の
㏄
の
日
光
細
片
も
い
 

甘
 り
づ
 
せ
 が
に
 

近
い
。
同
様
な
見
解
は
ま
た
、
 

o
 ゴ
 a
r
 
ョ
の
蚕
三
 
以
後
の
仏
教
論
 理
学
者
 

の
間
に
も
見
ら
れ
る
。
の
 
ゆ
ユ
ミ
芙
ゅ
 @
 
（
り
の
一
切
智
者
存
在
論
証
 

珪
 そ
の
 

一
例
で
あ
る
。
 

0
 オ
 ぃ
 「
 ヨ
り
蚕
 （
（
 
@
 は
 、
一
方
で
聖
典
の
権
威
の
相
対
性
を
主
張
 し
 推
論
 

の
力
を
極
め
て
高
く
評
価
し
な
が
ら
も
、
他
方
で
推
論
を
絶
対
 祝
 す
る
こ
 

と
は
せ
ず
に
そ
の
限
界
を
認
め
、
超
感
覚
的
な
対
象
領
域
に
関
 し
て
は
 聖
 

典
 こ
そ
が
認
識
根
拠
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
聖
典
の
絶
対
的
 権
 威
性
 を
否
 

定
 し
た
が
、
聖
典
独
自
の
意
義
ま
で
否
定
し
た
の
で
は
な
い
。
 聖
典
を
超
 



0
 な
お
、
第
四
四
回
学
術
大
会
で
は
、
党
与
に
紀
要
を
記
載
し
 た
も
の
お
 

よ
び
上
記
の
二
名
の
発
表
の
他
に
、
以
下
の
研
究
発
表
が
あ
っ
 た
 
（
 発
 

表
順
 ）
 
第
一
部
会
 

シ
，
 ン
ス
ク
ー
ル
の
宗
教
社
会
学
 ｜
 序
説
（
北
川
直
 利
 ）
 、
 M
 
.
 
ガ
 

ン
デ
ィ
ー
と
 
R
.
N
.
 
べ
 ラ
ー
の
市
民
宗
教
（
葛
西
夷
）
、
セ
ン
 
ス
 ・
オ
フ
 

サ
ー
ト
。
ン
テ
ィ
（
 井
門
ゐ
 @
 
臣
 一
一
夫
）
 

第
三
部
会
 

古
代
イ
ス
ラ
 ヱ
 ル
一
神
教
を
め
ぐ
る
二
・
三
の
間
 題
 
（
月
水
 昭
 男
 Ⅱ
 

第
五
部
会
 

浄
土
荘
厳
（
 藤
 厳
明
信
）
・
禅
宗
叢
林
の
修
道
論
的
的
特
色
（
 西
村
 恵
 

信
 ）
、
「
浄
土
・
再
会
」
 者
 
（
他
見
道
隆
）
、
法
然
に
お
け
る
従
士
 
弘
 
冊
の
意
味
 

（
萩
原
品
 俊
 ）
 、
 

第
六
部
会
 

近
代
日
本
の
小
仏
教
運
動
（
藤
井
健
志
）
、
西
田
哲
学
に
お
け
る
 

「
 坦
 功
一
 

肌
 
@
 」
 

へ
の
道
（
上
田
 
閑
照
 ）
、
長
門
の
盲
僧
史
料
に
つ
い
て
（
伊
藤
芳
 
技
 ）
 、
十
 

五
年
戦
争
下
の
宗
教
弾
圧
（
村
上
重
 良
 ）
 

感
覚
的
対
象
に
関
す
る
唯
一
の
認
識
根
拠
と
み
な
し
た
と
い
う
 
占
 @
 で
、
 

口
コ
ミ
 ョ
 が
 茗
 「
（
 
@
 は
 聖
典
に
正
当
な
位
置
づ
げ
を
与
え
た
と
 言
 
え
よ
う
。
 

な
お
、
 し
田
 Ⅰ
 ヨ
り
茗
 「
（
 
@
 の
 聖
典
観
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
 こ
ま
、
 

Ⅱ
 @
 

P
v
 第
一
章
と
そ
の
自
註
に
説
か
れ
る
彼
の
ヴ
ェ
ー
ダ
聖
典
 観
 お
よ
び
 第
 

二
章
に
お
け
る
彼
の
仏
陀
観
を
合
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
 る
と
思
わ
 

れ
る
が
、
こ
れ
は
今
後
の
課
題
と
し
た
 い
 。
 

第
七
部
会
 

多
元
的
信
仰
生
活
の
構
造
に
つ
い
て
藤
原
実
資
の
場
合
（
 
華
園
聴
 

麿
 ）
、
空
海
手
形
と
弁
才
天
両
面
 
灰
 仏
の
研
究
（
斉
藤
差
 松
 ）
 
、
中
 西
 直
方
の
 

「
 死
 」
の
問
題
（
安
蒜
 谷
 正
彦
）
 

第
八
部
会
 

古
都
保
存
協
力
説
と
信
教
の
自
由
（
池
田
昭
）
 

な
お
、
発
表
を
取
消
さ
れ
た
も
の
は
以
下
の
と
お
り
（
部
会
、
 発
表
 予
 

定
順
 ）
。
 

宗
教
的
空
間
と
身
体
（
田
中
英
三
）
 、
 リ
ザ
ー
 ヌ
ス
 に
お
け
る
「
 対
立
物
 

の
 一
致
（
 n
o
@
 

コ
臼
 
d
 の
 コ
 （
㍗
。
ロ
口
 

0
 の
 
@
 
（
 
0
 （
年
日
）
」
（
山
下
一
道
）
 

、
 キ
ル
ケ
，
 
コ
 

｜
ル
 に
お
け
る
絶
対
的
逆
説
の
間
頭
（
北
田
勝
巳
）
 、
 ル
タ
ー
に
 お
け
る
 職
 

美
観
の
間
 題
 Ⅰ
序
論
的
考
察
 ｜
 
（
早
乙
女
 
祀
子
 ）
、
世
俗
権
力
の
 
正
当
性
を
 

め
ぐ
っ
て
ル
タ
ー
と
再
洗
礼
派
 ｜
 
（
中
野
 
毅
 ）
 
、
ア
ヴ
ァ
ダ
 ー
 ナ
 
シ
ャ
タ
 

カ
と
 根
本
有
部
（
岡
野
 潔
 ）
、
さ
く
い
 

コ
 ヨ
 E
 オ
 已
に
つ
い
 汚
て
 
（
 
伊
 藤
 道
哉
）
 、
 

日
蓮
聖
人
教
学
に
お
け
る
即
身
成
仏
論
・
（
西
片
 
元
証
 ）
、
 
覚
鎖
と
 阿
字
合
意
 

観
 
（
栗
山
秀
紀
）
、
寺
院
の
役
割
（
坂
内
龍
雄
）
 

、
芥
 Ⅲ
龍
之
介
 と
 悪
魔
（
 椿
 

實
 ）
、
植
民
地
状
況
下
の
宗
教
（
大
矢
野
文
明
）
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大
学
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成
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大
学
教
授
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ISSUES IN NICHIREN'S EARLY PROSELYTIZATION 

Watanabe Hoyij 

ABSTRACT: There is no doubt that Nichiren from the start em- 
phasized the exclusive practice of intonation of the Daimoku, while 
on the other hand directing criticism a t  Pure Land teaching. This 

paper, however, considers his early propagation not through his reflect 
ions of later years ,but rather through early-period compilation, the 
Sh6hokkedaimokush6. While the Hokke daimokush6.-....compiled later a t  
Awa....-.deals directly with the theory of exclusive practice of Dai- 
moku recitation, the ShGhokke daimokusho is characterized by a consid- 
erable allotment of space to criticism of Pure Land teaching, with 
the addition of exclusive recitation as a conclusion. 

Moreover, this work clearly brings up the problem of the inescapable 
alternative of submission to or rejection of the Lotus Sutra. When 
the Nembutsu mugen jigokusho and other documents are examined in 
this context, the fear of falling into hell is made an issue, thus 
indicating that this problem is intimately related to the logic of 
whether to accept or deny the True Law. 

In addition, it can be seen that this logic did not signify mere 
submission to an external force, but was basically the central kernel 
of a logic of internal faith. Finally, the development of this kind of 
logic should be noted as  a originating from the issue of the salvation 
of all sentient beings under the conditions of Final Age of Dharma. 

Key Words : Nichiren ; exclusive practice of Daimoku ; Hell ; blas- 
phemy of the true law (hib6 shob6 [hobo]) ; salvation of all sentient 
beings. 



ENCOUNTER WITH AN EVANGELIST OF 

MODERN JAPANESE BUDDHISM 

Fujii Takeshi 

ABSTRACT: This paper investigates the process within modern 
Japanese Buddhism in which a single individual meets a Buddhist 
evangelist and conies to follow him. As material, the paper considers 

an ordinary Jodo Shinshii priest named Sekifuji Joshd, together with 
Sanada Masumaru, founder of the Dai-Nihon Bukkyo Saisei-Gun. 

Sekifuji was born in 1890 as the eldest son of a farmer, but he 
was attracted to temple life and became a priest of the Honganji-ha. 
Thereafter'he came to have doubts about the conditions found within 
temples at the time, and approached a position of modern Buddhist 
idealism, but was still left unsatisfied. At that point, he met Sanada 
Masumaru, and attracted by his simple, selfless character, decided to 
enter the Bukkyo Saisei-Gun. But unlike Akegarasu Haya of the ide- 
alism movement, Sanada Masumaru stood somewhat closer to a sect- 
arian structure, and it seems the case that in the process of Sekifuji's 
coming to treat Sanada as his teacher, there was a complex interac- 
tion of his character, background, and environment a t  his place of 
birth. In particular, one can point out as  important factors the trend 

a t  the village level toward faith in myokonin-like figures, the lack of a 
scholastic disposition, and the overcoming of an inferiority complex. 

By examining this example, one can evaluate the process of accept- 
ance of the teaching of an ordinary evangelist and resulting partic- 

ipation in a proselytization movement in a way that contrasts with 

figures like Akegarasu Haya. 
Key Words : Modern Japanese Buddhism ; Evangelist ; Dai-Nihon 

Bukkyii Saisei-Gun; Sekifuji JoshB; Shinran; myokonin; idealism, 



JAPANESE PROPAGATION BY THE F U K Y ~  

FUKUIN SHINKYO DENDOKAI 

----FOCUSING ON ACTIVITIES IN THE LATE 1880's- 

Sekioka Kazushige 

ABSTRACT: This paper considers the theology used by the Fukyii 
Fukuin Shinkyo Dendirkai in its propagation activities, in particular 
its unique characteristics in comparison to orthodox Christianity. 

In previous studies of Japanese Protestantism, this group has been 
included within the "Tubingen school," and has been noted particular- 
ly for the great impact it had on orthodox Christianity through its 
use of Bible criticism. While this view is not incorrect, it does not 
do full justice to  activities of the organization in Japan. The charac- 
teristics of this organization's propagation in Japan should rather be 
said to be in their view of Japanese religion. 

Namely, while orthodox Christian sects viewed the various relig- 
ions of Japan as  heterodox and heretical, firmly emphasizing conver- 
sion to Christianity, the Fukyu Fukuin Shinky6 DendOkai was of the 

"History of Religions School," and thus recognized the validity of va- 
rious Japanese religions for their revelation of God and truth. As a 
result, the ultimate objective was not necessarily seen as  conversion, 
but rather the formation of a "Japanese Christianity" which would 
incorporate elements of Japanese traditional thought, religion,culture, 
and national characterisics. It is here that the prime features of the 
Fukyu Fukuin Shinkyo Dendirkai should be seen. 

Keywords : Tubingen School, History of Religions School, Orthodox 
Christianity, Japanese Christianity, conversion. 
1. The Fukyti Fukuin ShinkyB Dendirkai in the late 1880's. 
2. Fukyu Fukuin ShinkyO DendBkai (abbr. Dendokai). 



The PROCESS OF DISSEMINATION OF A NEW 

RELIGION IN A LOCAL AREA 

A CASE STUDY OF THE IINAN BRANOH OF ENNO-KYO- 

Isooka Tetsuya 

ABSTRACT: This paper presents a case study analized the dissem- 
ination, penetration, and establishing process and factors of a new 
religion in a mountain village. The case is the linan branch of the 

religion Enno-ky6 in the region of Mori, lidaka-cho, Iinan-gun, Mie-ken. 
The conclusions reached in this paper are as follows: (1) the 

primary occasion for the reception of Enno-kyo are the presentation, 
clarification, and solution of problems raised in the religion's scrip- 
tures. The practices employed by the group exist in harmony with 
the traditional faith concentrated on "present-world benefits" in the 
local area; (2) in the case of women converts, the counseling relat- 
ionship with the branch leader make a contribution to the reception 
of Enno-Kyo (3) spread of the religion is achieved through family and 
relatives, expanding to the surrounding area ; (4) firm establishment 
of the religion was the result of the successful leadership of the bra- 
nch head (husband wife combination), thus making effective heigh- 
tening of group cohesion, and a successful approach to the local 
society. In this process, important secondary factors were the com- 
monality and affinity of Enno-kyo with local beliefs such as  freedom 
choice of with regard to the object of faith, and the presence of 
ujigami and ancestor worship. 

Key Words : Process of propagation, penetration, and establishment ; 
Enno-kyo, practices, scriptures, counseling relationship. 



OUCH1 SEIRAN'S CONCEPT OF BUDDHIST 

PROSELYTIZATION, AND PROBLEMS SURROUNDING 

T H E  ESTABL ISHMENT OF BUDDHIST ASSOCIATIONS 

Ikeda Eishun 

ABSTRACT: The study of Buddhist groups and associations a t  
their zenith in the late 1870's and 80's has been virtually overlooked 
as a topic within Meiji Buddhist history. This fact is largely a result 
of the overshadowing presence of more colorful topics, such as the 

study of shinbutsu bunri and haibutsu kishaku in the history of the 
Meij Restoration, and by researches into the formation of modern 
Buddhism around the turn of the century. 

In point of fact, however, when reassessing the problem of Buddhist 
groups within the overall flow of Meiji Buddhist history, from the 
resurgence of Buddhism following the period of haibutsu kishaku to 
the formation of modern Buddhism and new Buddhist movements, it 
becomes apparent that the place occupied by, and historical significance 
of, the Buddhist association movement is very great indeed. 

This paper is a tentative consideration of the Wakeikai, a Buddhist 
association which developed from the standpoint of nonsectarian 
Buddhism, together with the proselytization thought of &chi Seiran, 

who played a leading role in the association movement. 
The features of Seiran's prosely tization included : (1) the awakening 

of Buddhists to the problems of church and state and the freedom of 
belief; (2) the unique grasp he had of those he was trying to convert, 
particularly that group of upper-class intellectuals who, together with 

the "civilization and enlightment" movement, had strengthened their 
non-religious or anti-religious stance; (3) the unique way his Buddhist 
sermons functioned as  means of conversion within the association 
movement. 

Key Words: &chi Seiran; kyokai (sect) and kessha (association) ; 
Wakeikai; ky6d6shoku (Relgious Instructor) ; freedom of belief. 



THE CATHOLIC WOMEN ASSOCIATION MOVEMENT 

IN THE EARLY SHOWA PERIOD 

Aoyama Gen 

Abstract In 1930, Father George Gemeinder, S. V. D. established the 
St. Mary's Women's Association (renamed the Japanese Women's As- 
sociation in 1935) in Akita. Within five years from its establishment, 
the Association had grown to a membership of five-thousand and 
rapidly spread throughout the country. This article describes the 
reasons for the rapid growth of the Association, focusing on the 

following three characteristics: ,its revolutionary spirit of protest in 
behalf of women, its patriotic spirit mixed with international feeling, 
and its grassroots spirit of decentralized authority and respect for 
individuality and autonomy. 

In these three characteristics can be seen hidden features of the 

Women's Association which provides a place of refuge somewhat 
removed from those social influences which placed heavy burdens on 
women, influences such as feudal customs, the blight of the early 
Showa-period capatalism, the great danger of imperialistic patriotism 
which threatened to sacrifice [surrounding nations, and the general 

Japanese populace who suffered within the turbulent flow of events. 
Within that place of refuge the association worked to spread the 
Catholic message, mobilizing to the utmost the strengths of women, 
and thus improving the small effectiveness of Catholic proselytization. 

Key Words: Catholic, moral cultivation group, philanthropic work, 
graduates of higher school for girls, working women, individuality, 
autonomy, patriotism, Catholic proselytizing. 




